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①～⑥巻のあらすじ




①七つの異なる世界から《万象の楽園アクアテラリウム》へ移ってきた七つの種族は魔法を使えない〈隷人族インフイルマ〉をのぞき、こぞって世界の覇権を握らんと争った。

　世界を七度滅ぼした［七滅戦セブンス］を経て、彼らはあらゆる契約に魔法的強制力を持たせる絶対法《大誓約魔法》を構築して非暴力を誓う。

　それでも起きる争いは、元の世界で歴史を動かすほどの《運命力》を持つ《英雄》を召喚し、一定の規則の下で《英雄戦争》を行うという世界に。

〈森霊族エルフ〉の王族にして〈隷人族インフイルマ〉との禁断のハーフでもある［劣血種アブセンス］の少女ティファリシアに召喚された《運命力》ゼロのニート《英雄》ホウバミレイジ。

《英雄》としての使命を果たすどころか主従関係を逆転させ、ティファリシアを使役するレイジは、〈森霊族エルフ〉の女王オフィリアに謀たばかられ、〈獣妖族ペステイア〉に売られたのをいいことに〈森霊族エルフ〉から独立。〈解放者〉の国を名乗らせると、個人的に契約していた〈幻魔族ストレーガ〉［四血姫］レウも利用し、〈獣妖族ペステイア〉《英雄》ナポレオンポーレツトに勝利する。

〈解放者〉を無視できなくなった各種族の王《誓約者ルーラー》は、［誓約議会オーソリテイ］にティファリシアを呼びだすが、レイジはその状況を利用し、〈隷人族インフイルマ〉の解放を各種族に誓わせた。




②最弱の〈解放者〉に目をつけたのは同様に弱小である〈海精族シーレーナ〉だった。

〈海精族シーレーナ〉《英雄》太たい公こう望ぼうは《誓約者ルーラー》セイレと共に〈解放者〉に同盟を願い出る。

　資源の枯渇から他種族の協力を欲していた〈解放者〉にとって渡りに船のそれはしかし〈海精族シーレーナ〉の策略だった。〈海精族シーレーナ〉は事前に『世界の管理者』を自称する〈神翼族エルブランシユ〉と通じ、〈神翼族エルブランシユ〉に〈解放者〉を売り渡すつもりだったのだ。

　その思惑を見抜いていたレイジは、現れた〈神翼族エルブランシユ〉の使者アルファに庇ひ護ごを求め、〈海精族シーレーナ〉と〈神翼族エルブランシユ〉が対立するよう誘導すると、〈解放者〉〈海精族シーレーナ〉〈神翼族エルブランシユ〉の三種族同盟という思いもよらない提案で幕を引かせる。

　結局〈解放者〉を利用しようとした〈海精族シーレーナ〉はレイジの計略に使われたのだった。




③〈海精族シーレーナ〉も打ち破ったことでなにかを確認したようにレウがレイジの下を去った後、あらためて〈神翼族エルブランシユ〉の本拠地、浮遊大陸フィレンタニアに招待されたレイジとティファリシアは、そこで〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエルと対面する。

　未来予知能力を持ち、［七滅戦セブンス］で六度まで世界を滅ぼした文字通りの世界最強の本質が全部わかるがゆえの退屈と見抜いたレイジは、アエルを楽しませる【勝負】を後日挑む代わりに〈解放者〉への援助とアルファを常駐大使という形で要求する。

　そうしてアルファを取り戻そうと訪れた〈神翼族エルブランシユ〉《英雄》ジャンヌに『リアル人生ゲーム』を創らせ、レイジはアエルに勝利するのだった。




④最強の〈神翼族エルブランシユ〉を倒し、いざ三種族同盟を結ぼうとしたとき、レウと彼女が召喚した〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウスト、そしてその《偉能レアルタ》悪魔メフィストフェレスが現れ、とてつもない力を見せる。

　彼らの目的が同盟阻止どころかこの世界の破壊と看破していたレイジは、太公望、〈獣妖族ペステイア〉《英雄》ナポレオン、〈竜闘族ドラゴーネ〉《英雄》アーサーを呼び寄せていた。

　そうして一堂に会した《英雄》を煽あおり、《英雄》の頂点を決める〝《英雄》闘議〟の開催を宣言する。

『限定ダウト』という【勝負】の形式で進められたそれは、実は《偉能レアルタ》メフィストフェレスの能力発動条件を明らかにするためのものだった。

　思惑は見事に的中し、〈幻魔族ストレーガ〉は撤退を余儀なくされたが、去り際に悪魔がレイジを［０／２One Second］と呼んだことでその正体に察しがついたレイジは、〈解放者〉をティファリシアに丸投げし、浮遊大陸から身を投げるのだった。




⑤目覚めたレイジの前にいたのはアーサーと〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》レイリス。

　レイジが落ちた先は〈竜闘族ドラゴーネ〉の国アルガロンだった。

〈幻魔族ストレーガ〉に対抗するため、〈解放者〉〈海精族シーレーナ〉〈神翼族エルブランシユ〉に〈獣妖族ペステイア〉を加えた四種族同盟が締結され、危地に立った〈竜闘族ドラゴーネ〉。だがレイジはそれとは別に《大誓約魔法》締結以降、〈竜闘族ドラゴーネ〉は根本的な問題を抱えていると指摘する。

　戦闘種族である〈竜闘族ドラゴーネ〉は《大誓約魔法》の強制非暴力によって無気力症候群に陥り、ゆるやかな滅亡への道を歩んでいたのだ。

　レイジを捕らえた本当の理由はその打開策を考えてもらうため。そう打ち明けたアーサーに、レイジはアーサーとレイリスの服従、及びアルガロン内での自由を条件に協力する。

　なにもしないレイジに焦じれるレイリスたちだったが、与えられたヒントから暴力を伴わない競争、竜レースの開催に至り、そこに賭け事、偶像アイドルの要素を持ち込むことで〈竜闘族ドラゴーネ〉の民を熱狂させることに成功した。

　願いを叶かなえたことでレイリスの信頼を得たレイジ。実はそれこそが彼の目的だった。

　自由に動いていたあいだに見つけた城内の隠し扉。その鍵が〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》の信頼だと明らかにしていたのだ。

　果たして城主であるレイリスも知らない隠し扉の先にいたのは、死んだはずのティファリシアの母、クレアリシアだった。




⑥クレアリシアはレイジを【賭け】に誘い、その詳しい条件のため自身の過去を語る。

　一八年前。新たな〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》になったのは姉であるクレアリシアではなく、妹のオフィリアだった。

　慣例に外れた出来事に《誓約者ルーラー》争いが生じているという情報が流れ、〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残紅の誓い』はこれに乗じてクーデターを起こそうと息巻いていた。

　その会議中に〈森霊族エルフ〉の王族であるクレアリシアが紛れ込んでいたことで大混乱が起きるが、やる気なし参謀レストが絶妙な機転で場を収め、クレアリシアは彼に興味を持つ。

　クレアリシアには世界の恒久平和という夢があり、その夢を叶えるうる手段──〝世界渡りの《魔神器》〟が眠る〈隷人族インフイルマ〉の遺跡を探していた。

　情報があまりに少なく行き詰まっていたが、奇想天外な発想をするレストなら見つけられるかもしれない。彼の協力を得るため、アプローチを続けるクレアリシアをレストは頑かたくなに拒む。彼の積極的無気力には理由があったのだ。

　それでも説得し続けるクレアリシアに、ついにレストは折れる。

　一方、『残紅の誓い』は半ば暴走するような形で《誓約者ルーラー》就任パレードを襲うものの、事前に察知していたオフィリアによって一網打尽にされた。オフィリアはクレアリシアがレジスタンスと組んで《誓約者ルーラー》の座を狙ってくると考えていたのだ。

　オフィリアの下に現れたクレアリシアは、《誓約者ルーラー》には興味がなく、捕らえたレジスタンスだけを解放してほしいと言う。

　平行線になる話し合いを解決するための【賭け】に乗ったオフィリアは、姉を毛嫌いする〈森霊族エルフ〉《英雄》クレオパトラに出題させることで必勝を目もく論ろむが、その展開をクレアリシアに読まれて敗れる。

　勝利したクレアリシアは約束通りレジスタンスを解放させたものの、立場をなくし、自暴自棄になった『残紅の誓い』リーダー、エリサに襲われ、とっさにクレアリシアを助けようとしたレストもろとも地盤陥没に巻き込まれる。

　地下深くに落ちた二人は、暗闇を手探りで歩いていき、やがてその場所に辿たどり着ついた。

　不自然なまでに綺き麗れいで、なにもかもが白い──遺跡に。








五章　はじまりの終わり









「────全人類知オムニバス『■■■■』へようこそ！」




　白い壁、白い床、白い天井。

　見渡す限り白しかない空間に響き渡った無機質な声。

　──『■■■■』は権利者を歓迎します。

　同時に頭の中に直接響いた言葉に、レストは思わず呟つぶやいた。

「……権利者……」

「なにか聞こえたの～!?」

　喰くい気味に背中のクレアリシアに訊きかれ、しまった、と思うには遅すぎた。

「やっぱり聞こえたんだ……！」

　その反応だけで十分とばかりに一人うなずいたクレアリシアは、興奮気味に続ける。

「［七滅戦セブンス］時代の地下空洞……人工的な空間……そしてレストにだけ聞こえる声！」

　もう、間違いない。半ば以上の確信は今、完全な事実に変わった。

「ここが！　こここそが［七滅戦］以前にあったとされる太古の〈隷人族インフイルマ〉の遺跡──」

　そうして身を乗り出したクレアリシアに、レストは一気にバランスを崩された。

「──ちょっ」

「ぁぅっ」

　クレアリシアが落ちないように、あえて前に転ぶように身体からだを倒したレストは、これまで以上の胸のボリュームを背中で感じ、身体が熱くなるのを全力で隠して言う。

「お前な……自分がどういう状態なのかちゃんと覚えておけよ」

「…………ごめんなさい～……」

　さすがに悪いと思ったのか素直に謝ったクレアリシアは、すぐにレストの上からどくが。

「つ……っ」

「…………はぁ」

　痛みに顔をしかめたクレアリシアが右足を押さえたのを見て、レストはため息を吐つきながらそっと靴を脱がせる。

「ぁ、大丈夫だから──」

「そんだけ腫れてて大丈夫なわけねーだろ」

　言いながら上着を脱ぎ、袖の部分を二重に絞って硬くした上で足に当てて巻き付ける。

「…………ありがとう」

「あー、お前に殊勝にされるとなんか痒かゆくなるからやめて」

　言いながら実際に腕を掻かいてみせたレストに、クレアリシアは笑顔で言う。

「レストの弱みになるならどんどん殊勝になるね～。レストのおかげで目的が達成できてすっごく嬉うれしい～ホントにホントにありがとう～」

「痒い痒い痒い」

「今ならなにしてもいいよ？」

「おい……」

「なーんて、冗談～♪」

　明らかにテンションが高いクレアリシアにレストはもう一度ため息を吐いて言う。

「よくこの状況でそんなハイテンションになれるな」

「当たり前だよ～！　ずっと、ずっと……ずーっと追い求めていたものが今目の前にあるんだよ～!?　ここで興奮しなかったらいつするの～!?」

「…………わかったから。……顔が、近い」

「あ……ごめ──ぁつっ」

「ずっと思ってたけど結構アホだよなお前」

「む～。レストはすごいって思わないの～？」

〈隷人族インフイルマ〉の遺跡。

　それは存在を噂うわさされていながら見つからなかったもの。

　そこには魔法の使えない〈隷人族インフイルマ〉がこの世界に渡ってくるために使用した現存するあらゆる技術を超越せし〝世界渡りの《魔神器》〟がある──そう信じられてきた。

　なによりも〈隷人族インフイルマ〉にとって喉から手が出るほど欲されていたもので、その逸話を知っていたレストも発見を望んでいたはず──なのに。

「すごい、って言ってもな」

　見渡す限り白いだけの空間には不自然さ以外のなにも存在していない。

　ここが〈隷人族インフイルマ〉の遺跡だとしても、なにもない場所でいったいどうしろというのか。

「ふふ～レストらしくないね～。ほら後ろ見て～」

　クレアリシアに誘導されて振り返ったそこには、明らかな異変があった。

「扉が消えてる……？」

　扉だけではない。入り口ごときれいさっぱりなくなっている。

「そう！　すごいよね～っ？」

「だから近いって……」

　油断するとすぐ顔を近づけようとするクレアリシアに手を伸ばし、レストは目を細める。

「確かにすげーけど、状況がより深刻になってんじゃん」

　唯一の目印だった入り口が消えた以上、本格的に空間の平へい坦たんさが際立つ。

　なにかを探そうにも、なにもない状況ではできることがない。

　まさに進退も極まったというのに、笑顔を崩さない、どころかわくわくとすらしているクレアリシアに、レストは苦虫を噛かみつぶしたような表情を浮かべる。

「ね～レスト。レストは似たような場所にきたことがあるんだよね？」

「……あ？」

「『あそこもそうだったな』──って、さっき言ってたでしょ～？」

「──」

　クレアリシアが、地下空洞を人為的に造りだされた空間だと推測したとき、レストが無意識に呟つぶやいていた言葉。

　──そういやあそこもそうだったな

　完全に聞き逃されていたと思っていたが、バッチリ覚えていたらしい。

　その耳ざとさと抜け目なさに、レストは舌を巻く。

（こいつは……本当に……）

　近くからこちらを見上げるようにするクレアリシアは、期待に満ちた翠すい玉ぎよくの瞳をこちらに向けていて、レストはいかにも仕方なさそうに頭をかき、乱雑に言う。

「なんか勘違いしてるみたいだが、俺が知ってるそことここは全然違う」

「やっぱり他の〈隷人族インフイルマ〉の遺跡に行ったことがあるんだ～！　全然違うっていっても似てるところがあるから──ぁつ」

　途中で顔を歪ゆがめたクレアリシアは、右足を不自然に曲げた状態で固まる。再三の怪け我が人にんらしからぬ動きに、添え木代わりにしていたレストの上着がほどけてしまったのだ。

「お前なあ……」

　文句を続けようとしてため息一つ。

　ほどけた上着を固く折りたたみながらレストは言う。

「あそこは遺跡じゃない。ここまで真っ白でなんもない空間でもないし」

　そうして周囲を見回し、上着を足に押しつけながら続けた。

「せめて板きれの一つでも落ちてればよかったんだけどな……そうすれば──」

　──認証しました。

　声はレストの脳内にだけ響き、次の瞬間目の前にはそれがあった。

　あつらえたかのように添え木にぴったりの木の板が。

「……え、っと……」

　さすがのクレアリシアも戸惑う中、レストはゆっくりと手を伸ばす。

　そっと触れ、握りしめたそれは、確かに現実に存在する木の板。

「……いやいや。添え木だけ出てきたってな。外に出るための扉もないし」

　──認証しました。

　あまりにも唐突に生じた扉は、先ほどまであったはずのそれとまったく同じに見える。

「…………」

　まさか。立ち上がったレストは、すぐに思い直したようにクレアリシアの足に手早く添え木をし、再度彼女を背負う。

　そうして扉に手をかけようとして──自動的に開いた扉に、びくりと身体からだを震わせる。

　反射的に顔を隠すように片腕をあげたレストは、すぐにさげた。

　頬を撫なでる夜風。鼻び腔こうをくすぐる濃い森の香り。漏れ出た灯あかりを頼りに目にした植生は、レストたちが落ちてきたグランレム近郊の森であることを確かに示していた。

「ほ、ほんとに出られちゃった～……？」

　驚きと喜び、それ以外の興奮を滲にじませるクレアリシアを尻目に、レストは目を見開く。

　本当に外に出られたから、ではない。もし外に出られたとしたらこの辺だろうという、レストの思ったとおりの場所であったことに、驚きよう愕がくせざるをえなかったのだ。

「レスト？」

　クレアリシアに声をかけられ、レストは無意識に白い空間を見ていたことに気づく。

「あ、ああ……とりあえず外に出られたなら──むぐ」

　このままレジスタンスのアジトに戻ればいい。

　そう続けようとするのを遮るように、クレアリシアがレストの口を塞ぐ。

「外に出られるってわかったのなら、遠慮なく調べられるね～」

　手から逃れ、なにか言おうとしたレストにクレアリシアはより強く胸を押しつけ、顔を寄せて、爽やかに笑った。

「協力してくれるって言ったよね？」

「──」

「はい決まり～！　戻ろ～」

　絶妙なタイミングで機先を制され、仕方なく白い空間に戻る。

　扉は閉じると同時に消えていった。

　予想通りの展開に、もはや驚きはない。そうではなく、レストが危惧すべきは──。

「すっごいねレスト～!!」

　もうたまらない、とばかりに背中で身をよじらせるクレアリシアに、レストは忌々しそうに眉を寄せ、思ってしまう。

　椅子があれば楽なのに──と。

　──認証しました。

　脳内に響く声と共に、レストの前に古びた二脚の椅子が生じる。

　見覚えのあるそれにも、特に思うことはない。自分で想像したことなのだからそうに決まっているだろう、という当たり前の予測があるだけ。

　興奮するクレアリシアを椅子に座らせ、対面の椅子に腰掛けると、長々とため息を吐つく。

「はー…………」

　さすがに認めざるをえない。ここが〈隷人族インフイルマ〉の遺跡であること。

　そして。

「本当にあったんだね～〝世界渡りの《魔神器》〟！」

　瞳をキラキラさせるクレアリシアがこの空間そのものを指していることに、レストはがっくりと肩を落とし、頭を抱えた。
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　──〝それ〟は〈隷人族インフイルマ〉の、〈隷人族インフイルマ〉による、〈隷人族インフイルマ〉のためのものである。

〝世界渡りの《魔神器》〟についての伝承は、必ずそのフレーズから始まる。

　魔力を持たず、この世界で戦う術すべを持たない〈隷人族インフイルマ〉。

　その絶対的弱者である〈隷人族インフイルマ〉の使用した、世界すら渡れる超技術の《魔神器》──。

「まさか遺跡そのものがそうだったなんて思わなかったね～」

　一通り騒いだからか、幾分か落ち着いた様子で周囲をきょろきょろと見回すクレアリシアに、レストは気だるさを欠片かけらも隠さずに言う。

「まだそうだと決まったわけじゃねーけどな」

「またまた～そんなこと思ってもいないくせに～」

　イタズラっぽい笑みに、レストは昔さんざん座った椅子に深く腰掛けて、手を振る。

「確かに〝ここ〟が、俺……〈隷人族インフイルマ〉の思考に反応してるのは確かだ。でもそれでイコール〝世界渡りの《魔神器》〟だとは言いきれないだろ」

「そうだね～」

　あっさり認めたクレアリシアに、レストはむしろいっそう落ち込むように顔を伏せる。

「…………俺の思考に反応して、願望を具現化する、それ自体が超技術であることには変わりないから、別にそこはどうでもいいってか……」

「そうだね～♪」

　舌打ちしたくなるほど清すが々すがしく楽しそうな笑顔。その先のことまで想像してげんなりするレストと対照的なクレアリシアは、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「それで、レストはわたしがなにをすれば素直に協力してくれるの～？」

　協力させるのは前提。どこまでも先手を取るクレアリシアに、レストは鋭く言う。

「とりあえず服を脱ごうとすんのはやめろ」

「え～？　ホントは嬉うれしいくせに～」

「…………いや？　別に俺はなんとも思ってないけど、お前が恥ずかしいだろうから先に止めてやってるだけ」

「…………へえ？　ほんとに脱がれたら恥ずかしくて困るくせに、主導権握りたいからって必死すぎだね～」

　ぴしりと二人の間でなにか音がした気がして。

　先に均衡を破ったのはレストのほうだった。

「だから嘘うそ吐つくならもう少し表情と声に気使えって。見るヤツが見たらバレバレだから」

「はいまぶた動いた～！　無理してるのバレバレで～す！　レストわっかりやす～い！」

「お前こそ追い込まれると声が大きくなるわかりやすい癖なんとかしろよー？　いざってとき困るのはそっちだからな！」

「そう言うレストのほうが声が大きくなってると思うんですけど～!?」

「揚げ足とっただけの反論が有効なのは的を射いてるときだけだから!!」

　いつの間にか立ち上がっていた二人がむむむ、と顔をつきあわせていると、クレアリシアが意地になったように自分の服に手をかける。

「あ～もういいです～！　別にレスト脅すとかじゃなくて暑いから脱いじゃうもん!!　別にわたし恥ずかしくないし！」

「は、いちいち口に出さねーで勝手に脱げよ！　別にお前が脱ごうが俺には関係ないし!!」

「と、とか言って顔赤くなってますけど～!?　ムッツリスケベさん！」

「は、はぁっ？　鏡見てから言えよ痴女！　お前のエロい鎖骨なんか見てもなんとも思わねーから!!」

「さこ……え……？」

「ぁ……ち、違……」

　──そんな変なところ見てるの!?　へんた～い！

　そう続ければ、レストはなにも言えなくなる。レスト破れたり──。

　わかっていてなお、クレアリシアが取った行動は、脱ぎかけた服を掴つかみ直し、赤い顔を隠すように俯うつむくことだった。

　──は、バッチリ照れてんじゃねーか！　無理するからそうなるんだよ！

　レストはレストでクリティカルな言葉はわかっても、口にすることはできない。

　なんとも言えない気まずい空気は。

「ぁつ……っ」

　立ったままだったクレアリシアが顔をしかめて体勢を崩したことで破られた。

「……何回それやるんだよお前……」

「……だって…………痛いものは痛いんだもん……」

　小声でふて腐れたように言うクレアリシアに、レストは大げさにため息を吐つきながら表情を緩める。

　その顔を見て、クレアリシアは唇を尖とがらせたまま続けた。

「レスト、なんとかできないの～……？」

〈隷人族インフイルマ〉の願いを叶かなえる《魔神器》。どのような仕組みかはわからないが、伝承と実際に目の前で起きたことから、〝ここ〟が多少なりとそうであることはわかっている。

　そのなんでも願いを叶える《魔神器》ならクレアリシアの足も治せそうなものだが。

「たぶん無理だな」

　頭をかきながら、レストはあえて声に出して願う。

「〝クレアリシアのケガを治せ〟」

　声と願い。はっきりした意思表明であったにもかかわらず、なにも起こらない。

　その様子に、何事か考えはじめたクレアリシアを確認し、レストは続けて言う。

「〝クレアリシアのケガを治したい〟」

　──認証しました。

　唐突に生じた、薬が入っているであろう小さな壺つぼと白い布。

　それらを当たり前のように拾い上げたレストに、クレアリシアが手を打つ。

「──なるほど～。直接人の願いを叶えるんじゃなくて、願いを叶えるための手段を具現化するんだね～？」

　折れた骨を直接治すことはできないが、癒やすための硬い板や薬、包帯を。

　外に出たいという願いを叶えていきなり外には出せないが、外へと繋つながる扉を。

　歩き続けた疲れそのものをなくすことはできないが、足を休めるための椅子を。

　願いに応じて具現化する。

「そういうことだ」

　クレアリシアなら気づいて当たり前とばかりに特別驚きはせず、レストは続ける。

「〝とびきり旨うまい料理をくれ〟」

　なにも起きないことを確認してから、ため息と共に目を閉じ、

「〝おっさんのパンで腹を満たしたい〟」

　目の前に二つのパンを生じさせる。

「あ、これ……」

　クレアリシアも見覚えがあった。隠れ里〝紅こう霞か〟で焼かれていたあのパンだ。

「──ん」

　一囓かじりしたレストからもう一つを手渡され、クレアリシアはおそるおそる口に含む。

「……！」

　見た目だけじゃない。味までしっかり再現されている。

「おそらく、具体的なイメージができていれば叶かなえられるんだろうな。消炎薬と包帯はレジスタンスのアジトに常備されてるやつだし、その椅子は俺の生家で使われてたもの。……実物は燃えてなくなったはずなんだけどな」

「燃えて……？」

　クレアリシアの言葉にはっとしたレストは、問いには答えずやや早口で続ける。

「目的を達成する手段で、明確に想像できるなら、実物があるかどうかに関係なく具現化できる。反面、〝とびきり旨うまい料理〟というような漠然としたものは具現化しない。まあ添え木は特になにかイメージしたわけじゃなかったし、必ずしもではなさそうだけどな」

「うーん、理屈はわかったけど、それにしても便利すぎるよね～。使用する代償とかはないのかな？」

「……さあな。普通に考えりゃあるだろうけど、《魔神器》につきものの魔力は元々〈隷人族俺〉にはねーし、体力、生命力やら体感でわかるような消耗は今のところない」

「仕組みがわからないうちにあんまり使いすぎるのは気をつけないとね～」

「いや使わせたのお前だろ……」

「……そうだけど～」

　申し訳なさそうに顔を伏せたクレアリシアに、レストは小さくため息を吐つく。

「とりあえず今日はもう疲れたし、休もうぜ。細かいことは明日考える」

「それって──」

「あー違う違う。今日起きたこと考えてみろよ？　〈森霊族エルフ〉にケンカ売りかけて、仲裁して、変な《英雄》追放して、トラブルで……地中深くに落ちて、誰かさん背負って遺跡探索して──これで疲れないやついたらそっちのほうが異常だろ」

「…………やっぱり……重かった？」

「…………気にするのはそこかよ」

　目眩めまいがするとばかりに眉間をもんだレストは、指先をいじいじするクレアリシアを横目に言う。

「〝心地よく寝たい〟」

　わざわざ言葉に出したのは、クレアリシアに意図を伝えるのもあるが、よりイメージを明確にするため。

　果たしてレストの狙い通り、寝るための場所──ベッドが目の前に生じたのだが。

　クイーンサイズの巨大なベッドに、枕が二つ。

　明らかに二人用の寝具に、クレアリシアが声をあげる。

「な──なに想像してるの～!?」

「ち、違っ、俺はゆっくり休みたいって……そのためのでかいベッドなだけだろ!?」

「枕が二つあるのは～？」

「それは……だから……お前も疲れてるだろうって、思ったから……」

「え…………」

　クレアリシアのことを考えて……？

　勢いを失したクレアリシアに、レストは一気にまくしたてる。

「と、とにかく、俺は一緒に寝ようとか考えてねーから！　〝もう一つベッドをくれ!!〟」

　レストのその願いはすぐに叶かなえられ、可愛かわいらしい天蓋付きのベッドが現れた。

　そのいかにもお姫様然とした装飾に、再度はたと止まってしまう。

「えっと、レストの趣味って……」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、使えればなんでもいいだろ!?」

　珍しく、失敗続きのレストが顔を赤くするのを目にして、クレアリシアはくすりと笑う。

　これはつまりレストのクレアリシアへの心証なのだ。

　レストにとってクレアリシアは〈森霊族エルフ〉の王族……お姫様というイメージがある。

　お姫様は粗末なベッドではなく、ちゃんとした、それらしいベッドで寝てほしい──。

「……ありがと～」

　そのくすぐったい気遣いのようなものに、クレアリシアは小さくお礼を口にし。

「あ、レスト、もう一つお願いがあるんだけど～」

「まだなんかあんのかよ……」

「お風呂入りた～い♪」

　嬉き々きとして続けたクレアリシアに、レストはあんぐりと口を開け、やがて深々とため息を吐ついた。
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「う～ん、やっぱり〝ここ〟って、〝世界渡りの《魔神器》〟そのものではないのかな～？」

　睡眠中に空間ごと暗くした仮想夜から、再び〝昼〟に戻し、食事その他を終えたクレアリシアがぽつりと言って、レストがまだ開ききっていない目をこする。

「……あー…………そうなんじゃね…………知らんけど……」

「も～レストちゃんと考えてよ～」

「…………無理…………眠い……」

　パンを口に入れながらレジスタンスアジトに置かれているのとそっくりなテーブルに突っ伏しはじめたレストに、クレアリシアは唇を突き出す。

「む～じゃあ勝手にしゃべる。昨日お風呂で少し考えてみたんだけどね～」

「──ぶっ」

　噴き出したレストに、クレアリシアは計画通りとばかりに目を細めた。

「んん～？　なにレスト～、昨日のお風呂のノゾキならもうわたし気にしてないよ～？」

「誰がノゾキだ！　足が痛いだの溺れそうだの、巧妙なトラップにかけやがって……！」

「え～？　足が痛いのもバランスを崩して沈んじゃったのもほんとだったし～。レストはわたしが裸だってわかっててノゾキにきたんでしょ～？」

「……っ」

　言い返そうとして途中でやめたレストは、片手に掴つかんだパンを乱暴に食いちぎると、忌々しそうに促した。

「……いいからさっさと話せよ。さっきの話聞かせるためのやりとりだろ」

「レストの弱み握るためでもあるけど～？」

「そっちが目的なら、ちゃんと受けて立つぜ？」

　素早くそう返してきたレストに、これ以上の深追いはまずいと判断し、クレアリシアは〈森霊族エルフ〉御ご用よう達たしの紅茶を口にしてから言った。

「レストも知ってのとおり……わたしがほしいのはこの世界の恒久平和なの～。そのための手段として〝世界渡りの《魔神器》〟──魔力のない〈隷人族インフイルマ〉に世界を渡らせるほどの未知の力を求めた……」

「だからそれが〝ここ〟だろ？」

「わたしも最初はそう思ったけど、少し違わない～？　もう一段階隠れてる気がするんだけど～……」

　考え込むように小首を傾かしげた際に、クレアリシアの金髪が肩をすべり落ちる。

　その美しさに目を奪われながら、レストはそんな様子をおくびにも出さずに言った。

「願望を成就するのではなく、その手段を提示する──わけじゃないって話か？」

「そう！　さすがレスト～！」

「すでにわかってたこと褒められてもな」

「わたしはよく考えたもん。すぐに思いつくのはすごいよ～」

　そりゃ俺もよく考えたからな──とは言わずに、レストは続ける。

「一見すると願望を成就するための手段を提示しているように見えるが、違う。あくまで手段に必要なものを具現化するだけで、それをどう使えばいいかは示していない」

　包帯、薬、添え木、椅子、パン、ベッド……それらの使い方をレストやクレアリシアがたまたま知っていただけで、使い方のわからないものが具現化される可能性もあった。

「必ずしも想像できるものだけ具現化されているわけじゃない、っていうので気づいたんだよね～。もしかしたらそうかなって。今レストが同じ結論だったことで確信できたよ～」

「そりゃめでたいな」

「む～反応が薄い。〝世界渡りの《魔神器》〟もそうなのかもしれないんだよ～？」

「別に世界を渡るのがお前の目的じゃないだろ。あくまで世界を渡らせるほどの未知の力がほしいんであって、そのための手段に必要なものを具現化させるならそれはそれで──」

　とそこまで言ったところで、クレアリシアの笑みが深まっていっていることに気づく。

「うんうん、そうだね～」

「…………お前……」

「じゃあそれ、願ってくれる？」

　最初からそれ目的じゃねえか……。

　ジト目で訴えるレストを、クレアリシアは取り合わない。

　当然レストもそんなことはわかっているとばかりにすぐに切り替えると、ぼそりと呟つぶやく。

「もう少し引き延ばせると思ったんだけどな……」

「え？」

「覚悟しとけよ？」

　そう宣言すると同時。レストとクレアリシアの横の空間が大きく歪ゆがんだ。

　音もない変化。それまでの願望の成就と同様ではあるが、あまりにも巨大すぎたゆえに、レストやクレアリシアにもその過程がはっきりと認識できた。

　といっても実際には数秒の出来事。呆あつ気けにとられていたそのあいだに、〝それ〟はクレアリシアの目の前にできあがっていた。

「…………書棚？」

　部屋であれば書庫と呼んでいただろう。

　見上げる高さの書棚が、果てが見えないほどずらりと並ぶ。

　そのすべてにぎっしりと詰まった、同じ背表紙の分厚い本。

　立ち上がったクレアリシアは、片足を引きずりながら棚に近づき、一冊を手に取り開く。

「……！　これ［七滅戦セブンス］で失われたって言われている〈獣妖族ペステイア〉の旧世界戦史……!?　隣は〈神翼族エルブランシユ〉、〈竜闘族ドラゴーネ〉……〈幻魔族ストレーガ〉まで！」

　各種族が元々いた世界の歴史について書かれたものは、交流がないために謎に包まれた〈幻魔族ストレーガ〉をのぞき、ほぼすべての種族が［七滅戦］において失ったとされている。

　中でも旧世界における争いについて書かれた戦史はその種族の弱みになりかねず、たとえ残っていたとしても絶対守秘が基本。

〈森霊族エルフ〉のクレアリシアが他種族のそれを見たと知れればその瞬間から自由はなくなる。

　他種族からすれば知った彼女を生かしておけないし、〈森霊族エルフ〉からすればその知識を最大限活用するために幽閉せざるをえない。

　それだけの絶対禁忌知識が、当たり前のようにある。

　すでにその時点で驚天動地の出来事なのに。

「え……〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》系譜!?　〈獣妖族ペステイア〉の種差解説ってそんなの〈獣妖族ペステイア〉の根本に──、〈竜闘族ドラゴーネ〉生態図書!?　…………へええ、逆げき鱗りんってほんとにあったんだ!!」

　適当に選んだ本の、適当に選んだページに書かれている内容が、ありえないほど重要。

　なによりこんな内容はその種族でも知り得ていない可能性が高い。

　つまりここにある本は。

「この世界の……全知識が──？」

「それはないだろうな」

　興奮を隠せないクレアリシアと対照的に、テーブルで片肘をついた格好のレストが言う。

「俺が願ったのは〝クレアリシアが望むこの世界の恒久平和〟だ。その願いを叶かなえるための手段が具現化された以上、ここにあるのは恒久平和を為なすのに必要なものだけ──ま、ちょっと量が多いが」

　だから言ったろ？とばかりに最後にちょっとした皮肉を加えたレストに、クレアリシアは書棚の果てを見ようとして、やはり確認できないことを知る。

　だが、その姿を見ていたレストがなにか言う前に叫んだ。

「全然だよ～！」

　髪を振り乱し、全身で喜びを表現しようとして片足が痛んだのか少し苦しげな表情を浮かべたクレアリシアは、それでも満面の笑みで続ける。

「ここにわたしの夢を叶かなえる方法が絶対にある……！　そんなの……そんなの──最高じゃない～!?　やった～！」

　もう願いは叶ったとばかりに無邪気に喜ぶクレアリシアに、レストは目を丸くする。

「いや……この量、わかってんのか……？」

「うん！　すっごく時間はかかりそう～！」

「すっごくって……言っとくけど俺は手伝えねーぞ？」

　面倒だからとかそういう話ではなく、願いが〝クレアリシアが望むこの世界の恒久平和〟であり、そのための手段が具現化された以上、クレアリシア自身がここにあるものを使ってなんとかしなければならないからだ。

「わかってるよ～。でも──」

　そう言って一度視線を落としたクレアリシアは、あらためてはにかむように笑う。

「一緒には、いてくれるでしょ？」

　その笑顔は──完全にレストの想定を超えるものだった。

「……レスト？」

　不安げに訊きかれ、はっとしたレストは、いかにもだるそうに椅子に深く腰掛ける。

「まあ……俺が外に出てどうなるかわからない以上仕方ねーからな……。それに、ここならなんでも揃そろうし……楽なのは間違いない」

　いかにもそっちのほうが大事だとばかりに続けたつもりだったが、クレアリシアは嬉うれしそうに、そして少しイタズラっぽくレストへと近づく。

「ありがと～レスト。お礼に──」

「奉仕してくれるって？　ああそりゃ助かるな。じゃとりあえず服脱げよ」

「──な、ぅ……」

　予想外の反応と明らかに先手を取られた感覚。言葉が詰まり、顔が紅潮し、しまったと思う間に、目の前の少女のように綺麗な顔は、余裕の笑みを浮かべる。

「どうした？　お礼してくれるんだろ？　胸揉もませろよ」

「む……無理しちゃって～」

　懸命の反撃も火に油。クレアリシアのその言葉に、レストのほうから身体からだを寄せられ、反射的に一歩後ずさってしまった。

[image: ]

「へえ？　無理してんのはどっちだろうなー」

「……む～！」

　──やられた、やられた、やられた！

　頬を膨らませ、率直に悔しさを露あらわにしたクレアリシアはおもむろに服を脱ぎ始める。

「──はあっ!?」

　その、明らかに非論理的な行動に、目を白黒させたのはレストのほうだった。

「なにしてんだお前!!」

「レストが服脱げって言ったから脱いだだけです～！　なにが悪いの!?」

「う、打つ手がないからってやけくそになんなよ！」

「ふ～んだ、今焦ってるくせに～！」

「顔真っ赤にしてなに言ってやがる!!」

「ほらほら、おっぱい揉もませてほしいんでしょ～？　揉めば～？」

　半裸のクレアリシアにそんなことを言われて、一瞬怯ひるみそうになったレストは、それこそが彼女の目もく論ろみだと看破すると同時に手を出した。

「ぇ──ぁ……」

　それもまた予想外とばかりに、驚き、身を強こわばらせたクレアリシアと対照的に。

　ふにょりと、まるで手が沈み込むような感触。

　同時に、ほどよい弾力と、たまらなく心地いいやわらかさを右手いっぱいに得たレストは、黙ってこちらを見るクレアリシアの妙に艶つややかな表情を目の当たりにして、無意識にその手を動かす。

「──っ、ん……ぁっ」

　色のついた吐息。ただびっくりしただけなら決して出ないその艶めいた声は、彼女の感じている表情と共に、レストを現実に引き戻した。

「──」

　反射的に手を離そうとし、思い直してゆっくりと手を下げたレストは、一度息を吐いてから言った。

「ま、まあまあだな……」

　自然な風を装い、視線は不自然に宙をさまよって──彼女の次の行動に反応が遅れた。

　ぺちん。

「え……？」

　頬を打たれたレストよりも、思わず手を出したクレアリシアのほうが声を漏らす。

「なんで……？　……絶対防御魔法は？」

《大誓約魔法》による、何なん人ぴとたりとも他者を傷つけられないという絶対防御魔法。

　意識がそれていたとはいえ、レストは決して眠っていたわけではない。

　通常であれば《大誓約魔法》は働くはず。

「──クレアリシア」

　一転して真剣なレストの声にうなずき、もう一度、今度はもっと軽く頬を叩たたく。

「やっぱり──もしかして、〝ここ〟には《大誓約魔法》が届いていない～……？」

　それはおよそこの世界──《万象の楽園アクアテラリウム》に住まう者にとって衝撃的な事実だ。

　思わず《六面魔法体キユーブ》を探すように見上げたクレアリシアに、レストがぼやく。

「なんで同じところ叩くんだよ……」

　その言葉に、クレアリシアはぴたりと止まり、さりげなく脱いでいた服を羽織り直すと、あくまで笑顔で言った。

「賢いレストなら、すぐにわかるんじゃない～？」

　言外に怒っていると伝えてきたクレアリシアに、レストは不服そうに息を吐き、乱暴に頭をかいて言う。

「あーあ、ここじゃ誰かさんに殺されかねないから気をつけねーとな」

「わたしも寝ている最中にケダモノに襲われないように気をつけないと～」

「はあっ？　誰が!?」

「そっちこそ～!!」

　むーっと睨にらみあう二人はやがてどちらからともなく、力を抜くように顔を逸そらす。

「《大誓約魔法》が働かない世界なんて想像もつかないけど──ここに恒久的世界平和を為なすための方法があるのは間違いない。だから……」

どんなことをしてでも目的を達成する──そう強く言葉にしたクレアリシアに、レストもまたテーブルの上にデザートを具現化する。

「……俺もこの超快適空間を手放すつもりはないな」

「じゃあしょうがないね～」

「ああ、しょうがない」

　そうしてもう興味はないとばかりに食事に戻ったレストに、クレアリシアはそっと笑い、踵きびすを返すと、

「さ～がんばるぞ～！」

　そびえ立つ書棚に向かって、気合いを入れるように拳を振り上げた。





　　　　◆◇◆◇◆






　時の流れは常に一定だが、感じ方は個々人によって変わる。

　もちろんそれがわかるためには、日の入りや日没、比較可能で不変であるような外的環境が必要で、たとえば一切外が窺うかがいしれない〝ここ〟では難しい。

　レストにもここにきてどれだけの時間が経たったのか正確にはわからなかったが、なんとなく空腹を感じたら食事をし、なんとなく眠くなったら眠り、なんとなく動きたくなったら適当に運動をし、なんとなく暇を潰したくなったら適当な本を読む──。

　そんな生活と呼ぶのも憚はばかられる自堕落まっしぐらを続けて数週間、あるいは数ヶ月。

　レストの周りで煩わしいことは一切起きていなかった。

「あーマジ楽園だわここ……」

　安楽椅子に身体からだを預け、飲み物片手に何度目かわからない呟つぶやきを口にしたレストは、なんということもなく周囲を見回す。適当に散らかした食べ物や暇つぶしのものがそこら中に転がっているが、誰もなにも言わない。

　レジスタンスではなんだかんだとエリサから仕事を割り振られたが、それが一切ないのがこうも素晴らしいとは。

　なにより──

「おーい、クレアリシアー」

　返事はない。おそらく永遠に続くような書棚のどこかで本を読んでいるのだろう。

〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス〝紅こう霞か〟の参謀が人としてダメすぎる暮らしをしているあいだ、〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の姉にして巫み女こは食事睡眠風呂以外の時間を読書にあてていた。

　いや最近ではどうやら風呂でも読書をしているらしい。食事中も傍らに本を置いているし、鼻歌の代わりに紙をめくる音が聞こえてくるということはつまりそういうことだろう。

　レストがわざわざ名前を呼んでも反応しないまでに集中しているのもうなずける。

「ご苦労なこった」

　実際、文字通り苦労しているようだった。

　最初こそ外では決して得られない貴重な情報に心躍らせ、鍵となりそうな本を発見するたびにレストと喜びを共有しようとしていたが、徐々に自堕落なレストの生活への言及やからかい半分の誘惑すらなくなっていき、今では言葉をかわすことすら稀まれになっている。

　もちろんそのことをレストが惜しむことなどなく、むしろ歓迎すべきことなのだが。

「どこで限界がくるかな……」

「……限界なんてないよ」

　呟つぶやいた何気ない言葉に、数日ぶりに聞いた気がする、クレアリシアからの返答。

「あるわけないじゃない……」

　疲れ切った声を絞り出した彼女は、どうやら思ったより近くにいたらしい。

　手にした本を適当に積み上げ、ふらふらとこちらへと歩いてくると、レストが自分用に具現化したもう一つの安楽椅子にぐったり身を沈めて、そのまま動かなくなる。

　背を向けたままのクレアリシアがどんな顔をしているかはわからない。

　だが、彼女の精神状態は容易に窺うかがいしれた。

「言葉と態度が一致してねーぞ」

　冗談めかした軽口にも反応はない。レストの知るクレアリシアなら久しぶりの会話になにがしかのウイットを交ぜてきそうだが。

「…………別にいいでしょ…………」

　投げやりな言葉。おそらく外では決して聞くことがなかっただろう、王族らしからぬぞんざいな声に、レストもまたらしくなく深追いする。

「なんだ、認めんのか？　限界がきたって」

「………………違うもん……」

「違わない。今までそんなふうになったことねーし」

「…………レストに……なにがわかるの……」

　こちらを見もしない適当な呟きは、なぜか無性にレストを苛いら立だたせた。

「お前がなにを思っているのか当ててやろうか？　確かにここでは貴重な情報ばかり見つかるし、失われた過去について次々に知れる。もしかしたらと思える方法だって思いついた。実際に試そうかとも考え──けれど思い直す。なにか違う、違和感がある──そういう感覚がどうしてもぬぐえないからだ」

　ゆっくりとこちらに向き直るクレアリシア。

　──なんで、わかるの？

　そう問いかける疲れた目が向けられても、レストは止まらない。

「お前が思いつくのはすべて常識の範囲にある方法だ。失われた技術を応用したもの、元の世界での歴史を生かしたもの、あるいはそれらを組み合わせたもの。──それでいい。〝ここ〟で与えられる情報を組み合わせれば、自分の願いは叶かなえられる。そう思いこもうとする一方でお前は考える。本当にそうだろうか？　情報さえあれば誰でも思いつくことで、原理的に不可能とも思える恒久的な世界平和が達成されるだろうか。そんな簡単な話なら、なぜ誰にも──〝ここ〟を造った〈隷人族インフイルマ〉の王も為なしえられなかったのか？」

　レストのその言葉に促されるように、クレアリシアはぽつぽつとその先を呟つぶやく。

「…………〈隷人族インフイルマ〉の王は、恒久的な世界平和を望まなかったのかもしれない……でも…………そもそも、〝ここ〟で与えられるのは、願いを叶かなえるための道情具報だけ……もし、その道情具報を間違えて組み合わせてしまったら──」

「お前の願いは叶わない」

　無慈悲なレストの言葉がクレアリシアに容赦なく降り注ぐ。

　唇を噛かんだクレアリシアにとってはどうやらそれが最も致命的な事象だったらしい。

　求めている答えは、〝ここ〟にある。あると信じている。そこに揺らぎはない。

　けれど、その答えを出すのはクレアリシア自身であり、間違える可能性は当然存在する。

　いやそれどころか、正確に当てるほうが難しい。

　そしてなにより間違えて出した答えが世界にどのような影響を与えるのか。

　はい間違えましたでやり直せることではないのだ──。

「…………は？」

　思わず声を出したレストは、目の前の光景が信じられないように何度も瞬く。

　目の前。唇を噛み、小さく震えるクレアリシアが。

　さめざめと泣いていた。

　人前で涙を見せることのリスク。無様に感情を揺らがせた証あかしなど、なによりも避けなければならないはずなのに──

　内心で取り乱すレストと対照的に、クレアリシアは湿った声を絞り出す。

「……わかってるもん……わかってるから……わかってても……方法がないから──」

　ぽろぽろと涙をこぼし続けるクレアリシアに、レストは自分でも信じられないほど動揺していることに気づく。

　他人の涙を、それも女の子に泣かれた経験がこれまでにないわけではない。

　けれどそれらはどれもああ泣くだろうなという予想のできるものだった。

　これほどまでに想定外の、虚をつかれる涙は目にしたことがない──。

「ほ……方法がないわけじゃねーだろ」

　気がつけば、レストは口走っていた。

「〝ここ〟に答えはある。それは大前提だ。不確実なのは、仮の答えとして選び出したもの。なら、その不確実さを確実に変えるための行動を取ればいい」

　黙ってこちらを見つめるクレアリシアの、碧へき玉ぎよくのような瞳がやけに綺き麗れいに映る。

　その美しい瞳に促される実感があってなお、レストは止まれなかった。

「お前は……どうして自分の出した答えを不確実だと思う？」

「…………答えとする根拠が、わたしの中にあるものでしかないから」

　もちろん最低限の論理的必然性はある。可能な限り客観的なそれらを橋きよう頭とう堡ほとし、クレアリシア自身の経験から為なされる推測。つまり、一言で言ってしまえば直感。

「究極的に人は直感で物事を判断する。が、可能な限りその割合を減じることはできる。そのためには──」

「客観的な証拠の積み重ねが必要となる……」

「そうだ。そして、それがないからお前は行き詰まる。ちゃんとあるのにな」

　当たり前のように続けられたレストの最後の言葉に、クレアリシアは目を見開く。

「あ……る？」

「あるだろ。現に恒久的世界平和を為なしている法が」

　気だるげな彼が指さした中空の一点。白い空間でしかないその場所に、本来であればなにがあるか──クレアリシアが気づくのと、レストがその名を言うのは同時だった。

「「《大誓約魔法》」」

　魔法を持つ六種族によって創られ、全世界をあまねく支配する《六面魔法体キユーブ》。

「あらゆる契約に魔法的強制力を持たせる絶対法で、非暴力を全種族に強制した《大誓約魔法》は間違いなく《万象の楽園アクアテラリウム》に平和をもたらしてる……！」

　熱病に冒されたように呆ぼう然ぜんと呟つぶやくクレアリシアに、レストは軽く続ける。

「そう。すでにこの世界は恒久的な世界平和にある」

「でも──」

「あーわかってる。その平和な世界でも残っている不平等……〈隷人族インフイルマ〉を筆頭に虐げられる弱者も救うのがお前の目的だっつーんだろ？　俺が言いたいのは今ある世界だって平和なんだからそれでいいじゃねーかなんていう話じゃない」

　そうでは、なくて。

「──《大誓約魔法》が確かな答えの客観的な根拠になるっていうこと～……!?」

　最後の最後でレストが言わんとしていることを先んじたクレアリシアは、そのまま自身の思考に没頭するように口元に手を当てて呟く。

「確かに……《大誓約魔法》はそれまでの世界を明確に平和にした恒久的な法……その観点から見れば、わたしが目指す平和の客観的根拠としてもっとも有力なものたりえる……ううん、ちゃんと成立過程を見ないと……！」

　勝手に考えはじめたクレアリシアをぼんやりと眺めていたレストは、ふと気づく。

　その目に涙がないのはもちろんのこと、泣いた痕すらないことに。

　その理由を考えるより先に答えに至った。

「おいちょっとまて……お前まさか──」

「……あ……」

　レストの視線に気づき、右手でさりげなく印を切ったクレアリシアは、再び美しい嘘の涙を湛たたえていた。

「認識改変魔法……!!」

「バレちゃった～」

　認識改変魔法が解かれ、可愛かわいらしい笑顔を前に舌を打ちそうになったレストは、それが彼女をさらに喜ばせると思いぶっきらぼうに言う。

「……演技力だけは褒めてやるよ」

「ありがと～」

　そう言ってから、クレアリシアは小さく口の中で呟つぶやく。

「…………本当に、泣きそうになってたんだけど……」

「あ？」

「なんでもな～い。やっぱりレストは頼りになるな～って言っただけ～」

　冗談めかした口調で言ったクレアリシアに、レストは今度こそ舌打ちする。

「まあまあ♡　でも──これでまたきっかけが見つけられたかも……確かに《大誓約魔法》は見方によっては世界を一度平和にした法で、それはわたしの目的にも大いに参考になるよ～。あとはここで《大誓約魔法》の成り立ちについて調べて──」

　とそこまで言って、クレアリシアは真剣な表情で口元に手を当ててレストを見た。

「違う……そうだよレスト、それじゃダメ！」

「はあ？　ダメってなにが」

「《大誓約魔法》について書かれた本が一冊もないの～！」

　外にはまずない、［七滅戦セブンス］以前の歴史どころか、各種族の旧世界について書かれた本まであるのに、どういうわけか《大誓約魔法》の書は存在していなかった。

「……まだ見つけてないだけじゃねーの？」

「ううん、間違いないよ～！　最初にここにある本全部のタイトルは確かめたもん」

「あー確かにやってたな…………なんだよ？」

「ん～ん。見ててくれたんだな～って」

「…………」

「あ、ごめん～！　まだ話終わってないから最後まで聞いて～！」

　そっぽを向いたレストに懸命に謝りつつ、クレアリシアは考える。レストがクレアリシアの願いを叶かなえるために喚よび出した書棚。その全タイトルを網羅しているのは本当だ。

　もちろんタイトルがない本の方が圧倒的に多かったので、正確には『おそらくこのような内容が書かれているだろう』という見当をつける作業だったが、いずれにせよ《大誓約魔法》を主眼としたものがなかったのは間違いない。

「そのときは単純に必要ないものだからなんだと思ってたけど……レストの仮説もすごく説得力があったし～」

　あるいは──

「別に悩むことでもないだろ。《大誓約魔法》の成立を知りたいのはお前がここで得たアイデアを決断するためのもので、厳密に必要なわけじゃない。そう考えれば辻つじ褄つまは合う」

「……うん。でも……」

　それでは《大誓約魔法》の成立に関わる情報がないことには変わりない。

〈隷人族インフイルマ〉を除く六種族が固有魔法を組み合わせて創った、世界全体に及ぶ絶対法。その成立自体を知らない者はいないが、具体的に誰がどのようにとなると一気に不鮮明になる。

　だからこそ〝ここ〟でなら得られそうな情報だとも思ったのだが。

「そうだレスト、《大誓約魔法》の本を──ううん、それ自体が目的になってしまうと叶かなえられないから、えーと……」

「んな面倒で間接的で中途半端なことするより、確実な方法があるだろ」

「えっ？」

　クレアリシアの好奇心に満ちた眼まな差ざしに、レストは言いすぎたことに気づき、けれどもう引き返せないことを悟ってため息と共に言った。

「直接見に行けばいいじゃねーか。《大誓約魔法》が成立する過程を」

《大誓約魔法》が成立する過程を直接見に行く──？

「そんなことできるの～!?」

　身を乗り出したクレアリシアをうっとうしそうに見ながら、レストは気だるげに言う。

「外につながる扉を具現化したときのこと覚えてるか？」

「レストの〝外に出たい〟っていう願いを叶えた結果だよね～？」

「少し違う。あの扉は、〝外に出たい〟願いを叶える手段だっただけでなく、〝もし外に出られればこの辺りだろう〟という願望も反映されていた」

　強調された言葉に、クレアリシアは一瞬で答えに至る。

「扉の開いた先が自由に決められるっていうこと～!?」

「ま、時間を超えられるかはやってみないとわからないけどな……たぶん大丈夫だろ」

　すでに様々な〝法則〟を破って願いが叶えられるのを目の当たりにしている。

　その程度のことができないと考えるほうが難しい。

「す……すごい……すごいよレスト～!!」

　勢い余って抱きつこうとしたクレアリシアは、慌てて距離を取ったレストに唇を突き出すが、すぐに破顔する。

「それじゃさっそく行こ～！」

「あーがんばってこいよ」

「え～？　レストも行くでしょ～？」

「行かねーよ。《大誓約魔法》が成立する過程を見るってことは《大誓約魔法》成立以前、［七滅戦セブンス］のまっただ中に突っ込むってことだぞ？　あぶなすぎるっつーの」

「またまた～。だって扉出しっ放しにできないでしょ？　ということは帰るときにまた扉開かなくちゃいけなくなるし、わたし一人じゃ無理だよね～？　それに──」

　ふわりと一歩近づいたクレアリシアはレストの胸にちょんと人差し指で触れる。

「手伝ってくれるって言ったよね～？」

　小首を傾かしげた、満面の笑み。

　上目遣いのその表情に、レストの反論は奪われた。





　　　　◆◇◆◇◆






〝外に出たい〟という願いを叶かなえるための手段は、たちどころに目の前に現れた。

　見覚えのある両開きの扉。

　手を触れる前に開くことを覚えていたクレアリシアは、ほんの少し距離を取って言う。

「この扉の向こうが過去に繋つながってるって思うと、緊張するね～」

「緊張感ない顔でそんなこと言われてもな」

「え～ひど～い」

　と言いつつ、わくわくしているのがまるで隠せていないクレアリシアにため息一つ。

　レストは一度目を閉じると、声に出さず念じる。

〝《大誓約魔法》の成立する場を見たい〟

　──認証しました。

　脳内に響いた声と、扉が開くのは同時だった。

　クレアリシアがなんの躊ちゆう躇ちよもなく扉の外へ足を踏み出し、レストも仕方なく続く。

　頬に当たる生暖かい風。砂まじりのざらついた感触。

　視界がやけに茶色いのは、森の中であるにもかかわらず、砂すな埃ぼこりが舞っているからだろう。

　ときおり聞こえてくるのは甲高い動物らしきものの鳴き声。

　ふわりと鼻をつくのは刺激的な香り。嗅ぎ覚えのあるその饐すえた臭いは──

「…………違う」

　こんなものは、違う。

「わ～……ここが《大誓約魔法》以前の──ってレストっ？」

　クレアリシアの声を無視して、レストは木の枝が肌を傷つけるのもかまわず走り出す。

　やがて唐突に途切れた森の先、小高い丘のようになっているその場所から眺めたのは。

「も～急に走り出して……、……え……？」

　後から追いついたクレアリシアも言葉を失う。

　見渡した世界は、一言で表現するなら赤黒かった。

　そこかしこでくすぶる赤い炎と、黒い焼死体。

　草一本ない砂の大地で、血にまみれた人らしきものがそこら中に転がっている。

　たまに聞こえてくる鳥のような鳴き声は、断末魔にあげられる最後の言葉。

　そして、くすんだ空ではそこら中で禍まが々まがしい魔法陣が次々に咲き──

「──っ、レスト!!」

　突然クレアリシアに突き飛ばされたレストは、すぐさま彼女が右手を振り上げ、防御魔法らしきものを展開するのを目にする。

〈神翼族エルブランシユ〉か〈幻魔族ストレーガ〉か、ここからでは確認できないが、どちらかが放った攻撃魔法は、どうやら明確になにかを狙ったものではなく、そこら一帯に降り注いだ。

「ぅ、くっ」

　直撃でこそないものの、その余波らしき衝撃を受けて顔を歪ゆがめたクレアリシアに、レストはただただ唇を噛かむ。

　地上では、直撃を受けた一団がほぼ壊滅し、かと思えば次の瞬間、周辺一帯がぐにゃりと歪ゆがんで、傷一つない〈森霊族エルフ〉たちが現れる。

「認識改変魔法……」

　彼らの手から鋭い槍やりのような魔法がいっせいに放たれ、空の種族を貫いた。

　力なく墜落したその種族は、〈森霊族エルフ〉からの魔法の掃射を受け、やがて動かなくなる。

「…………ひどい……」

　自らの先祖たちが為なした凶行に口を覆おおったクレアリシアは、その〈森霊族エルフ〉が凶暴な〈獣妖族ペステイア〉らしき兵たちに囲まれ、なぶり殺しにされるのを、もう直視できなかった。

　血で血を洗う無残な争いは、しかしまだマシなほうだったのかしれない。

　次にその場所で起きた光景には、レストも目を見開かざるをえなかった。

　突き立つ巨大な光の柱。

　遅れて訪れた轟ごう音おんと突風をどうにか身をかがめて耐えながら、懸命に見やったそこには、もはや人どころか大地すらなかった。

「……なに……それ……」

　あまりにも常識外れな一撃は先ほどよりはるか高くから放たれたものらしく、見上げたところで豆粒ほどの人影らしきものが複数あることしかわからない。

　ゆっくりと羽ばたき降りてくるその人影たちが〈神翼族エルブランシユ〉の兵であるとわかった次の瞬間、大きな影が矢のように襲いかかった。

　固有魔法『未来既知』の効果か、不意の攻撃を一度はかわしたものの、物理的に不可能な連続突撃に身をさらした〈神翼族エルブランシユ〉は、鋭い牙を持った竜に白い翼を噛みちぎられる。

　竜の背にまたがるのは武装した〈竜闘族ドラゴーネ〉の兵。彼が剣を掲げると、はるか上空から竜騎兵のさらなる一団が急襲してきた。

『竜りゆう神じん白びやつ化か』によるものか、禍まが々まがしい姿となった〈竜闘族ドラゴーネ〉は、〈神翼族エルブランシユ〉が放つ強烈な光の魔法に四肢の一部を飛ばされながら襲いかかる。

　獰どう猛もうな〈竜闘族ドラゴーネ〉たちに〈神翼族エルブランシユ〉は容赦なく光弾や光線で応じるが、一部の兵は竜だけでなく〈竜闘族ドラゴーネ〉の兵にも食いちぎられ、もろとも落下していった。

　慇いん懃ぎん無礼で過度に知的なイメージがある〈神翼族エルブランシユ〉ですら、闘争心剥むき出だしで殺し合う。

「……これが……こんなのが…………」

　震える声で呟つぶやいたクレアリシアの後を継ぐように、レストが冷たく言い放った。

「間違いなく《大誓約魔法》成立前の……くそったれな世界だろ」

　吐き捨てられた言葉は、たとえレストに悪意がなくともクレアリシアには重く響いた。

　他者を害することが禁じられていない、暴力に支配された最悪の世界──。

「ともあれ、ここがどこかはわかった。行くぞ」

「行くって……どこに？」

「なにしにここまで来たのか忘れたのか？」

　茶ちや化かすでも呆あきれるでもない淡々とした声に、クレアリシアも次第に頭をクリアにさせる。

「《大誓約魔法》の成立……記録にある［七滅戦セブンス］最後の戦いは……えっと……」

「今がいつなのか、正確な年数の確認もいるだろ。……まあその前に」

「一刻も早くここから離れよ～」

　うなずくレストに、クレアリシアが迷彩代わりの魔法を使おうとした、そのときだった。

「──クレアリシア!!　後ろ!!」

「え？」

　振り返ったクレアリシアの目に映ったのは、流れ弾であるはずなのに、狙い澄ましたかのようにまっすぐこちらに向かってくる光の矢だった。

　──認識改変魔法をキャンセルし防御魔法──

　──間に合わない──。

　直撃する瞬間、思いきり身体からだが引かれ、後ろにいたレストと入れ替わった。

「レ──」

　光の矢はやけにゆっくりと、レストの腹部を貫いた。

「っぁ……っ」

　弾はじける光と苦鳴。その場にくずおれるレストと、広がっていく赤い液体。

　その鮮烈な光景に、クレアリシアは叫んだ。

「レスト!!　レストっ!!　レス──なんで……っ!?」

　なんで。なんで。なんでクレアリシアをかばったりしたのか──。

「バ……カ、か……そん、なの──」

　息も絶え絶え、顔面蒼そう白はくなのに。かすかに笑ったレストはそのまま意識を失った。

「ぁ……ぁああ……っ」

　急に音が聞こえなくなる。目の前が暗くなる。なにも感じなく──

　──ちがう。

　ちがうちがうちがう！

　動揺してどうする。混乱してどうする。

　パン、と、自分で自分の頬を叩たたいたクレアリシアはあえて声に出して言う。

「冷静さを……！　自分を見失わない……！」

　今すべきことはなんだ？　クレアリシアにできることはなんだ？

　レストを助けるために、なにをしなければならない──？

　急速に回転する思考。考えながらもクレアリシアはレストを慎重に背負い──

　絶望にまみえる。

　突如目の前に降り立った一人の〈神翼族エルブランシユ〉。

　白い羽を散らし、こちらの眼前に立ちふさがる彼女は、ただの〈神翼族エルブランシユ〉ではなかった。

　三対の鮮麗な翼を羽ばたかせ、頭上には小さな光輪。

　まばゆいばかりの紫の長い髪を優雅に揺らし、戦場にそぐわない透き通る薄衣一枚だけの彼女は、クレアリシアも……いや《万象の楽園アクアテラリウム》において知らぬ者はいない。

「……アエル・アウラ…………」

　千年の前より〈神翼族エルブランシユ〉の王であり、［七滅戦セブンス］において他種族から最も怖れられ、憎まれた美しき絶望。

　その静せい謐ひつな眼まな差ざしがクレアリシアに向けられ。

「──〝大天敵アークエネミー〟ぃぃ!!」

「〝殺さつ戮りく鬼〟がああああ!!」

　頭上から〈竜闘族ドラゴーネ〉の竜騎兵五騎が、荒野から〈獣妖族ペステイア〉らしき戦士三人が飛び出し、一心不乱にアエル・アウラへと襲いかかる。

　対たい峙じしていたクレアリシアがまったく気づかなかった完全な奇襲。それも二方面からの同時攻撃はしかし、すでに振られていた彼女の片手によって綺麗に消し去られた。

「……………………え？」

　クレアリシアの目の前で行われたことなのに、なにが起きたのかわからない。

　魔法陣も魔力の奔流も感じなかったし、残り香や破片すらない。

　ただ、先んじて天から地へとふわりと動かされていた手によって、〈竜闘族ドラゴーネ〉と〈獣妖族ペステイア〉計八人の兵は音もなく消された。

　この世から。

「────」

　その事実を認識すると同時に、クレアリシアは体中の血が冷たくなっていくのを感じた。

《大誓約魔法》の大原則に守られていない、簡単に害される現実に歯の根が合わなくなる。

　死。いつもどこか遠くにあったはずのそれが、すぐ隣にある感覚──

「………………ちがう」

　そうじゃない。そんなことはどうでもいい。考えたところで一切意味がない。

　クレアリシアには目的がある。成し遂げたい、そのためだけに生きている、目的が。

　死んで成しえられるなら死ぬ。でもそうじゃない。生きていなければ成しえられない。

　なにより、そのためには──レストを助けなければならない。

　レストを死なせられない。死なせちゃいけない。死なせたくない。

　そのために考える。そのために頭を働かせる。そのためだけに──しゃべる。

「は……はじめまして～〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラさま。わたしのことはご存ぞん知じかしら～？」

　言葉は、鎧よろいだ。

　知性ある者は、同じく知性ある者を殺すことをためらう。

　同じであるという意識が殺意の刃やいばの切れ味を鈍らせる。

　敵意ある叫びは言葉ではない。それは裸で戦いを挑むのと同義。

　言葉はあくまで穏やかに、交戦の意思がないことを伝えるためのものだから。

「見ての通りわたしは〈森霊族エルフ〉で、付け加えれば王族でもあるのだけれど、あなたが思う〈森霊族エルフ〉とはちょっと違うの～。その意味がわかる～？」

　問いは、盾だ。

　意味のわかる言葉で尋ねかけられれば、知性ある者は考えざるをえない。

　そのあいだ相手を排除する具体的な行動は取れず、その歩みは止まる。

　殺してしまえば、疑問は決して解消されなくなるのだから。

「は～い、考える時間で～す。ちくたくちくたく……」

（……なにか……なにかない……？）

　言葉を口にしながら。

「時間切れ～。正解は──わたしはここではない別の場所からきたので～す。はい、今別の場所とはって思ったでしょ～？」

（…………〝世界渡りの《魔神器》〟まで戻れば……ううん、レストの意識がないと扉が開けない……そもそもそこに到達するための方法を考える必要がある……）

　問いを繰り返しながら。

「実は場所って言ったけど、それはこの《万象の楽園アクアテラリウム》のどこかという意味ではないの～」

（認識改変魔法を使って他の種族をここに呼び込む？　……ダメ。アエル・アウラが他種族の兵を圧倒していたのは目の当たりにした……）

　クレアリシアは必死に考え続ける。背中のレストから体温が奪われていくのがわかる。

　滴る血が自らのそれであるかのように──いや自らのよりもはるかに恐ろしく感じる。

　早く。早く……早くなにか思いつかないと！

　この絶望的な状況から逃れて。どうにかして介抱しなければ。

　……レストが死んじゃう……！

「というわけでわたしは別の時間から来たので～す！　実はそこで……わたしは…………」

　気がつけばクレアリシアは顔を俯うつむかせていた。

　声は震え、小さくなり、アエルに届いているとも思えない。

　それではダメだ。もっと大きな声で、抑揚をつけて、注意をひきつけて──そう考える一方で、もうダメなのかもしれない、アエル・アウラはなんの反応もしない、それが一番つらい、主導権を握られ続けているということだから──そんな焦燥感にばかり苛さいなまれる。

　なにより。

　レストの命が、どんどん流れ出てしまっているのが、わかって。

「……わたし、は…………わた……し……」

　ぽたりと、クレアリシアの目から涙が滴る。

　欺ぎ瞞まんじゃない。認識改変魔法など使う余地も余裕もない。

　思いつかないのだ。

　この状況を脱するための方法が。レストを救う手段が。

　このままでは──本当にレストが死んでしまう……。

　手が血で濡ぬれる。温かかった血が、冷たくなっていく。

　真っ赤になるくらい考えているはずなのに、頭の中は真っ白になる。

　もう、全部。

　全部投げ出していいから。

　なんでもするから。

　誰か、誰か──

「…………レストを…………助けて………………っ」

　絞り出した言葉。

　掠かすれた、その声に。




「救いましょう」




　微笑ほほえむ気配。錯覚でないことを祈って顔をあげたクレアリシアは、先ほどの怜れい悧りな美しさを宿した無表情が崩れていることに、幻でも見ているかのように呆あつ気けにとられる。

　クレアリシアのそんな反応も了承しているとばかりに笑みを深めた〈神翼族エルブランシユ〉の王は、

「その代わりと言ってはなんですが、あなたたちにも救ってもらいます」

　黄金に染まった瞳に怪しい光を宿して言った。

「この世界を」
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「生まれながらに呪われているのだ……私も……お前も」

〝彼〟にとって、父親から告げられたその言葉こそがまさに呪いだった。

　物心ついた頃から、疑問は常についてまわっていた。

　城と呼んでもいいかもしれない、広大な敷地を持つ屋敷。

　そこでなに不自由なく育った〝彼〟は、ずっと不思議に思っていた。

〈隷人族インフイルマ〉は七種族最弱。虐げられた弱者で、他の六種族にこびへつらわなければ生きられない──秘密の経路で取り寄せていた〝外〟の本を読むたびに、首を傾かしげた。

　だからある日訊きいてみたのだ。白い翼を持つ、〝彼〟が最も信頼している使用人……〝外〟では〈神翼族エルブランシユ〉と呼ばれる彼女に。

　なぜこんな嘘が〝外〟では信じられているのか、と。

　尋ねられた彼女は少し驚いた表情で、そしてどこか困ったような顔で言った。

「いいえ○○○○様。そこに書かれていることは事実でございます。〝外〟では〈隷人族インフイルマ〉こそが弱者とされているのですよ」

〝彼〟にとって、屋敷内こそが世界だった。〝外〟は自分と関係のない場所。そう教えられてきたし、実際にそうなるだろうとも思っていた。

　けれど、ごく当たり前のこととして〝外〟への興味はある。

　だから、仲良くなった使用人を通して、〝外〟の情報を少しずつ取り入れていった。

　より詳細な情報を仕入れ、〝彼〟の知る世界と〝外〟の違いがわかるにつれ、疑問は積み重なっていく。

［七滅戦セブンス］、いやそれ以前の段階から敗北しきっていた〈隷人族インフイルマ〉。その敗北者の末まつ裔えいである自分たちだけ、なぜ外では隷従する他種族を使用人にできるのか。

　自分たちは、〝ここ〟はいったいなんなのか──。

　表向きはなんの変哲もない日常をこなしながら、疑念から為なされる思考を、推測を発展させていき、やがてそのときがきた。

「一〇歳の誕生日おめでとう○○○○。今日だけはなんでも望みを叶かなえてやろう」

　愛すべき父の祝福。予想していた言葉に、彼は一拍の間を置いてから言った。

「では父上、教えてください。ぼくたちは……〝ここ〟はいったいなんなのですか？」

　地図上ではないことになっている場所。六種族が《英雄戦争》を戦い、領土のやりとりをする中、ただの一度も襲われることなく、平穏のただ中に放置された地。

〈隷人族インフイルマ〉が──〈隷人族インフイルマ〉である〝彼〟の一族が他種族を従え支配する国。

　明らかに異様で、歪いびつで、外れた空間。

〝ここ〟はなんなのか。〝ここ〟の支配者である我々は何者なのか──。

〝彼〟のその問いに、父は不自然に静止し、静止し……長い時間をかけてから、顔を悲ひ愴そうに歪ゆがめ、死ぬよりもつらい苦しみを吐露するように口を開いた。

「生まれながらに呪われているのだ……私も……お前も」

　語られたのは、〝彼〟ら〈隷人族〉の王の末裔が歩んできた絶望の道。




　その日〝彼〟はすべてを捨て去り、積極的無気力の下に生きざるをえなくなった。




　──そう、生きざるをえなかったのだ。

〝その事実〟を知って、なにかができるわけでもないし、していいわけがない。

　もちろん、死などという安直で楽すぎる終しゆう焉えんを選ぶのはもってのほか。

　それがレスト・エンデバーと名乗ることにした〝彼〟にとっての信条で、決して揺らぐことのない絶対的な行動指針であったはずなのに。

　脳裏に浮かぶ、笑顔の〈森霊族エルフ〉の少女。

　これまでに会った誰よりも頭が切れ、強い信念を持った彼女のために、レストは──

「…………ト…………スト…………レスト！」

　うっすらと戻る光。薄闇の中、目に飛び込んできたのはたった今思い浮かべた少女の顔。

　見たことのない、想像すらしなかった必死な表情が、なんだが無性におかしい。

「……なんだよ……その顔──、……つぁっ……ぐっ」

「レスト!?」

　掠かすれる声。焼け付くような喉。腹部から背中にかけて走る鋭い痛み。

　全身が熱い痛みに襲われる感覚よりも、必死に手を握るクレアリシアが顔を歪ゆがめるのがつらくて、そんな馬鹿げた自分に笑いそうになる。

「少し強い回復魔法をかけましょう」

　いつのまにかそばにいたらしい〈神翼族エルブランシユ〉がそっとレストに触れてくる。

　その指先から発される光と同時に、レストの意識は今度こそ闇の底に沈んでいった。





　　　　◆◇◆◇◆






「────っ」

　クレアリシアが今にも叫び出したくなるのをどうにか堪こらえられたのは、ひとえに彼女の隣にいる〈神翼族エルブランシユ〉の女性が別格だったからだ。

　不思議な薄明かりの中、腰までのキラキラと光る紫の髪を揺らす〈神翼族エルブランシユ〉の王アエル・アウラは、取り乱すクレアリシアと対照的に、終始笑顔を崩さず、今も穏やかに回復魔法らしき光をレストに浴びせ続けている。

　その神々しい佇たたずまいは、彼女に救えないものなどないと錯覚を起こさせるのに十分で。

「これでひとまずは大丈夫です」

　どれくらいの時間が経たったのか。

　とても短かったような気もするし、意識が飛びそうになるほど長かった気もする。

「あ……」

　そのあいだずっとレストの手を握り続けていたのだと気づき、クレアリシアは強こわばった自分の手をどうにか引き離す。

　クレアリシアがそうすることをはじめから知っていたように、そっと立ち上がったアエルは、一言も発さず部屋の外……淡く光を放つ床の上へと歩を進めた。

　その白く荘厳な後ろ姿ではなく、ベッドで安らかに眠るレストを見続けていたクレアリシアは、このままずっとこの場に留とどまりたい気持ちをどうにか振り切り、その後を追う。

　──まずは彼を救いましょう。お話はその後で。

　血だらけのレストを背負うクレアリシアに、〈神翼族エルブランシユ〉の女王はそう口にすると、一瞬のうちにクレアリシアたちごとこの部屋に転移してきた。

　だからクレアリシア自身、ここがどこなのか正確にはわからなかったのだが。

「では、上昇しますね」

「上昇……？　──きゃっ」

　クレアリシアがアエルに追いつくと同時、光る床が音もなく上昇しはじめた。

　誰かがなにかをしているようには見えない。完全に自動で動く床などというのは明らかに卓越した魔法技術が必要で、結果的にクレアリシアの予想を確信に変えた。

「……さすがは〈神翼族エルブランシユ〉の国～」

　ごく当たり前のように呟つぶやいたクレアリシアに、顔だけ振り向かせたアエルは笑みを返し、終着点に至ると静かに言った。

「ようこそ〈神翼族エルブランシユ〉最高意思決定機関──エルティロイ神殿へ」





　　　　◆◇◆◇◆






　出自を別とする七つの種族が相争い、世界を七度滅ぼすに至った［七滅戦セブンス］。

　後の世にそう呼ばれた魔法大戦において、世界を滅ぼすほどの超魔法を使ったのは一種族だけとされている。

〈神翼族エルブランシユ〉。驚異的に長い寿命、大空を自在に駆ける翼、高度で多様な魔法技術だけでも十分すぎるのに、先読みの固有魔法『未来既知』まで持つ、まさに上位種族。

　そんな彼らが住まう浮遊大陸フィレンタニアは、はるか天空にある上、絶対守護領域と呼ばれる強力な結界魔法で守られており、公式には一度たりとも戦場になっていない。

　そのため、その美しい大地と精緻な建築物は栄華を保ったままとされていたのだが──どうやら本当だったらしい。

「…………すごい～」

　浮遊大陸フィレンタニアの中心に建つ〈神翼族エルブランシユ〉最高意思決定機関エルティロイ神殿。

　その最上階にして謁見の間。転移魔法を使われたときからその場所自体は想定していたが、実際に目にした光景はクレアリシアの想像を超えていた。

　床という床、壁という壁、天井という天井、そのすべてが透明。

　いや月明かりの下、かすかに浮かび上がる複雑な模様が一枚の絵を描いていることから、厳密に無色なわけではないのだろう。

　ただ、夜の闇に沈むべき時間においてもなお十分な光量を確保し、夜空を背景にフィレンタニア浮遊大陸の全貌を見てとれる偉観にはただただ感嘆するしかなかった。

　息を呑のむクレアリシアを尻目に、透明な玉座へと向かうアエルは、近衛このえ兵へいの一人が意を決して声をかけてきたことにも顔色一つ変えなかった。

「……!?　アエルさま、その者は……」

「ええ、〈森霊族エルフ〉の少女です」

「──！」

〈森霊族エルフ〉という言葉に一気に殺意が溢あふれかえる。

　おそらく場所が問題なのだろう。〈神翼族エルブランシユ〉の最深部に他種族を侵入させたという事実が、高潔な彼らを瞬時に戦闘状態へと移行させ──玉座についた彼女は、泰然と言う。

「わたしが招きました。なにか問題が？」

　黄金に染まった瞳を向ける王に、彼ら兵たちの切り替えは早かった。

「……失礼いたしました」

　疑問も逡しゆん巡じゆんもない。直ちに武装を解除するとその場を辞していく。

　自らの種の王を、敵である種族のよくわからない侵入者と二人きりにする。およそ考えられない行動は、彼女が種族の民から絶対の信服を得ているなによりの証左だった。

「……それで～わざわざこんな演出までして求める代償ってなにかしら～？」

　笑顔と共に差し込む鋭い刃物のごとき言葉。

　クレアリシアは、アエルに恩がある。同時にこの上ない弱みも握られている。

　だからこそ、強く出なければならないとばかりに言う。

「転移魔法があるのにわざわざ高度な魔法装置で移動したり、動揺する部下にありえない状況を呑のみ込ませる。あとは……レストのことを直接治療してみせたのもそうよね～？」

　全部、自らを強く見せるための、クレアリシアにへりくだらせるための示威行為。

「あえてそう告げてみせることで、対等の立場にいたいということですね？」

　クレアリシアの指摘を否定するでも肯定するでもなく、その意図を理解してみせる。

「安心してください。わたしは一切政治をするつもりがありません。あなたと話すこともすべて決められていたことですから」

　そんなことを言われても納得など──

「そんなことを言われても納得などできるわけがない。当然のことです。あなたのいた時代のように魔法的強制力のある契約が結べれば話は早かったのですが」

　思考を先んじられたことより。

　彼女が口にした、魔法的強制力のある契約、という言葉に、クレアリシアは目を見開く。

「…………え？」

　確かに、《大誓約魔法》下の世界であれば、これほど簡単な話はなかっただろう。

　レストを助けてもらう代わりに、アエルの願いを聞く。そういう契約を結んでしまえば腹芸など必要ない。契約を結んだ段階で、言うことを聞くことは決定しているのだから。

　人は、世界は、なにも決定していないから、なにかする余地があるからあがくのだ──。

「けれどそのあがきは無駄な血を流す……今この世界で起きていることのように」

　静かに告げたアエルが見るのは、夜の闇に沈む世界。

　つられるように見たクレアリシアには美しく映るそこは、確かに血で血を洗うような激しい争いが起きている。《大誓約魔法》下にあれば無駄としか呼びようのない争いが。

「本当に……未来が視みえている……？」

『未来既知』という〈神翼族エルブランシユ〉が持つ絶対固有魔法は、せいぜいこちらの表層心理を読んだり、ほんの少し精度の高い予感のようなものだと思っていたが、どうやら違ったらしい。

「わたしが政治をするつもりがないと言った意味がおわかりいただけましたか？」

　嫌みでも皮肉でもない。ここまで理解すればクレアリシアは納得せざるをえない──そうわかっているように〈神翼族エルブランシユ〉の王は金色の瞳を細め、先の先……まさに未来を握られているような据わりの悪い感覚のなかで、クレアリシアは静かに問う。

「そんな呪われた力があるのに、わたしに……他者になにかをしてほしいと思うの～？」

　呪われた力、という言葉に、ほんの一瞬アエルが目を見開き、すぐに元の笑顔で言う。

「未来が視えるからといって、すべてを思い通りにできるわけではないですから」

「そんなの──」

「少なくともわたしはあなたとこの会話をするためだけに世界を六度滅ぼしています」

　冗談ではない。そう察せられるだけの力が、彼女の金色の瞳からは見て取れた。

　クレアリシアは思わず息を呑のんでしまったのを誤魔化すように、軽く続ける。

「世界を六度滅ぼして、やっと〈神翼族エルブランシユ〉が支配できる未来でも視えたのかしら～？」

　本末転倒。そういう意味も込めたクレアリシアに、アエルはすでにそう答えられることはわかっていたように即答する。

「いいえ。そんなものは未来を視ずとも容易に達成できます」

「……へ～」

　笑みに凄すごみを感じるのは、超越的な力を持つ〈神翼族エルブランシユ〉の王だからというだけではない。

《大誓約魔法》成立下のクレアリシアの時代でも、世界を六度まで滅ぼした〈神翼族エルブランシユ〉が〈隷人族インフイルマ〉をのぞく六種族対等の和平条約を結んだ真意は謎とされていた。

　もちろん、〈神翼族エルブランシユ〉自身は、クレアリシアの時代でも自らを『世界の管理者』と称し、あたかも世界全体を支配しているかのように振る舞っている。

　だがそれはあくまで振る舞いで、実体的にそうなっているわけではない。

　なぜ、〈神翼族エルブランシユ〉は世界を本当に支配しようとしないのか──？

　クレアリシアの、あるいは後世の専門家の問いに当の〈神翼族エルブランシユ〉の王はあっさりと言う。

「〈神翼族わたしたち〉が支配する世界は簡単に達成できるが故に、簡単に滅びます」

　この目で視みてきたとばかりに、金色の瞳を指さしたアエルは、自らの種族の致命的な事実をすらすらと口にする。

「わたしたちは繁殖する意思が極めて希薄です。そして気が遠くなるほど長命であるがゆえに、逆説的に生存本能も低い。なにより、これは〈神翼族エルブランシユ〉に限った話ではないですが、すべての種族は元の世界で失敗し、滅びの宿命を帯びたからこそ《万象の楽園この世界》へと至ったのでしょう？」

　短期的に一種族が栄華を謳おう歌かできても、いずれは行き詰まる──そもそも《万象の楽園アクアテラリウム》に逃げ延びたのはその結果。

　超長期的な視点を文字通り持っているがゆえの、これ以上なく筋の通った理屈。

　だからこそ、クレアリシアは問わざるをえなかった。

「それなら……あなたが世界を六度滅ぼしてまで視ようとした未来は、いったいなに？」

　なぜそこにクレアリシアが──おそらくレストも関わるのか。

　定められた問いかけ。予定調和のやりとりに、アエル・アウラはようやくここまで辿たどり着ついたとばかりに、一度目を閉じてから言った。




「クレアリシア・リンドレイグ、レスト・エンデバー。わたしが視たかったのは、あなたたちの目的が達成される未来です」




「わたしと……レストの？」

　クレアリシアの目的は言うまでもなく世界の恒久平和だ。

　その手段を模索するために過去に来たのだから、ある意味で当然かもしれないけれど。

「あなたの目的が達成された結果、レスト・エンデバーは自らの目的を見定めます。その先にわたしが望んだ世界がある」

「……その望んだ世界の具体的な内容については言えないのね～？」

　問い返したクレアリシアに、アエルは黙って微笑ほほえむ。

（やっぱり……）

　アエルは世界を六度滅ぼすことでクレアリシアと話せたと言った。そこにある因果はともあれ、それがクレアリシアとレストがここに至るのに必要だったのだろう。

　つまり、未来予知者は自らの話す内容もあらかじめ決まっている。

　求めるべき未来に沿って、すべて定められているのだ。

「本当に……呪われているみたい」

「同情は必要ありませんよ」

　クレアリシアの言葉にかぶせるようにアエル・アウラは言う。

「わたしにはわたしの目的がある。少なくとも今はそのために生きています」

　その言葉の意味を推し量ろうとして、やめる。

　おそらく今のクレアリシアに抱えられるものではないだろう。

「なんであれ結果的にあなたはこの世界を救う。あなたにとってもいいことでしょう？」

　未来予知者が言う以上、確定した事象だ。クレアリシアの望みは叶かなえられるのだろう。

　それでも安易にはうなずけなかった。

「え～？　本当に叶えられるの～？」

　わざとらしい言葉。自分でもわかっているあからさまな疑いに。

「もし望むのなら──」

「実際に未来が予知できることを証明してみせる──そう言うつもりなら、そんなことにはなんの意味もないよね～？　あなたが未来を予知できて、わたしの望む未来が現実になると言ったところで、その言葉にはなんの保証もないもの～」

「わたしが嘘うそを吐つけるから、ですね」

　未来予知が本当であっても、未来予知者の言葉がすべて真実であるとは限らない。視みえている未来と口にしている未来を一致させないことが、未来予知者にだけはできるからだ。

　平然とそのことを認めてみせたアエルは、静かに告げる。

「そうやって疑えるあなたたちだからこそ、この世界を救うことができるのです」

　不意に交じった感傷のようなものに、クレアリシアは眉をひそめ、アエルは微笑ほほえんだ。

「わたしがなにを言おうとあなたはこのまま進み続けます。そしてそれがわたしのためにも、あなたのためにも、世界のためにもなる」

「…………未来予知者にそんなこと言われると進みたくなくなるけれど～。まあそう言ったところで『それもまた進むことです』とか言われるんだろうね～」

「そうですね」

　あっさり肯定され、クレアリシアは内心だけで頬を引きつらせる。

　今のは確実にクレアリシアに対する嫌がらせだろう。

　おそらくアエルはこうしてクレアリシアと会話するだけで、目的が達成されていくのだ。

（ということはレストが怪け我がしたのも……）

「そろそろ目を覚ましますよ」

　誰がとは言わない。

　けれど、それはクレアリシアがなによりも欲していた情報だった。

「────」

　アエルに主導権を握られないためにもここに留とどまるべきという理性と、今すぐすべてを投げ出してレストの無事を確認したいという感情。クレアリシアのそんな心のせめぎ合いもわかっているとばかりに、アエルはにこやかに立ち上がった。

「続きはまた明日に」











　　　　◆◇◆◇◆






「レス──」

　ト、と部屋につくと同時に叫びそうになって、かすかに聞こえてくる寝息に慌てて口を押さえる。よくよく思い出してみれば、アエルはそろそろ目を覚ますと言ったのであって、すでに目覚めているとは言っていなかった。

　それに、どれだけ気が急せいても意識を失っていた怪け我が人にんの前で大声を出すのはよくない。

　落ち着いて考えるまでもなく、そんなことは理解している。理解しているけれど。

（感情は理解を超える……）

　思いながら、レストが横たわるベッドにそっと腰掛けると、薄闇の中、妙に白く見える手におそるおそる触れる。

　クレアリシアが背負ったレストは、信じられないほど身体からだが冷たくなっていたが──。

「あったかい……」

　しっかりと戻っている人のぬくもりに、ほーっと、心から安あん堵どのため息を吐つく。

「よかった……」

　本当に。本当によかった。

　言いながら、胸の奥がじんと熱くなって、自分が泣きそうになっていることに気づく。

　涙なんて流す必要はない。必要はないはずなのに、泣いてしまいたい欲求に駆られる。

　だって、レストは生きていたのだ。死んでしまいそうだったのに、生きていた。

　──ありがとう……アエル・アウラ。

　彼女にどんな思惑があったとしてもそれだけは心の底から素直に感謝できる。

　レストさえ生きてくれていれば。

　生きている彼のそばにいられるのであれば、他になにもいらない。

「…………え？」

　他に、なにもいらない？

「──え!?」

　自分で思っておきながら、クレアリシアは実際に声を出してしまうほど驚く。

　レストさえ生きていればって。それはつまり。




　──レストが好き、ってこと？




「────っ」

　叫び出したくなるのを唇を噛かんで耐える。顔が真っ赤になっているのが自分でもわかる。

　この言いようのない恥ずかしさを、動どう悸きを、そこら中に魔法を使って誤魔化したい！

　そう思う一方で。

（いまさら、なのかな……）

　認めてしまえば、自覚してしまえば、ずいぶんと前からその感情はあった気がする。

　すぐ隣に死があるこの世界だからこそ明確に意識できたのだろうか。

　いや……きっかけがなんだったかなんて思い返すまでもなく、見ないフリをし続けていただけで、クレアリシアはレストのことがずっと好きだったのだ。

（そっか～……わたし、レストが好きだったんだ……）

　クレアリシア・リンドレイグはレスト・エンデバーのことを愛してしまっている。

　絶対に、失いたくない──。

　しみじみと、けれど強く想おもいながら、クレアリシアは彼の頬に手を伸ばし、触れる。

「寝顔は可愛かわいいのに……」

　くすりと笑いながら呟つぶやいたクレアリシアに答える声があった。

「……寝顔以外も可愛いだろ」

「──!?」

「怪け我が人にん補正で、三割増しだ」

「お、起きてたの～？」

「……少し、前にな…………つっ」

　身体からだを起こそうとして顔をしかめたレストに、クレアリシアは慌てて手を差し伸べる。

「……助かる」

　ただお礼を言われただけなのに、妙にこそばゆい。

　細い割にたくましい背中。その筋張った手に触れるだけで、首筋の辺りがぞくぞくする。

　すぐ近くにある顔。まだ青白く見えるその頬に、当たり前のように手を触れていた事実を思い出して、今さらながらものすごく恥ずかしくなった。

（あれ……あれれ～？）

「──おい、クレアリシア……」

「な、なに～？」

「お前……まさか怪我とかしてるわけじゃねーだろうな」

「え？」

「いや……してたらもっと反応が変わってるか……あー忘れてくれ」

　心配、してくれた？

　自分が怪我している状況で──。

　ぎゅっと胸に手を当てたクレアリシアはこっそりと一度深呼吸する。

　余計なことは、考えない。でないとこれ以上はもうクレアリシアのほうがもたない。

「ここは……空気が明白に……ああ……フィレンタニア、か？　一瞬意識が戻ったときに〈神翼族エルブランシユ〉を見たような気がする……」

「…………えっと、実はレストが倒れてから──」

　と、ここまでに至った経緯を話しながら、クレアリシアはとてもレストを直視できないことに気づいて内心だけで愕がく然ぜんとする。いくらそういった経験がないに等しいからといって、意識の有無程度でここまで変わるものなのか……!?

「……ちょっと待て。なんかお前、異様に顔赤いぞ」

「ふぇっ!?　な、なに言ってるの～!?」

「不自然にこっち見ねーし、やっぱり怪け我が──」

「ち、違う違うっ、それは勘違い～！」

「じゃあなんで」

「なんでって……別に顔は赤くないし、レストの顔を見てなくもないし……」

「さすがにそれはこっち向いてから言えよ」

「…………」

「それと……俺に触ってたよな？」

　──気づかれていた。

　今まで以上に顔に血がのぼる感覚と共に、クレアリシアはまっすぐレストを見る。

　女の子と見み紛まがうばかりの整った綺き麗れいな顔。薄明かりの下でどこまでも真剣に見える表情。

　その下に潜む感情に気づいて、クレアリシアは静かに問う。

「……その前に教えて。どうしてあんなことをしたの？」

　あんなことというのがなにを指しているのか、問い返すようなことはなかった。

　代わりに、レストはふっと息を抜くように笑う。

「またその話かよ。そんなに俺が──」

「レストの信条は積極的無気力なんだよね？」

　自分からなにかを変えようとしない。流れに身を任せる。

　そういう信念を持った彼がわざわざクレアリシアをかばった。一度ならず、二度までも。

「なんで……わたしを助けてくれたの……？」

　クレアリシアの声は小さくなっていき、そのことに気づかないふりをしてレストは呟つぶやく。

「……不満かよ」

「不満だよ！」

　冗談めかした響きを遮る強い声。ぐっと顎を引いて、クレアリシアは言う。

「死んじゃったかもしれなかったんだよ……!?」

　掠かすれる声。

　声だけじゃない。ぎゅっと握りしめた手も、ベッドについた腕も小刻みに震えているのを見て、レストはようやくクレアリシアの言わんとしていることを察した。

　察した上で茶ちや化かそうと口を開いて──声が出ない。

　ぱくぱくと口だけが動き、そうじゃないと自分で自分を否定していることに気づく。

　そうじゃない。レストは。レスト・エンデバーは──。

「……そんな風に思われちゃいけないんだよ俺は」

　吐き捨てるように、自分自身を笑い飛ばすように言ってしまう。

「そんなこと──」

「そんなことなくない」

　かぶせる強い声に自分でも驚いて、レストははっとした表情でクレアリシアを見る。

　彼女はただ見返していた。

　まっすぐに、どんな言葉でも、どんな事実でも受け入れるとばかりに。

「話して、レスト」

　どうしてレストがそう思っているのか。なにがそう思わせたのか。

　強い想おもいは、人を感化させるから。

　そういう許しを与えるかのように一心に見つめ続けるクレアリシアに、レストは不意に呟つぶやくように言った。

「魔法と王……七種族の中で〈隷人族インフイルマ〉だけがそれらを持たないって話、あったよな」

　──じゃあ、ぼくたちだけが魔法も使えないし、王さまもいないの？

〈隷人族インフイルマ〉レジスタンスの隠れ里〝紅こう霞か〟で、子供たちの一人が発言していたこと。

「確かに〈隷人族インフイルマ〉は魔法が使えない。だが王はいる……いやいた。〝世界渡りの《魔神器》〟と呼ばれる超技術を使用し、《万象の楽園アクアテラリウム》に〈隷人族インフイルマ〉を導いた愚かな一族が」

　吐き捨てる言葉。にじみ出す感情。

「『すべてを可能にするクリアグリン』という家名を持ったその一族は、呪わしき血の恩恵で旧世界の超技術を使用することができた。もちろんその秘密はそいつら一族しか知らない。──大した一族だろ？」

　世界渡りの《魔神器》。旧世界の超技術。〈隷人族インフイルマ〉の、王。

「そういえば自己紹介したことなかったな」

　どこまでも静かに、レストはその事実を告げた。

「俺の名は、レティス・ファト・クリアグリン──〈隷人族インフイルマ〉の王の末まつ裔えいだ」
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「──レティス。クリアグリンの血にはこの世界をただちに支配するだけの力がある。だが、我らはそれをしない。あえてしないのだ」

　一〇歳の誕生日。レティスが聞いたのは、父の告解だった。

「我らはここではない世界……元の世界で罪を犯した。すべての弱者を守り、救い、得んとしたがために、世界そのものを滅ぼしてしまったのだ」

　クリアグリンの祖先に、清廉潔白な人間がいた。

　彼はその類たぐい希まれな正義感とこの上ない慈愛の心によってすべてを救おうとしたが、そんなことは土台不可能。

　どれだけ彼が人並み外れていて、とてつもない力を持っていても、できないことはある。

　彼はそのことに最後まで気づけず、結果的に世界を滅ぼした。

「もちろん、彼が悪いなどと言う者はいなかった。世界が滅びるのなら別の世界に移ればいい。それだけのことだ。彼は世界を渡るための技術を編み出し、実行した。そして──その力を記憶や知識ごと封じたのだ」

《万象の楽園アクアテラリウム》という新たな世界で、彼らは魔法という絶対的な力を持つ六種族にまみえたが、その卓抜した超技術をもってすればいくらでも対応できた。

　だが、彼は力の行使を拒んだ。

　世界を滅ぼして知ったのだ。自分は──我々は罪を犯したのだと。

「罪は罰をもって償わなければならない」

　力があるにもかかわらず他種族に隷属する。それこそが、彼らの罰。

　彼らは、その日から〈隷人族インフイルマ〉となった──。
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「なに……それ」

　クレアリシアの反応は、完全にレストの予想通りだった。

「俺もまったく同じことを思った。だからすぐに訊きいた。『〈隷人族インフイルマ〉の罰を勝手に決めてしまったのですか。僕たち王族の罰はどうなるのですか？』ってな」

　レストの問い返しに、父は重苦しく言った。

　──我らは〝クリアグリンの遺産〟によってなに不自由なく暮らしている。同胞が苦しみ喘あえぎ虐げられているのを知っていてだ。救える力があるのを知っていて救わない。とんだ恥さらしだ。悪鬼の所業だ。極悪の極みだ！

「『そしてそれこそが我が一族が七滅戦セブンス以前より味わい続け、今後も苦しむべき罰なのだ』──だとさ」

　力があるのに行使しない。行使しないことが恥さらしであることを知っていて、恥をさらす。それが、〈隷人族インフイルマ〉の王が自らに科した罰。積極的無気力──。

「身勝手だが、そんなもんかとも思った。なにより納得はいったしな。俺たちだけがなぜ安穏と暮らしていけるのかって」

　父はつらそうだったが、生きている年数がそもそも違う。

　徐々に苦しくなるのかもしれないし、そうでなかったとしてもなんの問題もない。

　自分が罪の意識を感じているかどうかなど、誰にもなににも影響しないのだから。

　その程度のもの。その程度の──欺ぎ瞞まん。

　だからレティスはただ『わかりました』と答え、それまでと変わりない一日を過ごした。

　ただ一つ変わったことをしたとすれば。

「その日の夜、俺は〝クリアグリンの遺産〟を壊し、城に火をつけた」

「────」

「外から認識されない不壊結界も、内側からの衝撃には弱い。《大誓約魔法》も中には適用されてなかったしな。いかにそんな可能性を考えていなかったか……滑稽すぎて笑える」

　本当に笑ってみせながら、レストは目を細める。

「自分でも、どうしてそんなことをしたのかよくわからなかった。〈隷人族インフイルマ〉の罪と罰、その指導者たる王の一族の罪と罰、どちらも理解はできていたつもりだったからな。まあ馬鹿らしいとは思ったから、それが原因か」

　すべてを救うなどという到底不可能な理想を掲げ、失敗し、後悔し、懺ざん悔げする。

　あまりにも馬鹿げているし、どうしようもなく滑稽だ。

　その上、当事者の末まつ裔えいたちにまで罪の意識を強制するなんて愚かにもほどがある。

　そもそもレティス・ファト・クリアグリンは強制されるまでもなく適当だったのだ。周りに流され、なににも責任を感じず、ただ生きる。実際、クリアグリンの城を焼失させた彼は行くあてもなく歩いて、すぐに行き倒れた。

　それでも死ななかったのは、エリサと彼女の師に偶然拾われたから。

　積極的無気力は、自ら死ぬつもりもないし、生きるつもりもない。救われたのならただ生き続けるだけ。レスト・エンデバーとは元からそういう人間だから──

「嘘うそ」

　小さな抗議の言葉にそちらを向くと、クレアリシアは涙を溢あふれさせていた。

「なんで……そんな平気そうに言うの」

「……実際につらくなかった以外の理由があるか？」

「だからそれが嘘って言ってるの！」

　声を張り上げるクレアリシアにレストはたじろぐ。

　なにも知らない子供のように、ただただおののく。

「もし、本当に……自分のお父様を……生まれ育った場所を壊して、全然、少しも、なにも感じていなかったのなら……なんで名前を変えたの？」

「………………クリアグリンって家名が残ってるだけで感づくやつがいるかもしれない」

「本当にそう思ってるなら家名だけ変えればよかったじゃない」

　クリアグリン。そこだけ変えるだけで十分だったのに、そうしなかった。

　名前まで全部変えたのは、

「後悔したんでしょう……？　レストは……ううん、レティスは、〈隷人族インフイルマ〉の、自分の一族の話を聞いて……心から──許せなかった。だから……火をつけたんだよ」

〈隷人族インフイルマ〉を苦境に追いやり、詭き弁べんを弄してのうのうと生き続ける王族。

　到底許せない──。

「でも……後悔した。自分の考えも想おもいも正しい……正しいけど──その行為自体は間違っていた。そう、気づいたから……だからレティスは名前も変えた」

「…………違う」

　掠かすれた声。自分でもその事実に驚いて、あらためて言う。

「違う！」

「レストは嘘をつくときに、右まぶたが動くんだよ？」

　自身の右目を指さし静かに告げるクレアリシアに、レストは反射的にその場所に触れる。

　そうして気づいた。

「……そう思わせるのが目的じゃねーか」

「そうだよ……。でも、少しでもそうかもしれないと思ったということは、レスト自身その可能性があるってわかってたからだよね……？」

　本当に心から確信があって、自分は一切後悔していないと思っていたら、クレアリシアの言葉に惑わされたりしない。

「言葉遊びで……」

　そのままなにか言い切る前に、クレアリシアは正面からレストを抱きしめる。

　照れも恥ずかしさも恋する心さえも今は置いて。

　強く、強く。驚き、身体からだを硬くし、抵抗しようとする、そのすべてを包み込む。

「レストは……優しいんだよ……優しいから、自分には愛される資格がないなんて言う。奪われるのより奪うのが嫌だからなにもしないなんて言う……」

　ずっとあった違和感。無気力で、だらしなくて、なにもしない。

　それなのに──すごく、優しい。

　だからクレアリシアは。

「…………苦しい」

「あ──ご、ごめんっ」

《大誓約魔法》下なら確実に防御魔法に弾はじかれていただろう。

　反射的に離れたクレアリシアに、レストはほんの少しだけ笑う。

「そこは謝るのかよ。急に涙ぐんだと思ったら、抱きついてきたり笑わせてきたり……ほんとお前といると退屈しねーな」

　伸びをするように身体をそらし、天井を見上げるようにしてから、頬を緩ませる。

「……ありがとな」

　ぽんと、クレアリシアの頭に手を置く。

「────」

　硬直する。口を一文字に引き結ぶ。嬉うれしすぎて愛いとしすぎて頭がおかしくなりそうになる。

　顔赤くなるなと念じて、そうだ、認識改変魔法を使えば──そう思ったものの、全然集中できなくて余計に混乱する。

　そうしているあいだに、レストはどこか吹っ切れたように言った。

「そんなお前だから──絶対に助けたいって思った」

　奪いたくないから、手に入れない。

　失いたくないから、手に入れない。

　そういう信条のレストが、二度もクレアリシアを助けた理由。

　積極的無気力こそがなによりも大事で、大事にしなくちゃいけないのに。

　失いたくないものを、奪われたくないものを、見つけてしまった。

「ぁ…………」

　声にならない声。

　その声がきっかけになったように、レストが急に顔を赤くする。

「あーいや、今のは別に──」

　深い意味はない。そう誤魔化される前に、クレアリシアは──レストへの愛を自覚していた彼女は、一歩踏み込む。

「それって、どういうこと？」

　振り絞ったのは勇気と声。表情と振る舞いにすら余裕のないクレアリシアに、レストもまた皮肉を返すようなことはなく、赤い顔を押さえて小声で訊きく。

「……わかってて訊いてるよなお前」

「…………うん」

　その答えにレストは目を見張り、また噴き出すように笑った。

「言わせたほうが勝ちって？」

「──ううん」

　驚いた表情。可愛かわいらしいその顔に、手を当て唇を奪う。

「──」

　抵抗は、なかった。

　むしろ──より濃厚に絡ませてきたのはレストのほうで。

「……んっ……」

　長い口づけの果てに、どちらからともなく離れる唇。

　思わぬ反撃で、震えるような感覚と共に脱力するクレアリシアと対照的に。

「愛は主導権の奪いあい。惚ほれさせたもの勝ち──って言いたいんだろ？」

　囁ささやくレストはどこまでも余裕ぶっていて。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　恥ずかしさと嬉うれしさ、どちらが勝っていただろうか。

　気づけば、クレアリシアはレストに抱きつくようにして押し倒していた。

　押し倒してしまってから、自分でも自分がなにをしているのかわからなくなって慌てて起き上がる。

　そうして見下ろしたレストは、

「…………怪け我が人にんに、することかよ……」

　苦笑しながらも、まんざらではなさそうで。

　治療をしていたときから露出している胸元。どこまでも魅力的な微笑ほほえみに、引き寄せられるように動く。

「動けないん……だよね……？」

　クレアリシアはレストの上に、もう一度覆おおい被かぶさるような格好になる。

　近くから見つめ合うと、レストは穏やかに微笑む。

「ああ──動けない」

　そう言いながら、レストはクレアリシアの背中に手を回し、そっと服を脱がす。

　露あらわになる上半身。隠すことなく再度の口づけを交わした二人は、そのまま火照った身体からだを確認するように肌を重ねた。
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「昨夜はよく眠れましたか？」

　謁見の間で〈神翼族エルブランシユ〉の王に開口一番そう尋ねられたクレアリシアは、その意味するところを理解した上で笑みを浮かべてみせた。

「おかげさまで～」

　答えそのものより表情を見てアエルは目を細める。

「それではあらためて──」

「その前に訊きいてもいい～？」

　遮られることも想定内。そう言わんばかりに、手を差し出して促す。

　未来予知者のそういった態度も、今のクレアリシアには気にならなかった。

「《大誓約魔法》っていう法則に心当たりはある～？」

　避けられていた直接的な言及。だからこそあえて言葉にしたクレアリシアに、アエルはらしくなく長い沈黙を挟んだ。

「その質問には答えられない、としか言えません」

　穏やかな口調。先読みしたからではなく、単純にそうせざるをえないとばかりに言った彼女にクレアリシアもまた表向きのんびりと続ける。

「そうだと思った～」

　答えがわかっていても確認しなければならない。

　まったく隠さずにそう伝えたクレアリシアは、にこやかに指を一本立てた。

「もう一つ質問があるんだけど～──わたしは本当にそれをしてもいいの？」

　曖昧な言葉の鋭い問いかけに、アエルはほんの一瞬表情を凍り付かせる。

「貴様っ」

　内容が明確にされていないのに、答えようがあるか──。

　いきり立った近衛このえ兵へいの一人をいさめて、未来予知者は金色の瞳を向けた。

「……昨日お伝えしたはずですよ。あなたはあなたの思うままに行動すればいい」

　どこまでも要領をえない言葉。クレアリシアにはそれで十分だった。

「未来予知者あなたのその言葉が聞きたかったの」

　小さく口の中だけで呟つぶやくと、微笑ほほえみ。

「わかったわ～。わたしはわたしの思うとおりに行動するね～」

　そのままクレアリシアが去ろうとしていることに気づき、兵の一人が再び気色ばむが。

「近衛をつけて地上まで護送する準備をしなさい」

「……!?　〈森霊族エルフ〉と〈隷人族インフイルマ〉めをですか!?」

「なにか問題があるかしら？」

　問題はある。大いにある。なぜ『世界の支配者』たる〈神翼族エルブランシユ〉が、愚かにも抗あらがわんとしている〈森霊族エルフ〉と〈隷人族インフイルマ〉ごときを護まもらなければならないのか。

　それも［天てん来らい機き関かん］に属する優秀な近衛このえを──。

「これでいい」

　金色に瞳を染めた〈神翼族エルブランシユ〉の王は、静かに繰り返した。

「これで未来は確定する──」
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　もう、アエルのことは考えないほうがいい。

　部屋に戻る道すがらクレアリシアは〈神翼族エルブランシユ〉の王のことではなく、先を見据えるよう自分に言い聞かせる。

　未来予知者はそうでない者を常に惑わす。たとえ彼女がなにもしなくとも、なにもしないということの意味を読まざるをえないからだ。ならば、と彼女の思考を読んで先を想定しようとしても、その行動自体が〝予定表〟に書き込まれているかもしれない。

　どこまでいってもその思考に答えは出ないし、であればこそ考える必要がない。

　どちらにせよ、自分たちがなにがしかの行動を起こすことには変わりない。だからクレアリシアは彼女の言葉を確認し、彼女の口から確定させたことで、よしとした。

　重要なのは自ら行うという強い意志だから──。

「自ら行うという、強い意志……」

　呟つぶやいたクレアリシアは昨夜のことを思い出す。

　自ら行うという強い意志で、クレアリシアは──

「………………」

　下腹部の辺りを押さえ、まだ少し痛むそこに嬉うれしいような恥ずかしいような気持ちを抱きながらそっと扉を開く。

　わずかに陽ひの光が差し込むだけの部屋は、まだ眠りの中にあった。

　耳を澄ませば、わずかに聞こえてくる穏やかな寝息。ベッドに腰掛けたクレアリシアは、露あらわになった裸の肩に昨夜のことを思い出して慈しむように手を伸ばし──掴つかまれる。

「──きゃっ」

　布団の中に引きずり込まれたクレアリシアを待っていたのは、熱い抱擁。

　裸の胸の中で幸せを感じつつあったクレアリシアは、どうにか顔をあげて言う。

「レ……レスト～？　寝ぼけてるの～？」

「……んー……寝ぼけてる……」

「嘘うそ……んむっ──んっ……」

　唇を奪われたクレアリシアは、流れのままに服を脱がされそうになり、慌てて止める。

「ダ、ダメ～……！」

「……なんで？」

「なんでって……」

「このままずっと……クレアリシアとだらだらしたい……」

　眠そうな声でそんな風に言われてしまったら──断れなくなる。

　ぎゅっと抱きしめ返したクレアリシアは、心から思う。

　愛いとおしい。可愛かわいらしい顔も、細い肩も、気だるげに甘える声も──すべてがクレアリシアの胸をいっぱいにし、もうなにもいらないような錯覚に陥らせる。

「……わたしもレストと…………したい、けど……でも──」

「……今のもっかい言って」

「え？」

「すげーにやにやした」

「………………えっち」

　一昨日おとといまでなら考えられないような、くすぐったい会話。

　信じられないくらい幸せな、肉体と気持ちの触れあい。

　向けられるどこまでも優しいレストの微笑ほほえみに、無性に照れてしまって顔を伏せる。

　──許されるなら、ずっとこのまま、甘いまどろみの中にいたい。

「……で、この後は？」

　促す言葉はレストから発された。

（ああ……）

　クレアリシアは誰よりも自分自身がこの時間を終わらせたくなかったのだと理解する。

　レストはそんなクレアリシアを見抜き気遣ってくれたのだと。

　そういうさりげない優しさにたまらなく胸がいっぱいになる。

　レストを愛し、レストに愛される幸せを、いつまでも噛かみしめていたい。

　そして、だからこそ。

「元の時代に戻ろうかな～って」

　身体からだを起こしたクレアリシアは、肘をついたままこちらを見上げるレストに続ける。

「全部わかったから」

　元々この時代にきたのは、《大誓約魔法》の成立する瞬間を見るためだった。

　クレアリシアの悲願である恒久平和を為なす方法の根拠を得る。

　その意味では目的はまだ達成されていないのだが。

「んじゃさっさと帰るか」

　レストは一切疑問を口にすることなく、衣服を身につけ始める。

　その迷いない反応に、クレアリシアは思わず訊きいていた。

「……なんでって訊かないの～？」

　なにがわかったのか。《大誓約魔法》の成立は目にする必要がないのか。クレアリシアがレストの立場なら訊かずにはいられない。

　しかし、レストは上着を着ながら、首を傾かしげ、

「お前が納得いったんならそれでいいんじゃねーの？」

「でも、レストはそのせいで……」

　不意をつくようにクレアリシアの唇を奪う。

「──こういうことをしても許される間柄になれた。なにも問題ないだろ？」

　そう言ってさりげなく顔をそらすレストのその行動は素直に嬉うれしかったのだが。

「レスト……照れてる？」

「はぁっ？　──なんで、今さら……そんなわけ……」

　声の大きさ、言葉の詰まり具合で、どちらが正しいのかなんて明白すぎて、クレアリシアはときめき以上に感じる可愛かわいらしさに、にやにやしてしまう。

「照れてるんだ～自分でやっておきながら～可愛い～」

「……っ、いいからさっさと行くぞ！」

　らしくなく強引にまとめ、部屋を出るレストに、クレアリシアは小声で言う。

「…………ありがとう」

　半ば誤魔化されるような形になったが、レスト自身釈然としない部分はあるはずだ。

　クレアリシアもそれをわかっていてあえて言わなかった。

　……言葉にしてしまえば、おそらくうまくいかないから。

　もちろん、その旨まで話すこともできるのだが、リスクを負うことには変わりないし、話さずに済むのならそれにこしたことはない。

（……もしかしたら全部わかっているのかもしれないけど）

　クレアリシアが遺跡でなにを思いついたのか、どのような方法で恒久的な世界平和を為なしえるつもりなのか、一度も口にしたことはない。当然レストにはわからないはずだが、普通ではありえないことも彼の驚異的な閃ひらめきは可能にしうる。

　そう、だから。

「なにが起きてもきっと大丈夫──」

　クレアリシアが自分に言い聞かせるように呟つぶやいた言葉は、妙に空虚に響いた気がした。
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　浮遊大陸フィレンタニアから地上へと続く転移魔法陣ゲートは、基本的に一方通行で一度限りの使用を前提としている。

　地上でのいくつかの出現ポイントをランダムに選び、行き先は使用者にも指定できない。

　したがって、一見すると非常に不合理なシステムになっているのだが。

「愚かな外敵の待ち伏せを防ぐためだ」

　使用前の転移魔法陣を目前にいかにも不服そうに呟いたのは、アエルに護衛を任じられた〈神翼族エルブランシユ〉の一人だ。レストもクレアリシアもなにも言っていなかったのに、近衛このえ兵へいは彼らの思っていたことがわかっているかのように続ける。

「無論、劣等種族がどんな手を使おうと我ら『世界の管理者』はものともしないが、〝羽なし〟はそうもいかない。この措置は貴様らのためであることをゆめゆめ忘れぬことだ」

　この状況は不本意なもので、あくまで〈神翼族エルブランシユ〉は上位にある──そう念を押すためだけになされた説明に、レストがあくび混じりに言う。

「はあ、そりゃどーも」

　そのあまりといえばあまりの態度に、別の近衛このえ兵へいがぴくりと反応し、

「……なるほど～それが普通の〈神翼族〉が使う『未来既知』か～」

　クレアリシアの言葉に目を見開いて振り返った。

「あ、その反応、やっぱり当たりだった～♡　みんなアエル・アウラみたいに未来予知が使えたらこんな風にはなっていなかったからきっと違うんだろうなーって思ってたけど、表層心理の読み取りが普通の〈神翼族エルブランシユ〉が使う『未来既知』なんだね～」

「……あまり調子に乗るなよ劣等種。貴様らなどアエル様の──」

「〝命令がなければいかようにもできる〟？　その命令が現実にあるんだから、仮定になんの意味もないじゃん。いいからさっさと行こうぜ。そのほうがお互いのためだろ」

　先んじる言葉。指摘する事実。読んだ思考の先を行くクレアリシアとレストに、〈神翼族エルブランシユ〉の兵たちは思わず揃そろって身構える。

　だが、そんな彼らをいなすようにクレアリシアはレストだけを見て言った。

「む～、レスト今のわたしに対する当てこすりでもあるでしょ～？」

「はぁ……？　いや普通に無駄話したってしょうがねーだろ」

「そんなことないよ～話すことでお互いのことがわかるようになるし、理解だってしあえる……心を読むならなおさら。ね～？」

　向けられる笑みと『未来既知』による表層心理の読み込みを見透かした言葉。

「さ、さっさと転移魔法陣の上に乗れ!!」

　彼らのその反応に茶ちや化かすでも嘲笑するでもなく、ほんの少しだけレストと笑いあい、素直に足を踏み出したクレアリシアは、光と共にふわりと宙を浮くような感覚に包まれながら先のことを考えていた。

　目の当たりにした［七滅戦セブンス］、未来予知者の言葉、そして──《大誓約魔法》。

〝世界渡りの《魔神器》〟によって示された、目的を果たすための手がかり。

　隣に立つパートナーを見ると同時に浮遊感と光が強くなり、嘘うそのように消えてなくなる。

　転移魔法による移動が完了した合図。すでに経験済みの感覚ゆえ特に驚くことなく、クレアリシアは小高い丘らしきその場所をなにげなく眺めて首を傾かしげた。

「ここって……わたしたちが最初にいたところ～？」

　偶然なのだろうか。目の前の荒野には〈神翼族エルブランシユ〉に突き立てられた光の柱の痕が生々しく刻まれ、すぐ後ろには荒れた森。このまま歩を進めればすぐに〝世界渡りの《魔神器》〟に達することも──とそこまで考えたところで違和感に気づいた。

「……ふん、周囲に敵性種族はいないな。ならばこれで我らは──」

「──待って～」

　抑えた声。伸ばした左手にまとわせた薄い光。解せないとばかりに眉をひそめた〈神翼族エルブランシユ〉の兵が口を開く前に、レストが硬い声で呟つぶやいた。

「上だ」

　今にも雨が降り落ちそうな鈍にび色いろの空に、ぽつりぽつりと浮かぶ十数個の黒い点。

　まばたきする間に大きくなっていくそれらが竜の形をしており、明確にこちらを目指して滑空していることは、すぐさま彼らにも察せられた。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉の襲撃!?　馬鹿な、そんな偶然が……！」

「静かに」

　ぴしゃりと遮って、クレアリシアは左手を振り上げ、人差し指でくるりと円を描く。

　レストたちの目には、薄い光の線が描かれただけに見えたそれは、次の瞬間上空の彼らの動きに大きな影響を及ぼす。

　整然と隊列を取り、まっすぐ目標に向かって動いていたように見えた竜騎兵たちが軒並み急制動をかけ、その場でゆっくり旋回しはじめたのだ。

　完全にこちらを見失ったような反応に、近衛このえ兵へいの一人が忌々しそうに言う。

「認識改変魔法……」

「急場しのぎだから長くはもたないけどね～」

「耳長ごときが小こ癪しやくな……我らが彼奴きやつらごときに遅れを取るとでも思ったか」

　苛いら立だち交じりのそんな言葉には気を払わず、クレアリシアは一連のあいだ空を見上げるでもなく、じっと思考に耽ふけっていたレストを向く。

「どういうことだと思う～？」

　漠然としたクレアリシアの問いに、レストは的確に応える。

「待ち伏せ対策の転移魔法陣が攻略されてただけだろ」

「な、どうやって──」

「具体的な方法はわからないし、今そこを言っても仕方ない」

　近衛兵が口にしかけた雑音を封殺し、あくまで自分の思考を垂れ流すように続ける。

「確かなのは、転移魔法陣の構造上、内部からの漏ろう洩えいは基本的にありえないということ。例外的に考えられるとすれば──」

「──っ、レスト！」

　クレアリシアの声と、〈神翼族エルブランシユ〉の一人にとてつもない速度で放たれた火球が直撃するのは同時だった。

　直撃した近衛兵はすんでのところで読んでいたのか、防御魔法を展開していたが。

「は……？　こ、これは……が、ぐ、ぁつ、……ぎゃあああああ!!」

　魔法式が展開され、一度は止められていた火球がふくれあがり、防御魔法ごと呑のみ込むようにして燃えさかる。

　他の兵たちが彼を助けようと動くものの、

「──無駄だ。わが『業ごう焔えん』から逃れられる者など存在せん」

　言葉ではなく、発言者の姿に、その場にいた全員が目を見開く。

　一際目立っていた白竜から颯さつ爽そうと降り、悠然とこちらを見る〈竜闘族ドラゴーネ〉の男。

　細身ながら引き締まった肉体に、炎のように真っ赤な髪、側頭部から伸びる黒くねじ曲がった二本角が特徴的な彼は。

「レ、レガルムだと!?」

　その名は、クレアリシアやレストも目にしたことがある。

［七滅戦セブンス］においていくつもの伝説を残した英傑。六度まで世界を滅ぼした〈神翼族エルブランシユ〉に対し、最後の一度は彼一人がアエル・アウラと直接戦ったことで為なされたとされている。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》──〝焔えん血けつ烈れつ破ぱ〟のレガルム……」

　思わず呟つぶやいたクレアリシアに、レガルムは厳しさの中に潜む無邪気さでもって笑う。

「ほう？　その二つ名は耳によいな。気に入った。いかにも、吾が〈竜闘族ドラゴーネ〉が王、〝焔血烈破〟のレガルムだ」

「……まだ認識改変してるはずなんだけど～」

　クレアリシアの苦笑に、レガルムは目を閉じて言う。

「〈森霊族エルフ〉の認識改変魔法は一度の看破で効力が大幅に弱まる。相違あるまい？」

　再び目を開いた〈竜闘族ドラゴーネ〉の王は、すでに連動して仕掛けていた〈神翼族エルブランシユ〉近衛このえ兵へいたちに、まったく慌てた素振りを見せなかった。

　白き魔法剣でもって一足飛びに接近戦を仕掛けてきた近衛兵に堂々と右腕を振り上げ、迷いない一刀を弾はじくと、微妙な時間差で中距離から放たれた槍やりの一撃を小脇に抱える。

　そうして、そうすることが当然であったかのように綺き麗れいに自由の奪われたレガルムを穿うがつ強烈な魔法弾が直撃──

「甘い」

　──せず、直上の竜から放たれた火球によって進路が変わり、すぐ横を抜けていく。

「──!?」

　そんな動きは読めていなかった──。

　表情でそう訴えかける〈神翼族エルブランシユ〉たちに傲然とした笑みを見せつけ、

「未来を視るのは主らだけだと思うな」

　次の瞬間に起きたことをクレアリシアもレストも正確に把握することができなかった。

　認識上は、〈神翼族エルブランシユ〉の近衛兵たちがおそらく互いの心を読んでだろう、まさに息の合った動きで追撃を繰り出そうとしていた。

　だが実際に起きたのは、レガルムが唐突に拳を突き上げ、その拳を合図にして糸の切れた操り人形のように力なく失墜する〈神翼族エルブランシユ〉たち。

　絶対的強者である〈神翼族エルブランシユ〉。それも王に選抜された近衛兵たちが、触れられもせず地に伏せる異様な光景。

　喉を掻かきむしるようにして苦しむ近衛このえ兵へいたちの姿に、クレアリシアの背筋が冷たくなる。

《大誓約魔法》下絶対安全な世界では見ることのない苦く悶もんに歪ゆがんだ顔。

　自らの意思と関係なく向いた視線の先には、火球に焼かれた〈神翼族エルブランシユ〉の末路があって──不意にレストの背中に遮られる。

「……レスト？」

「火──燃焼、酸素……なるほどね。操ってんのはそっちか」

　冷静なレストの呟つぶやきは、クレアリシアの雑然としかけた意識を明白にする。

　──そうだ。クレアリシアが今すべきことは、恐怖を抱くことじゃない。

　何度目かわからないさりげない気遣いに心の中だけで感謝しつつ、クレアリシアはまっすぐ〈竜闘族ドラゴーネ〉の王を見る。

　すると彼もまた〈神翼族エルブランシユ〉には一いち瞥べつもくれず、クレアリシアを見返してきた。

「……わたしたちに、なにか用なのかしら～？」

　意図して張った声は、震えないための工夫。あくまで余裕であるという表情をし、わずかに手を広げることでわたしたち、というのがレストと自分であることを示したクレアリシアに、レガルムはかすかに眉をあげ、興味を示した。

「何なに故ゆえそのように考える？」

「〈竜闘族ドラゴーネ〉が転移魔法陣の終着点を予測できたらなにを仕掛けるか考えてみたんだけれど、要人警護のためにつけられる〈神翼族エルブランシユ〉の近衛兵をおびき出して、その隙にフィレンタニアに攻め込む──なんていうのは、あなたのその力を見れば不要だと思うの～」

「ふむ、然しかり。吾が出張らない戦いくさなど無意味であるからな」

　傲おごるでも気負うでもなく、純然たる事実を堂々と告げるかのごとく〈竜闘族ドラゴーネ〉最強の王はいまだ地に伏したままの〈神翼族エルブランシユ〉たちを背景に厳然と言い、

「だからこそ、あんたが出張ってるこの場には世界の命運を変えうるなにかがある。そして、それは俺たちなんじゃねーのって話なんだけど？」

　気だるげに続けたレストに、レガルムは目を見張り、やがて笑いだした。

「かっかっか！　然り然り、まこと面白きこと！」

　膝を叩たたき、快活に声を響かせる〈竜闘族ドラゴーネ〉の王はそうして冷徹に呟いた。

「全て──主の申した通りになったな」

　主、という言葉が誰に向けられたものなのか。

　訝いぶかしむクレアリシアたちの前で、彼女は当然のようにレガルムの背後から現れた。

　大きな黒い布を頭からかぶっているせいで顔はよく見えないが、華きや奢しやな手足とやわらかな身体からだの線は間違いなく少女のそれだ。

　なにより、黒い布からのぞく長い銀髪は。

「〈幻魔族ストレーガ〉……？」

　クレアリシアたちの生きる時代にはまったく情報がなく、今の彼女のようにすべてがベールに包まれた種族。［七滅戦セブンス］においても散発的な戦闘記録はあるものの、種族としての意図や目的は見えないとされていた。

　その〈幻魔族ストレーガ〉が〈竜闘族ドラゴーネ〉の王と一緒にいる……？

　歴史書にない事実。いやそもそもクレアリシアたちとここで会っていること自体がありえないことであるはず。

　断片的な情報を組み合わせ、クレアリシアはあくまでなんでもないことのように尋ねる。

「もしかして、その子が未来を視みる力を持っていたりして～？」

　目を見開くレガルムに、誰よりもクレアリシア自身が驚きよう愕がくする。

　──未来を視るのは主らだけだと思うな。

　レガルムがなにげなく口にした言葉。『未来既知』を使う〈神翼族エルブランシユ〉に対して、先を予測できるのは自分たちだけだと思うな、程度の言い回し。そう思うこともできた。

　だが、レガルムが〈神翼族エルブランシユ〉にとっての要人を狙っていたのだとすれば。

　ただの要人ではなく、本来ここに存在しないはずのクレアリシアたちを押さえにきたのだとすれば──そこにはなにがしかの〝力〟を想定する必要がある。

　しかし、本当にそうなら彼女は、




「少ぉし違うのぅ」




　──ありえない。

　幻聴。気のせい。勘違い。非論理的に思いこもうとするまでに聞きたくない、美しい声。

　いや、聞きたい聞きたくないという話ではない。ありえないのだ。

　彼女の声が［七滅戦セブンス］が繰り広げられている過去の世界で聞こえるなどということは。

　クレアリシアの正当な理屈はしかし、ふわりと目の前に現れた少女に打ち崩される。

「未来を視るのは妾わらわじゃよぉ──くひひ」

　脳を痺しびれさせるような特徴的な笑い声。露出の高い衣装からのぞく褐色の肌。

　紫に黒のメッシュが入った毒々しいアシンメトリーな髪を揺らし、のぞき込めばどこまでも沈みそうな琥こ珀はく色いろの瞳をこちらに向ける彼女は。

「セレスウ……」

　この時代にはまだ存在しないはずの〈森霊族エルフ〉《英雄》クレオパトラは、クレアリシアの驚愕を極上の笑みでもって迎え入れた。





　　　　◆◇◆◇◆






「なぜあなたがここにぃ？　──とか言うつもりかのぉ、くひひ。妾をあの世界から追い出したのはクレアリシアじゃろぅ？」

〈森霊族エルフ〉の王城リグルアノで、オフィリアとの【賭け】に勝ったクレアリシアは《誓約者ルーラー》権限で、従属する《英雄》クレオパトラを実質的に〈森霊族エルフ〉の地から追放した。

　そのとき結んだ強制的な契約は──

「あ……」

　思い至ったクレアリシアに、クレオパトラはあえて丁寧に説明してみせる。

「〝汝なんじが為なすすべての利己的な目的での甘言を、行動を、禁じる〟──そんなことを《大誓約魔法》の下に誓わされてしまったら世界そのものから逃れるしかなかろぅ？」

　魔法的強制力でもって契約遵守を義務づける《大誓約魔法》。その成立は［七滅戦セブンス］後であり、［七滅戦］のただ中にあるこの時においてその拘束力は働かない。

　つまり、この時代においては彼女は自由に振る舞える。

「妾わらわの好きなように生きられぬ世界などなんの意味もないからのぅ」

　くひくひ笑う褐色の《英雄》に、クレアリシアは生理的な忌避感を得て、唇を噛かむ。

〈森霊族エルフ〉をオフィリアに託すにあたって、最後まで心残りだった忌むべき存在。

　どこまでも己の欲だけを、自ら以外のすべての混こん沌とんを望んでいた、悪あしき《英雄》──。

「そりゃ結構なことだな」

　不意に差し挟まれた言葉。クレオパトラの声がクレアリシアの感情を波立たせるとすれば、その気だるげな声はどんなときでも落ち着かせてくれる。

「あんたの立場になれば俺もそうするわ。で、それはそれとしてなんで今この場にあんたがいるわけ？　そこの〈幻魔族ストレーガ〉が関わってんの？　〈竜闘族ドラゴーネ〉と組んでる理由は？」

　矢継ぎ早の問い。裏を返せば、今必要としているのはその答えだけ。

　あえて単純化することで、疑問を明白にする。

　レスト・エンデバーの追及に、クレオパトラはほんの少しうっとうしそうに目を細め、

「その問いには、吾が答えよう」

〈竜闘族ドラゴーネ〉の王に遮られる。

「くふ……レガルム、自分がないがしろにされているからといって」

「吾が答えよう！」

　強引に押し切り、歪いびつな角を天に伸ばした王は両手を広げる。

「一言すれば、セレスウはわが一部なのだ！」

「……は？」

「わからぬか？　此奴こいつは世界の全てを知る者であり、いわば世界である。そして吾は世界の全てを統べ、世界をわがものとする。すなわちセレスウも吾のものということだ！」

「…………ああぶっとんでんのね」

　レストが率直に呟つぶやき、付け加えるように言う。

「未来を当ててみせるだけで世界の全てを知るっつーなら、すでにどっかの王が達成しちゃってんじゃねーの？」

　人差し指を空に向け、その先にある大陸を暗に示したレストに、レガルムは一転して憮ぶ然ぜんとした表情でうなずいた。

「然しかり。これまで世界は傲慢な〝羽虫〟どものものであった。だがすでにその力は吾にある！　無論、それが憎き《残月の四姫》によって引き出されしものだとしてもだ！」

「……《残月の四姫》？」

　クレアリシアが見るのは、黒いフードをかぶった〈幻魔族ストレーガ〉の少女。謎に包まれた〈幻魔族ストレーガ〉の中でも、各種族の《誓約者ルーラー》、あるいは王族にのみ伝えられている情報がある。

　曰いわく、〈幻魔族ストレーガ〉は内部で四つの異なる種が争っている。それは〈獣妖族ペステイア〉のように他種族相手には団結するというものではなく、本気で互いを滅ぼす殺し合いである、と。

　その四種の頂にある四人の姫──すなわち［吸血鬼ロード］《盈えい月げつの一姫》、［[image: ]夢魔ニユクス］《弄月の二姫》、［不死者ノーライブズ］《繊月の三姫》、［影生霊シヤドウ］《残月の四姫》。

［四血姫］とも呼ばれる彼女たちは、それぞれがそのまま〈幻魔族ストレーガ〉の王であり、他種族からすれば《誓約者ルーラー》に等しい。

「本当に、〈幻魔族ストレーガ〉が〈竜闘族ドラゴーネ〉と組んでいるってこと～……？」

　クレアリシアの問いにも、〈幻魔族ストレーガ〉を代表する少女──《残月の四姫》は反応しない。

　代わりにレガルムが堂々と腕を組んで言った。

「否、組んでいるのではない。吾が使ってるのだ。助力を請うてきたのは彼奴きやつらだからな」

「くふっ──まあそうじゃのぅ、この世界に飛んできた妾わらわたちが頼りにしたのは間違いない。その代償に多少使われるくらいは致し方のないことじゃろぅ」

　勝ち誇った表情を浮かべるレガルムの後ろで、クレオパトラが粘ついた笑みを浮かべているのを見過ごすことはできなかった。

「……いつからそんな力、使うようになったの～？」

「元より使えたんじゃがのぅ」

「それは嘘うそよ～。最初から持っていたのならもっと嫌な使い方をしていたはずだから」

「くふ、くふふふ！　さすがは不愉快なクレアリシア、妾のことをよくわかっておるわ」

　嘲笑するクレオパトラの悪意をいなし、クレアリシアはじっとフードの少女を見る。

「〈幻魔族ストレーガ〉の彼女が……《残月の四姫》が関わってるんだよね～？」

「さぁ？　関わっているかもしれんし、関わっていないかも──」

「妾たち。協力者がいるって自分で言ってんじゃん」

　レストの言葉に、クレオパトラがいやらしい笑みを浮かべる。

　どういう方法かはわからないが、やはり彼女たちは二人でこの時代に飛んできたのだ。

「そこまでしてわたしへの嫌がらせがしたかったんだね～？」

　冗談めかした口調。少しも笑っていない目。

　それらを向けたクレアリシアに、褐色の少女は歪いびつに笑って言った。

「そのとおりじゃ、と言ったらどうする？」

「最低～」

「お互い様じゃろぅ？　くふふふふ」

〈森霊族エルフ〉の《英雄》であるクレオパトラと〈幻魔族ストレーガ〉の《誓約者ルーラー》に等しい《残月の四姫》が組んでいた。どうして、いつから、本当の目的は──そこまで考えたところで。

「──下等種共が！」

　声は空から降り落ちてきた。

　同時に、極大の光の柱が竜騎兵を巻き込みながら幾本も地に突き立つ。

「やっときたか……」

　ぼそり呟つぶやいたレストに、クレアリシアも同じ気持ちで空を見上げる。

　竜騎兵が旋回していたそこには、今数人の〈神翼族エルブランシユ〉の増援だけがいた。

「残念だけど──」

「残念なのは己らじゃよクレアリシア」

　次の瞬間、レガルムが突如魔力を噴出させ、竜そのもののような異形に変化した。

　そうしてその異形は再度放たれた裁きの光を──手の一振りで焼失させる。

「ふははははは！　見よ、わが力を！　真なる『竜りゆう神じん白びやつ化か』を!!」

　やがて降り落ちてくるのは赤く粘ついた雨と生臭さと焦げ臭さの混ざった悪臭。

　ときおり交じるのは異形の王に引き裂かれ変わり果てた〈神翼族エルブランシユ〉の肉の塊。

　それらを全身に浴びながら不気味に、ケタケタと笑い続けるのは──

「クレアリシア！」

　不意に近くで声を張り上げられ、クレアリシアは強く手を引かれる。

　そのまま全力で走りだしたレストが見たこともないほど必死な表情を浮かべていて。

「──ダメだ。あれはまずい」

　なにが。どうして。疑問が問いとして発される前に、レストが続ける。

「ずっと違和感があった。［七滅戦セブンス］……後の世でそう呼ばれる大戦争で、六度まで世界を滅ぼした〈神翼族エルブランシユ〉。単純な戦力で圧倒している〈神翼族エルブランシユ〉が世界を滅ぼすのは理解できる。だが、最後の一度……七度目は〈竜闘族ドラゴーネ〉が、それもたった一人の王が為なした──そんな馬鹿げた話があるか？」

　そう、冷静に考えればありえない。なぜ〈竜闘族ドラゴーネ〉にそんな力が突如宿ったのか──？

　今すべての辻褄が合った。特別な知識を持ち、世界を征することもできた〈隷人族インフイルマ〉の王の末まつ裔えいレティス・ファト・クリアグリンが抱いていた違和感。

　歴史的な大戦争、世界を荒廃させきった最後の一度は〈竜闘族ドラゴーネ〉の王が為したのではない。実行したのが〈竜闘族ドラゴーネ〉の王でも、その実体は──。

「そう──せかいはあなたのみているとおりにあるわけじゃない」

　行く手を遮るように現れたのは、まさにレストが今思い浮かべたフードの少女。

「──そう来るのは読めてんだよっ！」

　完璧なタイミングで懐から取り出し、投げつけた小さな玉は即座にまばゆい光を放つ。

「……っ、魔法……？」

　直前に手で目隠しをされて難を逃れていたクレアリシアの呟きに、レストは早口で言う。

「魔法だよ。ただし魔力を使わない、な」

〝カガク〟と呼ばれるクリアグリン家に伝わりし〈隷人族インフイルマ〉の先人たちが編みだした秘法。

　強力な閃せん光こうを放つそれは、直撃させれば短時間相手を無効化できる──はずだったが。

「むだ」

　レストの手を取った少女は、美しい銀髪と無感情な紅あかい瞳を露あらわにしていた。

「《残月の四姫》……！」

　舌打ちと共に手を振り払おうとしたレストは、握られた冷たい手から体温と共に生命力そのものを吸い取られるような感覚を得て、思わずその場に膝をつく。

　頭痛がする。目眩めまいがする。全身に力が入らない──。

「そもそもそやつは《残月の四姫》などではないがのぅ」

　ゆったりとした言葉。身体からだについた〈神翼族エルブランシユ〉の血肉をわざわざ舐なめ取るかのような仕草を見せたクレオパトラは、なにげなく右手の人差し指を伸ばし、

「──がっ」

　指先から放った高速の魔法弾で、レストの膝を撃ち抜く。

　たまらず床に突っ伏したレストに、遅れてクレアリシアが叫ぶ。

「レスト!!　……クレオパトラっ!!」

「くひっ、セレスウと呼ぶ嫌がらせはどうしたんじゃ？　クレアリシア」

「……危害を加えるなら直接わたしにしてきたら～っ？　まあ無駄だと思うけど～！」

　レストをかばうように立つクレアリシアに、クレオパトラは薄く目を細める。

「確定した未来を視みることのできるアエル・アウラに自由に行動していいというお墨付きを得たのだからどんな危機でも命は保証される……と、そう思っておるわけじゃな？」

　そう。たとえその過程がクレアリシア自身に想定できなくても結果だけは確実にわかる。

　その確証を得るために、クレアリシアはアエルと話したのだから──。

　揺るぎない自信をもって見つめてくるクレアリシアに、返り血で真っ赤な《英雄》は。

「……く、くひ、くひひひひ、くひひふふふふっ!!」

　唐突に、途中から変わる声。

　異様に甘美だった艶つやめいた声が、可愛かわいらしくはあるが、毒々しくはないそれに変化する。




「ざ～んねん♪　未来が視えるのはアエル・アウラだけじゃないって言いましたよねぇ？」




　愉たのしそうに楽しそうに快たのしそうに。

　クレオパトラ──いやクレオパトラに見える〝それ〟は嗤わらう。

「『未来既知』……未来予知能力者同士が異なる未来を確定させようとすると、どんなことが起きると思いますぅ？　──はぁい、レストさん正解～。どちらも同等に起こりうる不確定な未来、つまり──予知自体が無効になりまぁす♪」

　レストの思考を読んだかのような返答。簡潔で明解な言葉。爽やかさが漂う邪悪な笑み。

　姿かたちは変わっていないのに、明らかに中身が違う。

「あなた……誰～……？」

　まっすぐ尋ねたクレアリシアに、彼女は表情を喪な失くす。

「クレオパトラですよ。いや──クレオパトラじゃよ。ほーらこの通りのぅ、くひひ」

　それは奇妙な感覚だった。声もしゃべりかたも顔も表情もクレオパトラで、事実中身もそうなはずなのに、目の前で漂う〝それ〟が元〈森霊族エルフ〉の《英雄》に見えない。

　理性はクレオパトラだと言っているのに、感情がそうではないと訴えてくる。

　そのあまりにも不合理な現実に。

「気持ち悪いなお前……」

　顔をあげたレストが実際に嘔え吐ずくのを見て、彼女は噴き出すように笑った。

「くひ、くふふふふっ、気持ち悪いぃ……？　くふくふふふっ、すごいですねぇ！　ちゃんと感じ取れてるんだぁ！　やっぱりあなたたちは特別ですねぇ!?」

　なにが楽しいのか、ケラケラと笑って笑って嗤わらって。

「その通りその通り♪　その説明できない違和感は正しいですよぉ。だって、わたしは真実あなたたちの知る、唯一無二のクレオパトラという存在ですけど、それってただこの場でのわたしの役がクレオパトラってだけですから♪」

「……役……？」

　クレオパトラだけどクレオパトラの役であるというだけ……？

　ただの狂言として捨て置くこともできる。いやそうすべきなのに──なぜかそれは正しくないことだけはわかる。

「あなたは、なにを言ってるの……？」

　それは言わされた言葉。まさにその問いが必要だったとばかりに、〝それ〟は、空虚な、灰色の、なにもない表情を浮かべる。

「〝作者〟のわたしがここでこんなこと言っちゃうのは反則なんだけど、反則はそれ自体に意味があるから。きっとこれも全部伝わるはず──ねぇお兄様？」

「──そろそろじかんぎれ」

《残月の四姫》が発したその言葉は、クレアリシアの、レストの止まっていた時間を動かすかのごとく明快に耳に響いた。

「──っ」

　なぜ足を止めていたのだろう。今レストたちがすべきことは頭上で〈神翼族エルブランシユ〉の精鋭たちを鏖おう殺さつしている暴力の権化から、逃げることだ。

　片膝を撃ち抜かれたからどうした。今この場に留とどまれば、二度と起き上がれなくなる。

　それはもちろんレストだけの話ではない。

「行くぞ……クレアリシア」

　上着を引き裂き、足を縛って立ち上がったレストはしかし、すぐに行く手を阻まれる。

「そう急ぐ必要もないじゃろぅ？」

　言いながらごく自然に放たれた魔法弾はレストに直撃──しなかった。

　確かに当たっているはずなのに、平然と立っている不可解な現象。

　やがてその姿は少しずつ薄らぎ、消えていく。

　レストだけではない、いつの間にかクレアリシアまでいなくなっている。

「認識改変魔法」

〈幻魔族ストレーガ〉の少女の呟つぶやきに、元〈森霊族エルフ〉の《英雄》は笑みを大きくして叫んだ。

「くひ、楽しませてくれるのぅ……最後の最後までなぁ！」

　……背後からは喜色に富んだ声。上空からは怒号と断末魔。

　そのどちらに振り返ることもなく、クレアリシアはありったけの魔力を込めた認識改変魔法を使い、レストに肩を貸しながらその場所──〝世界渡りの《魔神器》〟へと急ぐ。

　扉の向こうに行くことさえできれば、この絶体絶命の状況から脱することができるのだ。

「早く……早く……！」

「おい、クレア、リシア……」

「──聞かないよレスト。わたしだけ帰れても意味ないんだから……！」

　いざとなったら自分を置いていけ──。そんな言葉が容易に予想できて、先んじたクレアリシアに、レストは顔を伏せる。

「は……とんだ勘違いだな。そもそも俺がいなけりゃ扉を開くこともできねーだろ……」

「…………わかってるくせに」

　小声で返したクレアリシアに、レストは聞こえなかったフリをする。

「…………お前は、お前のできることを……しろ」

　──レストはずるい。

　クレアリシアは内心だけで憤る。彼はすべてわかっているはずだ。

　クレアリシアが気づくようなことならレストは必ず察している。

〝世界渡りの《魔神器》〟の起動条件に、すでにレストが必要ないことを。

　クレアリシアもそのことを理解してることを──。

（……ううん、今そのことを考える必要はない）

　認識改変魔法の強度は相手の抗魔法に反比例する。

　すなわちどれだけ隙をついて決めることができるかだ。

　クレアリシアが先ほど使ったそれは彼女たちにとって慮外で、この上なく完全な形で嵌はめることができていた。

　解除には時間がかかるはずで、このまま逃げ切ることだって──

「…………おい……聞いてんのか」

　レストがなにか呟いている。でも、クレアリシアはそれを聞かない。聞きたくない──

「むだ」

　無慈悲な声が聞こえてきたのは、扉まであと少しというところだった。

　切り取った空間から現れるかのように正面に生じたのは、美しい銀髪を晒さらした少女。

「どこにもにげることはできない。このこがおぼえているから」

　そう言って彼女が広げるのはかぶっていた黒い布。

「……『かたわらの闇』」

　掠かすれた声で呟つぶやいたレストに、遅れて合流したクレオパトラが笑う。

「ああ、そういえばこれも己らからの贈り物じゃったなぁ」

「……〈隷人族インフイルマ〉の……？」

　クレアリシアに見つめられ、黙り込んだレストの代わりに色のない少女が言う。

「《魔神器》とよばれるものは、ぜんぶかれらがあたえたもの。《万象の楽園アクアテラリウム》のきんこうは〝クリアグリンの遺産〟によってとられている」

　最弱を気取った最強。隷属しているつもりの支配者。

「そんなもの──面白くなさすぎるじゃろぅ？」

　冷たく差し込まれる声は、爆発音によって遮られる。

「クハハハハァァッ!!　滾たぎる滾るッ、滾るぞぉッッ!!　吾こそが最強ッッ!!」

　竜そのものの姿で吠ほえるのは、血に狂った──いや狂わされた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》。

　いつの間にか、レガルムの瞳はクレオパトラと同じ琥こ珀はく色いろに染まっている。

　上空には〈神翼族エルブランシユ〉どころか〈竜闘族ドラゴーネ〉の姿すらない。

　すべてを屠ほふってその歪いびつな角を赤どころか黒に染めた殺さつ戮りく者に、それらを促したであろう『王の支配者』はそっと寄り添い、嗤わらった。

「あぁ残念残念。もう詰みじゃなぁ。己の夢はここで潰ついえる……無念じゃなぁ、悔しいなぁ、クレアリシア。くふ、くふ、くふふふふふふ!!」

　──夢が潰え挫折する瞬間──それを見るのが楽しみで楽しみで仕方ないわ──

　かつて彼女が口にした通り、一切の情け容赦なくただ貶おとしめるためだけの笑みに、クレアリシアは深く深くため息を吐つき。

「残念なのはそっちだけどね～！」

　左手を掲げて練り上げていた魔法式を発動する。

「くふっ、馬鹿の一つ覚えじゃなぁ！」

『認識改変魔法』。想定外であればあるほど効力の高いそれは、あらかじめ知ることができればほぼ無効にできる。

　クレオパトラ同様、頭部に防御魔法を張った《残月の四姫》は、

「無駄で～す」

　皮肉るクレアリシアの言葉が、腹部への衝撃となる。

「────かはっ」

　吹き飛び、太い木の幹に叩たたきつけられて血を吐いた《残月の四姫》は、自動的に主を守るはずの《魔神器》が真っ赤に燃やされ、蠢うごめいていることを遅れて認識する。

　そうしてそれらすべてを行った狂者──〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》レガルムを見やり、

「温ぬるすぎるッ、アァッこの程度の雑魚では手応えがないぞ《残月の四姫》ッ!!」

　クレアリシアを見てそう吐き捨てる彼に、理解する。

「……そう、いう……こと……『認識改変魔法』のたいしょうは──」

「レガルムだったということか……!!」

　叫ぶクレオパトラに、レガルムは嬉き々きとして向き直る。

「主はなかなか歯応えがありそうだなァァッ!!」

　そのまま熱波となって襲いかかる破壊の竜に、元〈森霊族エルフ〉の《英雄》は正面から受け止めるわけにもいかず、ひたすらに逃げ惑う。

　その情景をしっかりと見やり、クレアリシアは長く息を吐き出す。

「……なんとかギリギリで……うまくいったね～……」

　安あん堵どと共に呟つぶやくクレアリシアではなく、銀髪の少女はレストを見やった。

「あなたの……アイデア……？」

　尋ねられたレストは顔をあげるのもおっくうとばかりに、クレアリシアに肩を借りたまま答えた。

「……さあ、ね……俺は……俺の、できることを……しただけ、だ……」

　クレオパトラたちに追いつかれるのは想定内。アエルと同じ未来既知が使えるというのがハッタリだとしても、彼女たちにはレストたちの居場所を割り出す方法がある。

　つまり逃げ切ることは無理。であれば──取れる手段は一つだ。

　急ぎ足で再び〝その場所〟へと向かうクレアリシアたちの背を見て、〈幻魔族ストレーガ〉の少女は目を閉じる。

　そうして思った。

　ああ──やはりどこまでも想定通りだ、と。




「使えぃ、《欠月の零姫》!!」




　クレオパトラの声トリガーが引かれると同時に、少女は紅あかく染まった瞳を見開いた。

「『かたわらの闇』──ころして」





　　　　◆◇◆◇◆






　先に気づいたのはクレアリシアだった。

　扉まで数歩というところで感じた、背後から迫る異様な魔力。

『認識改変魔法』を使い続けていたせいで、魔力に敏感だったというのもある。

　だがそれ以上に、その異質性にクレアリシアのなにかが反応した。

　この魔力には明確な殺意を感じる。

　魔法を放った術者ではなく、魔力そのものが殺意を持っている。

　このままなら、確実に。二人とも。

　死ぬ。

「──行って!!」

　直感と行動。振り返ると共にレストを扉に突き飛ばそうとしたクレアリシアは、不自然に手応えがないことに目を見開く。

　──クレアリシアが気づくようなことならレストは必ず察している。

「…………ばーか……」

　かばうように身体からだを投げ出そうとしたクレアリシアの前に。

　レストが飛び出していた。

　ゆっくりと、正確に心臓を刺し貫いていく刃やいば。

　絶望的に赤黒く染まったそれは、そのまままっすぐクレアリシアへ進もうとして──不自然に動きを止める。

　もがくように蠢うごめく刃を押しとどめるのは、苦しみ、満足げな表情で血を吐く愛いとしい人。

「────っ…………ぁ……」

　鮮烈すぎて、強烈すぎて。

　現実感がない。

　喘あえぐように息を吐き、まるで自分のものじゃないように手を伸ばしたクレアリシアに。

「…………ぃ、…………け」

　刃に変形した『かたわらの闇』を片手で握りしめ、自分の内側に押しとどめながら、空いた手でクレアリシアを突き飛ばす。

　いや突き飛ばせてなんていない。ほんの少し押しただけ。

　倒れ込む身体は、刺さったままの『かたわらの闇』の意思によってだろう、ずるずるとクレアリシアへ近づこうとする。

　そのたびに片手を伸ばし、自分に近づかないように押し飛ばす。

　もう、レストの目に光はない。息をしているのかもわからない。

　それでも、クレアリシアを。

　守ろうとしていた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　クレアリシアが声もなく叫んだのと同時。

「アアアアァァッ──あ？」

　文字通り烈火のごとく襲いかかっていたレガルムは、突然目の前の敵がクレオパトラに変わったことに動きを止める。

「……ぁあ？　なぜ主がここにいる？」

　正常な認識と反応。

「くふっ！　認識改変魔法が解けたということは、クレアリシアが死──」

「ちがう」

　クレオパトラの言葉を意図的に途中で遮った《残月の四姫《欠月の零姫》》は、先ほどまで捕まえていたはずの対象が突然消え、うろたえるように浮遊する『かたわらの闇』を見ながら呟つぶやいた。

「にげられた」





　　　　◆◇◆◇◆






　殺意を持つためには対象を認識する必要がある。そして認識という機能が備わっているのならそれを狂わせることも可能──。

　さすがのクレアリシアも物を対象にしたことはなく、レガルムにかけた魔法を解除して集中せざるをえなかったが、その甲か斐いもあってどうやらうまくいった。

　だがそんなことはもうどうでもいい。

「レストっ、レストっ！　レストっ!!」

　相変わらず殺風景な〝世界渡りの《魔神器》〟。病的に白い床に広がる鮮血に急せかされながら、レストなら止血のための医療品を具現化できるのになどと考えながら、クレアリシアは全力で、無我夢中で、胸の傷をどうにか塞ごうとして、気づく。

　すでに、レストは。




　息絶えていた。




　死んでいるも同然の絶望的状況、ではなく。

　このままでは死に至る、でもなく。

　死んでいる。

　取り返しもつかなければ、取り戻しようもないまでに、喪うしなわれてしまった。

「…………………………ぁぁ……ぁぁぁぁ……ぁぁぁあああ」

　目の前がちかちかする。頭の中がぐちゃぐちゃする。カチカチカチカチ歯が鳴る。

　身体からだが自分のものではないように震え、全身をかきむしってしまいそうになる。

　どこも傷ついてなどいないのに、痛くていたくてイタクテいタクてイたクていタクティたイいタぃィタいいたいイタイ──。

「ぁぁあぁぁあぁああああああっっ!!」

　大粒の涙をこぼしながら、感情を声にして垂れ流しながら、冷たく、重くなっていく、愛いとしい人に顔を埋めながら──。

　クレアリシアは思考する。

　どうにかならないかと。懸命に。すがるように。一いち縷るの望みにかけるように。

　頭を働かせる。知恵を絞る。閃ひらめきを祈る。

　非常時に冴さえ渡わたる思考などではなく、その場所にまみえてからずっと考えていたから──答えらしきものにはすぐに至ることができた。

「願いが叶かなう、場所……!!」

　顔をあげたクレアリシアが見るのは、真白の床、果てのない壁、どこまでも続く天井。

〝クリアグリンの遺産〟にしてその極致とも言える〝世界渡りの《魔神器》〟なら──。

「応えて〝世界渡りの《魔神器》〟……！」

　レストがしていたように、言葉でもって、祈りでもって、奇跡を、より正確には奇跡を為なすための手段を具現化する。

　クレアリシアが何度となく見てきた、レストが起こした現象。

　それはしかし──そうであるがゆえに、なにも起こらない。

　当然だ。あらゆる願いを叶かなえる究極の《魔神器》の力を引き出すことができるのは〈隷人族インフイルマ〉、より厳密には〈隷人族〉の王クリアグリンの血脈であるレストだけ。

　まごうことなき〈森霊族エルフ〉の王族であるクレアリシアでは不可能。

　……わかっている。

　わかっているのだそんな当たり前のことは。

　当たり前のことでどうにかなるのであれば奇跡なんて願ったりしない。

　絶対的禁忌を犯そうと思ったりしない。

　だから──クレアリシアは虚空に向かって力一杯吠ほえた。

「よく見なさい〝世界渡りの《魔神器》〟!!　わたしには──わたしの身体にはクリアグリンの血が流れている!!」

　声は白い空間にただ吸い込まれ、反響すらしない。

　かまわない。

　届きさえすれば──説得はできる。

「もちろんわたし自身が血を引いてるわけじゃない！　引いているのは──この子!!」

　そこで自らの下腹部を撫でたクレアリシアは、そこにあるはずのものを確かに感じるようにして言う。

「わたしの半身と彼の半身──この子には、力を継承する権利がある!!」

　レストが自分をおいて先に行けと言ったときに、クレアリシアは気づいた。

　自分にも〝世界渡りの《魔神器》〟を開く権利が付与されているのだと。

　それがいかなる経緯によるものなのかは推測するしかないが、はっきりしていないのなら、こちらで自由に解釈できるということでもある。

　たった一度体を重ねただけで子ができるとは限らない。

　けれど、この身にレスト自身が残っているのも紛れもない事実。

　その事実をどう判断するかは──〝世界渡りの《魔神器》〟次第。

　そう、《魔神器》は意思を持つ。

　明確な殺意を抱き、命を狙ってきた『かたわらの闇』がそうであったように、同じ〝クリアグリンの遺産〟である〝世界渡りの《魔神器》〟も判断する意思を持つのなら──。

「いいの!?　新たに継承者を認めなければ、あなたを使う者も永遠に失われる！　再び地中深くに埋もれ、もう二度と日の目を見ることもない！　合理的に判断すればどういう行動をとればいいかなんてこの上なく明白でしょう!?」

　脅す。揺さぶる。どう思われようとかまわない。望む結果さえ得られればいい。

　聞こえている前提で。言葉は届いているのだと信じて。

　返答を待つ。

　…………。

　……。

　頭に直接声は──響いてこない。

　痛いほど深刻な沈黙に、ぎりぎりのところでせき止めていた焦燥が爆発した。

「万能の──万象を可能にする願望器のくせに、その程度の判断もできないのっ!?」

　なにが最善かなんて、考えるまでもなく明白だろう。

　お互いに利があるのならその選択をすべきなのだ。

　そんな、そんな簡単な選択もできないなんて──。

　………………違う。

　簡単とか、お互いに利があるとか、最善かどうかなんて、どうでもいい。

　クレアリシアはただ、単純に。

　レストを生き返らせたいだけ。

　返してほしいだけ──。

　そのために。

「…………………力を、貸して……!!」

　願い。祈り。欲し──。




　────認証が完了しました。




　その声らしきものは、無機質なのにやけに明るく聞こえた気がした。

「全人類知『■■■■』へようこそ！　『■■■■』は権利者を歓迎します」

　権利者。全人類知──。

　……説得、できた？

　いや、まだわからない。

　幻聴。この精神状態ならありえる。

　冷静に自分を分析して、逸はやる気持ちを抑えながら、慎重に──願う。

「喉が、渇いた……」

　瞬間、クレアリシアの目の前に澄んだ水の注がれた器が生じる。

　取っ手に触れて口に含んで嚥えん下げして。そこまでしてやっと、クレアリシアは理解する。

　……認められた。

〝クリアグリンの遺産〟を使用する権利を得た。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　安あん堵どでも感激でもない。まだなにかを成しえたわけではないのだ。

　でも……クレアリシアはそっと自分のお腹なかを撫なでて、目を閉じる。

　──愛する人との子。

　クレアリシアひとりじゃない。

　この子のためにも、絶対にレストを取り戻す。取り戻さなければならない……！

　安らかなレストの顔に触れ、頭こうべを垂れて、

「──お願い……っ」

　手を組み合わせ、クレアリシアは強く強く祈る。

　もし代償が必要で、クレアリシアのこの身で為なせることなら、なんでもする。

　願いを叶かなえるために、別の願いを諦めなければならないなら、なんでも諦める。

　だから、お願いだから──。

「レストを生き返らせて……!!」

　なんでも叶える願望器はクレアリシアの願いに──応えない。

　当然。当たり前。頭の中に浮かんだ言葉にクレアリシアは歯を噛かみしめる。

〝世界渡りの《魔神器》〟は、願いを成就するための手段を具現化する。

　直接願いを叶えるわけではないし、あらゆる願いが叶うわけではない。

　そして、願いそのものが叶うものでなければ、なにもそこには現れない。

　思考を整理するまでもなく、わかってしまっていた。

　あらゆるものは決して生き返ったりしないのだ、と。

　どんな願いが叶ってもそれだけは無理だ。そんな願いが叶ったら死者で溢あふれる。

　満ちあふれた世界は立ちゆかず、崩壊の一途を辿たどる。

　生物は死に、終わることでまた生まれ、始まることができる。

　それは世界の仕組みであり、真理だ。

　誰よりも、願いを叶えるクレアリシア自身がそのことを理解してしまっているがゆえに、レストは生き返らない。

〝世界渡りの《魔神器》〟は願望者の想定外にあるものは決して具現化しない──。

「────っ」

　反射的に床を叩たたいて、クレアリシアは唇を噛む。血が噴き出てもかまわず噛み続ける。

「なんで……なんで……っ」

　整然と理屈で考えてしまう自分が憎い。積み上げた論理から飛躍できない自分が悔しい。創造の、想像への優越が刻み込まれてる自分に絶望する──。

　──妾わらわの言ったとおりじゃろぅ？　全能者気取り。

　クレアリシアの脳裏に響く、悪あしき元《英雄》の声。徹頭徹尾自己本位で邪悪な彼女は、ずっとクレアリシアを同類であると言い続けていた。

　それはもちろんただの嫌がらせでしかなく、どこまでも、ひたすらに──的を射いていた。

　どれだけ他者本位の理想を掲げたところで、目的そのものはクレアリシアが一人夢想しているだけの自己本位。

　──それでもいい。

　それでもいいと今は思う。思うから。思ったことにするから。

「生き、返ってよ………………」

　悲痛な声はどこにも反響せず、ただ消える。

　万能の願望器は、そうであるがゆえに沈黙する。

　全部、正しい。ただ正しいのだと理解し、理解できて、理解し続け──。

　──ばーか

　幻聴。レストの声の。

　──お前は、お前のできることをしろ

　求めている声。どこまでも求めて、限界に突き当たって──。

　…………………………………………限界？

　クレアリシアの頭に、なにかが引っかかる。

　想像力ではない、創造する──論理の力に、わずかな光が差す。

〝世界渡りの《魔神器》〟は万能の願望器。正しく求めれば、正しく与えられる。

　論理を積み重ねる、飛躍のできないクレアリシアは、そう認識していたし、そう認識することしかできない。

　そう、クレアリシアにはそれしかできないのならその筋でとことん求めてみる。

　正しく求めるがゆえに正しく与えられるのだとすれば──その逆は？

　正しくない仕方で与えられない。正しくない方法で求めない。

　死者は決して生き返らないので、レストは生き返らない、ではなく。

　レストを生き返らせるために、死者を生き返らせる方法を求める、ではなく。




　レストは元々生きていて、そもそも生き返らせる方法など求める必要がないなら──？




「────」

　唐突にクレアリシアの視界がクリアになった。

　視界だけではない。とめどなく流れていた涙が汗が汚れが消え、頭の中を独占していた淀よどみのようなものが晴れていく。

　それらはすべて彼女の主観によるもので、客観的にどうであるかは関係ない。

　そう、関係ないのだ。

　すべてクレアリシアの主観にしてしまえば。

　そして、その行願為いは。

「──認証コードを確認しました」

　唐突に頭の中に響いた声は現実に聞こえているもの。

　クレアリシアが願い、願望器に叶かなえられた結果引き起こされたもの。

　わかる。わかる。すべてわかる。




「『■■』を受け入れ〝■〟になりますか？」




　理解できないのにわかる概念。問われているのに答える必要のない言葉。

　わかる。わかる。すべてわかる。

　受け入れればクレアリシアはクレアリシアでいられなくなることも。

　結果としてクレアリシア以外にとって望むものにはならないことも。

「でも……全部叶かなっちゃうなら……仕方ないよね」

　不意に伸ばしたクレアリシアの手の中には、〝透明の立方体〟が存在し。

　次の瞬間、立方体は六色に染まり、無限の空間すべてを塗りつぶす光を放った──。





　　　　◆◇◆◇◆






「────ト、……スト、レスト!!」

　近くからの声に、半ば無む理り矢や理り目を開かされたレストは、ひどい頭痛に呻うめきながらこちらをのぞき込む少女を見つめ返す。

「……………………クレア、リシア……？」

「──っ、レスト……っ!!」

　感極まったように抱きついてきたクレアリシアに、目を白黒させ、それ以上に恥ずかしくて無理矢理離れようとするが。

「…………ちょ……お、おい……」

　何度引きはがそうとしても、クレアリシアが抱きついてきて、離れようとしてくれない。

「レスト……レストぉっ、よかったぁ……よかったよ～!!」

　声を震わせ、涙を流すその姿は、レストからすれば異様としか言いようがない。

「なにを……大げさな……」

　確かに死に瀕ひんするような、これ以上ないほど絶体絶命の状況ではあったが、〈幻魔族〉の少女が放った《魔神器》は奇跡的に狙いがはずれたのに──。

　どくり、と。

　不自然に心臓が高鳴って。

　反射的に胸に手をやったレストは、正常に動く臓器に不可解な映像を連想する。

『かたわらの闇』──ころして

　銀髪紅眼の主に命じられた《魔神器》は、確かにレストの心臓を貫いた。

　……そうだ、あの冷たく絶望的な感触。あの圧倒的な感覚が幻だったはずがない。

　一方で、刃やいばの形状に変化した『かたわらの闇』は腕をかすめただけで、レストはこの通り生きているという厳然たる事実が横たわる。

　死んだという実感と生きているという現実が並行的に存在するこの上ない違和感。

　なにより──

「……レスト？　どうしたの～？」

　目の前で小首を傾かしげる〈森霊族エルフ〉の姫。レストを愛し、レストが愛する少女。

　一度目を閉じたレストは、そっとその美しい顔に手を伸ばし、戸惑う彼女の涙を拭い。

「なあクレアリシア……お前誰だ？」

　クレアリシアと同定しながら、その存在を問う。

　そうして驚いたように目を見張った彼女が口を開く前に、続ける。

「〝椅子に座りたい〟──さっきからずっとそう願ってるのに、一向に具現化されないのと関係あるよな？」

〝世界渡りの《魔神器》〟と呼ばれる万能の願望器『■■■■』。

　クリアグリンの血を引く者にのみ使用可能なそれが、まごうことなき直系であり、正当な権利者であるレストに使用できなくなっている理由と、レストの非現実的な現実感。

　それぞれ独立の、まったく無関係に思える、ただ異常であるだけの二つの要素はしかし、レストの中でどうしても結びついてしまった。

「──やっぱり、レストは気づいちゃうよね」

　驚くでも落胆するでもなく、愛いとしさと達観をない交ぜにしたような笑みを浮かべたクレアリシアに、レストは静かに告げる。

「……時間もないんだろ。俺の使用権限を無効にしたのはより早く気づかせるためだ」

　事実だけを指摘するレストに、クレアリシアはバツが悪そうにうなずく。

「…………ごめんね。ちょっと借りっぱなしになっちゃうかも」

　借りっぱなし、ということは。

「なにをするつもりだ。いや──」

　万能の願望器を使って、なにをしたのか。

　どうしても責める口調になってしまうことに嫌気がさし、その嫌気自体を察するように、クレアリシアは穏やかに微笑ほほえむ。

　そうして、レストが行ったように一度目を閉じると、ゆっくりと言った。

「レストの思っていることは全部当たってるよ。『■■■■』を使って取り戻したの」

　具体的じゃない言及。わざと曖昧にした言葉に、レストは強く言い返す。

「生き返らせたのか」

「そうだけど、違う。──わかってるでしょ？」

　クレアリシアだとわかっていてなお、誰だと訊きいたレストなら。

　クレアリシアの諦めたような表情に、レストは拳を強く握りしめる。

「終わったものを再び始め直すように……死んだ者を生き返らせることは不可能だ。少なくともそういう状況を考えることができない。俺たちは言葉──概念を使って思考するしかないから」

　概念には規則がある。

　たとえば、死という概念をどれだけ否定しても、再生や復活という概念は生まれない。

　そもそも概念自体を否定するということの意味が思考する者には理解できないのだ。

　だからたとえ万能の願望器であっても、その能力が権利者思考する者に拠るのであれば、死者を甦よみがえらせることなど不可能。

　それは万能の願望器の問題ではなく、権利者思考する者の限界──。

「だとしたら権利者思考する者に限界があるなら──権利者そのものを変えてしまえばいいよね～」

　願望器の限界が権利者の限界で、死の否定が不可能なのもそのせいだとすれば、権利者の限界自体を拡張してやればいい──。

「お前……！」

　思わず声を荒らげたレストに、クレアリシアは悲しげに眉を寄せ──微笑ほほえむ。

「実はね、そんなに難しいことじゃなかったんだよ。わたしの願いはレストに生きてほしいのであって、レストを生き返らせることじゃない。最初からレストが死んでいない世界を選べばいいだけだったの」

　世界を選ぶという言葉は、レストの顔を歪ゆがめさせるのに十分すぎた。

「クレアリシア……お前、なにになった……っ」

　声が震える。意図せず小声になる。

　もう、その先は聞きたくない。嫌だ。耳を塞ぎたい──そう、思うのに。

「■」

　理解不可能な概念。音としては聞こえているのに、表現できない言語。

「〝偏在者〟っていうのが一番近いのかな。ヒントはね、未来予知者にあったの。アエル・アウラは確定した未来を視みているんじゃなくて視ることで未来の世界を確定させている。選ばれる世界と選ばれない世界がある。そこまで考えれば、あとは簡単だよね」

　世界という枠そのものを選ぶ行為自体は〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》にもある能力で、彼女に会ったことのあるクレアリシアには想像可能で──想像できるものは具現化できる。

「未来予知みたいな能力にならなかったのは、あのときのクレアリシアわたしにとって、レストの死が選ばれた世界は確定していたからだと思う。選び直すためには、時間と空間を並行的に観測して共有できる存在にならなくちゃいけなかったのかな～って」

　あらゆる時間と空間に同時に存在しうる者。並行的に世界を捉える者。偏在者。

　レストやクレアリシアという一個人をただ見るのではなく、それらが生きている世界そのものを観測し、選べる存在。

　ようするに、クレアリシア・リンドレイグは自らの存在そのものを手段として変革し、レストを助けるためだけに人であることを捨てたのだ。

「どこまで……どこまで馬鹿なんだよお前は…………！」

「あは、馬鹿だよね～ほんと」

　力なく笑うクレアリシアは、顔を覆おおってうずくまるレストを哀かなしげに、切なげに、愛いとおしげに見つめる。

「でも……馬鹿でいいと思っちゃったから」

　目を閉じ、噛かみ締めるように呟つぶやき、やわらかく、力一杯レストを抱きしめて離れる。

「だから、これでお別れでも、わたしは納得してるんだ」

　顔をあげたレストの目に、クレアリシアの姿は影も形も映らない。

「……クレア、リシア？」

　──あのねレスト

　頭の中に直接響く声。『■■■■』のように、はじめからそう仕組まれていたかのごとく、クレアリシアの声は語る。

　──この世界に辿たどり着つくのに、すごく、すごくすご～く、長い時間がかかったの

　──やっぱりね、人の生き死にって簡単には変えられるものじゃないみたい

　──本当に、何度も何度も何度もやり直したんだよ

　──浮遊大陸から帰るのを数日ズラした世界

　──過去の世界に行かず、アエル・アウラとは会話しない世界

　──そもそもレジスタンスのアジトに行かず、レストと出会うタイミングが違う世界

　──でもね

　──どの世界でもわたしの目的は果たされて

　──どの世界でもレストは必ず殺されちゃう

　──誰とか、なにとか関係なく

　──そういう〝物語〟だって決められているみたいに

　──わたしと一緒にいる限り、必ず……

　──だからね、わたし決めたんだ

　──レストとは、ここでお別れ

「なに……言ってる……」

　声は、レストの言葉など聞こえていないらしい。ただ一方的に話し続ける。

　──せっかくレストが生きていてくれるのに、一緒にいられないとか……

　──ほんと馬鹿だよね

　──でも……レストがいないよりはいい

　──ずっといい……

　──だからレストとわたしはここでおしまい

　彼女のその言葉は。世界を選べる〝偏在者〟のその決定は。

　抗あらがいようのない絶対で、不変。

　今後、レスト・エンデバーはクレアリシア・リンドレイグと決して交わることはない。

「ふざけんな……ふざけんなよクレアリシア!!　俺は──俺は!!」

　──ごめんね……

　──ごめんなさい

　──一緒に生きていけなくて

「待っ……」

　──レストに会えて

　──レストを愛せて……本当に、本当によかった

「応えろ〝世界渡りの《魔神器》〟!!　俺はクレアリシアと【賭け】をする!!　クレアリシアと生きるために──」

　──ありがとう、レスト──




　──愛する人を、忘れないで




「クレアリシアぁああああああぁあああ────────っ!!」

　最愛のパートナーを呼ぶ悲痛な声は、世界の終わりまで届くかのごとく響き続けた──。








六章　ニート、動く










　　　　▲△▲△▲






　──現在。




「というわけで今に至るのでした～」

　ぱん、と手を打って美しい金髪を揺らしたクレアリシア・クリアグリンはとてつもなく壮大で、徹底的に重要で、この上なく決定的な話を終わらせる。

　いつのまにか一面の夕焼けは夜空を経て朝焼けの空へと変わっていた。

　自らの壮絶な過去を告白した者にあるまじき気軽さで「ふ～、久しぶりにいっぱいしゃべっちゃった♡」などとのたまいながら優雅に紅茶を飲む、見た目は十代にすら見える〈森霊族エルフ〉の王族にして元巫み女こ。

　いや──人ならざる者。

　もちろん、すべて嘘うそだと一笑に付すこともできる。

　というより、受け入れる方が異常だ。それくらい突拍子がなさすぎるが。

　彼女が〈森霊族エルフ〉王族の家名であるリンドレイグではなく、クリアグリンを名乗る理由。

　地下であるはずのここに空があり、まるで彼女の意のままにできる異空間である理由。

　なにより、太古の［七滅戦セブンス］を経験し、〈隷人族インフイルマ〉の真実を知り、世界を観測する者となった彼女が、目の前にいるというどうしようもなく現実離れした光景に。

「…………」「…………」

〈竜闘族ドラゴーネ〉の現《誓約者レイリス》も《英雄アーサー》も、言葉どころか、息をするのも忘れそうになって。

「とりあえず、一言いいか？」

　膝を組み、肘を突き、同じように黙って話を聞き続けていたニートが厳かに言った。




「なげーよ」




　すべての情緒を破壊する率直すぎる言葉。

「どんだけ時間かけてんだよ。もっと要点かいつまんで話せねーのかよ」

　ただひたすらにうんざりしたとばかりに言うレイジに、全員の目が点になる。

「い、いや……そういう話ではないだろう？」

「貴様、最初に口にするのがそれか……!?」

「あはははははっ！」

　アーサーとレイリスが揃そろって信じられないような表情を浮かべるのと対照的に、話をした本人であるクレアリシアが爆笑と言って問題なさそうな勢いで盛大に笑いだした。

　お腹なかを押さえ、ぷるぷると震え、涙さえ拭いながら、彼女は言う。

「た、確かに長すぎたよね～でも……ふふっ、やっぱり面白いな～」

　笑いの余韻が冷めやらず、表情が引き締まらないクレアリシアに、レイリスは呆あつ気けにとられながら、けれどそれ以上に訊きかなければならないとばかりに身を乗り出して言う。

「笑い事ではない。貴様が話したことがもし真実であるのなら──」

「真実ではないよ～」

「──は？」

　ふざけた空気を一変させて、クレアリシアは静かに続ける。

「真実は人の数だけあるもの。ただわたしから見た世界としてはそうだっただけ～」

　微妙な言い回しに眉を寄せ、さらに口を開こうとしたレイリスを遮るように、微笑ほほえむ。

「先に言っておくけど、貴女あなたのご先祖様はちゃんとしてたよ～？　〈竜闘族ドラゴーネ〉の中でもちょっと血気盛んだっただけで、《誓約者ルーラー》としての仕事はまっとうしてたし。おかしかったのは──彼女に誑かされたときだけ」

　彼女という言葉で指し示される、不気味で異質な存在。

　押し黙ったレイリスの代わりに、アーサーが訊く。

「〈森霊族エルフ〉の《英雄》……いや元《英雄》は、その後どうなったのだ？」

　自らを喚よび出した元巫み女こかつ元《誓約者ルーラー》であるルフィシア・リンドレイグを間接的に殺し、現《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグを惑わし、過去に飛んでまでクレアリシアを執しつ拗ように付け狙った魔性の少女。彼女がどうなったのか、語られていない。

「さ～？　追ってないからわからないな～。セレスウ自身はそんなに重要じゃないから～」

「重要じゃない……？　貴女あなたがそのような在り方になった大本の原因ではないか」

　レストが殺されたから、クレアリシアは〝世界渡りの《魔神器》〟に願って〝偏在者〟となった。

　直接手を下したのは〈幻魔族ストレーガ〉の少女だが、その命令を出したのはクレオパトラだ。

　いわば自らの運命を決めた相手。

　それが重要じゃないなどというのは詭き弁べん以外のなにものでもない。

「ちげーよ」

　否定の言葉はクレアリシアではなく、興味なさげなニートから発された。

「〝人の生き死には簡単には変えられない〟〝そういう〝物語〟だって決められているみたいに〟。何度別の世界を選びなおしてもレストってやつは死に続けた。つまりそいつは最初から死ぬ運命で、クレオパトラもいわばその運命に利用されただけってことだろ」

　ある意味で被害者であり、ただの役者。あくびをしながらすらすらと解説するレイジに、アーサーは目を見開く。

　確かにレイジに言われてみればそうとしか思えない。クレアリシアは〝偏在者〟となることでその事実に気づいた。それゆえに、元凶と思われるクレオパトラを放置したのだ。

「んなことより、意図的に話してない、もっと気にすべきことがあるんじゃねーの」

「気にすべき、こと？」

「ふふふ～気になる～？」

　クレアリシアは疑問を呈したアーサーではなく、レイジを見つめて思わせぶりにテーブルの上で手を組む。

「いったいなんのことだ!?」

　勢い込むレイリスを手で押しとどめたクレアリシアは、イタズラっぽく人差し指を振る。

「そこで【賭け】の話が出てくるんだよ～」

　そうだ。元々、賭けの内容を決める前段階、前情報としてクレアリシアは自らの身の上話をしたのだった。

　最低限の条件を提示したのだから、これでやっと本題に入れる──そう言わんばかりのドヤ顔で続けようとするクレアリシアに軽く手を振り。

「いや、やらねーから。めんどくささ以外のなにも存在しねーし」

　あっさりとそうのたまったレイジに。

「な──」「こ、この期に及んでなにを言っている!!」

　即座に口を挟んだアーサーとレイリスだけでなく。

「え～!?　やらないの～!?　なんで～!?」

　クレアリシアも予想外とばかりに声をあげ、立ち上がって。

　その白々しさにレイジは舌打ちをする。

「あー、そういうのマジいいから。さっさと切り出せよ」

「──そう？」

　あっさりと元の微笑ほほえみを浮かべ、なにごともなかったように座り直したクレアリシアは、

「それなら簡潔に、キミの求める情報とわたしのお願いを交換しない？」

「しない」

「だよね～」

　即答に即答し、仕方なさそうに続ける。

「じゃあやっぱり【賭け】しかないね～」

「強制二択ダブルバインドが俺に通用するわけねーだろ。やらねーって」

　あからさまなため息。情報とお願いの交換がだめなら【賭け】をする──譲っているようで、結局クレアリシアの用意した二択のどちらかを選ばなければならなくなっている。

　気づかなければハマってしまうかもしれないが、レイジは日常的にそれらの技術を使いこなしている。見破るなというほうが無理な話だが。

「貴様……いい加減にしろ。どう考えても一方的に貴様がわがままを通そうとしているだけではないか！」

　レイリスがそう言いつのった相手は、レイジだった。

「……レイリス」

　アーサーもまた《誓約者ルーラー》を諫いさめるような口調ではあったが、向ける眼まな差ざしにはわずかながら非難の色が見て取れて。

「あーはいはいなるほど、このために連れてこさせたわけな」

　軽く肩をすくめたレイジに、アーサーがまばたく。

「……？　このため、というのは？」

「………………」

「あ、お、教えて……ください……！」

「アーサー!?」

　突然平身低頭して下した手てに出た《英雄》の中の《英雄》にレイリスが目を剥むき、レイジはほんの少し考える素振りを見せてから、合格とばかりに頷いた。

「……んー……まあ多少意外性があって面白かったからオッケーってことにしとくか。アーサーはここが〝世界渡りの《魔神器》〟なのはわかるよな？」

「え？　あ、ああ……」

　クレアリシアの思い通りに扉が消え、物が現れる空間。

　過去の話を聞いたあとであれば、そうとしか考えられない。

「なんで〈竜闘族ドラゴーネ〉の城から繋つながってたと思う？　クレアリシアたちが探し当てた場所は〈森霊族エルフ〉領の森だったはずだよな」

「確かにそうだが……《魔神器》の特性を考えれば場所はあまり──あ」

「そう。〝世界渡りの《魔神器》〟は出入り口が自由に変えられる以上、どこにあってもいい。にもかかわらず、あえて〈竜闘族ドラゴーネ〉の城から繋つながる場所に置いてあった」

　あえて行ったのに意味がないというのは考えがたい。それに。

「そもそも最初のきっかけはティステルの書庫塔で発見した古書だ。古書に従い、レイグリシス城へと至った俺が最後の扉を開くために必要としたのはなんだった？」

　──〝〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》として俺を認めた〟って宣言してくれる？

　そのときのやりとりを思い出し、レイリスもまた信じがたい表情でクレアリシアを見た。

「──まさか」

「どう考えてもそのまさかだろ。こいつは全部計算尽づくでここに呼び寄せたんだよ」

　俺たち三人をな。そう続けたレイジに、クレアリシアは無邪気に笑って言った。

「大当たり～！　だって、ひとりじゃキミに絶対勝てないじゃない？　だから味方が二人くらい欲しいな～って思って。それでレイリスちゃんたちに来てもらったの～」

　あっけらかんと敗北宣言した上で冗談にしか受け取れない言葉はしかし、彼女が〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》と同じ未来予知者であると仮定すれば納得がいく。

　というより、せざるをえない。事実としてそういう状況になっているのだから。

　しかし。

「なぜ……わたしたちが協力すると思ったのだ？」

　どう考えてもアーサーとレイリスがクレアリシアを支持することにはならない。

「ん～それはアーサーちゃんたちがなにに味方するかわかっていないからじゃない～？　わたしのお願いがどんなことかわかれば協力してくれると思うけれど～」

　確かに、クレアリシアは具体的に自分の目的がなにか言ってはいないが。

「正直ホウバミレイジを倒すという誘いなら、我はどんな相手であれ乗りたい」

　そう言って睨にらみつけてきたレイリスに、レイジはへらへらと笑って肩をすくめる。

「おいおいひどいなーレイリア」

「その名前で呼ぶな!!　ひどいのは貴様のほうだ!!」

　思いきり指さし睨みつけながら、「だが」と続けて。

「この男には……一応、恩がある。…………あくまで一応だがな」

「はいツンデレ」

「あぁ!?」

　噛かみつくように言う男装の少女に、クレアリシアは満足そうにうなずく。

「うんうん、それでいいんだよ～。むしろ──そうじゃないと困る」

　笑ってはいるが、真剣な声に、訊きかずにはいられなかった。

「…………どういうことだ？　貴女あなたはなにをしようとしている？」

　小さくレイジが舌打ちしたことに気づいたのはクレアリシアだけ。

「わたしの目的は昔も今もずっと変わってないよ～」

　恒久平和。弱者の存在しない世界──。

「それと……レストの幸せ」

　レスト、という言葉を口にしたときだけ込められる感情。

　それが切なく、哀かなしく、儚はかない──愛情なのだとわかって、無意識に自らの胸を押さえてレイジを見たアーサーに、レイリスがほんの少し苛いら立だつ。

「世界平和……というより、弱者を救うという目的なら達成しているのではないか？　〈隷人族インフイルマ〉は実は最強の力を持っていたとわかったのだろう」

　当てこするような言い方。あらゆる願望を叶える〝世界渡りの《魔神器》〟を創ったのが〈隷人族インフイルマ〉であるのなら、確かに〈隷人族インフイルマ〉こそが最強とも言えるかもしれないが。

「弱者は〈隷人族インフイルマ〉だけじゃないよ～。それに力だけあっても強者というわけじゃないし……少なくともわたしが目指していたものとは関係ないかな～」

「では、貴女あなたが目指す世界平和とはなんなのだ？」

　間髪容いれず問いかけたアーサーに、クレアリシアが口を開く前に。

「《大誓約魔法》の支配する世界」

　レイジが投げやりに、けれど決定的に告げる。

「あんたが創ったんだろ？　《大誓約魔法》」

「………………は？」

　なにを、言っているのか。声に出たレイリスだけでなく、アーサーも開いた口がふさがらなくて、ただ一人──クレアリシアだけが笑みを消して、レイジを見つめる。

「別に難しい話じゃねーよな。簡単に証明もできる。──レイリス、ちょっとこっちきて」

「あぁ？　なぜ我が貴様の言うことを聞かなければならないのだ？」

「と言いつつ、近づいてくれるレイリスが好きだわー」

「か、勘違いするなっ、こうしたほうが話が──」

「ああ、最高に進む。ってことで、ほい」

　レイジの伸ばした手は、隠されたレイリスの胸をしっかりと掴つかみ。

　一瞬後に、小さな光と共に弾はじかれた。

「な──なっ、き、き、貴様ぁああああ!!」

　顔を真っ赤にしたレイリスをスルーし、レイジは手を振りながら言う。

「と、このように〝世界渡りの《魔神器》〟の中であるにもかかわらず、《大誓約魔法》はしっかりと働いている」

「そんなの当たり前にきまって」

「思い出せよ」

　皮肉げに笑って、ニートはクレアリシアを指さす。

「最初にこいつとこいつの旦那が〝世界渡りの《魔神器》〟を発見したとき、《魔神器》の中で《大誓約魔法》は適用されてたか？」

　クレアリシアとレストが《魔神器》の中で暮らしていたとき、《大誓約魔法》の影響下にないという話が確かにあった。

　──ではなぜそのとき働いていなかった《大誓約魔法》が今有効になっているのか。

　抱いた疑問は即座に解消される。

「単純明快、書き換えられたからに決まってんじゃん。〝世界渡りこの《魔神器》こ〟の権利者さんにな」

　書き換えた。《大誓約魔法》を──？

「これが過去を話すにあたって意図的に隠そうとしていたことその一だよな。あんたはアエル・アウラとの会話で《大誓約魔法》をイジる可能性に思い当たり、レスト・エンデバーが死んだときに決意し、〝偏在者〟となって実行した。違うか？」

「…………さすがだね～」

　否定しないということは。

「………………本当……に…………？」

　呟つぶやいてから、レイリスは混乱する。

　太古に移動したクレアリシアが《大誓約魔法》を書き換えたということは、レイリスたちの知る今の《大誓約魔法》は、本来まったく別のものだった──？

「大丈夫～元々の《大誓約魔法》とそんなに大きな違いはないよ～。それに《大誓約魔法》はあくまで恒久平和の土台でしかないから」

「……たとえそうだとしても貴女あなたが世界の根幹を揺るがしたのは紛れもない事実だろう」

　慎重なアーサーの言葉にクレアリシアは苦笑し、小声で呟く。

「そうなればよかったんだけどね～……」

「なに？」

「ううん。とにかく、《大誓約魔法》は創り直したけど、たいしたことじゃないよ～。お風呂を温かいままにしておく方法を思いついたときのほうが感動したくらいだし」

　浮かべられた曖昧な笑みからは、その言葉が冗談かどうかも判断できない。

「いずれにせよ、そこまで強い想おもいで世界の恒久平和を目指しているということか……」

　感慨深げに呟いたアーサーに、レイジがため息を吐つく。

「だからちげーっつーの。世界平和は目指していたもの。今のこいつの目的じゃない」

「……は？　だが、実際に」

「自分が直接動いてなにかするつもりはない。というより、動いてなんとかなるならしてる。こいつがなんなのか忘れたか？」

「──あ」

〝偏在者〟。あらゆる可能世界の一つを現実の世界に選ぶことができる者ゆえ、もしクレアリシア一人が動いて達成されるようなものであれば、そういう世界を選べばいいだけだ。

　そして、逆に言えば、そうなっていない以上、彼女自身が直接動いてもどうにもならないということが証明されている。

　レイジの指摘に目を閉じ、クレアリシアは特に感情もこめず腹部に触れながら続ける。

「そうだね～。世界平和の夢はもうこの子に引き継いだから──」

「押しつけるの間違いだろ」

　軽く口にされたレイジの言葉に目を開き、瞳を揺らし、けれど笑顔は崩さずに言う。

「…………そうだね。押しつけた」

　自らの罪を認識するように繰り返したクレアリシアに、アーサーがなにか言おうとして。

「それは違う」

　レイリスが──自らの意思で兄であり王の名を引き継いだ少女が先んじる。

「押しつけられたかどうかは引き継いだ者が判断することだ。当事者がそうだと思っていないのに、勝手に断じられることほど腹立たしいことはない」

「…………優しいね～レイリスちゃんは」

「ふ、ふん、別に貴様のことを思って言ったわけではないぞ。事実を指摘したまでだ」

「照れてるレイリア可愛かわいいわー」

「う、うるさいうるさい!!　その名前で呼ぶなと言ってる!!」

　レイジからのヤジに真っ赤になるレイリスを穏やかに見つめ、クレアリシアはゆっくりと首を横に振る。

「レイリスちゃんの言うとおりだとしても……少なくともわたしにこの子の幸せを祈る資格はないよ。わたしはわたしの目的のためだけに自分自身の死期を早めさえしたんだから」

「まさか……わたしたちの知る貴女あなたが病死し、城主の座を譲ったのも……!?」

　アーサーの呟つぶやきに、クレアリシアはなにも答えずただ微笑ほほえむ。

　それが最善であるのなら、死さえいとわない。結果として本人が本人の意思で、母の目的を引き継いだとしても、クレアリシアは自らの目的のために子供を利用したのだ。

　なによりも。

「子供の幸せは祈れないのに、レストの幸せは祈る──わたしはティファリシアよりレストを選んだんだよ」

　凄絶な告白。どこまでも理詰めで、冷徹な判断。

　けれど、浮かべられたその笑みは。

「…………痛ましいな」

　眉をひそめ、唇を噛かむアーサーは、悲しむことすら許されない彼女に同情する。

　理想と現実。感情と論理。信念と愛情。拮きつ抗こうし、相反し、矛盾するそれらに惑わされ、揺らぎ、葛藤し、その上で彼女は結論し、行動した。

　その在り方は王のそれにも通ずる崇高なもの──。

「で」

　完全に会話の外にいたレイジが、文字通り割り込んで言う。

「予定通り仲間を増やしたところで俺はあんたの誘いには応じないって結果は変わらねーわけだけど、それでもまだ続けるわけ？」

「べ、別に仲間になどなっていない！」

　慌てたように応じたレイリスも同じ感覚だったのだろう。つい先ほどまでクレアリシアが自分たちを協力者扱いしていたのが疑問だったが、今なら納得できる。

　たとえ彼女がそう仕向けたのだとしても、アーサーはクレアリシアに味方したい。

「ホウバミレイジ……その、話を聞くだけでもダメなのだろうか……？　あなた自身、訊ききたいこともあるのだろう？」

　上目遣いに、懇願するように尋ねたアーサーに、レイジは大げさにため息を吐つく。

「はー……俺を好きなアーサーはそれでも俺を贔ひい屓きしてくれると思ってたんだけどなー……がっかりだわー……」

「ぇ、ぅ……わ、私は、その……別に……」

「くっ、調子に乗るなよホウバミレイジ……！　アーサーに手を出したくば我を倒せ!!」

「ん？　それってつまりレイリアから攻略して落とせばいいってこと？　マジでそれでいいなら本気出しちゃうけど」

「はぁっ？　落とすって貴様──」

「あはは、うまく話をそらすね～。手て強ごわ～い」

　クレアリシアが笑うことでレイリスはレイジが誤魔化そうとしていたことに気づく。

　レイジとクレアリシア。彼らはずっとお互いのことしか見ていない。

　いや本当の意味で見ていないのは。

「《英雄》アーサー・ペンドラゴン。〈竜闘族〉巫女たるレイリアの名において命じる」

　儀式めいた文言で、〈竜闘族ドラゴーネ〉の巫み女こであるレイリアは自ら召喚した《英雄》に告げる。

「【裏切りの魔剣クラレント】で〈解放者〉の《英雄ホウバミレイジ》を斬れ」

　アーサー──いやモルドレッド自身が忌避している《偉能クラレント》。

　自らの意思と反する形で裏切らせるそれを、レイジに使わせるという行為は、つまり。

「レイリス……いやレイリア」

　アーサーの呼びかけに、レイリアはただうなずく。

　本来、召喚者には《英雄》を従属させるだけの権利が備わっている。

　それは得てして《英雄》の卓抜した《運命力》の前に有名無実化するのだが、こういった状況においては十分にその効力を発揮しうる。

「──〈竜闘族ドラゴーネ〉《英雄》アーサー・ペンドラゴン。しかと承った」

　静かに立ち上がり、紅あかい刀身の剣を抜き放った〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》が向ける本気の眼まな差ざしに、さしものレイジも目を細める。

「……おいおい、ご機嫌だなアーサー。ちゃんと理由を訊いたほうがいいんじゃねーの？」

　相も変わらずへらへらと応じたレイジに、レイリアが言った。

「ホウバミレイジ。我……いや私にはあなたの考えていることはわからない。けれど、わかることもある」

「そりゃあるだろうなー。俺が男だとかニートだとか──」

「あなたは意地になっている」

　率直な言葉はレイジの眉をほんのわずかに動かし。

　その反応こそが見たかったとばかりに、レイリアはまくしたてる。

「理由はわからない。ただの直感だ。けれどだからこそ確信を持っている。なにせ──他ならぬ我自身に覚えがあるからな!!」

　言い切って恥ずかしさに顔を赤くし、ここまできたら引けないとばかりに一気に続けた。

「だからクラレントで斬られればいい！　意地を張るのがあなたの意思なら、その意を裏切ることで素直になれる！」

　言い終わると同時に、アーサーが動いた。

「ホウバミレイジ──これはわたしの意思でもある！」

　稀き代だいのカリスマ《英雄》が本気で動けば、《運命力》ゼロのレイジに取れる手段はない。

　されるがままに一刀を受ける──直前。

「────はいご苦労さん」

　小さな呟つぶやき。つり上がった口元。

　見覚えのある、ありすぎるその表情に──アーサーは直前で刃やいばを止める。止めてしまう。

　今の反応は絶対にまずい。

　そう、体が覚えてしまっていた。

　アーサー自身、自分が信じられないように驚きよう愕がくし、レイリアもまたアーサーを責めるではなく、不気味そうにレイジを見つめる。

「……これでもやっぱり無理なんだね～」

　彼女たちがレイジに抱く感服の感情は折ることができない。

　クレアリシアは自らの出した結論に、むしろ晴れ晴れとした笑みを浮かべて言った。

「しょうがな～い。【レイジくんにわたしのお願いを聞いてもらえるかどうか】っていう【賭け】は、わたしの負け～」





　　　　◆◇◆◇◆






「う～ん、絶対聞いてもらえると思ったんだけどなあ……レイジくんはわたしに訊ききたいことがあるだろうし、ちゃんとお互いの目的が達成できるものだったんだけど」

　心底残念そうに、けれど同じくらい清すが々すがしく言うクレアリシアに、レイジがつまらなさそうに答える。

「んなもんあんたが勝手にそう思いこんでるだけだろ。そもそも俺がほしい情報があんたに訊くことで得られるとなぜわかる？」

「ほら～ほしい情報があるって認めてる～」

「あるに決まってんだろ。わかったらもっとよこせ娘の恥ずかしい失敗談」

「む～……すぐそうやってはぐらかす。〝作者〟の情報がほしいくせに～」

　瞬間、レイジのまとう空気がほんの一瞬だけ変わった気がして。

「……あーほしいほしい。なんだかわからんけどほしい」

　耳の穴をほじくる彼に、クレアリシアはやがて肩を落とした。

「いまいち納得いかないけど負けは負け～……大人しく主導権はそっちに渡すよ～」

　両手を差し出し、どうぞのポーズを取るクレアリシアに、アーサーが【クラレント】をしまいもせずに言う。

「なにを、言っているのだ……？」

　二人がなにを話しているのかわからない。

　そもそもクレアリシアとレイジのあいだでいつから【賭け】がはじまっていたのか。

　賭けられていたものは。レイジが欲している情報とは。〝作者〟というのは──。

「ま、ともあれ、俺の好きなようにしていいってんならそうさせてもらうわ」

　その不自然なほど爽やかな笑みを見たと同時に、アーサーとレイリスに怖おぞ気けが走る。

　あれはやたらと露出度の高い、下着のような服を着せられたときに見たのと同じ顔──。

　そうして反射的に制止の声をあげようとしたレイリスを遮って、レイジは言う。

「あんたの願いを言えよクレアリシア。それが俺のしたいことだ」

　口にされたのは、今の今まで拒否し続けていたクレアリシアの目的そのもの。

　こればかりはまったく予想していなかったとばかりに、目を丸くしたクレアリシアは、一拍の間を置いてから噴き出した。

「ぷっ、あは、あはははははっ、そ、そうくるんだ～！　……ほんとに、キミは…………ティファリシアが惚ほれちゃうのもわかるな～……」

　目尻の涙を拭い、二度、三度と深呼吸した彼女は、まっすぐレイジに向き直る。

　そうして真剣な眼まな差ざしで、笑顔も腹芸もかなぐり捨てて──懇願した。

「レイジくん、お願い。レストを──レストたちを止めて」





　　　　◆◇◆◇◆






「あら～遅かったわね～」

　夜のティステル城。

　ティファリシアの自室で、美しい金髪を月明かりに燦きらめかせる母──クレアリシア・クリアグリンの姿に、ティファリシアは目を見開く。

　なぜ。お母様がここに──などとは思わない。

　動揺はした。反射的にお母様と叫びそうにもなったけれど。

　──〈解放者〉の王はお前なんだぜ？　ティファリシア。

　……そうだ。わたしが〈解放者〉の《誓約者ルーラー》。

　そうである以上、あらゆる問題はこの手で片付けなければならない。

　一度目を閉じ、再び開いたときにはすでに動どう悸きもおさまっていて、短く息を吐き出したティファリシアはそれを見据え、誰かがするような皮肉げな笑みを浮かべて言った。

「そのくだらないまやかしで、わたしになにをさせられると思ったのですかニセモノさん」

　ティファリシアのその言葉に、クレアリシアに見える〝それ〟は驚きよう愕がくした。

「わたしを騙だましたいのなら、最低限の仕草くらいは勉強してきてください。お母様は、このような場面で目を見開くなどというわかりやすい驚きかたを決してしません」

　よく笑い、よく怒り、よく喜び、よく哀かなしんだクレアリシア。

　娘のティファリシアから見ても大げさな感情表現がたびたび散見された母クレアリシアはしかし、政治においてはどこまでも非情だった。ただひたすらに微笑ほほえみ続け、城内の民には安心を、城外の敵には畏怖を植え付ける、完璧な為政者。

「ではいったい誰が偽っているのか。原則として《大誓約魔法》下において何なん人ぴとも許可なく他種族の領内に入り込むことはできません。ですが、わたしはすでにそのような蛮行を為なしてきた者に覚えがあります」

　ティファリシアの脳裏をよぎるのはやたらと露出の高い、銀髪の小柄な美少女。

　そして。

「──そうでしょう？　レウさんによって喚よび出された〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》ファウスト……いえ、メフィストフェレス！」

　亡き母にしか見えない女性に向かってそう言い切る。

《魔神器》『かたわらの闇』によって自在に移動することができる、〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こクランレウ・シミシカとティファリシアたち四種族同盟、ひいては世界に対して仇あだなさんとする〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウストの《偉能レアルタ》──メフィストフェレス。

　彼女たちであれば、この程度の謀たばかりは朝飯前だろう。

　冷静で論理的なティファリシアの予測は、

「──くふ、さすがは〈解放者〉の《誓約者ルーラー》さまですねぇ、惜しい♪」

　半分外れていた。

　幼い少女のような高く涼やかな声が聞こえてきたのはティファリシアの背後。

　振り向けば、ゴスロリの黒い悪魔が口元に手を当てて笑っている。

　そのすぐそばの壁に寄りかかっているのは、幽鬼のごとき背の高い青年ファウスト。

　そして彼女たちを連れてきたのだろう黒い布をまとう銀髪の美少女レウが、無感情に口を開いた。

「いまのあなたなら、すこしかんがえれば、わかるはず。私たちににんしきをかえるすべはない」

　──認識を変える術すべ？

　瞬間、ティファリシアの頭の中でカチリと音がするようにすべての辻つじ褄つまが合い、気づきによって魔法が解ける。

〈幻魔族ストレーガ〉同様、明確に袂を分かっているもう一つの種族。かの種族が使う認識改変魔法認識を変える術は、どれだけ強力でも正答に至れば即座に解除される。

　果たして、クレアリシアの姿をとっていたのは、見覚えのありすぎる〈森霊族エルフ〉の女性。

「…………セレシア、さま……？」

〈森霊族エルフ〉の女王オフィリア・リンドレイグは、姪めいの呟つぶやきに容赦なく嫌悪を込めて言った。

「その名で呼ぶな、マザリモノ」

　鋭く目を細めた叔母オフィリアに、ティファリシアはびくりと反応し、

「ご、ごめんなさい──」

　すんでのところでそう言ってしまうのを堪こらえ、目を閉じる。

　──わたしは〈解放者〉の《誓約者ルーラー》。

　そうして深呼吸と共に目を開くと、スカートの端を摘つまみ、正式に一礼する。

「失礼しました、〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグさま。生前、母がオフィリアさまをそのようにお呼びしておりましたので……」

　冷静な対応に交ぜた不敵な挑発。ティファリシアの言葉に、〈森霊族エルフ〉の女王はまず鼻白み、続いて哀かなしげに眉をひそめ、それらの反応を誤魔化すように憤った。

「どこまで無礼か［劣血種アブセンス］!!」

「お言葉ですが、許可なく他種族の領地へ侵入するのも礼を失していらっしゃるのでは？」

「［劣血種］ごときがオフィリア・リンドレイグに礼を尽つくせと申すか!?」

「礼には礼で応じ、無礼には無礼で応じるのは〈森霊族エルフ〉の流儀だと記憶しています」

「貴様──っ」

「はいはいケンカは楽しいですけど、今は話が進まないのでやめてくださ～い」

　仲裁するようにあいだに入ったのは、言葉とは裏腹に楽しそうなメフィストフェレス。

「というかぁ、そんなに騒いでるとぉ」

　思わせぶりに途中で切ったメフィストフェレスがなにげなく伸ばした手の先、窓を開いて勢いよく入ってきたのは、白と黒の翼をはためかせた〈神翼族エルブランシユ〉の少女。

「こんな時間になにをさわぎやがってるんですかデカち──────は!?」

　アルファ・ステイシスが目を丸くするのも無理はなかった。

　クレアリシアの部屋にいたのは、〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こ、《英雄》にして《誓約者ルーラー》、その《偉能レアルタ》、そして〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》ということごとくありえない人物たちばかり。

「こ、な、え……て、敵襲っ!?」

　反射的に身構えてみたものの、明らかにへっぴり腰なのが見て取れて、メフィストフェレスが腹を抱えて笑う。

「くっふ、きゃはきゃははははははっ!!　そ、その格好……さ、最高ですねぇ♪」

　床に転げ回りそうな勢いで笑い続ける悪魔に、〈神翼族エルブランシユ〉の巫女は顔を真っ赤にする。

「が、にゃ……ぐっ、せ、説明しやがってくださいデカ乳袋!!」

　恥ずかしさを誤魔化すように当たり散らしてきたアルファに、ティファリシアは今の流れで場の空気を完全に奪われたことを察し、心の中だけでため息を吐つく。

　そうして、アルファでもオフィリアでもなく、この場の支配者に向かって言い放った。

「……無駄な話をしたくないのでしょう？　ならば、誓いませんか。【この場にいる者は全員偽りを述べない】と」

《大誓約魔法》下での契約。絶対強制力の働く状況なら、無駄な腹芸は省くことができる。

「あれぇ、『限定ダウト』じゃなくていいんですかぁ？」

　かつてレイジが各種族の代表者たちに提示した【勝負】。

　明らかにこちらを揺さぶる意図の言葉に、ティファリシアは微み塵じんも動じずに言う。

「早く話を進めたいと言ったのはそちらです」

　強い態度を崩さない〈解放者〉の《誓約者ルーラー》に、使い魔もまたあっけらかんと応じた。

「そうですねぇ……じゃ、いいですよぉ♪」

　契約の魔法陣がファウスト、レウ、メフィストフェレスの前で展開され、遅れてオフィリア、アルファも続く。

　異様なまでの潔さにほんの少し警戒を強め、ティファリシアは静かに切り出す。

「では、あらためて……〈幻魔族ストレーガ〉は〈森霊族エルフ〉と組んで四種族同盟と対立していく。その手はずとして〈森霊族〉の英雄召喚を手伝った」

　事実の確認をするように、淡々と続けたティファリシアは、そこで一拍の間をとり。

「あなたたちが喚んだんですか」

　誤魔化しは許さない。そう言わんばかりに限りなく確かな予測を突きつけるティファリシアに、アルファが気け圧おされるように息を呑のみ、メフィストフェレスは嗤わらった。

「違いまぁす♪」

　くふくふとどこまでもおちょくるように悪魔は指を振る。

「確かに〈幻魔族ストレーガ〉が〈森霊族エルフ〉と手を結んだのは事実ですし、《英雄》を喚よぶためのコツくらいは教えてあげましたよぉ。でもそもそも召喚には巫み女こが必要じゃないですかぁ？」

〈森霊族エルフ〉に巫女はいない。だからメフィストフェレスはなにもしていないわけがない。

「なんらかの方法で巫女が用意できるとしたら──〈森霊族エルフ〉は《英雄》を喚ぶことができますよね？」

　ティファリシアが見るのはメフィストフェレスではなく、目を見開くオフィリア。

　すぐに視線をそらした彼女は必要十分な情報をティファリシアにもたらす。

「くふ──くふふふふ！　愉快ですねぇ、滑稽ですねぇ、素敵ですねぇ♪　つまりティファリシアさんはぁ、ファウストが巫女を用意したと思うんですねぇ？」

　歪いびつで不気味で生理的嫌悪しかわかない悪魔の笑みに、強く返す。

「あなたたちと言いました」

　今この場所で嘘うそは吐つけない。だからこそメフィストフェレスはファウストだけと、意図的に制限したのだろう。他の三人をその問いから除外するために。

　──それくらいは想定内です。

　どこかのニートのおかげで状況に甘んじて気を抜くようなことはなくなった。

　どれだけ行く手を阻もうと、抜け道を作ることはできる。

　肝心なのは、その抜け道を見落とさないことだ──。

　念を押したティファリシアに、心なしか満足げに口元をゆるめたメフィストフェレスは、わざとらしく肩をすくめながら言った。

「仕方ありませんねぇ、正直に答えてあげますよぉ。──そうですけど、違います♪」

　曖昧にすぎる答え。

「な……ふ、ふざけてやがるんですかっ」

　思わず声をあげたアルファを弄ぶように、悪魔はにやにやと笑う。

「え～？　本当のことを素直に言っただけですよぉ？　レウもファウストもオフィリアさんも英雄召喚には直接関わっていませ～ん」

「なら、貴様が──」

「いいえ♪」

　即座の返答に、《大誓約魔法》のペナルティは働かない。

　困惑するアルファを尻目にティファリシアが見ていたのはオフィリア。

　苦々しい感情を隠し切れていない〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》に、率直に訊きいた。

「メフィストフェレスが〈森霊族エルフ〉の《英雄》を喚よぶ手はずを整えたんですね？」

「……！　ちが──つっ」

　ほとばしったのは、正直者には決して現れないはずの小さな雷のような光。嘘うそを証明され、オフィリア自身が驚く中、〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》の《偉能レアルタ》は、ふわりと高く飛び、

「あ～あ、そこまで直接的に指摘されてしまったら誤魔化せませんねぇ」

　いかにも残念そうな声で、表情はどこまでも楽しそうにひらひらと踊りながら謳うたう。

「その通りその通り♪　〈隷人族〉の巫女を〈森霊族〉の巫女にして、新たな〈森霊族〉の《英雄》を喚び出させたんですよぉ♪」

「…………は？　〈隷人族インフイルマ〉の、巫み女こ？」

　呆ほうけたような声を出したアルファと対照的に、オフィリアが目を剥むく。

「──！　貴様それはっ」

「あ～そんな反応しちゃったら嘘じゃないってバレバレですよぉオフィリアさん♪」

　おちょくるようなメフィストフェレスに、慌てて口元を覆おおい隠し、目をそらすようにするオフィリア。その様子を冷静に観察していたティファリシアはやがて結論する。

　……演技じゃない。

　オフィリアは本気でなぜそれを今ここで明かすのか、と思っている。

　つまり、メフィストフェレスが口にしたこと──〈隷人族インフイルマ〉の巫女なるものを〈森霊族エルフ〉の巫女にしたという信じがたいことに信じがたいことを掛け合わせたようなことは、真実であるということになる。

（〈隷人族インフイルマ〉の巫女だなんて……）

　魔力のない、《英雄》どころか《誓約者ルーラー》すら存在しない〈隷人族インフイルマ〉の巫女。

「もし、〈隷人族インフイルマ〉の巫女などというものがいるのなら──」




「──あー茶番はもう十分だ」




　やや高い、けれどどこまでも落ち着いた男の声に、ティファリシアの言葉は遮られる。

「いい加減、さっさと話を進めろよ」

　とっさにファウストを見たティファリシアは、彼が微動だにしていないのを確認してすぐに次の思考に移る。この状況、この場に現れうる第三者の男とは──。

「え～もう少しこの状況を楽しみたかったんですけどぉ」

「あんたには多少の恩義を感じてる。だからその分は付き合った」

「ぶ～ケチですねぇ」

　……メフィストフェレスとの軽口の応酬から、立場は対等。前々から親交があった男。〈幻魔族ストレーガ〉、〈森霊族エルフ〉……いや〈隷人族インフイルマ〉という可能性も。

「面倒なことは嫌いなんだ」

　そう呟つぶやき、レウの横を、ファウストの前を歩き、オフィリアのそばに立った彼は、月明かりの下、その相貌をはっきりと浮かび上がらせる。

「──────────え？」

　ざわりとティファリシアの中に不可解な感情が沸き立つ。

　一瞬、女性かと思った。中性的という言葉では足りない、美しい顔立ち。

　一方で疲れ切ったようなくたびれた空気が、彼の年頃を一〇代にも四〇代にも見せる。

　そしてその相反する特徴が、たまらなく異性を惹ひきつける。

　魔性──そう呼べる容貌なのかもしれない。

　けれど、ティファリシアが彼を見て感じたのはそういった類いのものではなかった。

　見知らぬ、確実に初対面の相手には絶対に抱かないはずのもの。

「なつかしいですかぁ？」

　耳元で囁ささやく悪魔を、振り払うことはできなかった。

「知らないはずなのに、知っている気がする。でも……誰？　──なーんて思っちゃってるんでしょぉ？　くふふふふ、愉快ですねぇ、滑稽ですねぇ、素敵ですねぇ♪」

　言い返せない。取り繕うこともできない。

　ただひたすらに、意味不明な情動に翻弄される。

　そんなティファリシアがおかしくて仕方ないとばかりに、画策者は嗤わらう。

「そういえばぁ、さっき〈隷人族インフイルマ〉の巫み女こを〈森霊族エルフ〉の巫女にしたって言いましたけど、厳密には間違ってました♪　巫女じゃ女性しかなれませんもんねぇ。というわけで、あらためてご紹介しまぁす。元〈隷人族インフイルマ〉にして現〈森霊族エルフ〉の召喚者。そしてぇ──」

　そこでわざとらしく言葉を切ったメフィストフェレスは、慇いん懃ぎんに続けた。

「元〈森霊族〉巫女クレアリシア・クリアグリンさんの最愛の伴侶にして、〈解放者〉《誓約者》ティファリシア・クリアグリンさんのお父上レスト・エンデバーさんでぇす♪」





　　　　◆◇◆◇◆
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　語るに落ちましたね、そんな嘘うそが通用するように見えますか──。

　そう口にしたいのは山々でも、ティファリシアは全身でどうしようもなく理解していた。

　彼女の口にしたことは事実だ、と。

　──あなたのお父さんはね～面倒くさがりでだらしなくてやる気がなくて……でも、誰も考えつかないことを即座に思いついて、いざというときにはとっても頼りになる人～。

　ティファリシアが生まれる前に行方不明になったという父。

　その人となりについて尋ねたティファリシアに、母クレアリシアはそう答えると、さらになにか続けようとするものの、結局寂しげに首を横に振って笑った。

　──それ以上は……わたしからはなにも言えないの～……ごめんね、ティファリシア。

　その哀かなしげに揺れる瞳と苦しさの交じる笑顔に、幼心ながらあまり触れてはならないことなのだと悟り、それ以来その話を母としたことはない。

〈森霊族エルフ〉の王族でありながら〈隷人族インフイルマ〉とのあいだに子を生なし、追放された母。

　そのことに、一点の後悔もない。それは断言していた。

　彼に会って、愛して、あなたを産んで──幸せだったと。

　でも……［劣血種アブセンス］である娘のことを考えると、どこかで複雑な想おもいがある。それは父も同じなのだと──ティファリシアは勝手に思っていたのだが。

「……よう、はじめましてだな」

　投げやりな言葉。気だるげな態度。すさんだ眼まな差ざしの中に、わずかに差し挟まれる戸惑いのような、照れのような雑念。

　レスト・エンデバーは、いかにも面倒そうに言う。

「俺は、お前の…………あー、名前。もう一回言ってくれるか」

「ぷっ、きゃはははっ、自分の娘の名前を忘れるとか最低な父親ですねぇ♪」

　忘れた父親ではなく、忘れられた娘を見て笑う悪魔に、ティファリシアはなにも感じていないように続ける。

「……ティファリシア……ティファリシア・クリアグリンです」

「…………ティファリシア……？　…………そうか……あいつ…………」

　かつてレティス・ファト・クリアグリンという名だった男は、瞳を揺らがせ、唇を噛かみ、顔を伏せる。

「あれぇ、娘への謝罪はないんですかぁ？　今まで放置して悪かったとか、そもそも存在させてしまってすまなかったとか……いろいろあるでしょぉ？」

　いやらしく、どこまでも人の傷口を抉えぐろうとする悪意の権化に、少年にも見える若すぎる父親は、顔をあげると心底意味がわからないように首を傾かしげた。

「謝罪……？　［劣血種アブセンス］がどうとかいうことか？　そんなくだらないことにこだわってんのはこの世界のことをなにも知らないやつだけだろ」

「確かに確かに♪　それはそれで事実ですねぇ。けれどけれどぉ、あなたが娘たちを放置し──今もまったく興味がないのは事実でしょぉ？」

　囁ささやき、誑たぶらかす悪魔の甘言。

　近くから艶つやめく唇で紡がれる言葉に、なんということもなく答える。

「そうだな。名前すらろくに覚えてなかったやつのことを興味があるとはとても言えない」

「──聞きましたぁ？　ひどい父親もいたものですねぇ！　くふ、くふふふふふ♪」

　同情する素振りで嘲笑する悪魔に、表情を隠すのは思いのほか苦労した。

　父との感動の再会──そんなものを期待していたわけではない。

　もちろん会いたくなかったと言えば嘘うそになるし、純粋に興味もあった。

　父親というものについて、ティファリシアが知っていることは驚くほど少ないのだ。

〈隷人族インフイルマ〉であること、極度にめんどくさがりなこと、風呂がそれほど好きではないこと……母から聞いているのはその程度。

　出会ったら聞いてみたかったことはたくさんあったけれど。

「レスト・エンデバー、さん」

「ああ、そう呼んでくれたほうが助かるな」

　父と呼ぶことへの抵抗と逡しゆん巡じゆん。自然に発されたはずの言葉からそれらを察した彼に目を見張り、そのことで生じた焦りを隠しながら続ける。

「あなたは……母クレアリシアが生涯をかけて求めた目的をご存ぞん知じですか」

「ああ……お前がその後を継いでいることまでな」

「では──」

「くだらないと思ってる」

　即座の返答と拒絶。ティファリシアがなにを求めているのか理解し、はっきりと告げる。

「先に言っておく。あいつがあいつの願いを叶えたように、俺は俺の目的のためだけに動いている。そのための手段は選ばない」

　淡々と述べられた言葉なのに、底冷えするなにかを感じ取って、ティファリシアは口をつぐむ。つぐまされる。

　強い覚悟の込められた言葉。なにを言っても彼は止められないという不思議な直感。

「つまりあなたは……」

「そうだ」

　思考を読み取ったように、レスト・エンデバーはこちらを見ずに続ける。

「〈幻魔族ストレーガ〉と協力したのも、『召喚の依り代巫女』となり〈森霊族エルフ〉のために《英雄》を喚よび出したのも俺の目的を叶かなえるため。〈隷人族インフイルマ〉のためでもこの世界のためでもない」

　ティファリシアが尋ねるであろうことを先読みし、その答えまで付け加えた彼に、直感は確信に変わる。

　間違いない。母が言っていたように、彼もまた尋常ではない思考能力を持つ。

　さながらあのニートのように。

「レスト、これ以上はもういいでしょう……」

　遠慮がちにそう口にしたのは、オフィリア・リンドレイグだ。

〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》であり、人一倍〈隷人族インフイルマ〉を嫌う彼女が、その〈隷人族インフイルマ〉であるレストに明らかに気後れしている。そして。

「セレシア」

　言葉で遮られるだけでなく、腕を取られ、体を引き寄せられたオフィリアは、至近距離からレストに顔をのぞき込まれて。

「誰の許可を得て話してる？」

「あ……ご、ごめんなさ──」

　謝罪の言葉は、最後まで続けさせてもらえなかった。

「な──」

　父が母の妹と唇を重ねている──その衝撃的な光景を前に、文字通り頭が真っ白になるティファリシアの代わりに。

「なにをしてやがるんですかっ!?」

「……く、こ……こんなところで……」

　怒声をあげたアルファには一いち瞥べつもくれず、レスト・エンデバーは悔しそうでありながら満更でもないオフィリアの頬に触れて、囁ささやくように言う。

「繰り返させるな。それとも──これ以上わかりやすく黙らせてほしいか？」

　向けられた薄暗い笑みに、よりいっそう頬を赤くし、顔を俯うつむかせた叔母に──ティファリシアは言いようのない寒気を覚える。

　ティファリシアの知る〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》、オフィリア・リンドレイグは苛烈で非情、女王に相応ふさわしい誇りを持っていた。［劣血種アブセンス］への嫌悪もその立場から来るものであり、一種族の王として正しい姿だとすら思っていたのに──。

（…………違う）

　本当に恐れるべきは、そんな彼女を変えた男だ。

「……レスト・エンデバー」

　母が愛した〈隷人族インフイルマ〉の男の名を呼んで、ティファリシアは内心で渦巻くすべての感情を抑え込みながら訊きく。

「そうまでして果たしたいあなたの目的とは……なんですか」

　誘導された実感があった。この言葉を言わせたいがために、わざとオフィリアとキスした、そう告げられてもなんら驚きはない。

　ことの成り行きを見守っている悪魔が言葉を挟まなかったのも意図的なものだろう。

　完璧なお膳立てを当然のように受け入れて、かつて〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残紅の誓い』の参謀だった男は、まっすぐ自分の娘を見て言った。

「クレアリシア・リンドレイグを救いだすことだ」

　はじめて正面から見つめられたティファリシアは、その強い眼光に率直に呟つぶやいてしまう。

「お母様を……救い、だす……？」

　困惑。疑問。依存。

　死んだ母を救い出すということは、つまり。

　クレアリシアを生き返らせる──？

　素直な感情の吐露。隠しようのないすがる想おもいが込められた声に、アルファが言った。

「なにを揺らいでやがるんですかデカ乳袋！　死者が甦よみがえるはずない……そんなものはこの世界の絶対の規則じゃねーですか!!」

「ああそうだな、絶対の規則だ。この世界のな」

　皮肉る言葉。順序を入れ替えることで、強調する部分をズラす。

　その、意味するところを十二分に理解させて、静かに続ける。

「さっきお前が使ったのを真ま似ねさせてもらうか……【これからこの場において、レスト・エンデバーは偽りを述べない】」

　契約の魔法陣は、レストの前でだけ輝いた。

「お前たちの目の前にいるこの俺、レスト・エンデバーは一度死んでいる。その上で、他ならぬあいつ──クレアリシアによって生き返らされた」

　虚実を咎とがめる光は──ほとばしらなかった。

「な……、……そんなわけが……」

「《大誓約魔法あれ》を疑えるのなら疑えばいい。まあ疑ったところでこれ以上の証明は無駄だがな」

　夜空に浮かぶ《六面魔法体キユーブ》を指さしながら淡々と述べるレストに、言葉を挟んだのは嘲笑する悪魔だ。

「え～証明の仕方はまだあるでしょぉ？　それに──アルファさんにもティファリシアさんみたいなことちゃんと説明してあげたほうがいいんじゃないですかぁ？」

「…………は？」

　なんでそこでボクが？　という顔をするアルファと対照的に、ティファリシアは目を見開き、喉元まで出かかった言葉をどうにか呑のみ込む。

　それは、彼がまったく揺らいでいなかったから。

「必要ないだろ。少なくとも今は」

　意味深に笑うメフィストフェレスを一言で切り捨て、レストはただ前を──ぼんやりと見つめながら言う。

「話を戻すぞ。死者の引き戻しなんて無茶をしたあいつは、当然の報いとして死よりも残酷な運命を与えられた。俺はあいつにかけられたその呪いを解きたい。ただそのためだけにここにいる」

　死よりも残酷な運命……呪いを解く──不可解極まる独白。

　その意味を問うより、向けられた意図にティファリシアは反応させられる。

「……わたしの…………協力がいるということですか」

「平たく言えばそうだ。お前の力は、必ずその役に立つ」

　お願いしているとは到底思えない、横柄な、どうでもよさそうな態度。

　いや──事実として頼んではいないのだ。実の父であるレストが嘘うそ偽りなく妻であり母であるクレアリシアを救いたい、ただそのためだけにここにいると告げることで、娘であるティファリシアがどうなるのか完全に理解している。

　いわば〝俺はお前も望む願いを叶かなえたい。そのための方法も知っている。その手助けがお前にもできるが、やりたいか〟──そう迫っているのだ。

（お母様を取り戻す──）

　ティファリシアにとって、それは望外の願いだ。

　ときに姉のように優しく、ときに友のようにお茶目な最愛の母。

　なにより──完璧かつ理想的なティステルの城主で、ティファリシアの永遠の目標。

　彼女が生き返るなどという奇跡が起きるというのであれば、すべてを投げ出してもいい。

　クレアリシアの娘であるティファリシアは心からそう思う。思ってしまう。

「……ずるい……ですね」

　──なるほどオフィリアが魅了されてしまうわけだ。

　クレアリシアとオフィリアのあいだにある感情はよくわからない。関係性は最悪だと思っていたが、彼に協力しているということは彼女の中に推し量れないものがあるのだろう。

　ティファリシアの答えなんてはじめから決まっている。

　そのことがレストもわかっているのだ。彼は本当にすべてを己の手中に置いている。

　言葉とは裏腹にどこか嬉うれしい気持ちがあった。

　父が優秀だからだろうか。あるいは──この場にいないニートを思い起こさせるからか。

　それさえもレスト・エンデバーの思い通りなのだとしたら──これほど優秀な人のいる〈隷人族インフイルマ〉はきっと他種族になど劣らない。

「え……ま、まさかデカ乳袋──」

　どこか諦めたように微笑ほほえむティファリシアにアルファが詰め寄る前に。

「喜んで協力したいです」

　ティファリシアはそう言ってアルファを止めるように手を伸ばし。

「でも──ごめんなさい。わたしたちには不可能です」

　外交手段としての笑顔。虚構の感情だけが支配する公的な振る舞いで、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》はファウストを──〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》に向く。

「現在わたしたち四種族同盟は〈幻魔族ストレーガ〉と対立関係にあります。〈幻魔族ストレーガ〉と道を共にするあなたに与くみする行動は明確な規約違反です」

「……助力を得たいのなら〈幻魔族ストレーガ〉と手を切れ、と」

「それが賢明なご判断だと思いますが──」

「不可能だな」

　あえて同じ言葉を使い、目を閉じたレストは、心なし口元を緩めた気がした。

「面倒な作業が増えるな」

　言葉に落胆の色はない。むしろそう答えるのも想定通りとばかりに、平へい坦たんに続ける。

「〈幻魔族こいつら〉を利用せずにすむ道があるならとっくに選んでる。それが無理だからうっとうしい茶番にも付き合ってる……ってのは、わかってて言ってんだろ？」

　表情を見ただけでわかる──そのこと自体わかっているように、ティファリシアはレストになにも言わない。

　二人の代わりに慌てたのは、オフィリアだった。

「ま──待て、話が違う！　私は──」

「〈森霊族エルフ〉は四種族同盟に対立するつもりはない。あくまで〈幻魔族ストレーガ〉からは『英雄召喚』の技術供与があっただけで、あわよくば同盟に加わりたいとすら思っている。そのための道筋をレスト・エンデバーにはつけてもらう──でしたっけぇ？」

　つまびらかに、明け透けに、これを言われたら困る、という秘密の契約を、悪魔は謳うたう。

「願いか欲か♪　マザリモノの姪めいはきちんと選べたのに、純血の女王サマはどちらも選べずどちらも失う♪」

「──っ」

「というかぁ、マザリモノの血って蔑んでますけど、元々どちらの血にも負けてますよねぇ？　セ・レ・シ・ア・さん♪」

　決定的な事実を耳元で突きつけられて。

「あ、あ……ああぁあああああっ!!」

〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》は頭を抱え、膝から崩れ落ちる。

　気が狂ふれたように爪を噛かみ、悲痛な嘆きを響き渡らせる彼女は、しかし。

「顔をあげろオフィリア」

　名を呼び、命令しただけ。ただそれだけで、無む理り矢や理りその通りに動かされる。

　──《大誓約魔法》下の契約。

　即座に察したティファリシアの前で、レストは膝をつき、泣き崩れる寸前のオフィリアの顔を正面から見る。

「馬鹿かお前は。失うとは限らねーだろ。負けたって誰が決めた？　俺が喚よんだ《英雄》はなんのために存在する？　まだなに一つ終わっちゃいない」

「…………でも」

「自分が信じられないのか？」

「────」

　首を横に振る彼女は、それだけは譲れないとばかりに力強くて。

「なら跪ひざまずくな。惑わされるな。──王で在り続けろ」

　言葉そのものが魔法であるかのように、立ち上がったオフィリアは、取り乱したことが嘘うそのように静せい謐ひつをその身にまとって正面を向く。

　にわかには信じがたい一連の出来事にアルファが目を見張り、悪魔は笑いを堪こらえる。

　それらを平然と無視し、レストはティファリシアになんということもなく言う。

「〈隷人族インフイルマ〉はこっちにつく」

「…………………………は？」

　あまりにも唐突で、突飛な宣言は自嘲に彩られた。

「なるほど。話してなかったんだなあいつ……。安心しろ、刻印のない〈隷人族インフイルマ〉に《誓約者ルーラー》はたとえ存在しても種族全体に及ぶような強制力は発揮できない。ただ──お前の父親が〈隷人族インフイルマ〉の王の末まつ裔えいで、その権利を主張しているってだけのことだ」

「〈隷人族インフイルマ〉の……王……？」

　そんなものが──存在するのか。

　ティファリシアの疑問には答えず、〈隷人族インフイルマ〉の元王族は〈森霊族エルフ〉の女王と並び立ち、

「ようするに──たった今からお前の父親と叔母、そしてその種族は正式に敵になった」

　そう宣戦布告し、それこそが真の目的だったとばかりに消えていった──。





　　　　◆◇◆◇◆






（…………ありえねー、です…………）

　あまりにも、信じがたい。

　アルファは内心だけで呟つぶやき、唾を呑のみ込む。

　昨晩起きた〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の急襲。そしてティファリシアの父、レスト・エンデバーの宣戦布告のあと──。

「……アルファさん。今すぐ三種族のみなさんに連絡を」

　ティファリシアは即座に『四種族同盟会議』を招集しようとし、

〝アルファ、各種族の首脳をエルティロイ神殿に〟

　ほぼ同時に、〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラから同じ伝言を受け取った。

　──それ自体はそこまで驚くべきことではない。

〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉が正式に手を組み、第三者の立場にありながら中心にいるレスト・エンデバーは明確に決別を宣言してきた。

　対〈幻魔族ストレーガ〉を目的に結成された四種族同盟にとってそれは重大事項であり、一刻も早く話し合うべきことだ。

　七種族のうち、〈神翼族エルブランシユ〉〈海精族シーレーナ〉〈獣妖族ペステイア〉〈解放者〈隷人族〉〉が同盟を結び、〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉が結託。こうなれば残る一種族──〈竜闘族ドラゴーネ〉の在り方はこれまで以上に重要になってくる。

〈竜闘族ドラゴーネ〉に対してどうアプローチすべきか──ティファリシアの判断は正しいし、その未来を視みたアエルが同じ指示を出してくるのも十分に理解できる。

　各種族が夜中の招集であるにもかかわらず即座に応じたのも当然だ。

　……そう、そこまでは当たり前なのだけれど。

〈解放者〉《誓約者ルーラー》ティファリシアのそばに立つアルファは改めて、浮遊大陸フィレンタニア、エルティロイ神殿の謁見の間を見渡す。

　正面の玉座には〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラと《英雄》ジャンヌ・ダルク。

　右に〈獣妖族ペステイア〉《誓約者ルーラー》テリシネと《英雄》ナポレオン・ボナパルト。

　左に〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》セイレ・ユーフォニアと《英雄》太たい公こう望ぼう。

　そして、彼女たちが驚きと共に見つめる中央に。

「はぁ……相変わらず椅子もねーのな。ったくしょうがねーな」

　いつぞやのように装飾のオブジェを勝手にどかし、その土台に腰掛け肘を突き、

「ん？　どうしたアルファ熱い視線を向けてきて」

　我が家のようにくつろぐニートがいて。

「そんなに俺に会いたかったのか？」

　どうしようもなく懐かしいそのにやにやとした笑みに──ぷつんと、なにかが切れた。

「どうしたアルファ？　──じゃねーんですよ!?　なんでしれっといやがるんですかこのクソ《英雄》!!」

　各種族の首脳が揃そろう前で堂々と言い切ってしまったアルファに。

「その下品な言葉遣い……ふん、一枚皮を剥むけば程度が知れるとはよく言ったものだ」

　隠すこともなく嘲笑し、不遜に呟つぶやいたのは二本の角を生やした赤髪の小柄な少女。

「その有様で『世界の管理者』など聞いて呆あきれるわ」

　その傲岸な態度に、鼻白んだのはアルファだけではない。

　招集された三種族が揃そろいも揃って怪け訝げんな眼まな差ざしを向ける先は、なぜかいる〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジだけではなく、彼女たちに対してもだった。

「そもそも〈神翼族エルブランシユ〉どもが世界の管理者と名乗ることを誰が了承したというのか。この場の《誓約者ルーラー》の歴々か？　否、彼奴あいつらは──」

「……レイリス。今は……」

「止めるなアーサー！　常から思っていたことだ、《誓約者ルーラー》や《英雄》が一堂に会すこの機会を逃してなるものか！」

　かたわらに立つもう一人の謎の少女がその名を呼んだことで、太たい公こう望ぼうが戸惑いを込めて言葉を挟む。

「ぁあ、ゃっぱりそぉなんだ……」

〈竜闘族ドラゴーネ〉《英雄》アーサー・ペンドラゴンと〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》レイリス。

　その二人は。

「女はん、やったんやねぇ」

　セイレが口元に袖を寄せて呟つぶやくのに応じて、ナポレオンとテリシネも続ける。

「あらあら……こんなところで明かしてしまうのですわね」

「明確な愚行とウラは考える」

〈海精族シーレーナ〉と〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》《誓約者ルーラー》に次々と言葉を重ねられ、興奮気味だったレイリスもさすがにトーンダウンしたところで、彼女に噛かみつかれていたアルファが外向けの笑顔になる。

「失礼しまシタ、〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》サマ。デスが──そもそもそんなとんでもない格好している貴様らにだけは下品とか言われたくねーです」

　冷えた眼差しと遠慮のない言葉。

　アルファの向けるそれらは〝とんでもない格好〟──頭にヒツジ耳をつけ、白のニーソックスとロンググローブ、下着にしか見えないブラとショーツ姿の彼女たちに突き刺さる。

「うぐっ……ち、違う!!　これはそこのゲス《英雄》に──」

「んんー？」

「レイリス！　ダメだ……！」

　アーサーの注意もむなしく。

「レイリアーアウトー」

　妙に棒読みで言ったレイジに、レイリスも遅れて気づくが、

「あっ!?　ちょ、ちょっと待──」

　抵抗むなしく、契約の光は彼女を強制的に動かした。




「冗談ですにゃん♡」

　両手を頭に当て、可愛かわいらしく笑って言う〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》は、やがて硬直から解き放たれると、目の前のアルファに向かって叫んだ。

「く、ぐ、くっ……わ、笑え!!　笑うがいい!!　滑稽だろう!?　いっそ笑えぇええ!!」

　半泣きで絶叫するレイリスに、アルファは目をそらし、小さく拳を握りしめた。

「…………………………いえ気持ちはよくわかりやがります。詳しくは言えないですが……痛いほどわかりやがります」

「ぷっ、あはははははっ!!　そ、そうだよな……確かにアルファはわかっちゃうな～？」

　爆笑するニートにギリギリと歯は噛がみし、アルファは同志を見つけた目でレイリスに言う。

「よかったらあなたも入りやがりませんか。クソニートホウバミレイジ攻略同盟に」

「…………なんだそれは？」

「そこのクソニートを徹底的に──」

「あー悪いなアルファ」

　途中でやんわりと遮り、レイジはいかにも残念そうに──まったく悪くなさそうに言う。

「アルファの罰ゲームって正式にはまだ続いてんだよね。期間決めてなかったから」

　ぽかんとする〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こは、やがてその意味を理解し。

「は!?　え、だ、だって今まで──」

「うんそれ俺が今まであえてそう思わなかったから」

　アルファの罰ゲーム、【相手が暴言だと思う言葉を吐くたびに可愛い仕草つきで〝冗談ですにゃん〟と語尾につける】。

　その最大のポイントは、〝暴言の基準がレイジがそうだと思う〟ということ。

「というわけで──アルファーアウトー」

「ふ、ふざけやが────冗談ですにゃん♡」

　強い拒絶の意思とは裏腹に、可愛らしくポーズをとったアルファに、レイジが土台をぱんぱん叩たたいて爆笑し、レイリスはおののく。

「…………こ、こんな風に見えているのか我は……………………あまりにひどすぎる……」

「そのセリフ、思いっきりボクに突き刺さりやがってますからねえ!?」

　取り繕う余裕など欠片かけらもなく、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》に食いかかる〈神翼族エルブランシユ〉の巫女。

　そんな彼女たちの痴態を見守る各種族の《誓約者ルーラー》と《英雄》の目は冷たくなっていく。

　場所が場所だけに浮いているどころではなく、悲惨とさえ言える状況に、レイリス同様下着同然の姿のアーサーが見かねたように切り出す。

「ホウバミレイジ……そろそろ解放してやっては……」

「アーサー、俺なんて言ったっけ？」

　それまでと変わらない軽い口調。傍はたから聞いた限りではそうとしか思えなかったが、ヒツジ耳をつけられた《英雄》は目を閉じると従順に従った。

「────すまない。余計な口出しをした」

「ん、じゃなくて？」

[image: ]

「ご……ごめんなさいご主人さま♡」

　引きつった笑顔。レイリスのように恥辱と怒りにまみれているわけではないが、恥ずかしさで顔が赤くなるのはどうしようもない。

　むしろ格好も相まってレイリスよりも扇情的なアーサーに満足げにうなずくレイジは、表向き動揺してない素振りの《誓約者ルーラー》や《英雄》たちを見回すと、彼女に声をかけた。

「よ」

　気安いにも程がある声。へらへらとした締まりのない表情。

　なにも変わっていない、ホウバミレイジに。

「…………」

　──言葉がでない。

　今までなにをしていたのかとか。〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》になにをしたのかとか。ずっと放置していたくせに急に現れてその挨拶はなんだとか。

　いくらでも言いたいことはあるはずなのに。

　自分でも信じられないほど感極まっているのを隠すのに必死で。

　抑えても堪こらえても、溢あふれ出す感情の奔流から逃れるために、ひたすら考える。

　レイジが今ここにいる理由。

　──なんて返せば。

　あからさまに〈竜闘族ドラゴーネ〉を従えているのを見せつける意味。

　──どう言えば。

　意味深なアーサー・ペンドラゴンの態度。

　──レイジにこの想おもいが届くのか。

（なにを、わたしは──）

　自分で自分の思考に驚き、ほんの一瞬狼ろう狽ばいを露あらわにした、そのとき。

「ティファリシア」

　不意の呼びかけ。なんてことのない、なさすぎて、逆に不自然にすら感じられる言葉に。

「なん、ですか……？」

　思わず応えてしまって。

「お前一〇歳までおねしょしてたんだって？」

「……………………は？」

　即座に当時の、やってしまったあとどう隠すか悩み、いつもすぐにクレアリシアに知られてしまう恥ずかしさが甦よみがえる。

「は、はあああああああ!?　な、なんであなたがそれを──」

「え……本当にしてやがったんですか？」

　アルファが即座に突っ込み、答え方のミスに気づくがもう遅い。

「一〇歳かー……それは恥ずかしぃかもかも～」

「ふふ、なによりこの場所で知られるのが屈辱的ですわね」

「《誓約者ルーラー》の恥だとウラは思う」

　太たい公こう望ぼう、ナポレオン、テリシネのコメントに、顔が紅潮するのを抑えられるわけもなく。

「レイジ──」

　なんてことを言うんですか!!　そういつものように続けそうになって。

　……そうだ。いつものようにレイジにからかわれ、手玉に取られ、すべてを委ねる。

　そうできたら──どれだけ心地いいだろう。

　レイジに辱められるのは嫌だ。屈辱だけど……どこかそのことに満足してもいた。

　彼なら誤らない。たとえ自分の思い通りにしているだけだとしても、それでティファリシアはよかったのだ。彼の望むことが自分の望むこととまでは言わないけれど、レイジがそうするなら仕方ない、そう思うことはきっとできた。

　──そう、できたのだ。過去のティファリシアなら。

　目を閉じ、一度息を吐いて、体中の熱を冷ますような意識で、再び前を見たティファリシアは、ゆっくりと言う。

「──クレアリシア・クリアグリンの知識」

　言葉は刃やいばだ。刺し貫き、殺す──だけではない。

　まっすぐ突き出すことで、相手の出方を窺うかがい知ることができる。

　果たしてそれは想定通りの反応を得た。

　レイジの表情は変わらない。それは想定通り。

　ティファリシアが見るのはそこではない。

「得たんですね、やはり」

　アーサーとレイリス。二人に向けた言葉は、即座の否定で返される。

「……なにを、言っている？」

「は、クレアリシア・クリアグリン？　今さら母親が恋しくなったのか」

　それらはすべて想定内の返答。

「レイジから聞きませんでしたか。嘘うそを嘘と見抜くのはそれほど難しいことではありません。言葉ではなく体、たとえば瞬きの回数、筋肉の強こわばり、声の抑揚……それらに自然と表れてくるからです。──そう、まさに今お二人がしているように」

　淀よどみなく続けられる言葉。すべてを見通すような眼まな差ざしはどこかのニートそっくりで。

「ぷっ、はははは！　い、いやいや、レイリスもアーサーも萎縮しすぎだろー。そんなん誤魔化してるってバレバレだっつーの」

「な──き、貴様がっ」

「レイリス！」

　慌てて口を押さえても遅すぎる。

「どう見てもハッタリじゃん。嘘の見抜き方なんてわかってねーよ。ただまあ──結果的には正しい答えに辿り着けたけどな」

　その言葉にティファリシアが目を細め、周囲を代表して太たい公こう望ぼうが口にする。

「へぇ～本当に死者の知識を得たんだレイジっち」

　大事なのは、死者の知識を得たということ。そう強調する〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に、相変わらずだらしなく座ったままのニートはあくび交じりに言う。

「つーか知識もなにも直接会って話したんだけどな」

「直……会っ──」

「話した。お前の母親とな」

　それはいったい。どういう──

「お、おおお、き……貴様ああああ!!　我らにあれだけ言い含めておきながら自分は──」

「はいレイリス黙るー」

「冗談ですにゃん♡　──があああああ!!」

　理不尽にキレるレイリスを尻目に、どこまでも適当なニートは四種族の《誓約者ルーラー》や《英雄》たちを見回すでもなく続ける。

「ま、そうたいしたことじゃねーんだけどさ、元〈森霊族エルフ〉巫み女こにしてティステル城主、そして〝世界渡りの《魔神器》〟権利者クレアリシア・クリアグリンと話して、わかっちゃったわけ」

「…………〝世界渡りの《魔神器》〟？」

　小声で呟つぶやいたジャンヌ・ダルクだけが、すぐそばの主あるじ──ずっと静観していた〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》がわずかに反応したことに気づく。

「……なにに、気づいたというんですか」

　ティファリシアのその問いは、この場にいるほぼ全員が抱いたもので──それが理解できているからこそ、レイジはわざと大げさに手を広げて見せる。

「この対立構図そのものが間違ってるってこと」

　わかるようでわからない言葉。それもまたレイジの意図したものなのだと理解した上で、ティファリシアが口を開いた、そのときだった。

「──!?」

　ガラス張りの空間であるからこそこの場にいる全員が、頭上──空に広がる巨大な魔法陣を見て、《英雄戦争》が始まったことを認識する。

　だが、綴つづられていく文字を見て認識と理解が一致したのはただの一人もいなかった。




《英雄戦争》〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》ファウストＶＳ〈森霊族エルフ〉《英雄》ホウバミレイジ




「な……〈幻魔族ストレーガ〉と……〈森霊族エルフ〉の《英雄》がレイジ……!?」

　アルファの疑問は、そして全員の視線はまっすぐレイジに向けられ、

「……なーるほど、どこまでもあいつらしいな」

　ニートは天空に現れた内容を他ひ人と事ごとのように眺めて笑った。








断章









　──この世でもっとも自分に近しい存在は兄弟に他ならない。

　あくまで近しい、というのが大事だ。

　まったく同じであれば、自分だけで事足りる。

　限りなく一緒で、決定的に違うから意味があるのだ。

　──そう、意味がある。

『彼』にとっても。

　得ようと思えばこの世界のあらゆるものを得ることができる『彼』にとって、ともすればこの世界はまるで無意味なものになりかねない。

　事実『彼』は常に飽いていて、面白いことを求めていた。

　だから〝意味がある〟というのは『彼』にとって、そして〝　　〟にとってとてつもない価値をもっている。

　なぜなら、〝　　〟は『彼』にとって唯一意味がある存在となれるから。

　だが、ただそこに在るだけでいいのか。

　立場に甘んじ、漫然と生きるだけで認められるのか──？

　否、『彼』にとっての特別がそのようなつまらない者であっていいわけがない。

　傑出しているが故、有能極まりないが故、絶対者であるが故、『彼』は孤独だ。

　その孤独を完全な意味で理解することは〝　　〟にも決してできない。

　だが、理解できないことを理解し、寄り添うための資格は〝　　〟にしかないのだ。

　誰よりも近くにあって、誰よりも遠い、『彼』。

〝　　〟はただひたすらに『彼』のために自らの傑出した才能を磨き、努力を努力し、『彼』にとって相応ふさわしい存在でいようとした。

『彼』の孤独を癒やしたい。

『彼』が欲している、『彼』と同じ地平を見て、『彼』と一緒に楽しめる存在になりたい──。

　けれど。

「誰がそんなこと言った？」

『彼』は。

「つきつめれば人は自分のためだけに生きてる」

『彼』であるがゆえに。

　どこまでも正直に、まっすぐ、真実を告げる。

「お前もそうだろ？」

『彼』に愛されたい。

『彼』に認められたい。

　わたしは『彼』を──お兄様を、手に入れたい──。

　お兄様のために、という題目で並べられた言葉は、結局のところお兄様のためなどではなかった。

　すべて自分自身のため。

　──そう、その通りだ。

　気づいていた。わかっていた。

　見ないでいたことを眼前に突きつけられ、言い逃れのしようもなく問いただされ。

〝　　〟は──笑った壊れた。








七章　虎穴に入らずんばニートを得ず









　──○年前。




「あー……暇だ……」

　都内某所のとあるマンションの一室。複数のモニターだけが光を放っている暗い室内で、少年は特注の安楽椅子に腰掛け、ジャンクフードを囓かじりながら気だるそうに繰り返す。

「……暇……暇すぎて死ぬ…………」

　人生は死ぬまでの暇つぶし。

　つまり暇であることこそが生きていることの証あかしでもあるのだが、それにしてもひどい。

「──逆に訊ききたいのですが」

　あまりにもうるさいからといった体ていで。

　部屋にいたもう一人の住人──小柄な少女が無感情に言う。

「暇でないときが存在するのですか？」

「おいおいずいぶんな言いぐさだな。あるに決まってんだろ」

「たとえば？」

「そりゃお前……あー……この上なくやりがいのあることが見つかったときとか？」

「これ以上のやりがいのあることを、ですか」

　そう言いながら少女が見つめるのは中央の大きなモニターの中。

　とある公共放送で速報を読み上げる女性キャスターが動揺を隠せずにいる姿だ。

『たった今入ったニュースです。中東の○○○国大統領が隣国○○○○○との戦争終結を宣言しました。同様の発表は○○○○○からもなされています。これによって前世紀から続く両国の緊張状態は緩和され──』

　壊れた機械のように同じ内容を繰り返す女性キャスターはどこか哀れにも見える。

　同じことを思ったのか、クリック一回で画面を閉じた彼はなんの感慨もなく言った。

「んー見た目ほどのやりがいはなかったからなー。結局人の感情を根源とする限りやってることは同じだし。学実校験で試したことの応用ですらなかったのは拍子抜けどころの話じゃないわ」

　間違いなく歴史の教科書に載る出来事をやりがいはなかったと言ってのける彼。

「……国内のあらゆる公共機関の内部システムを掌握したときも、国家権力に匹敵する一大犯罪組織を内部崩壊させたときも同じことを言っていましたねあなたは」

　それだけではない。各国首長のプライベート暴露や国際大会に合わせたテロ計画の妨害、あるいは史上例を見ない大規模なデモの決行──ただやりがいがあるかもしれないから、というだけで為なされた彼のお遊びは常に世界を揺るがしてきた。

　──そう、これらはすべて彼が一人で為してきたこと。

　歴史に名を残す偉人が一生をかけて為なすようなことを、彼はたかだか十数年の人生の中で何度も行ってきたのだ。

　暇つぶしに。

「おい」

　突然真剣な表情ですごまれ、少女はびくりと身体からだを震わせる。

　やりがいさえあれば世界を崩壊させることさえいとわない彼に睨にらまれてまともでいられる人間などいるわけがない。

　少女の場合、身体を震わせたのはまったく違う理由だったが──。

「あなたってなんだあなたって。世界で唯一の生きてる肉親だろ。敬意を込めて〝世界最高のお兄様〟と呼べ」

「………………はあ」

　わざとらしいため息。

　呆あきれてモノも言えない──そう装いながら、少女はいかにもぶっきらぼうに続けた。

「相変わらずおイカレになられていますね世界最高のソーシャルハッカー［０／２One Second］こと崩ほう[image: ]ばみ零れい二じお兄様」

「いやー照れるわーもっと褒めてくれていいぜ我が妹崩[image: ]一いつ過かよ」

　悪びれもせず頭をかき、反対の手でゲームを起動し始めた兄の姿に、少女──一過はもう一度息を吐く。

「謙遜くらいしたらどうですか」

「そんなことしたら逆に嫌味だろー？」

「その発言がすでに嫌味です」

　と言ったところで天上天下唯我独尊を地でいき、事実としてそれだけのスペックを持つ零二にはなんら響かない。

「しかしまあほんとにつまんねーなー。なんかもうやりつくした感がすげーんだけど。ついに人生クリアしちゃった感じ？」

「傍はたから聞いているとこのニートなに言ってんだとしか思えないんですが」

「おいおいニートは褒め言葉だって言っただろ？」

「そんな解釈してるのは世界広しと言えどお兄様だけです」

「同じニートとしてプライドを持て妹よ！」

「わたしは別に……好きでニートをしているわけじゃありません」

　この身体がもっと丈夫でさえあったなら──。

「だから……何度も言ってんじゃん？　ニートは生き様だ。立場じゃない。好きとか嫌いでなるもんじゃねーんだよ」

「[image: ]」

「俺を見ろ！　ニートとして生まれニートとして生きる……この上なく理想的なニートだ。気が向けば実社会の実験場学校にだって行くし、金だって稼ぐ。だが、その精神は常にニートたらんとしている!!」

「…………それは最早ニートではないと何度も」

「なにより！　誰かのため、なにかのために生きよと求める世界！　そのくせ、いざ関わってみればなんでも思い通りにできてしまうつまらなさ！　……そう、そんな世界のすべてに飽きてニートは生まれるのだと言っても過言ではない……」

「……いえそんな名言っぽく言われても全然格好良くないです」

「んだよ……もっと興味をもって全力で食いついてこいよ。もっと熱くなれよ！」

　タブレット片手にわざとらしいジェスチャーつきで訴えてくる兄に、仕方なく付き合う。

「世界とやらに飽きたから最近はオカルトにまで手を出しはじめたのですか？」

「既存のものがダメなら新たなものを、ってな。てか気づいてたのか。やるじゃーん」

「白々しい……ずいぶん前からガラクタを押しつけてきていたくせに」

「とかいって一いつ過かも喜んでんだろ？　楽しそうにいじいじして励んでたし、今も持ってるよな～？」

「…………はぁ？　なんのこと──」

「後ろ手に隠してるきったねえ本。直接触らないほうがいんじゃね？」

　こちらを見もせず指さしてくる兄に、抵抗するほうが馬鹿らしい。

「確かにこれは創作のインスピレーションになってなくないですしそのおかげで生まれたアイデアもありますが別になくても変わらなかったというかなければないで他のことをしていただけでまあ嬉うれしい嬉しくないの話をすれば嬉しくなくはないという程度のもので」

「いやだから……それを喜んでるって言うよな？」

「喜んでいません」

「あっそ」

　そう言って笑う兄にはどうせすべてお見通しなのだろう。

　一過の言葉のなにが嘘うそでなにが本当なのか。

　だから。

「ま、調子がいいならそれでおっけー」

「……調子がいいとわかっているからこの部屋にいるんですよね」

「かもなー」

「……ムカツク」

「ふ、心にも思ってないことはすぐにわかるぜ？」

「あ、今本気でムカつきました。キレそう」

「[image: ]」

「キモイです」

「照れるな照れるな」

「……せめてタブレットから顔をあげて言ってくれませんか」

「いやーそれは無理だわ」

　とりとめのない、この上なく気持ちのいい会話。

　零れい二じによって意図され、零二によって調整され、一いつ過かのために作られたもの。

　そう、いつだってそうだ。ただ妹というだけで、世界で唯一の肉親であるという理由で一過は零二に与えられ続けている。

　幼い頃からずっと。

　病室だけで完結するはずだった一過の世界は零二によって広げられ続けている。

　文句などあるはずがない。

　およそあらゆる世界の人間の中で、一過ほど幸せな環境にある者はいないだろう。

　わかっている。わかっているけれど──。

「……どうせ自分のためだけにやっていることなんでしょう」

　声に出したつもりもない、小さな囁ささやき。

　理解しきっているはずなのに、つい漏らしてしまった本音は。

「当たり前じゃん」

　平へい坦たんな、どうということもない返答。

「何度も言ってるよな？　つきつめれば人は自分のためだけに生きてる。俺が病室から連れ出したお前にいろんな刺激を与えてるのももちろん意味があるって」

　脳天気な笑みから皮肉げなそれに変えた彼は、タブレットを手渡してくる。

　画面に映るのは見覚えのある文章の羅列。

「つーわけで新作はもうちょい新しい刺激をよろしく作者さん」

　自分のパソコンの中にだけいれていたはずの〝物語ゲーム〟。

　まだエンドマークも打っていないそれを読破クリアされていても文句はない。

　このために零二は一過に多大な投資をしているのだから。

「………………善処します」

「あーあ……新作できあがるまでまた新しい暇つぶし探さないとなー。つまらなさそうだから放置してたけど環境問題にも手出してみるかー。いやーでもこれ人類滅亡させるのが一番の早道じゃね？って毎回なるんだよなあ……」

　地球規模の問題と同列視される一過の〝物語〟。

　いや、書き上がるまでの暇つぶしなのだからそれ以上だと思われているのかもしれない。

　嬉うれしくないわけがない。

　一過自身、それが生きる目的の一つにもなっているけれど。

「ん……」

　唐突に零二が呟つぶやいて、一過は緊張を押し隠して尋ねる。

「どうしたんですか」

「まーた正義のハッカー［f1fth］ちゃんに捕捉されたわ。最近毎回だなー」

「ザマァないですね」

　鼻で笑いながら反応を窺うかがい見る。

「……んー」

　いつもとは違う、微妙にやっかいそうな反応。

　そのことに驚きと喜びを感じながら、しかし表向きは平へい坦たんに続ける。

「やはりハッカー集団［f1fth］はわたしたちと同じ『施設』出身者の可能性が高いのでは？　あそこで技術を学んだ人間……それも複数とあれば〝表側〟の人間たちとは一線を画しますし、お兄様といえど手を焼くのは当然です。仕方がありません、わたしも──」

　手伝ってあげてもいい、そう続ける前に。

「そうじゃなくて。いい加減ワンパターンすぎてキツくなって飽きてきた」

　苦笑。背後のモニターには［f1fth］から送られてきたウイルスから逆探知し、リアルタイムで本体を丸裸にするログが忙せわしなく流れている。

　何の気もなさそうにそれを親指でさしながら、兄は妹をまっすぐ見て言った。

「というわけでこっちも大きめのテコ入れよろしくなー」

　──完全に見透かされている。

　当たり前のように。当たり前に。

　一いつ過かが手の中に隠していた携帯端末にはきっと［f1fth］からの悲鳴が届いている。

　……今回もダメだった。

　その事実にうちひしがれていないと言ったら嘘うそになる。

　けれど、下を向いていたら絶対に追いつけないのだ。そんな暇も余裕も一過にはない。

「……いつか、あなたを満足させてみせます」

　そうして、必要だと思わせてみせる。

　一過だけが頼りになると、対等に立っていると、歯ごたえがあると。

　そうすれば、きっと。

「あーいいねー期待してるわー」

　欠片かけらも期待の込められていない言葉。

　いつもなら聞き流せるその声が妙に引っかかって。

　気づけば手にした〝創作物たち〟を胸に寄せながら、口を開いていた。

「あなたが選んだわたしならできます……絶対に」

　認められたい人間にすでに見いだされているという、この上ない自信。

　そうだ、一過は零れい二じに認められている。

　認められていなければ、こんなことにはなっていないはずだ──。

　自家撞どう着ちやくにも近い、普段なら拠り所にしないはずの言説に、首だけ振り向けた絶対者は。

「なあ、魔法をかけてやろうか？」

　涼やかに口元をつり上げる。

「とっておきの魔法だ。かけた瞬間からお前は自由になれる。望もうと望むまいと。文字通りすべてからな」

「すべて──」

　一いつ過かにとってすべてと呼べるものは──目の前の彼をおいて他にない。

　零れい二じから自由になれる？　望もうと望むまいと？

　そんなことはありえない。

　そんなことはありえないが──彼にありえないことなどありえない。

　だから想像する。零二から自由になった世界とはどのようなものかと。それはつまり零二のいない、零二に関われない、どこまでも無意味で無意味で無意味で無意味で無意味で。

「──やめてっ!!」

　反射的な叫び。発作的な訴えに、零二は笑みをしまう。

「なんか勘違いしてねーか」

　苦笑と皮肉。手は止めずに、どうということもなさそうに続ける。

「俺は神じゃない。まあ限りなく神に近い……いやまあいいやその話は。ともかく神のような振る舞いはできても神そのものじゃない。なんでもできるようにみせ、そう思いこませることはできても、現実にできることは限られてる。限られてることを知っている」

「………………わたしの肉体を物理的に治すことができないように、ですか」

「健康優良児のように思いこませることはできるぜ？」

　やる？と言っておどける零二は目までは笑っていない。

「できないことはできない。それだけのことでしかない。それ以上を見るな。見せかけだけのものに中身を求めるな。中身のないものに執着をするな。徹頭徹尾どこまでもいつまでも執着なんてないやつの期待を期待しすぎるな──って何度も言ってるよなー、これ」

　それで終わりとばかりにまた前に向き直った彼に、一過はより強く、胸のタブレットと古文書を抱きしめる。

「じゃあ」

　──訊きいてはいけない。直感が、強く訴える。

　それだけは、絶対にダメだと。

　けれど。

　胸に抱いた古文書が、熱く感じる別のなにかが彼女を突き動かした。

「じゃあ、あなたはなぜわたしを救ったのですか」

　期待していない。満足させられるとも思っていない。

　それなのに。それなのに。

　それなのに──。

　呼吸が荒い。動どう悸きがする。目眩めまいがする。

　今日は調子がよかったはずなのに。

　悟られたくない。察してほしくない。

　懸命に隠そうとする一過に、零二はただ声だけを向ける。

「……ずっとそばにいてわかんないってことはねーよな？」

　人生は暇つぶし。

　この世のありとあらゆることは。

　それは、だから、つまり。

「────っ」

　きりきりと痛む頭。唐突な胸の締め付け。

　彼は卓越している。

　彼は求めていない。

　どうしても、絶対に、手に入らないのなら──。

　目の前が赤く、暗くなっていく中。

　振り返らない彼に、少女は強く強く──呪った。




　壊れてしまえばいい。





　　　　◆◇◆◇◆
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〈森霊族エルフ〉ホウバミレイジ








　主戦場：〈森霊族エルフ〉領グランレム

勝利条件：敵《英雄》の討伐

勝利報酬：〈幻魔族ストレーガ〉《誓約者ルーラー》の権限委譲




〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の権限委譲









「勝利報酬が《誓約者ルーラー》の権限委譲……!?」

「実質的に敗北種族は勝利種族の隷属化とウラは断じる」

　ジャンヌ・ダルクの呟つぶやきにテリシネが応じ、その隣に立つナポレオンが淀よどみなく続ける。

「たとえ負けたとしても〈解放者自ら〉には被害を出さず、勝利のメリットだけを一方的に享受できる──素晴らしい手ですわね」

「あはっ、いかにもレイジっちっぽぃ策略だと思うケド──」

　同じように見つめる太たい公こう望ぼうの追従に、レイジではなくティファリシアが言う。

「ありえません。《英雄戦争》の開戦資格は《誓約者ルーラー》にあります。《誓約者ルーラー》も兼ねる〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》はともかく、レイジが直接《英雄戦争》を締結するのは不可能です。なによりレイジは──」

「いやいや、んなこと話さなくても──よっと」

　話の途中で身体からだを起こしたレイジは、おもむろに上半身裸になった。

「な────」

「これで一発だろ」

「ななななにをしているんですかあなたはあああっ!?」

　目を丸くし、全力で顔をそらすティファリシアに、レイジは屈託なく笑う。

「そういうとこは変わってねーな」

「…………え」

　変わっていない。昔同じようなやりとりをした──？

　考えると同時に至った答えは、ぽんと手を打った太公望に先んじられる。

「あぁ～刻印！」

《英雄》には所属する種族に応じた刻印が身体のどこかに浮かぶ。

〈森霊族エルフ〉の刻印は『咲き誇る六花』だが、レイジの胸元にあるのは明らかに丸い枠だけの〈解放者〉のそれだった。

「ま、個別に契約を結べば別の刻印も得られるから二重所属の可能性もあるけどな。下もいっとく？」

「やめてくださいっ!!」

「ぷっ、顔赤くしすぎだろ」

「──と、殿方が急に脱ぎだそうとして、平然としているほうがどうかしています……!!」

「えぇー目の保養になるょー？　ねーセイレ？」

「せやねぇ。悪いことばかりではありひんなぁ」

「…………あ、あなたたちは……！」

「いずれにせよ、ホウバミレイジは〈森霊族エルフ〉の《英雄》ではない、ということなのかとウラは尋ねる」

　横にそれかけていた話が本筋に戻り、じっと考え込むようにしていたナポレオンが言う。

「仮にそうだとすれば──上空に浮かぶ文言、〈森霊族エルフ〉《英雄》ホウバミレイジというのはどう考えればよろしいのかしら？」

《大誓約魔法》下で行われる《英雄戦争》に小細工は不可能。

　であればそこで与えられる情報の真偽を問うことなどできない。

　ホウバミレイジは〈解放者〉の《英雄》であり、〈森霊族エルフ〉の《英雄》ではない。

　一方でホウバミレイジは〈森霊族エルフ〉の《英雄》である──。

「いやいや別に悩むことじゃなくね？　どっちも真実ってだけだろ」

〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジも〈森霊族エルフ〉の《英雄》ホウバミレイジも。

　どちらも真実──。

「な──では貴様やはり──！」

　声を荒らげかけたレイリスをアーサーが押しとどめ、アルファが代わりとばかりに言う。

「二重所属というのは貴様自身が否定しやがったことでしょうっ？」

「そりゃーな。二重所属ではねーし」

「────はあ？」

　いよいよもってわからない。顔をしかめるアルファに苦笑し、太たい公こう望ぼうが切り出す。

「レイジっち、もぅちょっとわかりやすく教えてくれると嬉うれしぃんだケドー？」

「だからそのままの意味だって。どっちも真実」

「うーん、それだと全然伝わってこないんだょね～」

「んなことねーだろ。わかるやつにはわかる」

　言いながら、服を着直したレイジが一瞬ティファリシアを見てきて。

　その、わかるやつというのが、ティファリシアだと仮定したとき、どのようなことが考えられるか。

　──情報こそがすべてを制する。

　レイジの信条に従えば、この状況でティファリシアだけが占有している情報とはなにか。

（……考えて、すぐにわからないときは分解し、連想してみる）

　ティファリシア自身を、ここにいる面々と違うという観点から分解。

〈解放者〉、［劣血種アブセンス］、〈隷人族インフイルマ〉、〈森霊族エルフ〉──。

　……〈森霊族エルフ〉？

　思いながら空を見上げ、気づく。

「……〈森霊族エルフ〉の認識改変魔法」

　ティファリシア自身、信じがたいような呟つぶやきは、ため息混じりの言葉に遮られる。

「まさか認識改変魔法で《英雄》の名を偽ったなどと言うつもりではなかろうな？」

　訝いぶかしむレイリスに、はっきりと言葉にはしないものの、他の面々も従う気配があった。

　ただ一人、レイジだけがにやにやと笑っているのが目に入り──

「偽ったのは《英雄》の名ではないとしたら？」

　声を張ったティファリシアは話しながら思考を進めていく。

「《英雄戦争》は《大誓約魔法》下で執り行われます。各種族の固有魔法を結集させて創りあげたとされる《大誓約魔法》を一固有魔法にすぎない認識改変魔法で謀たばかることはできません。ですが、それを見る者はその限りではありません」

　ティファリシアの結論に、テリシネが珍しく強く感情を示す。

「まさか。そんなことは不可能だとウラは訴える」

「条件付きならわたくしの《偉能レアルタ》でもできないこともありませんけれど、それでもかなり大がかりなことになりますわよ？」

　ナポレオンの【不可能は存在しないImpossible n'est pas francais】という《偉能レアルタ》。絶対服従の命令を下せるその《偉能レアルタ》は〝使用者を畏怖する限りにおいて〟という条件があった。《運命力》が飛び抜けている《英雄》の《偉能レアルタ》ですら難しいことを一種族の固有魔法程度が為なすというのか。

「それに、〈森霊族エルフ〉が《英雄》を偽っていると仮定すると上空の対立構造の謎がよりいっそう深まるのではないか……？」

　慎重に問いを差し挟んだアーサーに、全員が黙り込む。

〈幻魔族ストレーガ〉ＶＳ〈森霊族エルフ〉。今この場にいるレイジが〈森霊族エルフ〉の《英雄》も兼ねていて、リスクなしに〈幻魔族ストレーガ〉との《英雄戦争》を挑んだというのならその理由は理解できる。

　しかし、〈森霊族エルフ〉の《英雄》とされているレイジがこのレイジではないのだとすれば、どうして〈幻魔族ストレーガ〉と対立するような形になっているのか。

「確かに聞いてた情報とは齟そ齬ごがある状況ですわね」

　ナポレオンの静かな指摘に再び場の視線がティファリシアに集まる。

　ティステルでの一件──〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉が結託したという情報はすでに共有されているが、実際に現場に立ち会ったのはティファリシアとアルファだけ。

　そしてこの場にいる全員が〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の《英雄戦争》開戦を確認している。

　それらの事実から帰結するのは。

「あー勘違いしてそうだから先に言っとくけど、〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉が結託してても今回の《英雄戦争》は起きうるぜ？」

　あくびをしながら元通り台座に座り……どころか寝転がったレイジがさらりと続ける。

「つーか結託してるからこそ起きたとすら言えるな」

「…………は？　な、なにを言ってやがるんですか？」

　ティファリシアをかばいたいのはわかるが、いくらなんでもそれは無理が──と考えかけたところで、思い直す。

　今のレイジがティファリシアをかばう理由などあっただろうか。

「どういうことだ？　互いの《誓約者ルーラー》の権限委譲を賭けるなど、どう考えても全面戦争としか思えないが……」

　アルファと同じ疑問に至ったのか、アーサーの問いにレイジは軽く人差し指を突き出す。

「それがまさに答えじゃん。《誓約者ルーラー》の権限委譲なんてものを賭けたら全面戦争以外ありえない。翻ってそんな条件を互いの《誓約者ルーラー》が──〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグが受け入れると思うか？」

「あ……」

《英雄戦争》は双方の合意に基づいて成立する。挑むにせよ挑まれるにせよ、敗北した際のデメリットを十分に考慮しなければならない。

〈獣妖族ペステイア〉の前《誓約者ルーラー》エドラスが勇猛果敢すぎたがゆえに隙をつかれたように、《誓約者ルーラー》には冷静な思考が必須だが、その点、〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグは慎重さに定評があった。

　そんな彼女がたった一度の《英雄戦争》に種族のすべてを賭けるだろうか──？

「賭けるわけがありません──あらかじめ両者の間で結果を取り決めてでもいない限り」

　半ば促されるように呟つぶやいたティファリシアに、太たい公こう望ぼうが目を細める。

「なーるー。戦う前から〈森霊族エルフ〉の勝利が決められてでもいない限り、オフィオフィがこんな条件の《英雄戦争》を受けるわけがなーぃ。とゅーことは《英雄》が誰でぁれこの《英雄戦争》は最初から出来レースってゅーことだね」

「《英雄戦争》の勝利条件……《英雄》の討伐は実際に戦わずともどちらかの《英雄》が降参すればその時点で勝敗が決する。戦うには明らかに不向きである〈森霊族エルフ〉首都グランレムが戦場に指定されているのもそのためだというわけですの」

　一考の余地はある、という程度にナポレオンが付け足す。

「しかし、仮に〈森霊族エルフ〉の勝利が約束されていたとしても〈幻魔族ストレーガ〉はそれでいいのか？」

〈森霊族エルフ〉が勝利すれば〈幻魔族ストレーガ〉の命運がオフィリアに委ねられることになる。

〈幻魔族ストレーガ〉が内部で対立しており、その意思が一枚岩でないとしても他種族に全権を握られるなどということだけは断固として避けたいはずだ。

　そんなことをよしとするのは自己破壊の願望も甚だしい──

（……自己、破壊？）

　不意にティファリシアの脳裏に電流が走る。

　自己破壊こそを本懐としていたファウストとメフィストフェレス。彼らを含む、ティステルに現れた〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の面々。

　ファウスト、メフィストフェレス、レウ、オフィリア──レスト。

〈隷人族インフイルマ〉の王を名乗る父は。実質的にオフィリアを従わせているように見えた彼は、なにをすると言っていた？

　先鋭化した直感は思考を置いてけぼりにし、違和感を浮き彫りにし。

　決定的な事実を形にする。

「──待ってください」

　大きな声、注目を集める言葉で、話の矛先を無む理り矢や理り掴つかみ、ティファリシアはまっすぐ彼女を見つめる。

　そうして渾こん身しんの問いを。今の今まで一言も発さず、傍観する当事者に投げかけた。

「レスト・エンデバーとなにを共謀したんですかアエル・アウラ」

〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》にして世界の管理者を名乗る、未来予知者。

　エルティロイ神殿の主でもある彼女は、黙ってこちらを見つめてくる。

「レスト……エンデバー？」

　唐突にも程がある言葉。誰もがそう考えざるを得ない中。

「待ちやがってください。なぜそこで母さ……アエル様が出てきやがるんですか」

「〝クレアリシア・クリアグリンは《大誓約魔法》の成立に深く関わっている〟──あなたはそうわたしに告げました」

　割り込んできたアルファを無視して、ティファリシアは早口で続ける。

「《大誓約魔法》は今のこの世界の根幹を為なすもの。言うまでもなくそれ自体は［七滅戦セブンス］の終結後、千年の昔に創られました。そんなものがどうしてお母様と関係するのか──いくら考えてもわかりませんでした。ですがそれは当然のことだったんです。その時点では情報が足りず、わかりようがなかったんですから」

　未来予知者が無意味なことをわざわざ伝えてくるわけがない。そう思ってティファリシアは考え続けた。

　だが、違うのだ。未来予知者は無意味なことを伝えないのではなく、無意味なことをしないだけ。

　つまり〝考えても無意味なことを伝えるというその行為そのもの〟には意味がある。

「レスト・エンデバー……〈隷人族インフイルマ〉の王を名乗る彼は母を……クレアリシア・クリアグリンを救うためだけに行動すると言っていた……ではその母はなにをしたのか。母を巡ってあなたは彼となにを約束したのか。教えてください」

「だ、だから！　なぜあの男と母様が関係してることになってやがるんですか！」

「……まだ気づきませんか？　レスト・エンデバーについて、メフィストフェレスが言っていたことを思い出してください」

「……？　デカ乳袋の父親だということならもう知っていやがりますが」

「正確にはレスト・エンデバーがわたしの父親であるという話をした上で、〝ティファリシアわたしと同様にアルファさんにも言うべきことがあるのではないか〟──彼女はそう言いました」

「……」

　そうだったか？　いや言っていたとしてなんだというのか。表情だけでそう訴えるアルファに、ティファリシアは明白に躊ちゆう躇ちよし、すぐにこれが正しいのだと判断して切り出す。

「アルファさん。あなたは自分の父親についてどの程度知っていますか」

「…………はあ？」

　ちらりとアエルを見たアルファは、自分がそれについてなにも知らないことを、知らされていないことにかつて悩んでいたことを思い出す。

「別に……そもそもいまさら興味もねーですが。急になんだって言いやがるんですか」

「急ではないとしたら？　すべて──繋つながっていたのだとしたら」

　にわかにティファリシアの口調の不穏さに気がついて、アルファは顔を引きつらせる。

　まだよくはわからない。わからないが、とてつもなく受け入れがたいことを言おうとしていないか。

「アルファ・ステイシスの父……いえ、アエル・アウラのパートナーは〈隷人族インフイルマ〉です。ただし〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》の選ぶ〈隷人族インフイルマ〉ですから、ただの〈隷人族インフイルマ〉ではありません。では、ただではない〈隷人族インフイルマ〉とは？」

「──王族」

　ぼそりと呟つぶやいたのはアーサー。

〈隷人族インフイルマ〉の王を名乗った人物を、アルファは思い出す。

「アエル・アウラは未来既知という能力を持っています。どんな娘が生まれるか、その結果どのようなことが起きるのかも、すべて視みることができる──そう、今わたしがこの話をするということすら」

「なに……を……なにを──なにを言いやがるつもりですか……!!」

　取り乱すアルファ・ステイシスにティファリシアは右手で胸を押さえ、感情を抑制するように一度目を閉じて、一息にその事実を告げる。




「つまりあなたの父とわたしの父は同じ。レスト・エンデバーである可能性が高いということです」




　ティファリシアの最後の言葉に合わせてアルファが翼をはためかせる。

［劣血種アブセンス］である彼女の特徴とも言える、白と黒の翼。

　そうしてすべてを拒絶するように、自分自身を包み込みながら、震える声を絞り出す。

「……ふざけるのも大概にしやがってください。ありえねーです……このボクが──」

　ティファリシアと異母姉妹だなんて。

「……」

　そのことへの感情をぐっと堪こらえ、ティファリシアは静かに語る。

「そもそもクレアリシア・クリアグリンはなぜ失われたのでしょう？」

　死んだのではない、その存在は世界に囚とらわれた。

「レスト・エンデバーの発言から、クレアリシア・クリアグリンの元々の願いが原因であることは確かです。その意味で本人はある程度満足しているのでは、とも思います。けれど、そちら側ではない、別の観点から見てみてください」

「別の観点？」

「クレアリシアという主観からではなく、客観から──どうして彼女はそうしなければならなかったのか。なぜ誰も止められなかったのか」

「そんなもの……誰も結果を知りようがないのだからどうしようもないとウラは推測する」

「そうです。それこそが隠された足りない欠片かけら。結果を知りようがない以上、どうしようもないのだとしたら、結果を知れる者こそはその状況を創りだした者に他ならない」

「ああ……そういうことですの」

　ナポレオンの呟きと眼まな差ざしはまっすぐこの宮殿の主あるじへと向けられる。

　その動作を確認して、ティファリシアは声を張った。

「──もう一度言います。アエル・アウラは未来既知という能力を持っています。枝葉末節がどうあれ、大きな流れを未来予知者は視ている知っている。つまり、一面においてこの世界のあらゆる状況はすべて彼女によって仕組まれていることだと言えるんです」

「ぼ、暴論だ！　一方的な断罪に異議を唱えます！」

　声をあげたのは〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクで。

「……すこぅし無む理り矢や理りに感じおすなぁ。積極的に関わらなかったから全部アエルはんのせいいうのは」

　セイレの同意に、ティファリシアもうなずく。

「その通りだと思います。そしてだからこそ、アルファさんの存在が鍵になるんです」

　なぜわざわざアルファの父親の話などしたのか。

　それはアルファ自身のため、などではなく。

「アルファ・ステイシスがアエル・アウラとレスト・エンデバー──クレアリシア・クリアグリンの伴侶とのあいだにできた娘だとしたら、これほど明確な積極的関わりもない……言い換えれば、アエル・アウラは意図的に今の状況を作った……？」

　自分の考えをまとめるように口にしたアーサーだけでなく、この場にいる全員を見渡し。

「もしわたしの推測通りなのだとしたら──レスト・エンデバーとのあいだでなにがあったのか、今のこの状況を鑑みても、訊きかないほうが不自然ではありませんか？」

　敵陣営の内部対立の謎を解く手がかりとして、同盟側は情報を得なければならない。

　直接アエルを攻めるのではなく、外堀を埋める。

　そのやり口の巧妙さに、自然と視線は玉座の〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》へと向かい──

「──フ、フフフ」

　今まで一切言葉を発していなかった、未来予知者は。

「ハ、アハハハアハハハハハ」

　静かに、すべてを吐き出すように笑い、笑い。

　不意にどこでもない、中空を見やるようにして。

「あー……」

　ほんの短い間。なんの思惑も意図もなく、気を抜いたような穏やかな表情を浮かべる。

　その瞬間だった。

（────！）

　母が見せたはじめての顔に、アルファは彼女が次に言うことを、どのようなことが起きるのかを鮮明に予知できた。

「……やっとここまできた……長かったのかな……？　んー……もうわかんない……」

　砕けた口調で独りごちた世界の管理者は、ちらりとアルファを見てから前を向き、

「──条件は完全に満たされました。今こそ、ぜーんぶ話しちゃう」

　黄金ではなく紫紺の瞳を細めて、どこまでも鮮やかに笑った。





　　　　◆◇◆◇◆






「といっても、ワタシにとってはもうエンディングで、話す義務も意味もないんだけどねー。まああまり時間もないし、勝手にそっちから訊ききたいことを訊いてくれるかなー？」

　玉座に身を沈め、気だるげなアエルに、信じがたいものを見たようにテリシネが呟つぶやく。

「これが……あの〝大天敵〟？　とウラはぼやかざるをえない……」

　常に笑みを湛たたえ、ほとんど言葉を発さず、けれどひとたび口を開けば誰もが耳を傾ける。

　絶対的な強者としての底知れない余裕から、神々しささえ感じざるをえなかった〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラが──さながらどこかのニートのようにだらける姿は、各種族の首長たちから言葉を奪わざるをえない。

　唯一、その姿を見るのが初めてではない〈解放者〉の《誓約者ルーラー》が淡々と尋ねる。

「アルファさんは……アルファさんの父親は、レスト・エンデバーですか？」

「うん、そう」

　あっさりと。様々な感情が渦巻くはずの答えを、口にする。

「────」

　死の宣告を聞いたかのごとく全身から血の気をなくすアルファに、軽く続ける。

「ああ、普通の意味での感情的結びつきはないことだからあんまり気にしなくていいよー。あくまで必要だったからしただけで、関係している全員がそういうものだと理解してるし」

　その言い草は、あまりにも無責任かつ一方的すぎた。

「あなたは──!!」

「その激情羨ましい」

　思わず昂たかぶったティファリシアに冷や水をかけるように。

「ワタシにも誰かのためだけに生きる道があったのかな……」

　表情一つ変えず、すらすらと呟かれ、続ける言葉を失う。

　その姿を確認した上で、アエルは片手を軽く振って笑った。

「なーんて、こうすれば大人しくなるのわかってて言ってるだけなんだけどねー」

　そう続けられても、もう怒ったりすることはできない。

　未来予知者として生きることを決定づけられていたアエル・アウラという女性。彼女には彼女の、情動があるのだ。

　どれだけ否定されようと、想像できてしまう以上、そうでしかない。

　それ自体、アエルの目もく論ろみ通りだとしても。

　そして、きっと。

（…………アルファさんもわかっている……）

　自分の存在について、もう何度も考えている。それに付随して母であるアエルのことも。

　だからなにも言わない。言わないようにしている。

　それがおかしいと訴えるのは──ティファリシアのエゴだ。

　感情でなく理性で納得して、ティファリシアは自分が今すべきことをどうにか口にする。

「…………必要だったから、というのは、どういうことですか」

「言葉通りだよ。《万象の楽園アクアテラリウム》にきて、未来既知の権利を継承して、すべてを視みて視て視て──視極めたあるべき未来の到来のために、不可欠なことだったから」

「あるべき未来……？」

　ティファリシアのその問いに、アエルはほんの少し間を空けてから、ゆっくりと言う。

「この世界が存続すること」

「それはまた……ずぃぶんおっきぃ話だね～」

　太たい公こう望ぼうが率直に呟つぶやき、ナポレオンが言う。

「裏を返せば、あなたが動かなければ世界は存続しないということになりますわね」

　元々続くものであるのなら、未来予知者が努力する必要などない。

「それは──にわかには信じることができひんねぇ」

　未来予知者の予知は必ず当たる。だが未来予知そのものが偽りである可能性はあるのだ。

「この世界が本当に崩壊するなんて──」

「崩壊じゃなくて消失ねー」

　さりげなく訂正し、アエルはうんうんと一人うなずく。

「そう。そこが本当に、ずっとずーっっっと……問題だったんだよねー」

　気だるさの中にうっすらと透ける疲弊。

「みんな、本当に〝あの子〟がこの世界を消失させるとは思ってなかった。──たった一人をのぞいて」

　言いながら彼女が見るのは目を閉じたニート。

「って、レイジっち寝てなぃ!?」

　太公望があげた声に、うるさそうに顔をあげたレイジは寝起きよろしく気だるく言う。

「……ん……ふあ……終わった？　無駄な話」

「無駄って……」

「…………あー、いいわ。終わってないなら続けてどうぞ」

　なにか言おうと口を開いたものの、今言ってもそれこそ無駄とばかりに投げやりに手を振り、また目を閉じたニートに、アエルは「相変わらずだねー」と笑って続ける。

「はじめて視たときからこの世界の終しゆう焉えんは同じ。唐突な消失という形で閉じる。だからどの種族が世界の覇権を握るとかそういう枝葉末節はどーでもよかった。唐突な終わりを回避する、そのためになんでもする。それがワタシの生きる理由で存在する意味だった」

　アエル・アウラには彼女にしかできない、彼女がしなければならないことがあった。

　誰も望んでいない世界の終わりを回避する。続く世界へと導く。

　文字通りの世界の管理者として。

「そのために……レスト・エンデバーと契り、アルファさんを産んだんですか」

「クレアリシアを〝偏在者〟になるよう促し、《大誓約魔法》を再創造させたのもね」

「……!?　《大誓約魔法》を……!?」

「…………なに、言ってはるの」

「さすがに──それは偽りだとウラは断じる」

　各《誓約者ルーラー》たちが憤りを込めて訴える中。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉の二人は知ってるよねー直接彼女に聞いているはずだから」

　話を振ってきたアエルに、レイリス、アーサーは驚きを隠すことができなかった。

「これは……本当にぃろぃろ動ぃてたっぽぃなー」

　あれこれと話をするまでもなく、二人の反応に、偽りではないと信じざるをえない。

「……本当に、使命のためだけに産んだのですか」

　信じがたいように尋ねたジャンヌに軽く小首を傾かしげる。

「そうだよ。レスト・エンデバーが相手なのはこういう関係性が必要だったからだし、何度視みても［劣血種アブセンス］……魔力を内側に抑え込む〈隷人族インフイルマ〉じゃなきゃ未来予知と逆の力が目覚めることもなかったからね」

「……未来予知と逆の力……？」

「それは──ううん、これはワタシの役目じゃないね」

　言いながら、意味深にニートを見たアエルは、そのまま顔を伏せたアルファに向き直る。

　けれど、その眼まな差ざしに感情が込められることはない。

　それは込めたくても込められないという事実を浮き彫りにしていた。

「……装置に感情は必要ない。というかむしろあったらダメだからねー」

　仕方ないことなんだろうねー。と自虐でもなんでもなく、客観的事実として述べる未来予知者に、ティファリシアは言う。

「それでも……あなたは、ひどいと思います」

　世界の終わりは誰も望んでいない。誰も望まない未来を回避するために、彼女はたった一人で戦ってきたのだろう。己の意思や感情など介在させずに。

　それでも、だからこそ──。

「…………優しいね、キミは」

　ぽつりと呟つぶやく言葉。その一瞬、わずかに滲にじんだものがなんであるか、確認する前に。

「ワタシがしたのはすべて世界の存続のためのもの。その意味ではこの場にいる誰とも反目していないし、誰とも目的は一致している。暗躍と言われればそのとおりだし、非人道的と言われてもうなずく。でもただそうなだけだから」

　世界の消失を避けるためにすべて必要だった。そして、そのためだけの行動だったからそれ以上はもうない。ただそうなだけ。

「それで質問のほうは終わりでいいかなー？」

　反論がないという判断の下に、アエル・アウラという管理者は話を進めてくる。

　絶妙な間。まるでそういう台本があるかのように。

　いや──あるかのように、ではない。あるのだ。

　そこに棹さおさす行為の無意味さを痛感しながら、ティファリシアは重い口を開く。

「この状況も、世界の存続のためには必要なのですか」

「必要だね」

　即答。この状況、というのがどこまでの範囲をさすのか尋ね返すこともないほどに、彼女はすべてを把握しているのだろう。

　だからこんな態度を取っている。

　──なにを訊きこうが無駄。

　そんな思考に支配されそうになるのをどうにか振り切って、さらなる言葉を連ねようとした、そのときだった。

　上空の巨大な魔法陣──〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の《英雄戦争》を明示する文字列に変化が生じる。そうして表示された結果に、未来予知者は大きく目を見開いた。

「────え？　なんでそうなってるの？」

　驚きよう愕がくというより意味がわからないという声に、全員が空を見上げてその事実を確認する。





　　勝者：〈幻魔族ストレーガ〉ファウスト










八章　ニートVSニート









「どういうことだ……!?」

〈森霊族エルフ〉王国首都グランレム、リグルアノ城の《誓約者ルーラー》執務室から見た《英雄戦争》の結果は、オフィリア・リンドレイグにとって到底受け入れられるものではなかった。

〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の《英雄戦争》。

　お互いの《誓約者ルーラー》権限を賭けての戦いは、完全な出来レース。

　始まると同時に〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストが降参リザインし、〈幻魔族ストレーガ〉は〈森霊族エルフ〉に屈する。そういう形になるはずだったのに。

「話が違う!!」

　半ば悲鳴に近い叫び声は、当事者たちに向けられる。

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウストとその《偉能レアルタ》メフィストフェレス、巫み女こであるクランレウ・シミシカ。

〈森霊族エルフ〉側は巫女となったレスト・エンデバーと彼の喚よび出した《英雄》。

　全員が悠々と空を見上げている中、オフィリアに反応を示したのはレストだけだった。

「いいや、これで合ってる」

　失笑と虚無。

「セレシア、俺はお前になんて言った？　なんのためにこの《英雄戦争》を起こした？」

　レスト・エンデバーが画策し、すべて仕組んだ出来レースの《英雄戦争》。

「〈森霊族エルフ〉が四種族同盟に対抗するには〈幻魔族ストレーガ〉と組むしかない、より明確に種族の命運──《誓約者ルーラー》権限を得る必要がある。またその際に《英雄戦争》という形をとれば四種族同盟に混乱を与え、後の交渉において有利になれる……ですが！　実際には〈森霊族エルフ〉は破れ、〈幻魔族ストレーガ〉に《誓約者ルーラー》の権限が渡り、まったく逆の事態に──」

「くふ、くふふっ、くふふふふふふ!!　ほ、本当になにもわかっていなかったんですねぇ！」

　けたたましく嗤わらう悪魔に、レスト・エンデバーの暗い表情が妙に合う。

「おい、メフィストフェレス」

「はぁい、ファウスト」

「〈幻魔族ストレーガ〉の《誓約者ルーラー》として《大誓約魔法》に誓う。【〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》と同等の権限をレスト・エンデバーに譲る】」

　低い声でそう宣言した〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》が契約の魔法陣を生じさせたことで、オフィリアの混乱は極致に達した。

「……は……？　〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》権限をレストに……え……え──？」

「ほら、これで《誓約者ルーラー》権限が得られた」

「〈森霊族〉ではなくあなたが、ですけどねぇ」

　にやにや嗤う悪魔と肩をすくめるレストがやたらと遠くに見える。

「ようするにぃ、最初からこれが目的だったんですよぉ」

　これ──レスト・エンデバーへの《誓約者ルーラー》権限委譲？

「どれだけあなたが依存しようと、《誓約者ルーラー》の権限を渡すなんてありえないでしょぉ？　〈森霊族エルフ〉の命運を〈隷人族劣等種〉に託すのと同じことですからねぇ」

　だから《英雄戦争》を起こさせて無む理り矢や理り奪い取った。〈幻魔族ストレーガ〉とは話がついている。《英雄戦争》は出来レース。《誓約者ルーラー》権限を得るのはこちらだ、と嘘うそを吐ついて。

「なん……で…………」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくオフィリアは同じセリフを口にした〝あのとき〟を思い返す──。





　　　　◆◇◆◇◆






「……マザリモノめ……！」

　夜のリグルアノ城。《誓約者ルーラー》の執務室で、オフィリアは机を強く叩たたいた。

　クレアリシアの忘れ形見であり、忌まわしき［劣血種アブセンス］ティファリシア・クリアグリン。

　愚劣な姪めいが出来損ないの《英雄》を無断で召喚し、一方的に〈解放者〉なる新たな勢力を作って独立したところまではまだ許容できた。

　だが、その〈解放者〉が〈海精族シーレーナ〉のみならずあの〈神翼族エルブランシユ〉とまで同盟を結んだという報告は〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》であるオフィリアにとって凶報以外のなにものでもない。

　弱者も弱者、最弱の勢力だった〈解放者〉に、二種族──それも目下最強の種族であるところの〈神翼族エルブランシユ〉がついた。当然、その事実は現状の勢力図を塗り替え、《英雄》が存在しない〈森霊族エルフ〉の序列を大きく下げることになる。

　窮地という言葉で足りるかどうか。脱するためには早急な策が必要であり、その責任の所在はもっぱら種族の長というのが、つい先ほどまで行われていた議会での結論だった。

　クレアリシア亡き後も、オフィリアの《誓約者ルーラー》としての資質に疑問符をつけ、クレアリシアこそが《誓約者ルーラー》に相応ふさわしかったと考えている者は根強くいる。

　彼らクレアリシア派にとって、オフィリアは失政続きなのだ。

　……否定できない点もなくはない。

《英雄》だったクレオパトラを追放したあと、クレアリシアは自らティステルという僻へき地ちに閉じこもり、オフィリアに一切干渉してこなかった。なにもないはずの彼かの地で、ただ生き続けていたというだけで、優れた政治力を発揮していたことは想像に難くない。

　オフィリア自身、そんなクレアリシアこそが《誓約者ルーラー》に相応しいと何度も──

「──違うっ」

　激しく首を横に振る。

「……私が……オフィリア・リンドレイグが《誓約者ルーラー》に相応しいんだ……!!」

　むなしく響く声。自分自身に言い聞かせるためだけの言葉は、しかし。

「そうだな」

　予想だにせず何者かに届く。

　いつの間にか執務室に侵入していた〈隷人族インフイルマ〉の青年。

　──ただの〈隷人族インフイルマ〉ではない。

　女性と見まごうばかりの容姿に、ひたすらだらしなく気だるげな態度。

　見覚えがあった。

「レスト、エンデバー……っ？」

「見りゃわかんだろ」

　そう言って机に腰掛けたレストは、以前目にしたのとほとんど外見が変わっていない。

　姉様を誑たぶらかした大罪人が、なにをしに。いや、そもそもなぜここに入り込めた──？

「視点の違いだよ。〈森霊族エルフ〉は魔法を使える。〈隷人族インフイルマ〉は使えない。〈森霊族エルフ〉は〈隷人族インフイルマ〉よりも優れている──そうとしか考えられないお前らには絶対わからない」

　淡々と、説得するでも嘲笑するでもなくすべて理解しているように続ける不気味な男に、オフィリアは無意識に唾を飲み込まされる。

「貴様、いったい──」

「たいしたことじゃない。お前と【賭け】をしにきただけだ」

「…………は？」

「【賭け】だよ【賭け】。……クレアリシアあんたの姉が好きだっただろ？」

　刹那的な笑み。危うさしか感じないその表情よりも、口にされた言葉にオフィリアは反応する。

　クレアリシアが好きだった【賭け】。死してなお、オフィリアを苛さいなむ姉と最後に行った【賭け】──。

　机の上の『知恵ある者の[image: ]つえ』を強く握りしめたオフィリアに、侵入者は平へい坦たんに続ける。

「簡単な話だ。あんたが勝てば俺はあんたへの服従を誓う。この命を含めて好きにしていい。その代わりあんたが負けたら──」

「……負けたら？」

　聞き返したオフィリアに、レストはふっと息を抜くようにして薄い笑みを浮かべた。

「俺の話を聞いてもらう」

「はな……なんだそれは」

　片や命、片や話を聞くだけ。まったく釣り合っていない。

「ま、不審に思わないほうがおかしいな。本音を言えば【賭け】の結果なんてなんだっていいんだ。意味がねーからな」

　どうせレストが勝つ。言外の意図まで読み取って、オフィリアは目を細める。

　……安い兆発だ。〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》であるオフィリアに〈隷人族インフイルマ〉ごときがしていいものではないし、いかなる種族であろうと万死に値する。

　だが──今オフィリアの目の前にいる男は単なる〈隷人族インフイルマ〉ではない。

　クレアリシアの、生涯一度もオフィリアが勝つことのできなかった姉の伴侶。

　その男を《大誓約魔法》の下に自由にするというのはオフィリアにとって十分に意味のある行為となる。

「よかろう。内容次第では──」

「あんたが一方的に好きなように賭けてくれていい」

　中途で遮る言葉。

「俺はなにもしない。言っただろ？　意味がないってのは、そういうことだ」

　オフィリアがどうあろうとどうせレストが勝つからではなく、最初から勝つつもりがないから不釣り合いな【賭け】の結果にこだわっていない──？

「貴様……愚弄しているのか？」

「どう受け取ってもいい。ちなみに、【賭け】の対象は〝次にこの部屋に入ってくるのは誰か〟で〝あんただけが答える〟──細工の仕様もないだろ？」

　これで手の内は晒さらした、とばかりに軽く肩をすくめる男に、オフィリアは眉をひそめる。

　不可解極まりない。

〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の部屋に現れる可能性のある者など極めて限られている。

　従者、衛兵、貴族……いずれにせよこの城の者だ。いやもっと広げて、〈森霊族エルフ〉と答えてもいい。条件を絞っていない以上、規則違反ということはないだろう。

　レストは【賭け】の内容すべてを口に出して言っている。それはつまりオフィリアが受ける、と思いさえすれば、契約は結ばれ、どう考えてもこちらに有利なまま【賭け】が成立するということだ。

　やはり、わざと負けようとしているとしか──

　──セレシアは素直だね～。

　記憶の中のクレアリシアが囁ささやいた気がして、オフィリアは目を見開く。

　……そうだ。思い出せ。いつかのこの部屋で、クレアリシアはオフィリアをまんまと手玉にとり、クレオパトラという《英雄》を追放した。

　その彼女に付き添った男が一筋縄でいくわけがない。

　必ず裏がある。そういう前提で考えさえすれば──気づくのはたやすかった。

「その【賭け】、受けてやろう」

　言葉と同時に走る魔法陣が消える前に、一息で言う。

「次にこの部屋に現れるのは〝いずれかの種族だ〟」

　オフィリアの答えに、レストは表向きなんのリアクションもとらなかった。

　だが、その内面は手に取るようにわかる。

「城の中である以上当然城内の者【〈森霊族エルフ〉】と思わせて待機させていたレジスタンス【〈隷人族インフイルマ〉】を呼び寄せる──いや、私の答え次第でどちらにも合わせられる、ということも考えられるな」

　オフィリアが城内の者と答えればレジスタンスを呼び寄せ、レジスタンスと答えれば城内の者が現れるまで待つ。それはしかし、オフィリアが〈森霊族エルフ〉か〈隷人族インフイルマ〉、どちらかの答えを口にすればの話でしかない。

「痴しれ者ものめ、条件をつけるべきだったな。その程度の浅知恵で〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》を謀たばかれると思ったか」

　答えを〝いずれかの種族に限る〟とすれば、レストが勝利できていたはずだ。

　無論その展開をオフィリアが見抜けている以上、そんな【賭け】はそもそも受けないが。

　そう、だからこれははじめから──

「〝はじめから私が勝つようにできていた〟」

　オフィリアの思考をなぞるレストの言葉。

　思わず息を呑のんだ〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》に、レスト・エンデバーは静かに笑う。

「そう仕向けてたんだから当たり前なんだけどな」

　そう、仕向けていた？

「では、やはり貴様は……」

「ちげーよ、逆だ」

　短く吹いた口笛に、窓から侵入してきた〝それ〟は〈隷人族インフイルマ〉でも〈森霊族エルフ〉でもなければ──あらゆる種族でもない。

　レストの肩にとまった小鳥は、呆あつ気けにとられるオフィリアを不思議そうに見つめ、可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「な──」

「条件はつけなかったんじゃない。つけられなかったんだ」

　レスト・エンデバーは【賭け】に一切の条件をつけなかった。

　それはしかしオフィリアのためなどではない。知性種族以外の存在を答えにするため。

　真相を知って、オフィリアが抱いたのは悔しさではなく怒りだった。

「卑ひ怯きよう極まりない……!!　こんなものっ」

「想定できるわけがない」

　短く断じて、瞳を指さす。

「それが視点の違いだよ」

　出会って最初にレストが口にしていた言葉。オフィリアがあくまで種族の枠組みでしか考えられなかった一方で、レストはその外まで見ていた。

「視点の、違い……」

〈森霊族エルフ〉の尺度でしか測れないオフィリアとどこまでも俯ふ瞰かんで見るレスト。

　どこまでも決定的な違いを、この男はたった一度の【賭け】で示してみせた──。

「さて、それじゃ約束通り話を聞いてもらおうか」

　いつの間にか机に腰掛け、こちらを見下ろすようにしていたレストに、オフィリアは思わずびくりと反応してしまう。

「き、貴様ごときの──」

「話を聞けって言ったよな？」

　無む理り矢や理り閉じさせられる口。

《大誓約魔法》強制執行の屈辱に顔を歪ゆがめるオフィリアに、レストは小さく息を吐く。

「安心しろよ。悪いようにはしない。というより──その逆だな」

　二度目の同じ言葉。息を抜くように、けれどどこまでも陰鬱な笑みを浮かべて言う。

「助けてやるよ」

　──助ける？　純粋な疑問は、オフィリアに耳だけでなく意識ごと傾けさせる。

「あんたは窮地に追い込まれている。［劣血種アブセンス］の排除失敗どころか、〈解放者〉などという新たな勢力の形成、巫み女こと《英雄》の喪失、〈隷人族インフイルマ〉の独立と後手を取らされまくり、他種族に遅れを取りすぎている。当然貴族連中でくすぶっていたクレアリシア派は隆盛し、孤立無援のあんたはあんた自身が行った下克上の恐怖に怯おびえる日々だ。違うか？」

「なに……を……」

　どこまでも的を射いた指摘と現状把握。その意図を思考する間もなく、言葉は続けられる。

「俺は召喚者の資格持ち巫女だ。あんたから魔力を得れば〈森霊族エルフ〉所属の《英雄》を喚よべる。巫女が存在しないはずの〈森霊族エルフ〉が突然《英雄》を召喚すれば四種族同盟は必ず様子見を選択する。その間に〈幻魔族ストレーガ〉に接触、協力関係を結ぶ。向こうの巫女……メフィストフェレス気持ち悪い悪魔とはすでにパイプがある。やるべきことは明白だ」

　──もう、間違いない。

　この男は、本気で、〈森霊族エルフ〉を……オフィリアを助けようとしている。

「なん……で…………」

「助けてくれるのか、か？　安心しろ、すべて俺の目的に必要なだけだ」

　自惚うぬぼれ。かっと熱くなった頬は。

「だが、あんたのためでもある」

　別の意味でも熱を持って──冷たい手に触れられる。

「ぁ……」

〈隷人族インフイルマ〉に直接触れられるなど、屈辱以外のなにものでもないはずなのに。

「だから、セレシア」

　なぜか、彼の話を聞いているだけで心地よくすら感じられて。

「魔力をよこせ」

　そう言ってクレアリシア姉のパートナーだった男は、オフィリアの唇を奪った。





　　　　◆◇◆◇◆






　あのとき──オフィリアはレスト・エンデバーを正確に理解していたはずだった。

　油断のならない存在。あくまで利用し合う関係。どれだけオフィリアの、〈森霊族エルフ〉のために動いてくれているように見えても、それはすべて彼自身の目的に合致しているだけ。

　オフィリアもまたいつでも切り捨てられるように準備する──。

　……でも。

　彼を見るたびに、彼と話すたびに、脳裏をよぎる姉の姿。自分の目的を優先すると言っておきながら、最後までオフィリアを切り捨てなかったクレアリシアが重なって──。

「助けてくれるって……言った、のに……」

　無意識の呟つぶやきに、反応したのは悪魔だった。

「──くふ、そういうところがダメなんだけどねぇ♪」

　聞き覚えのある、懐かしい声。

「クレオパトラ……？」

　違う。あのときクレオパトラは〝この声〟で同じセリフを口にした。

　それは、つまり。

「メフィストフェレス、貴様は──」

「あ、それはまだダメですよぉ。〝ファウスト、意識を奪え〟」

「【メフィストフェレス、意識を奪え】」

　悪魔のかざした手は一瞬の間もおかずに〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》を昏こん倒とうさせる。

「──必要なセリフは時と場合と役者をしっかり選んでもらわないと」

　口の中だけのぼやきは誰の耳にも届かず──レストだけがまっすぐ見つめてくる。

「なんですかぁ？　不ふ憫びんなんて余計な感情を抱いている暇はありませんよぉ、ヒロインを助けるためにすべてを犠牲にするヒーローさん♪　ほらほらそんなことよりセレシアさんの肉体も大事な鍵。〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の権限だけじゃ扉は開きませんから」

　おかしそうにころころ笑う悪魔の言うとおりに、セレシアを抱き上げたレストは踵きびすを返すと、去り際に呟つぶやいた。

「……不ふ憫びんなのはお前だろ」

　その言葉は、悪魔を不自然に黙らせる。

〈隷人族インフイルマ〉の王が部屋を出て行き、たっぷり数分は経過したところで、ぽつりと声が出た。

「………………わたしが？」

　なんでも願いを叶かなえる、ファウストの《偉能レアルタ》【悪魔】。

　願望器そのものであるメフィストフェレスが不憫──？

「ふ、ふふ、くふふ、くふふふふっ!!」

　静かに静かに嗤わらう悪魔に、誰もなにも言わない。

　ただそこに在り続ける。

　奇妙な均衡は、やがてこの世界に来たばかりの〝新参者〟に破られた。

「──で。悪魔さまは契約通り俺の願いも叶えてくれるんだよな？」

〈森霊族〉の《英雄》はそう言って、口元を三日月にした──。





　　　　◆◇◆◇◆






〈幻魔族ストレーガ〉《英雄》ファウストが〈森霊族エルフ〉《英雄》ホウバミレイジ──を騙かたる何者かに勝利した。

　結果、〈幻魔族ストレーガ〉《誓約者ルーラー》ファウストは〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の権限……換言すれば〈森霊族エルフ〉の命運を握った。

　その事実はうすら恐ろしいが、それよりも。

「……〈幻魔族ストレーガ〉が勝つことのなにがおかしいのかしら？」

　ナポレオンの問いに、アエルはなにも答えない。ただ空を見上げ続けている。

　驚きよう愕がくする未来予知者。確定した事象、あるいはそこから予期されることのみを鑑賞できるがゆえの達観が常だったはずの彼女。

　それが、どうして。

〈獣妖族ペステイア〉《英雄》の思考は、他の面々にも共有され。

「単に、未来が視みえなくなったってだけだろ」

　茶ちや化かすような言葉。いつの間にか目を開けていたニートに全員が注目する。

「視ている限りその未来を固定する『未来既知』は、その特性ゆえ想定の範囲を超えることがある。想定外を想定内にするためには視直すという行為が必要になるわけだが、それが今できなくなったということは──」

「『未来既知』を、失った……？」

　先んじたティファリシアに、アエルは苦笑する。

　バツの悪い顔。その表情を見た瞬間、確信を得たレイリスが叫ぶ。

「な──本当に失ったのか……!?」

　世界の管理者を名乗るための源泉である絶対的能力、〈神翼族エルブランシユ〉の『未来既知』。

　それがなくなったということは。

「いやいやなくなったとは言ってないぜ？　アエルが視みえなくなっただけで」

「それを、失ったというのではないのか……？」

「違うからわざわざ言い換えてんだけどな」

　露骨に顔をしかめるレイリスと、慎重に尋ねるアーサー。

　レイジは二人だけでなく、全員に対して肩をすくめて続ける。

「〈神翼族エルブランシユ〉の未来予知能力がどうやって引き継がれてきたか考えてみろよ」

　見つめるのは、ティファリシアとジャンヌ、そして──アルファ。

　──わざわざレイジが三人だけを見てきたということは、彼女たちだけがそれを知りうるということ。

　アエルとレイジを交え、五人だけが一堂に会した時。浮遊大陸フィレンタニアにはじめて降り立ち、まさにこの場所でレイジは、アエルはなにを言っていたか──。

　──ちなみに今《英雄》クンが思ったとおり、この力が〈神翼族エルブランシユ〉たちの世界を滅ぼした原因だよ

　思い至ったと同時に、ティファリシアは叫んだ。

「『管理者権限』……！」

　正解の言葉の代わりに不敵な笑みを向けられる。

「答え合わせをするか。顔をあげろよ、アルファ」

　レイジのその言葉に、白と黒の翼を持つ少女はびくりと身体からだを震わせる。

　そうしておそるおそるあげたその顔には、金色に輝く瞳があった。

「へぇぇ……そーやって引き継げちゃぅものなんだ……」

　驚きと共に言う太たい公こう望ぼうに、ティファリシアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「前々からアルファさんは片目がその色に染まることがありました……本人は無自覚だったようなので、触れないでいましたが……」

「元々〈神翼族エルブランシユ〉は全員がその力を持っていた。が、そのせいで元の世界を滅ぼして使用者を制限したわけだ」

　それが『管理者権限』。当代一人の〈神翼族エルブランシユ〉だけに未来を視る力は宿る。

「つまり……アエル・アウラは自身の目的が達成されるのを確信したところでその力を娘に譲った……？　とウラは訝いぶかしむ」

「半分正解、ってとこだな。力はアエルの意思で譲ったんじゃない。もしそうならそのあとの不可解な事態への驚きよう愕がくと矛盾が生じる」

　すべて想定内であるのなら予想外のことが起きることへの準備だってできていたはず。

　だが、現実にそうでなかったということは、彼女自身任意のタイミングで力を譲ったわけではないと想像できる。

「……フフ、ワタシのと違って……《英雄》クンの未来予知は健在みたいだね」

　どこか楽しそうに呟つぶやくアエルに、アルファが膝をつき、頭を抱えて呻うめく。

「あ……ああぁあ……あぁあああぁあっ」

「アルファさん……!?」

「大丈夫。アルファはちゃんと使いこなせるように、なってたから。元々ある力と……新しい力がなじまなくて、混乱してるだけだよ」

「そういう話じゃありません!!」

　怒るティファリシアに目を見張り、アエルは苦笑して自分の胸を押さえる。

「…………なるほど、ね……力がないだけで……こんなに感じ方が違うんだ」

「……っ」

　未来が視みえない世界で、やっと当たり前の感情を手に入れた。それが想像できてしまうから、アルファに苦難を背負わせた彼女を責めきることができない。

　そして。

「アエル!?　顔色が……!!」

　焦ったようなジャンヌの声。〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》である彼女でさえ見たことがない、世界の管理者の明らかに憔しよう悴すいした姿。

「力を失った代償……？」

　それがどのようなものかはわからないが、あのアエル・アウラが弱るほどのものだ。小さいものであるわけがない。

　ずるずると玉座に身体からだを預けるようにしたアエルは、かろうじて笑みを浮かべて言う。

「それで……訊ききたいことは……全、部……？」

　声を絞り出しているのがわかる。今にも意識を失いそうな彼女は、明らかに限界だ。

　とてもこれ以上は訊けない──そう思うと同時に、ニートの姿が目に入って。

　──感情に流されないで〈解放者〉の《誓約者ルーラー》がすべきことを考えなさい──

　頭に響いたのはレイジの声ではなく、自分の声。

「これが最後ですアエルさん！　あなたに視えていた未来と今の違いを教えてください！」

　声を張り上げたティファリシアに、ジャンヌが憤るように振り返る。

　彼女の気持ちが痛いほどわかる。わかるが。

「アエルさんは嘘うそを吐ついていませんでした……！」

　呼吸、視線、表情、細かな振る舞い。

　レイジほど正確には見抜けないが、おそらく彼女は真実しか口にしていない。

「……？　なにを……」

「わかりませんか？　嘘を吐いていないということは、彼女は文字通り世界の管理者としてこの世界の存続を為なしえたということです」

　その点において確かに四種族同盟と敵対せず、目的も合致している。

　こちらを貶おとしめる意図はなく、協力的でもあり、その情報に忖そん度たくすべきこともない。

「その力はアルファさんに引き継がれましたが、今彼女は混乱の中にあります。つまり──今この時だけは未来がまったくわからず、想像するしかありません。情報を持っているのはアエルさんだけです」

　視みている限りその未来を固定する未来既知。それが視ていなくても固定される分岐に達したと確信できたから力を失ったのだとすれば、世界の存続という結果自体は変わらない。

　ただし、そこまでの過程。結果に至る道筋は旧未来予知者が力を失い、新たな未来予知者が能力を使えない今この時という隙を突かれて、書き換えられた可能性がある。

　もし書き換えたのがティファリシアの想定する〝彼女〟だとしたら──

「──アエル？　……しっかりしてくださいアエル・アウラ!!」

　焦り叫ぶ悲痛なジャンヌの声に、ティファリシアは唇を噛かむ。

　目を閉じ、安らかに眠る〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》。意識を失った彼女が次に目を覚ますとき、未来は世界が存続するという事実以外完全に変わっているかもしれない。

　それを証明する手立てはなくなってしまった。

　なにより──

「なによりこの状況で〈幻魔族ストレーガ〉【敵】が動くのが最悪だ──と。当然考えるよな」

　突然呟つぶやいたレイジに、ティファリシアは顔をあげる。

　相変わらず適当そうなニートはしかし、いつの間にか身体からだを起こし、立ち上がっていて、

「だからこそ効果的な〝演出〟を狙うなら今しかない──ってことだろ？　レウ」

　レイジのその言葉が合図だったかのように。




「…………ほんとうに、なんでもおみとおし」




　どこか悲しげな声と共に、唐突に目の前の空間が割れる。

『かたわらの闇』片手に現れたのは銀髪の［四血姫］クランレウ・シミシカ。

〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こである彼女がいるということは。

「──いやー相変わらずよくわかってんなぁ」

　笑みを含んだ粘つく少女の声──ではない。

　レウの後ろから出てきたのはいつもの悪魔ではなく、へらへらと笑う少年。

　その容姿に、《英雄》と《誓約者ルーラー》すべてが目を見開き、この上ない驚きよう愕がくに言葉を失う。

　首に巻いたネックウォーマー、上下で統一感のある簡素で奇異な服。

　身体の線は細く、戦闘にはとても向きそうにない、華きや奢しやとすら言える体たい躯く。

　覇気の欠片かけらもない気だるげな顔、なにもやるつもりはないとばかりのダメすぎる空気。

　それらは、まごうことなく──。

「──ぷっ、はははははっ！　なるほどねー、確かにこれはわかっていてもいい演出だ」

　笑いの余韻を残したまま、ニートは自分とまったく同じ姿の相手に向かって言った。




「よ、俺」





　　　　◆◇◆◇◆






「よー俺」

　気安く応じたニートそっくりのニートは、わざわざ正面に立ってまじまじと見つめる。

「わかっちゃいたけどこうして実際に対たい峙じしてみるとおもしれーな」

「姿形だけじゃないってのがわかってるからなおさらなー」

　にやにやにやにや。どこからどう見ても同じ姿の、ホウバミレイジがホウバミレイジと同じ声、同じトーンでしゃべっている。

「どういう……ことだ……？」

　レイリスのぼやきは〈幻魔族ストレーガ〉側に立つレイジそっくりのレイジを振り向かせる。

「いやいやどういうこともなにも、見たまんまだろ。上にも出てたじゃん？」

　上空に表示されていた、〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の《英雄戦争》の告知。

〈森霊族エルフ〉の《英雄》には、確かにホウバミレイジの名があった。

　けれど、それは。

「……偽物では……なかったのか……？」

[image: ]

　当然の問い。疑問に、本物のレイジが答える前に。

「ふ──っざけてんじゃねーですっっ!!」

　いきなりアルファが床を叩たたいて絶叫した。

「〝〈森霊族エルフ〉の《英雄》がホウバミレイジでもここにいるこの俺と違うという意味ではニセモノじゃん？〟──って、そんなのただの詭き弁べんじゃねーですかこのクソニート!!」

　吹っ切れたように顔をあげた〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こは、先ほどまでの苦く悶もんが嘘うそのように、金色に染まった両目をまっすぐ前に向けていた。

「…………アルファさん……その目……」

「おー、ちゃんと視みえてんじゃーん」

　驚きと心配をないまぜにしたティファリシアではなく、へらへら笑うレイジに向かって噛かみつくように言う。

「視えてやがりますよ余計なものが！　──なっ、ちょ、なにしやがってるんですか!?」

「んーまだなにもしてねーけど……ああそういうことか」

　正面に向き直ると自分そっくりの〈森霊族エルフ〉《英雄》がちょうど服を脱ごうとしていた。

「──は!?」

「ほれ、ちゃんと《咲き誇る六花》の刻印があんだろ？」

　レイジと同じ体。同じ──裸。

「よっと」

「──っ!?　ななななんであなたも脱いでいるんですかレイジ!!」

　二人のレイジが揃そろって半裸になる事態に、顔をそらしながら叫ぶティファリシアの代わりに、冷静に見比べていた太たい公こう望ぼうが言う。

「……まったく同じ場所に、違う刻印がぁるね～」

〈森霊族エルフ〉の刻印と〈解放者〉の刻印。形の異なる徴しるしは寸分違たがわず胸元に刻まれている。

　それだけをもって確言することはできないが。

「一発だろ？」

　ほんの少し前にレイジが口にしたのと同じ言葉。同じ思考。

　理屈はいくらでも重ねられるが、理屈ではない。

　感覚として言わざるをえなかった。

「本当に──もう一人のホウバミレイジさまですのね」

　驚きよりも警戒感の強いナポレオンの確認に、レイジは軽く肩をすくめ、不意に〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に向き直る。

「つーかあんただけはその可能性に思い至れたんじゃねーの？」

　適当な会話のフリ。そう思える言葉に、ぱちくり目をしばたたく。

「ぁたし？」

「もちろんこの世界のやつらなら誰でも気づく可能性はあった。俺とそこの俺、なにもしなくても一発でわかる違いに気づければな」

「…………はぁ？　そんなの刻印──」

　たまたま目が合ったレイリスが眉を寄せながら即答し、アーサーがすぐに否定する。

「違う……刻印は服を脱がなければわからなかった」

　そうではなく、なにもしなくてもわかる、服すら脱がなくていい、明白な違い。

「……《運命力》、とウラは断言する」

　眉を寄せた〈獣妖族ペステイア〉《誓約者ルーラー》の解答にレイジが指を鳴らし、レイリスが目を見張る。

「あ──」

　レイジそっくりの《英雄》ホウバミレイジ。

　彼には、ほんのわずかだが、確かに《運命力》がある。

　──〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジは《運命力》が存在しない。

　それはかつてティファリシアが〈森霊族エルフ〉の巫み女ことして《英雄》を召喚したときから全世界に知られていたことで、［劣血種アブセンス］が召喚したゆえの欠陥だと言われていたこと。

　その《運命力》が、新たなホウバミレイジには備わっていた。

「…………なーる」

　一人納得した太たい公こう望ぼうの代わりに、レイジはへらへらと言う。

「なぜ実世界でおっさんであるはずのナポレオンが幼女なのか。じいさんとして伝わる太公望がギャルなのか。アーサー・ペンドラゴンはその息子であるモルドレッドなのか──はじめて会ったときに語ってたよな」

　ティファリシアは思い返す。

　ティステル城にはじめて現れたとき、四不象スープシヤンの上で太公望は言った。




　──そもそも《英雄召喚》で喚よび出される《英雄》って、その《英雄》の概念っぽいんだよねー。概念だから時間や因果、その実在性すら超越して、最良の状態、その《英雄》がもっとも力を発揮できる、誰にとっても望ましいと思われる姿で召喚されちゃうワケ




　──レイジっちは概念じゃなくて、ちゃーんと時空の固定された、つまり実在性を超越してない、実体っぽいんだよー。確定した存在だから《運命力》もなぃし、《偉能レアルタ》も使えなーぃ




　本来《英雄》は概念。世界の運命を変えるようななにかを成し遂げ終えた者であり、だから類たぐい希まれな《運命力》を持つ。

　だが、レイジはまだなにも成し遂げていない、あるいは成し遂げ終えていない実体だから《運命力》がなかった。

　そして、ティファリシアが喚び出したのが実体のレイジだったなら──

「新たに〈森霊族エルフ〉が喚び出したのは概念……本来の意味でのレイジ《英雄》……？」

「はい正解」

　レイジとまったく同じ口調とテンポで〈森霊族エルフ〉の《英雄》──概念レイジは言う。

「その意味でそこの俺はかつての俺とも言えるわけ」

　そこはかとなくドヤ顔で続けるのを見て、率直極まりなくレイリスが叫んだ。

「完璧なクズ《英雄》が二人存在する……だと……？　最悪ではないか!!」

「完全に同意です」

　喰くい気味に続けたアルファは、いまだ金色に染まったままの瞳を概念レイジに向ける。

「ふん、残念でしたね……いくらクソ《英雄》でもボク──いえ母様の瞳は理想の未来を選んだままです。貴様がなにをしやがろうと無駄なんですよ」

　勝ち誇ったというには苦しそうな表情でそう続ける未来予知者に。

「──と、まあ言ったとおりの展開になるわけだ」

　概念レイジはさもすべて予定通りだとばかりに手を軽く広げ、

「これでどっちを選ぶべきかわかっただろ？」

　邪悪な笑みを、彼女たち──〈海精族シーレーナ〉の二人に向けた。

「……？　なにを言ってはる──」

「──あーぁ、本当にこうなっちゃぅんだ～」

「………………リョーちん？」

〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》セイレ・ユーフォニアと〈海精族シーレーナ〉《英雄》太たい公こう望ぼう。

　二人の示した感情ははっきりと違った。

　不審に思い、驚き、戸惑う《誓約者ルーラー》と、自嘲するように笑い、諦め、申し訳なさそうにする《英雄》。

「ここまで全部見透かしてるのを見せられちゃったら──さすがに動くしかないょね」

　右手に持った釣り竿ざお・打だ神しん[image: ]べんを一振りし。

「もう遅いって」

　反射的に剣を抜いて動いたジャンヌとアーサーにレイジの声がかかる。

「そっちはフェイント。本命は──アルファだろ？」

「アルファ……？」

　ジャンヌの怪け訝げんな声は、すぐに太公望にかき消される。

「さっすがレイジっち～♪　ちゃーんとぁたしの《偉能力》、覚えてくれてたんだね」

「太公望さんの《偉能レアルタ》……？」

【覆ふく水すい難なん収しゆう】。その能力は──思い至ると同時にティファリシアは叫んだ。

「アルファさん！」

「ざーんねん、禁じちゃった♪」

　太公望の胸元で光る『寄り合う三玉』の刻印。

　一度使用された能力は魔法でも《偉能》でも二度と使用できないようにさせることができる【覆水難収】によって、アルファの瞳の色は元に戻された。

　力を禁止されたことでより痛みが増したのか、アルファは太公望に向かって叫んだ。

「……なにを……なにを考えてやがるんですか!?」

「なにって、ぁたしが──ぁたしたちが考えてることなんて難しくなくなぃ？」

　そうして自らの《誓約者ルーラー》に微笑ほほえみかけた太たい公こう望ぼうが、その先を続ける前に。

「〈海精族シーレーナ〉のこーと♪　──ですよねぇ、太公望さん♪」

　まるで最初からその場にいたかのように、悪魔──メフィストフェレスは笑った。





　　　　◆◇◆◇◆






「ファウスト……メフィストフェレス……」

　アーサーの呟つぶやきに、噛かみつくように反応したのはレイリスだった。

「貴様らが……！」

　およそ現状の混乱のすべてを産みだした、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》兼《誓約者ルーラー》ファウストとその《偉能レアルタ》メフィストフェレス。

　今にも『竜りゆう神じん白びやつ化か』を使い襲いかかりそうなレイリスに、悪魔は飄ひよう々ひようと笑って言う。

「あらぁ？　どうもどうもはじめましてレイリアさん。お兄様の件はご愁傷様でしたぁ♪」

「────！」

　レイリスの根幹であり致命傷である二つの情報。出会い頭にそんなものを突きつけられて、次が続けられるわけがない。

　なによりも。

「〈海精族シーレーナ〉は──裏切った、ということですのね？」

　重くのしかかる、ナポレオンの言葉。四種族同盟側にとって必須と言える未来予知の力。

　それを禁じることで、これ以上ないほど明白な翻意を示す──。

　その意味を、意思を深く噛み締め、そうさせた悪魔にティファリシアは問う。

「それが……あなたの目的ですか」

「裏切るなんて人聞きが悪いですよぉ。〈海精族シーレーナ〉にとってよりよいパートナーがどちらか──真摯にお話しさせてもらってぇ、実際にこの先どうなるのか話してぇ、そうなったから合理的に選ばれただけだと思いまぁす♪」

　事前にメフィストフェレスは太公望に接触していた──。

　もちろん、急に寝返れと言って動くはずがない。だから、〈海精族シーレーナ〉にとって相当に魅力的な条件を提示し、その上で未来を語った。

　もしその通りになったら、魅力的な条件も現実になるのだと。

「……ま、大体合ってるカナ～」

　苦笑する太公望は、いまだ言葉のないセイレを見て続ける。

「ゴメンね、セイレ……事前に相談できなくて。デモ、ぁたしは変わってないょ。ぃつもぃつでも……考えてぃたのは〈海精族シーレーナ〉のことダケ」

「リョーちん……」

「大丈夫ですよぉ、自分が喚よんだ《英雄》のことは信頼しているでしょぉ？　太たい公こう望ぼうさんはちゃぁんとあなたの望み通りの《英雄》ですからぁ」

　粘つく悪魔の言葉に、受け入れがたさだけが増す。

　むしろそれこそが目的なのではないかと思えるほど、くるくると回りながら笑う悪魔に、〈獣妖族ペステイア〉の《誓約者ルーラー》は押し殺した声で言った。

「……『種族旗』があるのに愚かな行為とウラは呆あきれる」

「そんな古くさい慣習の対処も示されないで太公望さんが裏切ると思いますぅ？」

　切り返す言葉。あらかじめ予測されていたのがわかる答え。裏切るという言葉は人聞きが悪いと言っておきながら、自ら口にするふざけた態度。

　それらすべてが受け入れがたいのに、受け入れざるをえない説得力を持っていた。

「それにぃ、アルファさんにとってもいいことだと思いますよぉ？　突然欲しくもない力を勝手に押しつけられていたんですからぁ。体には負担がかかるしぃ、ほんと母親なんてろくなものじゃないですよねぇ」

　あくまで好意。そう言わんばかりのメフィストフェレスに、アルファは伏せていた顔を勢いよくあげる。

「ふざけやがるんじゃ、ねーですよ……ボクがいつ嫌だと言ったっつーんですか!?　ボクは、ボクは──いつだって母様の役に立ちたかったんです!!」

　だから。そう、だから──

「……無駄だょアルアル。ぁたしの《偉能レアルタ》は──」

「てめーの話なんて聞いちゃいねーんですよ……！」

　そう、裏切り者の話など知らない。知るべきなのは。

「ボクの……今、できること……母様の……ボクの……」

　そうしてアルファが無意識に見たのは。

「太公望ー一個確認したいんだけど」

　軽く手をあげて、返事も聞かずにニートは続ける。

「禁止したのって『未来既知』だけだよな？」

　この状況がわかっているのかはなはだ疑問な、苛いらつく脳天気な顔。およそアルファが知る限り最高にムカついて、最高に殺したくて、最高に──頭がキレるクソニート。

　あいつがあれだけ余裕だということはこの状況も織り込み済みで、あいつがずっとアルファを見ているということは──アルファが今すべきことを知っているからなのだろう。

（しゃくに障りやがります……っ）

　全部。全部きっとあいつの思っているとおりなのだ。

　それでいて、自分からは決して助け船を出さない。

　いや──きっとそれもまた必要なことだから。

　わかってしまうがゆえに、アルファは心の中で毒づく。

（デカ乳袋と違ってボクは考えるのがそんなに得意じゃねーんですよ、ばーかばーか！）

　ムカつく。ムカつく。ムカつくけど──。

　──禁止したのって未来既知だけだよな？

　質問の意味と意図。どちらもわかってしまったアルファは、決意する。

　背に腹は代えられない。

「レイジ!!　ボクと契約しやがってください!!」

　唐突な宣言は、その場にいる大半の者にとって想定外のもので。

「内容は？」

　即答したレイジと、すでにその未来を視ていたアルファにとってのみ想定内。

「母様が言っていたボクの力のこと──貴様は知っていやがるんでしょうっ？　それを教えやがれ、です！　代わりに──」

　想定内、だったが──。

「ボクを……ボク、を……」

　わかっていても、口にするのが苦痛とばかりに、躊ちゆう躇ちよしまくった挙げ句、小声で言った。

「ボクは……貴様に──ホウバミレイジに、服従を、誓い、ます……」

「──は!?　アルファ、今なんとっ!?」

　驚くジャンヌに、あらためて恥ずかしさを意識したのか顔を真っ赤にする。

「くふっ、くふふふふふふっ!!　『世界の管理者』〈神翼族エルブランシユ〉が語るに落ちちゃいましたねぇ！　あ──アルファさんはそもそも純血の〈神翼族エルブランシユ〉じゃありませんでしたっけぇ？」

　どこまでも的確に、その人間の最も致命的な部分を笑いながら抉えぐる悪魔に、アルファは目を一度閉じ、再度ニートを見てまくしたてた。

「ボクのすべての自由を差し出します──その代わり!!　貴様が知ってやがるボクの元々の力とやらを教えやがれ、です!!」

　一世一代のお願い。決意と代償に覚悟を決めたアルファに、ニートはあっさりと言う。

「いや教えるもなにももうわかってんじゃねーの？」

　──わかってねーから訊きいてやがるんでしょーが!!

（違う違う……そうじゃねーです）

　クソニートがそう言っている以上、アルファはもうわかっているのだ。

　わかっている。わかっている──。

　アエルは無駄なことをしない。アルファは必要だから産んだ。

　太公望の【覆水難収】で『未来既知』を禁じられるという今のこの状況を視越して。

　そうだとすれば──。

　アルファには、アルファにだけはこの状況を打破するための力がある。

　純血の〈神翼族エルブランシユ〉でも他の種族との混血でもなく、魔力すらない〈隷人族インフイルマ〉の血を引く［劣血種アブセンス］のアルファに──

「魔力はないわけじゃない」

　不意に呟つぶやかれた言葉。的確に。まるでそれがすべてを解くキーワードのように。

　カチリと──頭の奥に嵌はまる。

　魔力はないわけじゃない。内側に閉じ込めているだけ。外側ではなく、内側。

　逆向きの働き──？

　唐突な閃ひらめきと共に。

「んん～？　どうしましたぁ？」

　アルファが嘲笑する悪魔を見つめた瞬間、世界は色を失い、吸い込まれた。





　　　　◆◇◆◇◆






　──は？　は!?

　驚きよう愕がくと共に声をあげたアルファは、その声がどこにも響いていない、どころか自分の身体からだすらない、意識だけの状態であることに気づいてさらに驚く。

　──ど、どうなってやがるんですかこれ!?

　意識……視界だけがある世界。

　明らかな異常事態に、自分がなにをしていたのか考えようとして──気づく。

　見知った人物がすぐそこにいることに。

　──クソニート……？

　異国情緒溢あふれる……というより明らかに《万象の楽園アクアテラリウム》のものではない、不思議な調度の数々に囲まれたホウバミレイジは、不意にこちらを向くと、気だるく笑った。

「どしたー？」

　──ど、どうしたって……そんなのこっちが訊ききやがりたい──

「……別にどうもしていません」

　早口に続けたアルファの背後から聞こえた声。

　レイジは自分にではなく、その後ろの誰かに話しかけていたらしい。

「いやいやどうもしていないって顔じゃねーだろ。正直にお兄様に打ち明けてみ？　一いつ過か」

　──イツカ……レイジの、妹……？

　思って振り返ったアルファは目を見開く。

　すぐ目の前にいた、車椅子の少女。

　見た目は違う。全然違う。

　だが──一目見て直感する。

　彼女、ホウバミイツカは。

　──メフィストフェレスに似ている……？

「それ、やめてくれませんか」

　厳しい声。てっきり自分に向けられたのだと思って取り繕おうとしたアルファは。

「自分でお兄様って言うのキモいです」

『嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い好き』

　──っ、……え……？

　少女の声が二重に聞こえる感覚に目を細める。

　──これは──

「えーお兄様[image: ]」

「キモい」

『レイジの妹なんて嫌レイジの妹で嬉うれしい』

　──心の、声……？

　イツカが嫌悪感丸出しで言おうと、レイジには通用しない。

　心の中の葛藤まで見抜いているようににやにやと笑う。

「で、なんかあったか？　その本」

　指さした先にはなにもなかったが、イツカがわずかに身体からだを強こわばらせたことで、アルファも彼女が隠し持っているものを察する。

「いわくつきをそのまんま持ってきたから、おもしれーことがあったら言えよー」

　そう言ってまた背を向けたレイジに、車椅子の少女はぎゅっと拳を握りしめる。

『認めさせる絶対認めさせるなんで認めてくれないの認めて認めて』

　アルファの頭の中にだけガンガン響く声。

　そこに込められる感情は愛憎入り交じった屈折したもの──。

　思わず眉をひそめたアルファの目の前がぐにゃりと歪ゆがむ。

　そうして再び視界が明瞭になったとき、先ほどとは違う場所に移動していた。

　可愛かわいらしい小物とグロテスクな調度品が混在するその部屋の中心で、イツカが空虚な表情で一冊の古めかしい本を開いている。

　──さっき言ってやがった本、ですか……。

　呟つぶやいたアルファに少女は当然反応しない。

　一人、ぺらぺらと本をめくり続ける少女の、もの悲しくも不気味さを感じる光景。

　しばらく見守り続けていると、強烈な違和感がアルファを襲った。

　ぺらぺらとめくり続ける手。その手が一向に止まらないのだ。

　分厚い本ではある。だが、どれだけめくっても最後のページに到達しない。

　いわくつきの本──。

　少女はぱたりと本を閉じる。

　簡素な革表紙に、タイトルらしきものはなにも刻まれていない。

　その古めかしい革表紙を特になんということもなく撫なでていた彼女は、不意になにかに気づいたように目を見開いた。

「もしかして……」

　怪しく瞳を光らせたイツカに言いようのない恐怖を感じて、全身を怖おぞ気け立たせたアルファは、再び本が開かれるのに合わせ、中身をのぞき込んだ。

　まったく読めない異世界の文字。だが、その中身は自然と頭に入ってくる。

　そこに書かれていたのはとある壮大な物語。




　──異なる世界から異なる魔法体系と共に、この世界に渡ってきた六つの種族。

　彼らは互いに世界の覇権をとらんとし、世界を七度滅ぼしうる魔法戦争を起こした──。




　聞いたことのある、話。

「……これなら……きっと……」

　うわごとのように呟つぶやくイツカは、机の上に置かれていたやたらと汚れたペンを取ると、おもむろに『六つの種族』の『六』に棒線を引く。その上に、『七』と書くと、あたかも最初からそうであったかのように、文字は周囲の文章になじんだ。

　その直後だった。

　文字がざわめくようにうごめき、じんわりとページが滲にじんだかと思うと、次の瞬間そこにあった文章そのものが丸ごと書き換わったのだ。

「あは……あは、あはははははは……っ」

　掠かすれた笑い声はやがて隠しきれないほど大きくなり、狂気を孕はらむ。

「見つけた……見つけた……見つけた……!!　レイジにも想像がつかない、〝生きている物語アナザーワールド〟!!」

　イツカは目を輝かせ、鮮烈な笑みと共に別のページにもペンを走らせていく。

　七つ目の種族は〈隷人族インフイルマ〉と名付けられ、別の世界から《英雄》を召喚するシステムが、暴力を禁止する《大誓約魔法》という世界法が、創られる──。

　──嘘うそ……でしょう……？

　いくらアルファが否定したところで、少女の手は止まらない。

　やがて本を閉じた彼女は、表紙であるそこに決定的な題名を連ねた。

《万象の楽園》。

　ホウバミイツカに名付けられたタイトル。

　それは、まごうことなく、アルファの生きてきた世界の名前で──。

　直後、アルファの目の前の光景は早回しのように進んでいった。

　車椅子の少女が沈んだ表情で部屋に入ってきては、鬱屈とした感情をぶつけるように文字を、世界を紡いでいく。来る日も来る日も世界は広がり、登場人物の人生は書き換えられ──ついにその日が訪れた。

「──おい、イツカ」

　遠くに聞こえるレイジの声を、扉を閉じることで遮ったイツカは、いつも以上に重い肉体に鞭むち打ってどうにか鍵をかけると、そこで力尽つきたようにバランスを崩し、車椅子から床に転げ落ちる。

　──ちょ、ちょっと──

　届かないとわかっていてなお、思わずアルファが声をかけてしまうほど、少女の身が危うい状態にあるのは明白だった。

　不自然な脈動を続ける心臓。

　呼吸もままならず、喘あえぐように床を掻かきむしりながら、彼女が取り出したのは本とペン。

　己の命の灯ともし火びが消えかかる中、イツカは泣いているとも笑っているとも取れる凄絶な表情でそれを書き殴る。

　いつもとは違う、いつもと同じ世界の創造。

　少女が本に書き足したのは少女自身。

　特別なことはなにもない。ただ〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》──その《偉能レアルタ》として《万象の楽園アクアテラリウム》に召喚された、ホウバミイツカという登場人物のこと。

　アルファが書き換わるその内容をのぞき込もうとすると、それを察したかのごとく本を閉じ、少女は地べたに這はいつくばったまま、残りすべての生命を使い切るかのように嗤わらう。

　そのおぞましくも美しい姿に眉をひそめて。

　──やっぱり、あの悪魔が──。

　結論を出す前に、唐突にアルファの視界が闇に閉ざされた。

　それは漠然とした闇ではなく、うっすらと目をこらすことで徐々にその向こう側の風景を明らかにしていく。

　土ばかりの大地と、空の代わりに覆おおい被かぶさる、薄く光る高い高い天井。

　あまりにも特徴的すぎる光景に、アルファは即座にこの場所がどこであるか理解した。

　──ディリド〈幻魔族〉の国。

　どうやら異世界から元の世界へ戻ってきたらしい。

　とはいえ、いまだアルファに肉体はなく、意識だけの状態に変わりはない。

　その理由を考える前に、視界に人影があることに気づいた。

　近づこうと思う間もなく勝手に接近させられると、それが何者であるのか、直ちに理解できてしまう。

　なぜなら彼女は既知の人物だったから。

　石造りの美しい城を背景に、幻想的に佇たたずむ小柄な薄着の少女。

　──なんで、こいつが……！

　長い銀髪を揺らした少女──クランレウ・シミシカはアルファに呼ばれたかのごとくこちらに振り向くと、静かに呟つぶやいた。

「…………やっとここまできた」

　いつも三つ編みにしている銀髪を下ろし、常の無表情にほんの少し憂いを帯びているように見える〈幻魔族ストレーガ〉の姫は、まっすぐ視線をこちらに向けている。

　思わず後ろ──レウと同じ方向を見てみるが、やはりなにもない。

　アルファでさえ、自分の姿は見えないのに──。

「けっしてのぞんでいるわけじゃないけれど」

　独り言にも、話しかけているようにも聞こえる無感情な声は、淡々と続けられる。

「私のやくわりはこれだけだから」

　──役割……？

　アルファの問いには気づいていないのか、レウはその身にまとっていた《魔神器》『かたわらの闇』をこちらに向かって広げた。

　──ちょ、なにしやがるんですかクソノゾキ魔!!

　再び視界が闇に閉ざされるかと思いきや、黒い布の向こう側は薄明かりの部屋だった。

　寒々しい石造りの部屋の四隅に、それぞれ金赤白黒の布をまとった、特徴的な四人の少女と、彼女たちに囲まれ、座り込むフードの少女がいる。

　彼女たちが誰か考える前に、アルファの頭の中に声が響いた。

〈幻魔族ストレーガ〉の四つの種とその頂点である［四血姫］。

　貪欲に他者の血知を吸い、力とする［吸血鬼ロード］の姫《盈えい月げつの一姫》。

　異性を誘惑し、一生下僕として使役する［[image: ]夢魔ニユクス］の姫《弄月の二姫》

　その身は決して滅びず、死から最も遠い［不死者ノーライブズ］の姫《繊月の三姫》

　他者の魂を奪い、その肉体に同化させる［影生霊シヤドウ］の姫《残月の四姫》。

　そして、［吸血鬼］と［不死者］にルーツを持つ父と、［[image: ]夢魔］の魂を宿した［影生霊］の母から創った〝傑作〟《零れい姫ひめ》──。

　──《零姫》……？

「にくみあう〈幻魔族ストレーガ〉が、ちゃんとあらそいあえるように、まずは《万象の楽園アクアテラリウム》をせいふくする──そのためだけにつくられた、よっつのしゅのちからをもったげんてん」

　答える声に意識を割く間もなく、場面は進んでいく。

［四血姫］たちはどうやら《零姫》について話し合いをしているらしい。特に［吸血鬼］［[image: ]夢魔］［不死者］の三人は激しく意見をぶつけあっていた。

　熱を帯びる議論。それはしかし、唐突に終わる。

　座ったままの少女がおもむろに黒い布を操り、《弄月の二姫》を消したのだ。

　驚きよう愕がくと憤ふん怒ぬを露あらわにした《繊月の三姫》と《盈月の一姫》は、少女の手にした黒い布によって次々と虚空へ追いやられていく。そうして最後に残った《残月の四姫》は──どういうわけか高笑いをしながら少女を労ねぎらうような素振りをみせた。

　──こいつ……。

「そう、ぜんぶ《残月の四姫》のけいかくだった。［影生霊］は《零姫》をりようして、ほかのしゅをだしぬく。それは、とちゅうまでせいこうした」

　声が言うように、《残月の四姫》も《零姫》にあっさり消される。

　後に残された《零姫》──《欠月の零姫》はやがて立ち上がり、フードの下の美しい銀髪を広げて──アルファはやっとこの出来事の意味を悟った。

　これは、クランレウ・シミシカという少女が生まれた経緯。彼女の、過去。

　そう理解することがきっかけであったように、目の前の光景が再び早回しで流れていく。

［四血姫］を消し、［四血姫］に成り代わった《欠月の零姫》は、与えられた役割を果たすためまずは〈幻魔族ストレーガ〉を統率しようとしたが、それは新たな混乱を生み出すだけだった。

［四血姫］を失ったそれぞれの種は、単に新たな［四血姫］を選びだし、彼女たちを中心にまとまり、他の種と争おうとしたのだ。

　それらに干渉しようとする《欠月の零れい姫ひめ》への態度は様々だった。

　ある者は敵てき愾がい心しんを持ち、ある者は表向き従い裏で利用する。心から慕う者もいた。

　しかし──

「…………ない」

　憎しみを向けられても愛情を向けられても裏切られても期待されても失望されても。

　彼女の感情は、動かない。

　わからないのではない。憎しみを向けられれば恐ろしいし、愛情を向けられれば嬉うれしい。裏切られれば悲しいし、期待されれば誇らしいし、失望されればふがいない。

　理解はできる。ただそれに一切実感がこもらないのだ。

　まるで本に書かれた登場人物の心情であるかのように、他ひ人と事ごとにしか感じられない。

　実感が、ほしい。

　いつからか芽生えたその願いは、やがて少女の行動のすべてを支配していく。

〈幻魔族ストレーガ〉のためではなく、自らのために。

　流れの定まる統率ではなく、より大きなうねりが生まれる混こん沌とんへ。

　それでも少女にはなにも起こらない。

　なにも起こらない。なにも起こらない。なにも、起こらない──。

「それはなぁ、己が宿している魂のせいじゃろぅ」

　くひひと笑って、未来から来たというその《英雄》は言った。

「［四血姫］を出し抜くため、［[image: ]夢魔］の代わりに宿した魂。《残月の四姫》すら予想だにしていなかった魂が、己の感情を奪ったのじゃ」

　すべてを理解しているように、褐色の《英雄》──クレオパトラは続ける。

「いや……感情を奪ったわけではないのぅ。単に未知なるものへの情動が湧かないだけじゃ。かつて驚きタウマゼインこそがあらゆる情動の始まりだと語った者がいるように、己にないのは未知なるものであるがゆえに」

　未知なるものがない……すべて知っている。

　なにが起きても、わかっているからこそなにも感じない。

「……どうして……」

　いったいどんな魂を宿したらそんなことになるというのか──。

『王の支配支配せし者を支配せし我』という《偉能レアルタ》を持った《英雄》は嗤わらう。

「そんなもの、《万象の楽園この世界》の創造主作者の魂に決まってるじゃろぅ」

　その、衝撃的な告白は。

「妾と同じく、な」

　上塗りされた衝撃に薄れ。

　気がつけば、少女──クランレウ・シミシカは訊きいていた。

「……じゃあ、あなたは……あなたはどうしてそんなにじゆうなの……？」

　同じ魂を持つと言う《英雄》の少女。

　なぜ彼女は創造主の呪いから脱することができたのか──。

　ただそれだけが知りたくて、すがるように発した言葉に、セレスウ六番目という名の少女は、どこまでも邪悪に微笑ほほえんだ。

「教えてやってもいいのじゃが──代わりに妾わらわの願いを叶かなえてくれるかのぅ？」

「──でもそれはうそだった」

　声と共に暗幕がおり、やがてその暗幕は割れるように開かれて──『かたわらの闇』であったことがわかる。

　目の前に立つのは、砂と岩の大地に佇たたずむ銀髪の少女。

　元の場所に戻ってきたのかと思いきや、彼女の背後にあった立派な城は崩れ落ちていて、時間の経過が窺うかがいしれる。

　レウの姿も露出の高い衣装と結んだ髪のアルファが見知ったものになっていた。

「クレオパトラは私をりようしただけ。たしかに〝彼女〟のたましいはついでいたけれど、だからこそかんぜんにのがれられてはいなかった。かのじょじしんもわからないしゅうちゃくしんにさいごまでとらわれていたから──ついほうすることでかいほうした」

　声に感情はない。淡々と、独り言のように語る。

「でも、きっかけにはなった。セレスウはじかくがあった。それはいせかいからのらいほうしゃだったから」

　同じ異世界からの来訪者であれば望みが叶えられるかもしれない。

　ただそれだけの理由で、レウは《英雄》を喚よび出した。

　彼女にはその力があったから。そう、とても都合良く──予定調和に。

　なぜクランレウ・シミシカに創造者の魂が宿ったのか。

　彼女が〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こで《英雄》を喚び出せたのか。

　──もしかして……

　アルファの驚きよう愕がくにうなずくようにして、クランレウ・シミシカは自らを抱きしめる。

「それがはじまり。おわりのはじまり」

　今一度広がる『かたわらの闇』。すぐに目の前が暗くなり、薄闇の中で召喚の光が輝く。

　召喚者クランレウ・シミシカの前に現れたのは──彼女ではない、彼女自身。

「──協力してくれれば、あなたの望みを必ず叶える」

　レウが心から欲していた言葉を発した黒い髪、黒い瞳、黒い服のその少女は、アルファにとっても見覚えがあった。そう、その少女……かの悪魔は。

　──ホウバミイツカ。

　アルファの呟つぶやきが聞こえたように、少女がかすかに嗤わらった気がした──。








九章　愛多ければニートに至る









「アルファさん!!」

　突然膝をつき、放心したように虚空を見つめるアルファにティファリシアが駆け寄る。

　声をかけても、身体からだをゆすっても、アルファは一切反応しない。

　同じように近づいたジャンヌが歯は噛がみするのを眺めて、悪魔は身体を震わせて笑う。

「くふ、くふふふふ、くふふふふふ、愉快ですねぇ♪　愚かですねぇ♪　身の程知らずの力の行使がどのような結果を招くか──想像できなかったんでしょうかぁ？」

「メフィストフェレス！　アルファにいったいなにをした!?」

　激げき昂こうするジャンヌを嘲るように人差し指を頬に当てる。

「なーんにもしていませんよぉ？　なにかをしようとしたのはアルファさんで、勝手に自爆しただけじゃないですかぁ？」

「そんな戯ざれ言ごとが……」

「というかぁ、アルファさんの心配なんてしてる場合ですぅ？」

　伸ばした右手の先。あくびをする概念レイジが、こちらの視線に気づいて言う。

「ん？　終わった？」

「──」

　その、すべてがどうでもよさそうな態度。

　ホウバミレイジそのものでしかない反応に、ジャンヌは否いや応おうもなく鼻白む。

　どんな経緯であれ、彼があのニート《英雄》であることは疑いようもない。

　この場にいる誰もが知っている、恐るべき知略の持ち主。

　とらえどころがなく、気がついたときにはあらゆることを支配している。敵に回したときの恐ろしさは文字通り身にしみているし、味方であってもまったく油断ならない。

　型破りなどという言葉では足りない。なにをするのかわからない、ここまではしないだろうという想定を軽く超える究極の存在が、まったく同じ究極の存在と相まみえている。

　そんな恐るべき状況で、頼みの綱の未来予知者も無力化されてしまった。

　それは、だから、およそ考えられる限りの──。

「そうそう、そうですそうですよぉ♪　誰にもなにが起こるのかまったくわからない世界！　とーっても面白そうでしょぉ？？」

　狂気の瞳。両手を広げ同意を求められてもマトモな精神の持ち主にはまったく響かない。

「否定はできねーな」「いーや積極的に肯定するね」

　軽く応じるニートたちの声。

「未来予知者にのぞき見されない、完全に予測不能の、想定外の展開は、忌避するのと同等に求められてもいる」

「ド安定主義のクソ真面目なやつでも無意識に自分の想像を超える驚きを得ようとせずにはいられない」

「「人なんてそんなもんだ」」

　最後にぴったり声を重ね、口元をつり上げるレイジたちに。

「…………意味が、わからない…………と、ウラは率直に、不気味に思う……」

　無意識に一歩後ずさったテリシネが呟つぶやき、概念レイジは軽く肩をすくめる。

「んなにビビらなくても別に悪いことをするつもりはねーんだけどな？」

「いやいやその言い方には語弊があるだろ。俺たちにとって悪いことはしない、だし」

「同じことだろ？」

「違うんじゃね？」

　同じ声、同じトーンでなされる意味のない軽口。

　当の本人たちが平然としている一方で、周囲の不安は増大していく。

「ま、いずれにせよこれこそが俺たち俺の願いだ」

　そう言って概念レイジは笑みを深める。

「────」

　その笑みを見た瞬間、この場の全《英雄》と《誓約者ルーラー》が息をひそめ全身を粟あわ立だだせた。

　実体のレイジが浮かべたことのない、この上なくどす黒く純粋な笑顔。

「いやーマジ叶かなえてくれた悪魔さまには感謝しなきゃだなぁ、俺？」

　もう言葉にしなくてもわかる。ホウバミレイジが求めてやまなかったもの。

　ホウバミレイジが己の人生を賭けて渇望したこと──。

　レイジ対レイジ自らと戦うこと。

　概念レイジ自らの生涯一度きりのごとき笑みに、レイジは軽く肩をすくめる。

「ま、そうかもなー」

　うなずいた。はっきりと肯定した。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　その瞬間、メフィストフェレスは人知れず拳を握りしめる。

　軽薄な笑みを浮かべたまま、言葉にならない言葉を噛かみ締める。

　思わず悦に入ってしまいそうになり、慌てて──表向きはまったくそんな素振りを見せず、両手を広げる。

「さあ──！　味わってください、この世で最も楽しい愉たのしいひととき永遠を!!」

　そうして、口にするがいい。悪魔メフィストフェレスに誑たぶらかされたファウストのように。

〝満たされた〟と。

　時よ止まれ、汝は美しいと──！

　そのときこそ、〝彼女〟は。




「──それが《万象の楽園この世界》に自ら乗り込みやがってまで、貴様が関わろうとしやがった理由ですか」




　水を差す声。そうとしか感じられなかったせいで、メフィストフェレスはほんの一瞬露骨に眉をひそめてしまった。

「まだ生きていたんですねぇ──アルファさん」

　片手で顔を覆おおった〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こは、ジャンヌの手を頼りにどうにか立ち上がるが、震える足、よろめく身体からだと、明らかに弱々しい。

　ジャンヌとティファリシアが気遣わしげに声をかけるが、それらに反応すらしない。

「あらあらぁ？　無理せず寝ていればよかったんじゃないですかぁ？」

「そうしたいのはやまやまですが──」

　ゆっくりと自らの顔を覆う手をどかして、アルファ・ステイシスは──アエル・アウラの娘は、片側だけの金色の瞳を細める。

「クソ悪魔の決定的な弱点を見つけちまった以上、そうするわけにもいきやがりません」

　母親とは違う、すべてを力尽づくで呑のみ込もうとするような力強い声に、悪魔は手を叩たたく。

「へぇ、未来も視みえないのにできることなんてあったんですねぇ？　まぁ《偉能レアルタ》の弱点とか全然意味が──」

「貴様の本当の名を知ったと言えばわかるんじゃねーですか？」

　返された傲岸な笑み。それが相手の決定打だと確信する言葉に、ティファリシアが呟つぶやく。

「本当の……名？」

　悪魔メフィストフェレス。

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストの《偉能レアルタ》である彼女に、別の名があるというのか。

「もしかして、それがアルファの──」

「いいえ。ボクの力は相手の真名が知れるとか、そんな表面的なものじゃねーです」

　ジャンヌの問いを先回って否定し、ちらりとレイジを見る。

「ボクが母様から与えられた力は未来既知──未来を視るのと逆」

　内側に閉じこもる魔力。逆方向に働く力。すなわち未来の逆は。

「……過去視。他者の過去をのぞき、追体験することに主眼がおかれている……？」

「なんかそう言われるとすごくいやらしい力みてーですが……ともあれ、ボクはこの力で視たんです……クソ悪魔の過去を。それと共に、《万象の楽園この世界》全体に関係するとんでもねー事実までわかっちまいましたよ」

「……いったいなにを視たというのだ」

　レイリスの緊張を隠しきれない強こわばった声。

　その問いこそを待っていたとばかりに一度ためを作ってレイジを見つめ、

「それは──」

「別にそんな大層なことじゃねーって」

　アルファが再び口を開こうとするのを遮り、ニートはへらへらと嗤わらう。

「〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストとその《偉能レアルタ》メフィストフェレス──そういう役割で登場することキヤステイングを自分で設定していた〝作者〟が異世界俺たちの世界に存在してたってだけだろ」

「……………………へ？」

　なぜ、それを？

　声に出さなくても丸わかりのアルファの呆ほうけた反応に、レイジはどこか遠くを見るように目を細め、まるで姿形の違う〝それ〟に向かって笑いかける。

「わかるに決まってんじゃん、自分の妹のことくらい。──なぁ、一イツ過カ？」

　向けられた笑みに、青年──〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》兼《誓約者ルーラー》ファウストは、ただ黙し。

「…………………………さすが──ご主人さま」

　驚嘆にまみれたレウの答えに、ようやくその口を開いて──まったく感情のこもらない、くぐもった声で言った。

「──そうですねお兄様」





　　　　◆◇◆◇◆






「あ、え、は……？　ファウ、スト……？」

　過去を視みて。追体験して。確実に、確固たる確信を持って、宣言するはずだったアルファが誰よりも驚いていることで、逆に冷静になれたティファリシアが静かに尋ねる。

「メフィストフェレスさんではなく……ファウストさんが、レイジの妹……ですか？」

「だけじゃねーけどな」

　言いながらレイジが見るのは──銀髪の少女。

「……」

　目を伏せたレウに苦笑し、それ以上続けずにいると、アルファが食いかかってきた。

「ま、待ちやがってください!!　ボクは確かにメフィストフェレスが、レイジの妹だというのを──」

「だからそれも合ってんだって」

「はあぁっ!?」

　もはやなにもかもわからないとばかりに叫ぶアルファに、レイジがさらりと続ける。

「異世界から召喚されるのが《英雄》のみって規則の下に考えれば《英雄》ファウストとして喚よばれたそいつがイツカだし、そいつが《偉能レアルタ》で自分を男の姿に変え、理想の姿の悪魔を創ったとすれば、その悪魔もイツカだろ。つーか、そもそもそいつがメフィストフェレスになったのって、俺がそう言ったからなんじゃねーの？　ファウストって《英雄》からゲーテのそれを連想したのも、まとわりつく悪魔の話をしたのも俺だし」

　この世界ではじめて〝彼女〟と会ったとき悪魔の存在を断じたのはレイジ自身だった。

「──くふ、くふふ、くふふふふふふっ」

　断じられた当の悪魔は、そうしてころころ笑い、笑い。

「さっすがぁ……♪」

　邪悪に嗤わらって、肯定する。

　ファウストはメフィストフェレスで、そのどちらもレイジの妹であるイツカだと──。

「こ、混乱してきたのだが……」

　呻うめくアーサーに、レイジは冗談めかして指を振る。

「いやいやアーサー王として喚よばれた息子が実は娘だったってのよりはわかりやすいって」

「……確かに《英雄》そのものの真偽や性別にこだわるのは今さらですわね」

　ナポレオン兄として喚ばれたポーレットが追従したことで、アルファも正気を取り戻す。

「というか！　レイジ貴様最初から正体に気づいていやがったのなら、教えてくれればよかったじゃねーですか!!　そうすれば──」

「別になにも変わらなくね？」

　冷たい声。冷や水をかけられたように黙るアルファの代わりに、ティファリシアが言う。

「《偉能レアルタ》の予想はできていたんじゃないですか？」

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウスト。その正体がホウバミイツカだったと知ったそのとき、レイジには《英雄》ファウストの《偉能レアルタ》も推測ができたはず──。

「ま、割とすぐにわかったなー」

「な、なら！」

「違ぅよアルアル」

　アルファを遮った太たい公こう望ぼうが、落ち着いた口調で続ける。

「レイジっちはわかってたけど、あぇてその情報を明かさなかったダケ」

　その理由は。

「直接そいつの過去を追体験したアルファだけは気づく可能性があったな」

「ボク、だけ──？」

　アエルに調整された過去視の能力で、アルファだけが視みたファウスト──メフィストフェレスの過去。それは車椅子の少女……崩ほう[image: ]ばみ一いつ過かが、偶然手にした本の形をした《魔神器》『万象の楽園アクアテラリウム』に、〝物語〟を書き込む姿。

　どこまでめくっても決して終わりのない書世物界『万象の楽園アクアテラリウム』に、少女は熱心に出来事を記していく──。

「……く、くっくっくっ」

　喉の奥で笑う声。

「きっと運命だったんでしょうねぇ……あのとき〝彼女〟の手に〝それ〟があったことは」

　暗い暗い闇をまといながらメフィストフェレスは声を響かせる。

「〝彼女〟の創った〝物語〟は現実にある世界と繋つながり、現実に存在する人々は〝彼女〟の創った〝人物〟と重なった。万象を受け入れる楽園であるがゆえに描かれた〝物語〟はそのとき始まり、けれど世界はずっと続いていた──」

　完成しない物語に新たな事象を付け加える〝彼女〟は作者であり、編者でもあり──

「せっかく世界があるのに、ただ読創むるだけなんてつまらないでしょぉ？」

　やがて登場人物になった〝彼女〟は、もう物語を紡ぐことはできず、自ら創った世界の法則に縛られる。

《英雄》として招かれ、力の行使に条件が必要となったただの一登場人物キヤラクター。

　けれど、いざというときのために、彼女は〝創造者の力チート能力〟を使用可能にする〝スイッチ〟を用意していた。

　その〝スイッチ〟は。

「何時かイツカら用意していたかと問われればこう答えましょう──♪　それはすべてが始まる時……零レイ時ジからと♪」

　舞台上の役者のように。スカートの裾を摘つまみ、慇いん懃ぎんに一礼し、歌い舞いながら悪魔はまっすぐ白と黒両極の翼を持った少女を指さす。

「最初の最初の最初から、〝始まりアルフア〟は定められていたのだと──♪」

「あ…………」

　ティファリシアが声を漏らす。

　かつてレイジがつまびらかにしたファウストの《偉能レアルタ》──メフィストフェレスの力。

　──【起こりうると思ったことを起こせる力】。

「え……え？　な、なんですか？　なんだっつーんですか!?」

　目を見開いたままのティファリシアから尋常ではない空気を感じ取り、声を荒らげたアルファに、青年は──ファウストの姿をしたホウバミイツカは、無感情に言う。

「〝想像可能なことは実現可能である〟。アルファさん、あなたはわたしの記憶を視みた結果、わたしがホウバミイツカであることを、《万象の楽園アクアテラリウム》という世界に新たな物語を書き記した作者神であることも知りました」

「それがなんだと──」

「神の存在証明がどのように為なされるか知っていますか？」

　軽く両手を広げたファウストは、次の瞬間、音もなくこの場にいたすべての者をそっくりそのままの配置で外に出す。

「な──」

　驚きよう愕がくと共に、位置関係を確認したアルファは、すぐにその認識が間違いだと気づいた。

　外に出したのではない。エルティロイ宮殿だけを消したのだ。

　さらに手を上げると、浮遊大陸にいたという事実が消え、直下にあったのだろう〈竜闘族ドラゴーネ〉領に降り立つ。

「…………え？」「アーサー……さま？」「待て、あいつ〈神翼族エルブランシユ〉じゃねーか……！」

　突然街中に現れた面々に、〈竜闘族ドラゴーネ〉の民たちは驚愕し、大混乱へと陥る。

「なにを……なにをしている貴様!!」

　領主たるレイリスの怒号が響き渡る前に、ファウストが手を下ろすと、それまでのことはすべて嘘うそだったかのように、エルティロイ宮殿の玉座の間に戻っていた。

「時空間転移……いや、ちげーな」

　どこか楽しそうなレイジが呟つぶやいたように、その力はもはや一《英雄》の《偉能レアルタ》というものには収まりきらない。

《英雄》の《偉能レアルタ》に収まらないならば。

「くふ、くふふふふっ！　ファウスわトの《偉能》たメフィストフェしレスは、【起こりうると思ったことをなんでも起こせる】！　わたし以外の誰かができそうだ、と思えばそれが現実にできる！　ところでアルファさん、《万象の楽園》を書き記した〝作者神〟ってどんなことまでできると思いますぅ？」

　ようやくアルファは理解する。理解してしまう。

　アルファは《英雄》ファウストとその《偉能レアルタ》メフィストフェレスの過去を視みることで、彼らがこの世界の作者であるホウバミイツカであることを知った。

　神を自称するファウスト──メフィストフェレスを誰も信じなくとも、アルファだけは信じるどころか実際にそうであると知っている。

　つまり。

「アルファ・ステイシス。あなたがわたしを万能者神だと証明してくれる〝スイッチ〟なんですよ」

　神の存在を信じる者が、神を現実に存在させる。それが神の存在証明。

「あ……あ……、まさか……まさか、まさか!!」

「当然アエル・アウラがあなたに過去視の力を与えることを理解していなければ成立しません。世界の存続を望んでいた彼女ですから、世界の破滅が回避できる唯一の分岐があなたの過去視であると提示すれば簡単に誘導できる」

　静かなファウストの言葉に、アルファは膝をつく。

　母の最大目的が世界の存続であることも、それを未来視で確定させるためにアルファに過去視を与えることも、〝あの本〟を持っていた〝彼女〟にはわかる。

〝彼女〟──ホウバミイツカはそれを利用して、一登場人物にすぎない自分が万能者の力を得るための仕掛けをあらかじめ施していた。

　全部。全部全部全部──ホウバミイツカの手のひらの上で起きていたこと。

　この上ない絶望。目の前が闇に閉ざされる感覚に、アルファの瞳には涙が溢あふれ──

「あーなんか盛り上がってるところ悪いけど、そろそろ終わりにしてもらっていい？」

　概念レイジのあくびまじりの適当な声が、あらゆる情緒を根こそぎぶちこわした。

「貴様……この状況で……やはり正式な《英雄》としても最悪だな……」

「いやいや俺のほう向かれても。あっちに言えば？」

　なぜか実体を睨にらんだレイリスに、レイジはいなすように肩をすくめ、続ける。

「ま、同感ではあるけどなー。もうその話いいだろ」

　無駄っちゃ無駄。と続けたレイジに、アーサーが目を剥むく。

「この世界の創造者があなたの妹だという話だぞ……!?」

「んー創造者っつっても今はただの登場人物キヤラクターの一人だけどな」

「アルファ・ステイシスを利用することで万能の力を持ってしまったのではないですの？」

　すかさず切り返したナポレオンに、薄く笑う。

「だから？　神だろうがイツカだろうが、俺たちのやることは変わらねーし」

　代わりに答えた概念レイジは、適当極まりなくファウストに投げる。

「つーかお前も神として振る舞いたいわけじゃないもんな？　そんなの全然楽しくねーし」

　見透かした言葉。答えなどわかっている問いに、青年の姿をした少女は言った。

「──そうですね。それは世界を滅ぼすよりはるかにつまらないです」

　瞬間、どこまでも無感情に見える彼が、わずかに口元を歪ゆがめたような気がした。

（…………？）

　なにか、引っかかる。それがなんであるのか、ティファリシアが思考をまとめる前に、レイリスが食ってかかるように叫んだ。

「な──では、なんのためにこんなことをしたというのだ……!?」

「だーかーら、言ってんじゃん」

　ほんとわかってないなーと言わんばかりに、首を振り振り、概念レイジは続ける。

「この上なく楽しいものを観るために決まってんだろ」

　言いながら、彼が指さすのは自分と、自分そっくりの自分。

「ぁくまでレイジっち対レイジっちってゆー至上の【勝負】を最大限に楽しむために用意した……ってことカナー？」

　どこか達観したように言う太たい公こう望ぼうに正解とばかりに指を鳴らしてみせ、肩書きだけは〈森霊族エルフ〉《英雄》である彼は両手を大きく広げる。

「クソみたいなあの世界と違ってここではなんでもできる。思いつく限りの方法で俺は俺と楽しみ続けられる……こんなに最高なことはねーだろ！」

　抑えきれない興奮。

　そうして最後の言葉をレイジに向けた彼は、一転して静かに、厳かに告げた。

「つーわけで──最高の【勝負】をしようぜ俺」








十章　終わりのはじまり









「長かったのか短かったのか……もうよくわからないな」

〈森霊族エルフ〉王城リグルアノで独りごちたレスト・エンデバーは、静かに歩を進める。

〝法と秩序と自然に守られし大地の城〟は、天まで届かんばかりに伸びる大樹を支えるように建てられており、城内の一部に大樹の幹がありのままに組み込まれていた。

　ここ──王族専用の書庫もそうだ。二層構造になった広い書庫の一辺がまるごと硬い樹皮になっており、石壁である他の三辺と色も形も違えば質感もまるで異なる。

　その一部に手を伸ばしたレストは、愛いとおしんでいるとも憎んでいるとも受け取れる複雑な表情を浮かべ、もう一度呟つぶやいた。

「そもそも客観的な時間なんて関係ないか……俺自身がどう感じるかというだけ……」

　自嘲するように形ばかりの笑みを浮かべたレストに、背後から声がかかる。

「そうやってずっと自問し続けるだけなら私も置いていけばいいでしょう……！」

　悔しさと憤りが混ざり、震える言葉。

「なぜ連れてきたの……!!」

　ゆっくりと振り返ったレストは、涙すら浮かべる元〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》──オフィリア・リンドレイグに、哀れみとも嘲笑とも取れる表情を向けて言った。

「何度も言ってるだろ。必要だからだ」

　王族専用書庫の解錠は《大誓約魔法》の管轄外であり、レストの持つ〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》権限では入ることができない。

「それも結局あなただけの目的のためにでしょう!?」

　ギッと音がしそうなほどきつく睨にらみつけてくるオフィリアに、レストは一度視線を落とし、静かに答えた。

「そうかもな」

　見み惚とれそうになる、綺き麗れいな顔。

「嘘うそつき……嘘つき!!」

　恨みがましげに繰り返すオフィリアは、天井を一度見上げ、その上──城内で起きている大混乱に唇を噛かむ。

　出来レースの《英雄戦争》。その政治的取引は一部の大臣たちにも共有されていた。その後の〈幻魔族ストレーガ〉併合計画を進めさせるのにどうしても必要だったからだ。

　だがいざ蓋をあけてみれば、〈幻魔族ストレーガ〉の《誓約者ルーラー》権限を譲りうけるどころか、逆にこちらの権限を失うという結果に、計画を知らされていた者ほど泡を食って狂乱している。

　その上、当事者である女王オフィリアや《英雄》の姿までないのだ。

　慌てるなというほうが無茶な話だ。民も動揺し、不安に思っていることだろう。

　オフィリアには釈明の機会も与えられず、ただただレストに自由を奪われ続けるだけ。

　溢あふれる涙と共に自らの愚かしさを呪いたくなる。

　どうしてこんな嘘うそつきを信じようなどと思ったのだろう──。

「嘘にはしないつもりだけどな」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉。わずかに感じ取れた寂しげな音に顔をあげると、苦笑のような、つらそうな顔がそこにあって。
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　自分でも嫌になる。感情の奥の奥。理性の境目にあるそれが訴えるのだ。

　レスト・エンデバーは決して悪あしき者ではない、と。

　そんなものに惑わされ、行動を選択するだなんて、為政者としてあるまじきこと。

　わかっている。わかっているはずなのに──。

「お前は正しく王の資質を持ってるよ。少なくともあいつよりは」

　凜とした表情。向けられた真剣な眼まな差ざしに、目を見張る。

「その証明を──これからしてやる」

　不意に頬を緩めたレストが抜き取った一冊の本が光ると同時に、書庫の壁に過ぎなかった巨木の幹が開いた。

「な…………」

　巨木の内側である薄闇の向こうにあったのは螺ら旋せん状の上り階段。

　果てのない石階段をためらいなく上り始めるレストに慌ててついていきながら、現城主であり、この城で生まれ育ったオフィリアは呟かざるをえない。

「こんな場所があったなんて……」

「安心しろ、ここに入り口ができたのはつい最近だ。そもそも中に入った時点で〈森霊族エルフ〉領ですらない」

「……どういうこと？」

　率直に訊きいたオフィリアに、レストは顔だけ振り向ける。

「〈隷人族インフイルマ〉は定住場所を持たない。だからどこでもない場所を〝真実の道〟という領地にした。〝扉〟にはあえて他の六種族の根幹──書庫知識の源泉を指定してな。まあ〝扉〟を開くための〝鍵〟として〝失われし歴史〟──〈森霊族エルフ〉においては《誓約者ルーラー》自身とその《誓約者ルーラー》の承認を必要にすることといい、そこに至るためには必然的に別の種族との協力関係が不可欠になるあたり、創ったやつの意図が透けて見えるな」

「と、扉？　鍵？　協力関係……？」

　まったく意味がわからず、目を白黒させるオフィリアと裏腹に、レストは穏やかに笑う。

「ようするにこの世界は思ったよりはるかに広いってことだ。見た目の話じゃなくな」

　その表情は、憎らしい姉が浮かべていたものとそっくりで──思わず口走っていた。

「どうせ私にはわからないことでしょう……」

　卑屈な言葉。自分でも嫌になる。

　本当に……嫌になることばかりだ──。

「俺はお前のその在り方のほうが正しいと思う」

　取り繕うのでも慮おもんぱかるのでもなく、レストは淡々と述べる。

「誰もがいつかは死ぬ。できることは有限だ。自分がなにをしたくて、そのためにどうすべきかは慎重に考えて行うべきで、手当たり次第なんでもやろうとするほうが馬鹿だ」

　その言葉はオフィリアがなによりもほしかったもので。

「あなた、は……」

　余計なことを口にしてしまいそうになって、どうにか堪こらえたオフィリアは、気を取り直すつもりでぶっきらぼうに尋ねる。

「でも……少なくともあなたにとっては必要なことなんでしょう……？　その、広い世界について知ることは……」

「そうだな。いやそうだった、か。もう知るべきことは全部知ったからな」

　知るべきことは全部知った。聞くだに傲慢な言葉は、彼に限っては事実なのだろう。そう思えるほどにはオフィリアもレスト・エンデバーという男を理解してはいた。

「少なくとも王は国のため、民のためにある。間違っても世界平和のことなんて考えるべきじゃない。──セレシア、そういう意味でもお前は王として相応ふさわしい」

　誰のことを皮肉ったのか即座に理解する。

　──クレアリシアお姉様のために行動しているくせに。

　そう口にするのをためらったあいだに、レストは強く言い切った。

「だから俺も俺のためだけに行動する。クレアリシアのためじゃなく、な」

　その背中があまりにも痛々しく見えたせいで、オフィリアは静かに呟つぶやいた。

「………………嘘うそ」

「嘘じゃない」

　ムキになっているようにしか聞こえない言葉。いつの間にか階段の果て──扉に手をかけて振り返ったレストは、透徹した求道者のような表情で言った。

「それを今から言いに行くんだ」





　　　　◆◇◆◇◆






　扉の向こうに広がるその空間は、どこまでも優しかった。

　突き抜けた青空の下、生い茂る草木の中の広場。敷かれた赤い絨じゆう毯たんも、小さなテーブルも、綺き麗れいに揃そろえられたティーセットも、全部全部──オフィリアには見覚えがある。

　まだオフィリア・リンドレイグがセレシア・リンドレイグで、《誓約者ルーラー》としての責務も、〈森霊族〉を背負う本当の意味も知らなかった頃。

　いつも優しくて、とても優秀なお姉様と城の庭でお茶会をした、そのときの光景──。

　記憶の中の小さな少女は、成長した姿で瞳を揺らし、まっすぐこちらを見ている。

　その視界の中心にいるのは。

「──【賭け】は俺の勝ちだ。クレアリシア」

　万感の想おもいを込めた勝利宣言。

　泣きそうな顔にしか見えない、失敗した皮肉っぽい笑みに、あの日と変わらない姿のクレアリシアは、感極まるように口を真一文字に引き結んでから、困ったように微笑ほほえんだ。

「あは……、わたし【賭け】を受けるなんて言ってなかったよね～？」

「受けないとも言ってなかっただろ？」

「え～……無茶だよ、それは～」

「こっちはさんざん無茶してきたんだよ。ずっと……ずっとな」

「────」

　取り繕えない。お互いに冗談めかそうとしてるのに。軽口を叩たたこうとしてるのに。

　たまらない想いが次々とこみあげてきて、言葉が途切れる。

　大きく息を吸い込み、空を──空に似た天井を見上げたクレアリシアは小さく尋ねる。

「…………たとえば……どんなことを、してきたの」

　レスト・エンデバーが。クレアリシア・クリアグリンに再び出会うために。

「まず……エリサに、頭を下げた」

　壊れてしまったエリサ・ガーランドとの関係修復は最初の困難だった。

　いや結局修復は今もちゃんとできていないのかもしれない。一方的にレストが〈隷人族インフイルマ〉レジスタンスの情報網を利用するだけの関係と言われてもなにも言えない。
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「〈幻魔族ストレーガ〉と不利な契約を交わした」

　必要なときに要求に応じる。漠然としているがゆえに、非常にリスクの高い契約。それでもレストは〈幻魔族ストレーガ〉の──悪魔の力を借りるしかなかった。

「…………アエル・アウラと……子供を作った」

　少しだけ声量が落ちたことに、クレアリシアはくすりと笑ってみせる。

「あ～浮気者～」

「……これは……本当に…………悪いと思ってる」

　謝るレストが真摯なことに胸が痛くなって、すぐに首を横に振った。

「……ううん。必要なことだったのなら、仕方ないよね～……」

　レスト・エンデバーは目的を持たない。目的を持たないことこそが目的だった。

　それでもあれだけ有能だったのだから、彼がなにかを成し遂げようとしたとき、手段の是非を問うことなどナンセンスだ。彼が選んだ道は必ず最短で最善なのだろうから。

「……わたしにもう一度会うため、だもんね……」

　ぽつりと呟つぶやいたクレアリシアに、レストは強く否定する。

「違う。偏在者となった馬鹿を──永遠に存在し続けなければならないクレアリシア・クリアグリンを元に戻すためだ」

　まっすぐ向けられる眼まな差ざし。真摯な想おもいに、クレアリシアは眩まぶしくて目を細めた。

「……あは、そんな熱血、レストらしくないな～」

「知るか。俺らしさは、俺が決める」

「そっか……そうだよね」

　クレアリシアが永遠をたゆたっているあいだにも、レストは月日を重ね、変化しているのだ。クレアリシアの思うレストらしさなどというものはもう、ない。

　もちろん変わっていないものだってある。彼がこの場に立っている以上、口にしたことを真実にするだけの方法は揃そろえられているのだ。

　クレアリシアは偏在者でなくなることができるかもしれない。

　けれど。

「ごめんねレスト……わたしはレストと一緒には生きられない」

　一七年前と変わらない答え。変えてはいけない、真実。

　クレアリシアはオフィリアを見て、変わらず硬い表情の妹の姿に目を細める。

「言ったよね？　世界の恒久平和とレストの復活、わたしの目的は全部果たされた、って」

「え……」

　頑かたくなに押し黙っていたオフィリアが思わず声を漏らす。

　レストの甦よみがえりは聞かされていたが、世界の恒久平和もすでに果たされている──？

「そっか。セレシアには言ってなかったよね。『■■■■』の権利者となって、《大誓約魔法》を書き換えて……気づいたの。世界の恒久平和は──結果じゃないんだって」

「結果じゃ……ない？」

　その問い返しには笑みだけを浮かべ、くるりと一度回る。

「わたしね、ほんとにぜーんぶ願いを叶かなえたんだ～。世界の恒久平和もレストのこともそうだけど、〈森霊族エルフ〉だってセレシアがしっかり引き継いでくれたしね～」

「……っ、皮肉ですか……っ」

「違うよ」

　即座に返されるやわらかな言葉、包み込むような優しい笑顔。

「わたしの言葉だけじゃ信じられないかもしれないけど、そうじゃなかったでしょ～？」

　そう言ってクレアリシアはレストを横目に見る。

「私は《誓約者ルーラー》の権限をその男に奪われました。そんな愚か者が王として相応ふさわしいと？」

「う～ん、それはレストだからしょうがないというか……誰でも同じだったと思うよ～」

「そうだな」

「……む～。そうやってあっさりうなずかれると否定したくなるな～」

「話がそれてる」

　そうやって誤魔化して……とぼやきながら、クレアリシアはこほんと咳せき払ばらいをする。

「わたしにもやろうと思えばそれなりにできたかもしれない。でもそれは、わたしの望む生き方じゃなかった。セレシアは──違うよね？」

　オフィリアは。セレシア・リンドレイグは確かに王になりたいという欲求があった。

　けれどそれ以上に優秀な姉を──クレアリシア・リンドレイグを尊敬していたのだ。

　この上なく有能なクレアリシアなら絶対に自分以上の王になれると思ったのに──。

「わたしには無理だったよ。こういう風に生まれちゃったからね～」

　手を広げて浮かべる苦笑と照れ笑い。それらはやがてオフィリアへの感謝へと変わる。

「セレシアがわたしより素敵な《誓約者ルーラー》になれるって確信があったから、わたしはわたしの願いを叶えるために生きられた……感謝してもしきれないよ。本当に──ありがとう」

　深々と下げられる頭に、オフィリアは胸がいっぱいになって唇を強く強く噛かむ。

「クレアリシア……お姉さ…………っ」

　震えて言葉にならない。堪こらえているものが溢あふれてしまいそうで前を見られない。

　憎らしいはずなのに。憎らしいと思わなくちゃいけないのに──！

　そんな妹を見かねたように、クレアリシアは彼女を抱きしめる。

「ごめんね……ずっと……重かったよね……」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]う、ぅうううううお姉様ああああああ～っ」

　胸の中で幼子のように泣きじゃくるオフィリアの頭をそっと撫なで、クレアリシアはレストを見つめる。なにも言わず、けれど雄弁に訴える。

　クレアリシア・クリアグリンは満たされている。周りに恵まれ、目的を達成し、愛する人を救い、子供まで授かった。

　クレアリシアがしたいことも果たすべきことも、すべて終えたのだ。

「だから、これ以上望むものなんてなにもない──」

「嘘うそだな」

　即座に否定して、レストは一歩前に踏み出す。

「お前の言っていることがすべて事実なら、どうして俺は今ここにいる？　俺がどんな方法を尽つくそうと、会いに来られない世界をお前は選べた。なぜそうしなかった？」

「……あのね～、いくら〝偏在者〟だからって力を使うのはすっごく大変で──」

「だからその程度の意思しかなかったってことだろ」

　その言い草を見かねたように、涙を拭く間もなくオフィリアが割り込んでくる。

「レスト・エンデバー……！　あなたにはお姉様の気持ちがわからないの!?」

「知ってる」

　それを待っていたとばかりに、レストは不敵に口元に笑みを浮かべる。

「俺に会いたいという気持ちはあった。それは俺がここに来れていることで証明されてる」

「レスト………………恥ずかしくない～？」

　うわ～ナルシスト～と言わんばかりに口を押さえるクレアリシアに、レストは思わずその場で足を踏みならす。

「そういうのいいっつってんだろ……！」

「あ～早口になってる～」

「お前……っ」

「会いたかったよ」

　不意打ちの穏やかな瞳。

「会いたかった。ずっと、ずーっと…………当たり前だよね」

「…………なら、最初からそう言えよ」

「………………あはは、レスト照れてる～」

「………………はっ、どっちがだよ。自分の顔見てみろ」

「は……は～!?　レストのほうが絶対顔真っ赤だし～！」

「お前のその顔見たら誰でも恥ずかしくなってくるわ！」

「はい言い訳下手～！　下手下手～！　ね～？　セレシアもそう思うよね～!?」

「……あの……クレアリシアお姉様もそんなお顔を……されるのですね……」

「あ……あ～……」

「一児の母なのにな」

　ここぞとばかりに乗ってきたレストに、すかさずクレアリシアも返す。

「レストは二児の父だけどね～？」

「……ぅ……だから、それは……」

「冗談で～す」

「……っ」

「……似たもの同士」

　ぼそりと呟つぶやいたオフィリアに、レストは深々とため息を吐つき、ぶっきらぼうに言った。

「いいからさっさと権限返せ」

　そのいい加減な態度と裏腹に、言葉を投げられたクレアリシアは表情を硬くする。

　権限──この場においてそれが意味するのは一つしかない。

「……『■■■■』の権限を返して、それで今度はレストが偏在者になるの～？　そんなの、わたしがはいって言うと思う～？」

　なんのために、どうして、などとは聞かない。

　この状況でレストが権限を得てやることなどわかりきっているのだから。

「別に……死ぬわけじゃないだろ」

「それならわたしだって死んでないよ～」

「俺たちの世界では死んでる」

「同じことレストにも言えるよね～？」

「いいや言えないね。俺がするのは世界の選び直しじゃない、時間の巻き戻しだ」

　クレアリシアがはじめて訝いぶかしげに口をつぐむのにあわせて、レストは静かに続ける。

「お前は〝たとえ『■■■■』の力をもってしても人の生き死にを変えるのは難しかった〟と言った。なら、今俺が生きている世界で時間を巻き戻しても俺が死ぬことはない。その上で俺とお前が出会う前にまで戻れば──」

「レストがわたしと出会わないようにすることで、わたしが死ぬことも偏在者になることもない？　レストは偏在者になるのに？」

　明確に怒っているのがわかる声。予想していたからか、レストはあくまで冷静だった。

「本来、〈隷人族インフイルマ〉の王の末まつ裔えいがやるべきことだろ」

「末裔だからってやるべきことにはならないよね～？　それって結局──」

「俺が俺のためにやるんだ」

　遮る強い言葉。レストがレストのためにクレアリシアを救う。

　たとえクレアリシアがそれを望んでいなくても。

　目を見張るクレアリシアに、レストは横目にオフィリアを見てから言う。

「俺がなにを犠牲にしてもお前を救いたいから救う。救われるお前の意思なんて関係ない」

　そのいかにも偽悪的な言い方に、クレアリシアはふっと息を抜くように笑った。

「……わがまま～」

「お前にだけは言われたくねーな」

　少しも笑わずに返すレストに、覚悟の深さを知って、クレアリシアもまた真剣に尋ねる。

「……ティファリシアは？　わたしたちが出会わなかったら、あの子は生まれないよね。ティファリシアは、犠牲にするの……？」

　その問いに、レストは表情を欠片かけらも動かさなかった。

「言っただろ。俺は俺のためにお前を救う。ずっとそのためだけに生きてきた。俺は──もう選んだんだ」

　クレアリシアとティファリシアを天てん秤びんにかけたりしない。ティファリシアに限らず、クレアリシアと釣り合う価値あるものをあえて設定してこなかった。

　迷わないために。クレアリシアを救うという目的を絶対に達成するために。

　近くで見てきたオフィリアにもわかる。

　その意志の強さは折り紙付きで、決して揺らぐことはない──。

「嘘うそだよ」

　ふわりと微笑ほほえむクレアリシアに、レストは眉をひそめる。

「……この状況で嘘を吐つくと思うのか？」

「うん。だって嘘だから」

　そっと近づいて、手を伸ばし。

　頬に触れたクレアリシア・クリアグリンは──レスト・エンデバーの妻は言う。

「レストはそんな風に割り切れない。だって……もう会っちゃったから」

　慈しむように。同情するように。たまらなく──恋するように。

　クレアリシアは笑う。

「自分が関わった人たち……大事な人たちを、救うことのできる人たちを見捨てることなんてできない。レストはそういう人でしょ～？」

　……そんなことない。

　たとえそうだったとしても、そうではなくなった。

　だからそんなことはない、はずなのに──。

「────」

　声を詰まらせる。否定の言葉を口にできない。唇を噛かむ──。

「……それでも……俺は……」

　拳を握りしめ、苦しげに、絞り出すように言う。

「譲れない……これだけは……譲れないんだ……」

　震える声。自分に言い聞かせるように続けるレストに。

　レストの想おもいに、クレアリシアもまたつらそうに唇を噛む。

　行き詰まった状況。互いに想い合っているがゆえの膠こう着ちやく状態──。




「二人とも馬鹿なのですか」




　それは予想だにしない人物によって壊された。

「…………セレシア？」

　目をまたたくクレアリシアに、オフィリアはやや引け目を感じながら続けた。

「その、よく聞き取れない……権限とやらの話は理解できませんが……お姉様とレストが共に生きられればいいのでしょう？」

〝世界渡りの《魔神器》〟と呼ばれていた万能の願望器、『■■■■』。どういう仕組みかはわからないが、それを使用することで〝偏在者〟という人でないものになってしまう。

　そして、クレアリシアにせよレストにせよ、どちらかは〝偏在者〟にならざるをえず、どちらが〝偏在者〟になるかが問題となっている──。

「ならば簡単な話ではないですか」

「あのね、セレシア。どちらも偏在者にならないというのは──」

「いいえ、お姉様。逆です」

「──逆？」

「二人ともなればいい」

　それは。本当に。

　文字通りの、逆転の発想。

　クレアリシアもレストもお互いを死よりもつらい状況から脱させるために〝偏在者〟になろうとしている。そしてその救いたい気持ち自体も理解し合っている。

　だからこそ身動きが取れないのなら。

「ひとりでは耐えられない……いえ、その状態でひとりにしたくない──ひとりにしてしまっていることに耐えられないのなら、ひとりにしなければいい」

　ひとりにしないための方法は二つある。

　一つはみんなと同じ状態になること。そして、もう一つは。

「もちろん偏在者というのは耐えがたい苦痛を伴うのでしょう。それでも……あ、愛し合う二人なら──耐えられるのでは、ないですか」

　最後は小声で言い切り。

「セレシア」

　レストにがしっと肩を掴つかまれ、オフィリアはびくりと身体からだを震わせる。

「お前────天才か」

　見たことのない、本当に驚いている表情。

　思わず見とれそうになったものの、クレアリシアの手前慌てて手を振り払う。

　そうして、赤くなってしまった顔を隠すために俯うつむきながら言った。

「ふ、ふん……調子のいい……今さら持ち上げても無駄です」

　焦って早口になってしまったのを後悔するが、すでにレストはこちらを見ていなかった。

「観測者が二人存在するのは……いや常に観測する必要もない……互いに互いを……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら思考を推し進めるレストに、クレアリシアが慌てて口を挟む。

「ま、待って待って～！　勝手に話進めないで～！　わたしいいなんて一言も──」

「なにか問題があるのか？」

「なにか、って……」

　尋ねておきながら、答えを求めていないように。

　レストはたじろいで離れようとするクレアリシアの手を、肩を掴んで引き寄せる。

　そうしてこれ以上ないほど近い距離から言った。

「選べよ、クレアリシア。俺と一緒に生きるか、生きないか──選んでくれ」

「そん……なの……」

「俺はお前と生きたい」

　なんのてらいもない、まっすぐな想おもい。

　そばで見ているオフィリアでさえ顔が赤くなるような、純粋な言葉に、クレアリシアは瞳を揺らがせる。

「…………わたしだって……一緒に生きたいよ。レストとずっと……でも──ん……っ」

　続けようとする言葉を唇で塞ぐ。

　そうして短い口づけの後で、呆ほうけるクレアリシアにレストは破顔する。

「なら一緒にいようぜ。永遠でもなんでも、お前と二人なら絶対に楽しい。楽しめる」

「…………レスト──」




「それはむり」




　時空を割くかのごとく。

　黒い歪ゆがみから突如現れた銀髪の少女──クランレウ・シミシカは、『かたわらの闇』をまとい、契約の魔法陣を光らせ、冷たく言った。

「あなたにはまだしてもらうことがある──レティス・ファト・クリアグリン」








十一章　ニートの後継者









「つーわけで──最高の【勝負】をしようぜ俺」

　概念レイジの宣戦布告に、応えたのはレイジではなかった。

「…………ふざけるな」

　その低い声は、レイリスにしては珍しく抑えられたものだった。

「〝元の世界と違って、ここではなんでもできる〟？　貴様は……貴様らはこの世界をなんだと思っている……!?　まるで玩具おもちやのように──」

「いやいや〝まるで〟じゃないわ。まんま玩具なんだよ、俺ら《英雄》にとってはさ」

　煽あおるでも嘲笑するでもない。ただ事実を述べているかのごとき概念レイジに。

「──そうか」

〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》は静かにその闘気を解放する。

「お？　『竜りゆう神じん白びやつ化か』かそれ」

〈竜闘族ドラゴーネ〉の固有魔法『竜神白化』。

　本来激情を伴うそれを解放してみせたレイリスに、概念レイジは苦笑する。

「うーん、思ったよりたいしたことねーな」

「レイリス」

　燃料をくべられた炎のように、よりいっそう猛たけ々だけしく力を解放する〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》にそっと近づいてきたのは、彼女の《英雄》。

「止めるなアーサー」

「無論だ」

　思いもよらない即答にそちらを見ると、アーサーは《クラレント》に手をかけ、鋭い眼まな差ざしをまっすぐ前に向けていた。

「志もなく世界を私物化する……それだけでも度しがたいが、同様の考えであると私たち《英雄》を一ひと括くくりにした暴論──到底見過ごすことはできん」

「珍しく意見が一致しましたねイングランドの王」

　紅あかい瞳に紅い炎の翼。右手に巨大な旗を持ったジャンヌが左手の竜殺しの剣の切っ先を概念レイジへ向ける。

「己の欲望を満たすためだけに大地を我がものとするなどという暴挙……神の御み名なの下、断じて許すことはできません」

　武闘派二人が結託したことで場の趨すう勢せいは完全に傾いていたが。

「人間は想像力に支配されますわ」

　ナポレオンの言葉が残りのメンバーをも動かす。

「一つの言葉が発話者の意図と違う解釈で伝わり、大きなうねりを産み出す。あまりにも軽率な発言でしたわね」

「失態、とウラは嘲笑する」

「……リョーちん」

「………………さすがにかばぃきれないょねー」

　名目上の協力はあっても中身はそれぞれ別個の思惑を抱く四種族同盟。

　向いている方向さえ違っていたそれが今、概念レイジに対してのみ完全に一致する。

「いやーどうでもいいやつらにそんなこと言われてもなー」

《英雄》たちの言葉も意に介さず、くすりと笑ったのはメフィストフェレスだった。

「もー面倒ですしぃ、見せてあげればいいんじゃないですかぁ？」

「はー？　めんどくせーんだけど……」

「まぁまぁ、そのほうが後々の面倒事は減りますよぉ」

「しょうがねーな……ったく」

　そう渋りながらも概念レイジはおよそありえないことを口走った。

「【〈森霊族エルフ〉《英雄》ホウバミレイジは己に対する一切の暴力行為を許可すると《大誓約魔法》に誓う】」

　自らへの攻撃許可。

　それが不可解なもの──奸かん計けいであっても即座に打ち砕けばいいとばかりに、契約の光が生じると同時にジャンヌ、アーサー、レイリスは動いた。

　電光石火。およそ認識外の速さで長く伸ばした爪を正面から突き立てんとしたレイリスを影にするような形で《クラレント》の一いつ閃せんを下から放ったアーサー、彼女たちの大上段から炎の翼をはためかせたジャンヌは竜殺しの剣を振り下ろして──

「あーはいはいっと」

　軽すぎるにも程がある声と共に《運命力》を爆発的に増大させた〈森霊族〉《英雄》ホウバミレイジは、レイリスの爪をいなし、手首を掴んでアーサーに投げ返すと悠々《クラレント》の一閃を避けて、超高速で振り下ろされたジャンヌの剣を軽く摘む。

「な──」

　そうして驚きよう愕がくに目を見開き、即座に飛び退ずさり距離を取った三人ではなく、同じように目を見張っていたナポレオンに言う。

「ほんと、人間は想像力に支配されんだよな」

「──」

　意味のわからない現象。不気味極まる状況に。

「あーなるほどね」

　吹けば飛ぶ軽薄な声。ほんの数十秒前に聞いたのとそっくりなその声は、凶悪な《運命力》と対照的すぎる少年から発された。

「そっちの俺にはここにいる全員の俺に対するイメージが集約されてるってことね」

　──概念レイジに、ここにいる全員のレイジに対するイメージが集約されている？

「どういう、ことだ……？」

「だからここにいる、ホウバミレイジ俺に一度負けたやつらが考える、およそ最強のホウバミレイジ俺がそいつってこと」

　レイリスの問いにレイジが軽く答えるのと同じテンションで、悪魔は笑顔で言う。

「ご明察です、お・に・い・さ・ま♡　こちらにおわす《英雄》こそ完璧な《英雄》──わたしたちが丹精込めて創りあげたお兄様を超えるお兄様です」

　この場の全員が実際に対面し、その先を想像したがゆえに創造された最強のホウバミレイジ──。

　最初の最初からそのすべてを画策してきた悪魔は、パーティーの主催者のように慇いん懃ぎんに一礼し、主賓であるレイジを──最愛の兄だけを見つめて、嗤わらった。

「さあ存分にお愉たのしみください。あなたが心より願い望んだ、絶対に勝てないご自分との【勝負】を」

《誓約者ルーラー》と《英雄》。世界を六分して争う種族の頂点と、現実に世界を変えて偉人となった者たちを差し置くどころか、彼女たちなどただの舞台装置でしかないとばかりに一顧だにせず、文字通り世界を私物化した〝彼女〟は確信している。

　絶対に勝てない、自分との勝負。それこそがすべてに飽いたホウバミレイジ崩[image: ]零二の希求した究極の願いなのだと。

「……」

　だから、レイジが浮かべた笑みと沈黙を満足だと〝彼女〟は思い込み。

「……なるほど」

　この世界で誰よりもホウバミレイジの近くにいた［劣血種アブセンス］の少女──ティファリシア・クリアグリンはごく普通に言った。




「ようするに、あなたはなにもわかっていないんですね」




「────は？」

　答えそのものではなく、そもそもこの場で発言する権利を誰が許可したとばかりに、高圧的に声を発した悪魔をものともせず。

「いえ……正直意外だったんです。レイジだけのためにこの世界に干渉した……創造主とも言えるんですよね？　そんな方でもそこまで的外れにさせられてしまうということが」

　挑発しているわけでも馬鹿にしているわけでもない。

　純粋な驚きを、外向的な仮面でオブラートしただけ。

　それは、しかし。

「……なに、を」

　徹頭徹尾無感情だった青年──青年の姿をした少女をわななかせた。

「なにを……言ってる？　貴女あなたなんか。貴様なんか。おまえなんか。あんたなんかに──この人のなにがわかる!?　わたしが、わたし以上に、お兄様の、崩ほう[image: ]ばみ零れい二じを!!」

　髪を、顔を掻かきむしり、支離滅裂に叫ぶファウストの異様さは、場の空気をいっそう凍りつかせ、無言の重圧となって丸ごとティファリシアへ向けられるが。

「さあ？」

　人を食ったような返答と、真剣な表情。

　首を傾かしげるでもなく、どこまでもまっすぐに前を見て続ける。

「なにもわからないかもしれません。つきつめれば他者のことなんてわかったつもりになることしかできませんから」

「────」

　一瞬。ほんのわずかに怯ひるんだのを見逃さず、ティファリシアは人差し指を一本立てる。

「一つ。わたしがわかっているのは、言えるのは、たった一つです」

　唐突な動作で意識を集中させ、簡潔な言葉で耳を傾けさせる。

　そうして作りだした混こん沌とんの間隙に、深く息を吸い、ゆっくりと告げた。

「レイジの至上の目的は絶対に勝てない相手との【勝負】ではないです。というかもし本人がそう言ったのだとしたら騙だまされてますよ。それ絶対わざとです」

「…………ん？」

　一つって言ったのに二つあったような……？

　と、疑問を抱いたのはアルファだけではなかった。

「ティファティファ、今二つ──」

　太たい公こう望ぼうが続けようとしたのを手で遮って、早口で一気にまくし立てる。

「大前提として、レイジが歯ごたえのある相手を欲しているのだと感じたのはなぜですか？　あなたの推測が含まれていませんか？　もしかしたら直接はっきりと言っていたのかもしれませんが、それが本心だとよく思えましたね。具体的な状況が聞きたいです。いえ、聞いたところで結論は変わらない気がするのでやっぱりいいです。はっきり言いましょう。もしそう言っていたとしても真っ赤な嘘うそです。あるいは適当極まりない本心と関係のない戯ざれ言ごとです。そんなものにいちいち耳を傾けていたらとても正気を保っていられませんよ？　もちろんこちらがです。そんなこと一緒に生活していたら嫌というほどわかるはずですが。わかるでしょう？　だいたい飽きたから来た、あるいは招いたのかもしれませんが、それでレイジがこの世界でなにしてたと思っているんですか。勝手に国は作るわわたしをその《誓約者ルーラー》にするわ同盟結ばせるわ挙げ句その国を捨てて丸投げでそのあいだよその国で好き勝手して《誓約者ルーラー》と《英雄》手て籠ごめにして下着同然の姿で引き連れて──」

「な……」

「わ、我らは別に手籠めにされてなど」

「そんな格好でなに言ってんですか。自分からしたんですか。してませんよね。レイジにやらされたんでしょう？　わかっていますよ当たり前です」

　アーサーとレイリス、小さくなる二人もそのままに、よりいっそう身を乗り出す。

「貶おとしめられたのはこの二人だけじゃありません。あらゆる《英雄》と《誓約者ルーラー》この世界のあらゆる事象を弄んでなお変わらなかった。いいですか。そんな人がこの上なくやりがいのあること、歯ごたえのある敵とか、絶対に勝てない相手とか、自分自身と闘うとか、その程度のことでマトモに真面目に満足すると思っているなんて──」

　声を大に、心の奥底から、全身全霊全力で、吠ほえた。




「あなたニートなめてるんですか!?」




　間違いなくこの世界で一番ニートに苦杯をなめさせられ、苦渋を味わわされ、反はん芻すうさせられ、その上で誰よりもなによりも近くにいた少女の叫びは、

「──ぶはっ、あは、あははははははっ、ははははははははっ!!」

　当の本人の全力全開の大爆笑に台無しにされる。

「だははは、ニ、ニート、なめ……っ、お、お前が……ははっ、がはっ、げほっげほっ!!」

「ちょ……いくらなんでも………………笑いすぎでしょう……？」

　次第に冷静になって、ぼそぼそと小声で言うティファリシアの頬は紅あかく、涙が出てむせるほど笑い転げたレイジの目も赤い。

「確かにわたしが言うのは……おかしかったかもしれませんけど……」

[image: ]

「い……いやいやいや……ふ、ふふ……おかしくはねーだろ。実際そうだし」

　まだ笑いの余韻がやまないレイジは、頬を膨らませたティファリシアに向き直る。

「まあなんつーか、よくわかってんじゃん？」

「────」

　適当なその言葉は、無性に優しく、嬉うれしそうに、聞こえた気がした。

「…………まあ……嫌というほど味わってますからね」

　胸が、熱くなる。

　その事実を認めたくないのに、認めざるをえない──。

「意味が、わからない」

　引きつれた声。人形のように表情を失った悪魔の代わりに、青年の姿をした〝彼女〟は何度も首を横に振る。

「意味がわからない意味がわからないいみがわからないイミガワカラナイ──」

　誰よりも零れい二じのそばにいたのは〝わたし〟だ。

　誰よりも零二を理解しているのは〝わたし〟だ。

　それなのに、それなのに。

　ティファリシアの言葉を肯定したということは、〝わたし〟を否定するということ──

「つっても、俺がいるからなー」

　半ば放置されかけていたもう一人の当時者、概念レイジが、へらへらと笑いながら言う。

「ホウバミレイジの概念である俺が、ホウバミレイジ俺と【勝負】すんのをなによりも楽しみにしてるって言ってる以上、そうだろ」

　レイジが概念レイジと戦うのを望んでいることを概念レイジが証明する。それは誰が証あかすよりも確かな根拠となる──。

「だからこそあなたはレイジではありません。ニセモノです」

　一瞬目を見張った概念レイジはすぐにまたへらりと笑った。

「──ま、そりゃそうだ。俺はホウバミレイジ俺の中のホウバミレイジ俺──至高のホウバミレイジ俺で、そこにいるホウバミレイジ俺を内包した存在だからな。そいつができないことも俺ならできちまうわけだし」

「だから……レイジがそんな風に〝そいつができないこともできる〟とか言ってしまうようなやる気満々な《英雄》だったらわたしは──わたしたちは苦労していないんですよ!!」

　だんっと思わずその場で足踏みをして、同志たちに向く。

「ねえアルファさん!?」

「え……？　あ、ま、まあ……」

「そうでしょう〈竜闘族ドラゴーネ〉のお二人も！」

「………………見てもいないのによくわかるな……」

　ティファリシアの勢いに押されるアルファと驚きよう愕がくするアーサーを横目に、レイジが他ひ人と事ごとのようにうんうんうなずいて言う。

「誰よりも嫌というほど味わってるからなー」

「お願いですからレイジは黙っていてください……っ」

　そうしてイライラを隠しもしないティファリシアに。

「──黙っていろはあなたのほうでしょう？」

　悪魔が冷たく声を差し挟む。

「なにを勝手に決めつけてるんですかねぇ。お兄様はただの一度も自分で否定していない。赤の他人であるあなたがどう言おうと状況は変わらないんですよぉ」

「他人であるのは貴女あなたも同じだと思いますが」

「──違う！」

　直情的な叫び。剥むき出だしになった感情の発露に、ティファリシアは目を細める。

　やはり〝彼女〟は──

「なあ、なんでもいいからさっさとやろうぜ？」

　ティファリシアの思考を遮って、概念レイジがめんどくさそうに言う。

「現状維持を望むお前たちとどんな形であれ変革が既定路線の俺たち。世界をおもちゃにした創造主イツカの暴虐を許せないし、その存在自体を排除したい被造物おまえたち。思想、立場、感情、あらゆる面で対立してる二陣営で最強なのが俺ら二人なんだからどんな形であれぶつからざるをえないじゃん」

　すらすら続けたレイジそっくりのレイジは、最後に不気味に笑った。

「なにより──この【勝負】をホウバミレイジ俺たちが望んでる」

　それだけが肝要ですべて。そう言わんばかりの傲然とした態度は、先ほど目の当たりにした《英雄》たちの暴力すらものともしない圧倒的実力にしっかりと裏打ちされていた。

「んじゃやるかー」

　当のレイジのあまりにも軽い同意に、アルファが目を剥むく。

「な──そ、それでいいんですか!?」

「いいもなにも、どうせやるならさっさとやったほうがよくね？」

「それ、は……」

　そうかもしれないけれど。

　相手はレイジ以上に完全なレイジなのだ。

「つーか単純に疑問なんだけどさ、なんで俺が勝てないと思ってんの？」

「────」

　軽薄で適当で、どこまでも──大胆不敵な笑み。

　思わず見とれてしまいそうなレイジのその態度に。

「おーさすがは俺。確かに俺でもそう言うわー」

　概念レイジの笑みは深まり、ぱんと手を打つ。

「よーし、んじゃめんどくせーけど一応《英雄戦争》の体裁とるかー」

「そのほうが決着つけやすいしなー。【勝負】方法は後で詰めるとして、お互いの持ってる全権……存在そのものを賭けるって感じでいいよな？」

　そうして阿あ吽うんの呼吸でスムーズに状況を進めていく二人に──表向き硬い表情の〝彼女〟は内心でほくそ笑んだ。

　──かかった。

　どれだけ正論で看破され、文句を言われ、難癖をつけられようと、レイジは必ず自分──いや自分を超える自分との【勝負】には乗ってくる。そのためだけに〝彼女〟──イツカは憤慨してみせ、ティファリシアに知ったかぶらせもした。

　そうしてレイジが自分を超える自分と【勝負】し、絶対に勝てないということがわかれば、こちらの思惑は達成される。

　手段を問う必要はない。これでレイジはイツカの思い通りに──

「とりま、形式的には〈森霊族エルフ〉ＶＳ〈解放者〉の《英雄戦争》で負けたほうは消えて、勝ったほうが総取りって感じなー」




「おっけーおっけー。──ってことであとは頼んだわ、ティファリシア」




　思い、通り、に？

「…………は？」

　現実に声をあげたのはアルファだったが、それはこの場にいるほぼ全員の総意だった。

「ジャンヌー椅子ー。はー……なんかもう立ってるだけでだるいわー」

　凍り付く周囲を尻目に、レイジは【神の国】で用意させた豪ごう奢しやな椅子に深々と腰掛け、堂々とのたまう。

「誰かお茶持ってきてくんない？」

「いやいやいやいやいやいやいやいや!!」

　ここで突っ込まずしていつ突っ込むとばかりに、アルファが全力で言う。

「この状況でなにデカ乳袋に押しつけようとしてやがるんですか!?」

　レイジ対レイジ。創造主が用意した壮大な【勝負】。ひいてはこの世界の命運も決まる戦いなのに──。

「え？　なんでもなにも、俺がやる理由ある？」

「…………はあああぁあっ？」

「今はっきり言ったじゃん〈森霊族エルフ〉ＶＳ〈解放者〉の《英雄戦争》。種族同士の争いなら別に俺がやんなくてもいいし」

「き……貴様……〈解放者〉の《英雄》、であろう……っ？」

　レイリスの半ば呆ぼう然ぜんとした指摘には、待ってましたとばかりに笑顔になる。

「現状は〈竜闘族ドラゴーネ〉の囚とらわれの身だけど？」

　いけしゃあしゃあと口にされたその言葉に、アーサーは目を見開く。

「…………まさか、この状況も見越して……」

「いやいや……いやいやいや……！　頼むから待ちやがってください……っ!!」

　もう頭が痛すぎるとアルファが何度も首を横に振り、状況を整理しようと手を──

「あれだけのことを言ってさすがにそれは──ひゃっ」

　その手を取り、身体からだごと引き寄せたレイジは、

「──教えてやるよアルファ」

　耳元でそう囁ささやいた後で、力強く宣言する。




「ニートはやる理由のないことはやらないし、やる理由のあることもやらない！」




　……ダメだこいつ早く何とかしないと。

　そう思うにもいささか以上に不可能が過ぎて。

「そ──そもそもデカ乳袋！」

　なにをどう言っても無駄なニートではなく、もう一人の当時者へ矛先を変える。

「ここまで好き放題言われやがっていーんですか!?」

　一連の間、奇妙なほどに無反応だったティファリシアは、アルファの苛いら立だった言葉に一度目を閉じ、穏やかに笑う。

「………………まあそんなこともあるかもしれない程度のことは思っていましたから」

「────────」

　く、訓練されきっている……！

　その、疲れ切って達観した表情は、ある種の風格すら漂っていた。

「だよなー。なにせ嫌というほど味わってるし」

「…………レイジは黙っていてくださいお願いします限界ギリギリなんです本当に」

「予想が当たったところで嬉うれしくない、どころか腹が立つけど、なんとか自分の成長だと思いこんで納得させようとしているのに当の本人にそのこと自体読まれていることを指摘されて苛いら立だつ──もんな？」

「だからそうやって的確に当ててくるのをやめてくださいって言ったところでわたしのこの反応を楽しんでるんだから無理ですよねえはいはいはい!!」

「無理ってわかってても抑えられなくて口に出しちゃうティファリシア超滑稽でウケるー」

「…………くぅぅぅうううぁぁぁぁっ!!」

　悶もだえ苦しみ堪こらえるティファリシアと、その様子を嬉き々きとして見守るレイジ。

　──自然。

　レイジの隣にいるのが、誰よりも。

「…………どういう、ことですか」

　今までとは違う声音。

　低く、剣けん呑のんに呟つぶやいた悪魔──イツカに、場の空気がひりつく。

「そんな無茶がまかり通ると本気で思っているんですか？」

　明確な怒りの感情。端的な言葉はもう一人のレイジによってあっさりと肯定される。

「まあ通るんじゃね？　ニートだし」

　ニートだから働かない。それは世界を超えて通用する真実とばかりに、指さされた当人も肩をすくめてへらへらと笑う。

「そうそう。んで、ニートの恩恵を誰よりも受けたやつが代わりになるのが筋じゃん？」

「恩恵……!?　恩、恵!?　恩……恵……っ!?」

「ティファリシア、お前が俺というニートの代わりだ！」

「ニートの……か、代わり……っ」

「光栄すぎて涙が出そうだろ？」

「最悪すぎて涙が出そうです!!」

　どう控えめに言っても最悪だ。

　最悪、なのだけれど──

「認められているから大丈夫──とか、思っちゃってるなら浅はかですねぇ単純ですねえ簡単ですねぇ！　自分がなにを背負ったのか理解してますかぁ!?」

　凄絶な悪魔は踊るように、謳うたうように、くるくると、ふわふわと回り、言葉を紡ぐ。

「《英雄》ホウバミレイジの、稀き代だいの好ましき隣人［０／２One Second］の、名だたる英傑たちを手玉に取る〝お兄様〟の代わりに、あなたが、ティファリシア・クリアグリンがお兄様を超えるお兄様と戦って勝つなんて無理無茶無謀!!」

　唐突に止まり、冷たい眼まな差ざしを突き刺してくるメフィストフェレスイツカに、ティファリシアは一度目を閉じてから言う。

「……あなたもそう思いますか？」

　悪魔ではなく、概念レイジに。問いただすように、尋ねる。

「はじめから結果が決まったもの……わたしには絶対に勝つことは不可能だと、必ず自分は勝てると確信していますか？」

　穏やかに煽あおる言葉に、概念レイジは一度目を瞬くと。

「それを俺に直接訊きくかー？　おもしれーな」

　実際に笑いながら、レイジを超えるレイジは顎を引き、両手を広げて大げさに言った。

「そうだなー。ま、俺とお前が【勝負】するなら──条件は全部そっちに決めさせてやってもいいぜ？」

　それだけの絶対的力差がある。

　そう認めると同時に。

「なにを──」

　勝手なことを、と悪魔に言わせずに。

「今の言葉、誓いと受け取ってもいいですね」

　間髪容いれず詰めたティファリシアに、答えは契約の魔法陣で返された。

「……ティファティファぅまーぃ」

　思わず唸うなった太たい公こう望ぼうではなく、一方的に合意をした《英雄》にイツカは食いついた。

「なぜそんな契約を!!」

《大誓約魔法》下の契約。それもレイジ同士ではなく、ティファリシアと概念レイジとの【勝負】で、相手の思惑通りにハンデを与えるなど──

「え？　別に問題なくね？」

　へらへらと笑う兄を超えた完璧な兄の冷たい眼差し。

「相手が設定した相手にとって最上の条件で勝っちゃう以上の完全勝利ってないし」

　傲おごるでも煽るでもない。ただ事実を述べた口調に、イツカは即座に理性を取り戻す。

「……もちろんありませんけどぉ」

　一瞬前の激情は冗談とばかりに、ケロっと笑ってみせた悪魔は冷静に思考する。

　──わかっている。わずかとはいえ、感情的になってしまった理由。

　ティファリシア・クリアグリンがレイジのそばにいることの自然さ。

　物理的な意味ではない。レイジがティファリシアに声をかけるときの、ティファリシアがレイジを語るときの、言いようのない感覚。

　見ているだけで感じ取れるパートナーのような関係性に、苛いら立だっただけ。

　もちろんそんなものは錯覚だ。いや仮にあったとしても気にする必要はない。

　なぜなら。

「そんじゃま、好きに条件決めていいぜー」

　概念レイジの軽い言葉に、ティファリシアがわずかに身を強こわばらせた。

　好条件を呑のませたティファリシアが緊張する理由は先の概念レイジによる言葉のせい。

　主導権は握ったのではなく、握らされたもの。その決定的な認識の逆転が、ティファリシアをどこまでも迷わせる。そうして真綿で首を絞めるようにじわじわと──

「では……こちらの条件を言わせていただきます」

　追い込まれる、はずだったのに。

　奇妙に落ち着いた声で、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は言った。

「わたしが絶対に勝てない【勝負】方法を考えてください。その上で、その方法で【勝負】をしましょう。それがわたしの出す条件です」

　沈黙は十数秒続き。

「絶対に勝てない……【勝負】方法……？」

　この場の大半の想おもいを代弁したレイリスの問いは奇妙なほどよく響いた。

「もちろん、最初から答えがない問いを出したり、そもそも答えさせないなど、【勝負】の体ていを為なしていないものはのぞきます」

「いや、そこではなく……貴様が勝てる【勝負】方法ではないのか……？」

「いいえ、わたしが絶対に勝てない【勝負】方法です」

　ティファリシア・クリアグリンが絶対に勝てない【勝負】方法を、概念レイジに考えさせ、それで【勝負】する──？

「──ぷっ、はははははっ、あははははははっ!!　そうきたか～!!」

　ばしばしと膝を打ち、目をキラキラさせて、概念レイジは歯を見せる。

　ティファリシアの誘いに乗る形で、概念レイジは好きな条件で【勝負】をすると言った。

　どんな条件でも勝てるから、不利であればあるほどその勝利は絶対的なものになる。

　だが、その状況でティファリシアが出した条件は、自らが絶対に勝てない【勝負】方法を概念レイジが考えろというものだった。

　裏の裏の、さらに裏。

　──それはもう、本当に、心から。

「狂ってるとしか……言いようがねーです……」

　アルファの呟つぶやきは誰もが掛け値なく同意せざるをえないもの。

　ティファリシアはこの【勝負】が〈解放者〉や四種族同盟……いや、世界の行き先を決めるということを、理解しているのか──？

　並み居る指導者たちが［劣血種アブセンス］の少女にそう問い詰めずにいられたのは、ティファリシアの表情がまったく変わっていなかったからだ。

　感情がないわけではない。かすかに寄せられた眉からは緊張が窺うかがえるし、引き結んだ口元からは状況そのものへの不満のようなものも垣かい間ま見える。

　けれどそれはごく自然な……言うなればティステル城でレイジにイジりたおされていた頃によく見た表情だった。

（あ……もしかして、いざとなればクソニートに……）

　そう思って見た先で居眠りしているニートに、アルファは即座に自分の予想を否定する。

　ならばいったいどんな意図があるというのか──？

「くっくっく……これはたまらねーわ。好きに決めていいっつってんのに絶対に勝てない【勝負】方法を決めろときた……これが笑わずにいられるかっつー話だよな！」

　ぴりっとした空気を無む理り矢や理り明るくまとめる歪いびつさが際だった不穏な空気に、ティファリシアは一瞬の迷いもなく冷や水をかけた。

「気に入りませんか？　わたしはそちらが言うように好きに条件を決めただけですが」

　──挑発と受け取らないほうがおかしい。

　身構えたのは武力に覚えがある面々で、概念レイジが口を開くまでその状態は続いた。

「……いやいや上等上等。球を返された以上、またこっちのターンだな」

　肩をすくめたニートの概念は変わらずふざけた表情だが、内心は文字通り窺うかがいしれない。

　警戒を解けない周囲などどこ吹く風で、いかにも考え込む風に顎に手を当てて歩き回る。

「そうだなー、どれが一番……いやいや……んー」

　いっそう楽しそうに、それゆえ不気味に笑う兄の概念ではなく、その兄を目で追っているだけのイレギュラーな［劣血種アブセンス］を見て、イツカの心は再びささくれ立つ。

　──ティファリシアの狙いがわからない。

　そもそもレイジに【勝負】の代役を押しつけられたことが慮外であったはずなのに、自分にとっての好条件を引き出すための誘いをかけたかと思えば、それを利用されたことを利用し返し、結果的に不利になるような振る舞いをしている。

　少なくともイツカにはそうとしか見えない。

　史上最高最強最優の《好ましき隣人》［０／２One Second］。

　最愛にして最敬の兄の誰よりもなによりも近しい存在であるイツカは、当然兄には遠く及ばないものの、常人とは隔絶した優れた能力を持っているし、少なくともこの場にいる頭脳労働担当の《英雄》たち程度の思考力はある。

　そのイツカでも、ただの美しい、それゆえに平凡な〈森霊族エルフ〉の少女でしかない彼女がなにを見ているのか確言できない。

　もちろん、筋道立った推測、推論はいくらでもできるが、そのどれもが不合理なのだ。

　まるでその不合理自体が目的であるかのように──。

　…………不合理自体が、目的？

　ふと差し込んだ思考の混沌カオス。

「…………なるほどぉ♪」

　不意に嬉うれしそうに呟つぶやいた悪魔に、思わずアーサーが剣を抜いてしまう。

「あらぁこわいですねぇ♪　──したたかなティファリシアさんほどではないですけどぉ」

　さりげない目配せ。そこに彼女は自らの想おもいを込める。わかった、と。

　考えてみれば、好きに【勝負】の条件を決めていい、絶対に概念レイジに勝てる方法を設定してもいいと言われたところで、その方法自体を考えるのはティファリシアだ。

　つまり、概念レイジに勝てる【勝負】方法を知らなければ意味がないし、ティファリシアは確実に知らない。むしろそれはティファリシアがまさに知りたいことなのだ。

　いやティファリシアだけではない。この場にいる《英雄》たちもだろう。

　仮にレイジが最も苦手とするであろう単純な物理的戦いを設定したところで、それは手練手管口八丁で彼の望むままに誘導され、必敗の【勝負】に成り代わってしまう。そう想像できるし、事実としてそうだった。だから、ホウバミレイジに絶対確実に勝てる【勝負】方法があるのなら、なにを捨てても得ようとするに違いない。

　あるいはひょっとすると──レイジに勝つ方法をこちらから申し出るというのは概念的に不可能なのかもしれない。

　後出しをするレイジが必ず最後にひっくり返せる。そういう運命ルール。

　その真混実沌に、この世界で誰よりもレイジのそばにいた、誰よりも近しかったティファリシア・クリアグリンだけは気がついていたのだとしたら──彼女が取れる手は一つしかない。

「…………なんのことですか？」

　怪け訝げん、というにはあまりにも強こわばった元〈森霊族エルフ〉王族の美しい表情に、嗜し虐ぎやく的てきな悦よろこびを覚えながら──一言一句を噛かみ締めるように、そっと囁ささやく。

「裏の裏の裏をかくのではなく、裏の裏の裏の裏をかかせようとしていることですよぉ♪」

　有利な条件を引き出すための自由な【勝負】方法決定権に、自分が絶対に勝てない手段でも勝ってみせると挑発し返すことで、概念レイジに裏の裏の裏の裏をかかせる。

「そうすることで、お兄様の概念に自分の倒し方を教えさせようとしたのでしょぉ？」

「────」

　興奮に頬を紅潮させるイツカと色を失うティファリシアは鮮烈なまでに対照的だった。

　そうして顔を俯うつむかせた〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は、やがて力なく膝をつく。

「……デ……デカ乳袋？」

　それはなんの誇張もなく完全なる敗北者の姿。

　立ち上がるどころか、反応する気力すら打ち砕かれた［劣血種アブセンス］の少女に、とてつもないショックを受け──

「……ふぁー、あーやべ。普通に寝てたわ……ん？」

　あまりといえばあまりのタイミングであくび交じりにうたた寝から目覚めたらしいニートはさも当然のように言った。

「あ、もう詰んだ感じ？」

　どこまでも脳天気な声。

　それでいてすべて見据えていたかのごとき言葉に、アルファは再度目を見開く。

　そうして、軽く肩をすくめた概念レイジがいかにも残念そうに続ける。

「あーあ……もうちょいで別の楽しみも味わえたのにな」

「お兄様が最高に楽しめる遊び相手はお兄様でしょぉ♪」

「ま、結局はそういうことか」

　へらへらと笑う悪魔たちに、失意のティファリシアは顔を伏せたまま。

　完全なる絶望は、焦燥すら消し飛ばす。敗北したティファリシア──腹違いの姉の代わりに、アルファは縋すがるような想おもいで他ひ人と事ごとのように傍観し続けるニートに叫ぶ。

「なんとか……なんとかなりやがらねーんですかっ……!?」

「なんないんじゃね？」

　想定できた即答に、ボクのできることならなんでもするから──そう続けようとしたアルファを制すように気だるげな声は言った。

「もう決着ついてるし」

　終わりを告げるレイジのその言葉が合図だった。

「──よーし、決めたわ。〝【勝負】方法は単純な知識を問う問題〟。俺が問いを出し、ティファリシアが答える。正しく答えられればティファリシアの勝ち、答えられなければ俺の勝ちで、ホウバミレイジから答えを聞くのだけはなし。それ以外はなんでもオッケー。制限時間は五秒なー」

　型どおりの言葉に契約の魔法陣が広がり、魔法的強制力が宿る。

　それらはもはや興味を失い、投げやり感が否めない概念レイジと、いまだうなだれたまま動きもしないティファリシアの双方に広がっていった。

「ま、ちょ……ちょっと待ちやがってください!!　まだデカ乳袋は──」

　アルファの制止を無視し、対戦相手たる〈森霊族エルフ〉の《英雄》はそれを口にした。

「【問題。とある時代や分野で当たり前のことと考えられていた認識や思想、社会全体の価値観とかが革命的、もしくは劇的に変化することを俺たちの世界でなんと呼ぶか】」

「な──」

　問いの中身も複雑だが、それ以上に。

「ふ……ふざけるなっ！　貴様らの世界でなんと呼ばれているかなど、わかるわけがないであろう!?」

　憤るレイリスを、概念レイジは指さし、笑う。

「だからいいんだろ？」

　どんな内容であれ、ティファリシアたちにとっての異世界でなんと呼ばれているかという問いは答えようがない。

　つまり、それは。

「ティファリシア〈解放者〉の《誓約者》が絶対に勝てない【勝負】方法だと……ウラは、推測する」

　そう、ティファリシアが出した条件の通り。

　ただ目もく論ろみと違って裏の裏の裏の裏をかかれなかっただけ──。

「はいカウントダウン開始ー。ごー、よーん──」

　すでに興味もなくなっているのか、容赦なく残り時間を数えていく概念レイジに、アルファは奇妙なまでの空虚を感じた。

　もう、なにも思いつかない。

　思考自体が鈍磨し、じわじわと全身を支配していく。

　ただ立っていることすら気だるく、むしろそうしている自分自身が奇跡にすら思えてきて、アルファはようやくティファリシアがなぜ膝をついたのか理解した。

　──ああ……これが本当の絶望とかいうくそったれですか

　終わりの終わりの終わり──。

「さーん、にー、いーち、ぜ」

「パラダイムシフト」

　声は淀よどみなく、清せい冽れつに。

「科学哲学者トーマス・クーンが西暦一九六二年『The Structure of Scientific科学革命の Revolutions構造』で論じた科学革命におけるパラダイム概念の説明で用いられたものを拡大解釈し一般化したもの」

　最後に顔をあげた回答者──ティファリシアは、先ほどまで漂わせていた絶望など嘘うそのように凛然と言った。

「だ、そうです」

　音もなくティファリシアの勝利を示す文字が描かれる中、豁かつ然ぜんと目を見開いた概念レイジに、ティファリシアが掲げたのは一枚の板。

「あ──」

　ティファリシアの執務室に頻繁に出入りしていたアルファは一目でわかった。

　レイジがティステル城に置いていったタブレット。

　そこには、概念レイジが述べた言葉とパラダイムシフトという単語、そして今ティファリシアが口にしたことがそっくりそのまま書かれていた。

「いや、だから言ったじゃん」

　驚きよう愕がくと共に見つめた先で、本来の持ち主はあくび交じりに当たり前のように続けた。

「もう決着ついてるって」





　　　　◆◇◆◇◆






「……全部、最初から──」

　──レイジは予測していた？

「いやいやさすがにそれはないわー。なんも言ってないし」

　な？　と同意を求められた〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は、憮ぶ然ぜんとした表情で小さく毒づく。

「……ほんの少しでいいからほのめかしてくれてもよかったとは思いますけどね。本当にこれで合っているのか気が気じゃありませんでしたし……そもそも──いえ、どうせなにを言っても無駄ですよね……」

「ほのめかしたらバレるから無理だってわかってんじゃーん」

「…………っ、だからなにを言っても無駄って言いましたよね!?　ってこれもレイジの策略だってわかってるのに……っ」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡちょれー」

「あぁあああぁああぁっ!!」

　一転して髪をかきむしらんと取り乱すティファリシアに、アルファが口を挟む。

「待って……待ちやがって、ください……どういう、ことなのか……」

　説明を。

〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こにして、いまや未来既知すら受け継いだ《誓約者ルーラー》の後継者であるアルファが浮かべる表情。

　いや、彼女だけではない。

「…………タブレット……レイジっちの……置ぃてぃった……」

「ティファリシアさまが、絶対に勝てない【勝負】……異世界の問いに限定……」

「それを──最初から、すべて……予期して──」

　太たい公こう望ぼう、ナポレオン、メフィストフェレス。

　レイジとティファリシアをのぞいた誰もが、もはや驚きよう愕がくという言葉では足りず、恐怖に近いものすら感じていて。

「あの……断っておきますが、わたしもすべてを理解していたわけではないですよ……？」

　ティファリシアは戸惑いを隠すように一度咳せき払ばらいをしてから続ける。

「この形になるんだと気づいたのは、レイジが【勝負】をわたしに投げてきたときですし、確証はなかったので全部が全部演技ではなく一部は本気です……。だからうまくいった部分もあって…………まあそれもレイジの狙い通りなんでしょうけど……」

　最終的にやはり恨み言で結んだティファリシアに、レイジは肯定も否定もせず、ただあくびをしている。

　──本当に。ホウバミレイジは《英雄》たちが一堂に会した『英雄会議』のあの場、ファウストに、メフィストフェレスに相まみえ、フィレンタニアから身を投げ、ティファリシアと決別したあのときから、こうなることを完全に読んでいた──？

　もしそうなのだとしたら。

「そんなの……比喩でもなんでもなく……完全予知じゃねーですか…………」

　未来どころじゃない。あらゆる時空の完全予知。

　そしてその予知をティファリシアは一点の曇りもなく信じきっていた。

「……ありえない」

　ぼそりとファウストイツカが呟つぶやく。

「なぜ…………そんな……女程度に…………」

「えーと……わたしの力ではないと言ったつもりだったのですが」

「だとしても！　ホウバミレイジお兄様の概念はホウバミレイジお兄様を超えている文字通り概念なのに──！」

「その考え方自体が間違えているのだとしたら？」

　ティファリシアはホウバミイツカではなく、周囲を見回すようにして言う。

「レイジの概念というのは、ここにいる全員が想像するレイジです。ホウバミレイジならきっとここまでできるだろう──そういう妄想が詰め込まれた空想のレイジ。そんな、わたしたちみんなで考える理想のレイジとたった一人の本当のレイジを比べたら、理想のレイジのほうが優れているに決まっている──なんてことはないじゃないですか」

「え……」

　最後の最後で覆くつがえされた常識に、ティファリシアはごくごく当たり前のように続ける。

「だって、わたしたち全員の想像力ではレイジそのものを上回らないでしょう？」

「し、しかし……事実として概念レイジそやつはアーサーやジャンヌ・ダルク〈神翼族〉の《英雄》に比肩する身体能力を有していただろう……？」

「はい。つまり、わたしたちにはその程度の想像力しかないということです」

「────」

　同じ論拠から真逆の結論を導くティファリシアからどうしようもない説得力を感じる。

　概念レイジの力として証明されたのは肉体的な優秀さだけ。

　想像できないすごさは抽象化されず、概念にならない。

「ようするに、〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》……いえ、創造主さまが創りあげたのは別のホウバミレイジ様だと……そういうことですのね？」

　静かにまとめたナポレオンに、太たい公こう望ぼうも追従する。

「それはそれでこゎぃことだケド……」

　オリジナルのレイジには、そのレイジを信じたティファリシアには敗北した。

　つまり、結局のところ。

「ニセモノ──」

　ティファリシアが見抜いた通りに、概念レイジはしょせん紛まがいもので、その程度のものでしかなかった──。

　……いやこの場合、その程度でしかなかったのは。

「──く……くっくっく、はははははははっ!!」

　顔を押さえ、場違いに大きな身振りで、敗北者は大笑する。

　そうしていっそ清すが々すがしいとばかりに明るく言った。

「なるほどな～！　これは一本取られたわー。まさか肝心要の原型が俺じゃねーとは」

「見た目はちゃんと俺だけどなー」

「さすがにそこは変わりようがないだろー。想像力関係ねーし」

　軽口を叩たたき合う二人のレイジはやがてどちらからともなく視線を外し。

「……ま、それならしょうがねーな。負けた負けた」

　肩をすくめた概念レイジは、さらりと言う。

「今回はな」

　最後に残したその言葉をスイッチに。

　敗北者は最初からそこに存在していなかったかのように跡形もなく消え失うせた。

「な……」

　突然の消失にアルファが抱いた疑問と驚きよう愕がくは即座に答えが与えられる。

「……概念矛盾、ですわね」

「概念レイジっちが、内包してぃるはずのレイジっちに凌りよう駕がされて矛盾が起きた……？」

　ほぼ同時に呟つぶやいたナポレオンと太たい公こう望ぼうに、ティファリシアが付け加える。

「レイジは〈森霊族エルフ〉と〈解放者〉の命運だけでなく、存在そのものを賭けると言っていましたから、そのせいだと思います」

「……ぁー」

「…………そこまで読んで……」

　三人がそれぞれ納得する中、上空に〈解放者〉の勝利を知らせる文字が浮かぶ。

〈森霊族エルフ〉の《英雄》ホウバミレイジに〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンが勝った。

　四種族同盟が、この世界の者がホウバミイツカ創造主の思惑を打ち砕いた──？

「…………そん、な……」

　呻うめくような声。絶望を映す黒い瞳。

　傲岸な悪魔が愕がく然ぜんと地に膝をつく姿に、アルファはゆっくりと周囲を見回す。

　沈黙と放心。誰もなにも状況を壊そうとしない。これが最終結論だと確信している。

　だから、それは、つまり。

「ボクたちの──勝」

「──って思っちゃいますよねぇえぇ？」

　あっさりと顔をあげ、落ち込むフリをやめた悪魔は種明かしをするように手を広げる。

「それでもホウバミレイジを倒すのはホウバミレイジなんですよぉ！　だってホウバミレイジは最強。最強の彼を倒せる《英雄》なんてホウバミレイジしかいない!!」

　自嘲するような笑みと見開かれた瞳孔。おかしくなっているとしか思えない狂信者は、不意に人なつこい、邪気のない笑顔になる。

「ところでみなさん概念ってどういうものかちゃんと理解しています？　どうぞティファリシアさんはタブレットで調べてみてください♪」

　音声入力モードのままのタブレットは、悪魔が促したとおりにその意味を羅列する。

「はいそうです、〝概念とは同類のものの表象から共通部分を抜き出して得る表象〟──つまりみなさんの想像するそれぞれのホウバミレイジ像から共通するものを抜き出して得た表象が《英雄》ホウバミレイジとなる。そして、概念となったホウバミレイジが実物のホウバミレイジに敵かなわなかったのはその想像が浅かったから──さて、この浅かったというのは誰と誰を比べてのお話でしたか？」

「……？　そんなもの我らとこのクソ《英雄》に決まっているであろう」

　あまりにも当たり前すぎる問い。

　その意味も意義も計りかねたレイリスが率直に返したのと裏腹に。

「────！」

　ティファリシア、太たい公こう望ぼう、ナポレオン。

　即座に気づいた三人の反応がとても気持ちよくて、ホウバミイツカは手を叩たたいて言う。

「賢いですねぇレイリスさん♪　じゃあ──そのみなさんの中にここにいるお兄様自身実物のホウバミレイジも含まれるとどうなるでしょぉ？」

「そんなもの……そんな、もの？」

　この場にいる全員が、ようやくその事実に気づく。

「お兄様自身が想像するお兄様はまぎれもなくお兄様以上の存在になりますよね？」

「いやーつくづくよくできてるよなー」

　本当に感心するように呟つぶやいたレイジに、アルファの焦燥は最大限に膨らむ。

「で、ですが、《大誓約魔法》下の契約が──」

「そのくらいのこと考えていないと思いますか？」

　先んじた回答と突きつけられる絶望。

「考えてもみてください、ずっとこのことだけを考えて生きてきたんですよ？」

　アルファだけでなくその場にいる面々の動揺を全身で浴びるように、悪魔は両手を広げ、高らかに謳うたう。

「そう、わたしの目的はずっと変わっていない！　敗北こそがお兄様の真に欲するもので、なによりも楽しいこと──その達成だけを夢見て死にぞこなってきた！　たとえ想定外なことが起きようと、その想定外ごと全部……全部ぜんぶぜーんぶ呑のみ込める!!」

　だから。

「これもぜんぶ──よていどおり」

　唐突に現れた銀髪の少女は、その身にまとった最強の《魔神器》──『かたわらの闇』を静かに蠢うごめかせた。





　　　　◆◇◆◇◆






〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こにしてその頂点たる［四血姫］の一人であり、ファウストとメフィストフェレスホウバミイツカという《英雄創造主》の召喚者クランレウ・シミシカ。

　その彼女が、なぜ、今、なにを目的に、ここに──？

　この場にいる大半の面々が抱いた疑問は、彼女が『かたわらの闇』をわずかに動かし、共に転移してきたモノを露あらわにしたことでさらに深まった。

「レスト・エンデバー……っ？」

　力なく地面に横たわる父の姿に、思わず声をあげたティファリシアを見て、銀髪の少女はどこか憂えた表情で呟つぶやいた。

「……ずっと、ふしぎだった。どうしてひとはかんじょうをもつのかと」

　レウの言葉に呼応し、黒い布はレストを無む理り矢や理り起き上がらせ、宙づりの状態にする。

「…………ぐ……」

「なにを……!?」

「むねのおくをかきたてられるかんかくはだれにでもある。だからさがした。さがして、さがして、さがして──どこにもなくて。それでもなにもかんじなかった」

　悲しいとも寂しいとも。

　ただそうなのだという、事実の確認。

「でも、それはあたりまえだった。私はただの〝そうち〟だったから」

「……装置？」

「それとおなじ」

　彼女が黒い布で指し示すのは、青年の姿をしたファウストという名の創造主の器。

「…………クソノゾキ魔」

　悲痛に声を絞り出すアルファは、知っている。

〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こにしてその頂点［四血姫］の一人クランレウ・シミシカ。

［四血姫］たちによって創り出された〈幻魔族ストレーガ〉の女王《欠月の零れい姫ひめ》である彼女が〈森霊族エルフ〉の元《英雄》クレオパトラとなにを話したのかを。

「……だからその男をなんらかの方法で貶おとしめ、感情を得ようというのか貴様は」

　明白な敵てき愾がい心しんを込めたレイリスの言葉に、レウは不意に空を見上げ、ぽつりと呟く。

「それも、いいのかも」

　冷え切った眼まな差ざしは発言者である〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》にではなく、身を強こわばらせた〈解放者〉の《誓約者ルーラー》に向けられる。

「いっときとはいえ、いっしょにくらしたひとのだいじなひとをうばう──そういうじょうきょうはいままでなかったから、ためすかちはある」

「……誤解がありますね。血縁上の繋つながりがあっても、その方に抱く思いは他人でしかありません。感情を動かすのに──」

「かんじょうをうごかすのにちのつながりなんてかんけいない。あなたはそうでしょ」

　誰であれ目の前で害されるのをよしとしない。

　ティファリシア・クリアグリンとはそういう少女。

　そしてそんなティファリシアだからこそ、煽あおる価値がある──

「ほらほらレウ、もうもったいぶらなくていいでしょ♪」

　悪魔の促しに、レウはさらに高くレストを引きずりあげて──止まる。

　彼女が見るのは、嗜し虐ぎやくに満ちた微笑ほほえみを浮かべる創造主の少女と。

「…………ご主人さま」

　ぽつり呟つぶやいたレウの胸の内に生じる不可解なうねり。

　出会ったときから変わらない、クランレウ・シミシカではない者が感じている愛情。

　わかる。わかってしまう。これはレウ自身が抱いているものではないと。

　一時は自分のものだと思いもした。思いこみたかった。

　けれど──ホウバミレイジと過ごせば過ごすほど、彼にどうしようもなく惹ひかれ、理解と疎外を感じて、確信せざるをえなかった。

「私も、ホウバミイツカでしかない」

〝彼女〟に促され、〝彼女〟を喚よび出す、ただの装置。

　元より〈幻魔族ストレーガ〉の、［四血姫］の、誰かの都合のためだけに生み出された存在であるクランレウ・シミシカに、自分のものなどという贅ぜい沢たくは許されていないのだ。

「だから──」

「なあ、レウ」

　遮るようにかけられた声。

　いつも通りの、飄ひよう々ひようとした表情で、愛いとしく思えてしまうその人は。

「お前のやりたいようにやれよ」

　胸に突き刺さる言葉を軽々と言い放ち、少女の顔をはっきりと歪ゆがませ──

「クランレウ・シミシカ」

　上書きする、悪魔の声。

「早くして」

　命令は、なんの感情もともなわずに実行された。

「──がっ」

　高くつり上げていたレストの首に、黒い布の終端が巻きついた。

「ちっ、アーサー!!」

　レイリスの合図に、アーサーだけでなくジャンヌも動く。

「【主よ、導き給えDieu vous bénisse】！」

　混迷極まる状況でも、即座の正義感を発揮せずにはいられない〈竜闘族ドラゴーネ〉と〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》はそれぞれ自らの《偉能レアルタ》を具現化し、無機質な《魔神器》を砕かんと動く。

　布の一部を幾筋もの鞭むちに変え、迎撃する『闇のかたわら』を回避し、

「《クラレン──」

　アーサーが抜いた紅あかい剣は、発動前に弾はじかれた。

「──な」

　その光と魔法陣に、見間違えはありえない。

「あれぇ、ご存ぞん知じありませんでしたぁ？　《大誓約魔法》の防御結界のこと」

　害する意思のある攻撃を排除する、この世界の基礎にして根幹。

　当たり前に発動するそれが意識になかった理由に思い当たって、アーサーはつられた青年を驚きと共に見やる。

「まさか──」

「……ティファ……リシア……」

　苦しげな呻うめき声を発する父に、ティファリシアが思わず身を乗り出した、そのとき。

「違う!!　この男は自ら望んでこの状況になっている!!　だから首に巻きついた《魔神器》が弾はじかれていないんだ!!」

　叫んだアーサーに、真顔に戻ったレストは。

「──悪いな。条件はもう揃った」

　言葉と共に『かたわらの闇』に包まれ消えると、レイリスの背後に現れる。

「──!?　きさ──ぅ」

　完全に不意を突かれ、レストが手にした〝なにか〟に触れられると同時に意識を失った〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》の姿に、いち早くその意図を察した《英雄》は太たい公こう望ぼうだけだった。

「セイレ!!　ぁたしの背後に──」

「単純な力は」

　打だ神しん[image: ]べんを手に、自らの《誓約者ルーラー》をかばおうとする反応は想定されたものでしかなく、〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》が動こうとした先を同じ方法で押さえる。

「向ける先さえ示してやれば」

　セイレが床に崩れ落ちたところで、《誓約者ルーラー》が狙われていたのだと気づくのは、あまりにも遅すぎた。

「簡単に誘導できる」

「──まさか私たちをおびき寄せるために……!?」

　ようやくアーサーと同じ結論に至ったジャンヌの前で、〈獣妖族ペステイア〉の《誓約者ルーラー》は地に伏せ、無抵抗の〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》は、レスト・エンデバーの持つ球体に白い光を吸い取られた。

　あらかじめそう定められていたかのような、淀よどみない動き。

『闇のかたわら』を翼のようにはためかせた彼が手にした球体には緑、赤、青、黄、白の光が帯状に走っている。

　よく見ると、それらは細かい文字が合わさっているようで。

「貴様、レイリスになにを!!」

「はいアーサーちょっと黙るー」

「ホウバミレイジ……っ？　だが──」

「俺が信じられない？」

　ぞんざいなのに、有無を言わさぬ圧力。

　これまでのレイジらしからぬ対応に、アーサーは口をつぐむ。

　それは《誓約者ルーラー》の意識を奪われた他の《英雄》たちも同様だった。

「で、あとは〈幻魔族〉からも奪ったらおしまいって感じ？」

　レイジが指さした先。青年の姿をした妹はなんのリアクションも示さなかったが、

「種族の固有魔法式を六つ集めると素敵なことが起きるんです♪」

　メフィストフェレスのふざけた返答に、アルファが眉をひそめる。

「固有魔法式を、六つ集める……？」

「はー……なるほどね。──だ、そうだけど？」

　レイジは顔も向けていない。

　誰への言葉か一切ヒントはなかったからこそ、その場にいる全員が一人の少女を見た。

　それはある種の予定調和。彼女ならレイジの言葉を理解しているという共通意思。

　無言の促しに、ティファリシア・クリアグリンもまたすべて了解しているように、まっすぐ彼を見て言った。

「レスト・エンデバー……いえ、あえてこう呼ばせてもらいます。──お父様」

　口にした本人が違和感のある言葉。

　かすかに目を細めたレストに、ティファリシアは続ける。

「それはお母様が望んだことなのですか？」

「……その程度で揺さぶってるつもりか？」

　直球の言葉と嘲笑。正面から相対する父に、ティファリシアは静かに答える。

「いいえ、その必要はありません。あなたがやろうとしていることはわかっていますから」

　そう豪語する彼女が見つめるのが球体だとわかって、レストは口元を引き結ぶ。

「わかっているならなおさら無駄だな。説得できると思ってるわけじゃないだろ？」

「──もう一度訊ききます。あなたがすることは本当にお母様の望みに適かなっているんですか」

　レスト・エンデバーはクレアリシアを救うために生きていると自ら口にした。

　だから、彼にとって意味があるのはそのことだけだ。

「クレアリシアがどう思ったのかなんてどうでもいい」

「クレアリシアがどう思ったのかなんてどうでもいい──ですよねぇ♪」

　完全に重なった声に、ティファリシアは悪魔に振り返り、感情を露あらわにする。

「あなたはそうまでして……っ！」

「違う。これは俺の意思だ」

　憤りを遮る強い語気。

　燃えさかる炎に新たなる炎を重ねたように、ティファリシアは拳を強く握った。

「そう仕向けられたのなら同じことでしょう!?」

「だとしても結論は変わらない！」

「……っ」

　──そんな苦しげな表情でなにが結論ですか！

　喉元まで出かかった言葉は、無む理り矢や理り呑のみ込まされる。

　……ダメだ。ティファリシアには踏み込めない。

　実の娘だろうがなんだろうが揺らがない。彼はどうしようもなく決断しきっている──。

「いやーどうかなー？」

　ニートのにやにや笑いに、ティファリシアは投げ出しかけた思考を掴つかみ直す。

　レイジが疑問を呈したということは、まだ可能性がある。

　どこだ。どこに──

「【クランレウ・シミシカ、契約を遂行させてください】」

　悪魔の言葉と契約の光がすべてを中断させる。

「【レティス・ファト・クリアグリン──《大誓約魔法》をこわして】」

　異なる光と広がる魔法陣はレウと悪魔、そしてレストとレウの二つ。

　それはあらかじめ結ばれた契約によって本人の意思と無関係に実行された。

　レストがファウストから抜き出したのは漆黒の魔法式──〈幻魔族ストレーガ〉の固有魔法。

　六種族の固有魔法式が集結した球体を目にして、最早気づかないわけにはいかなかった。

「《六面魔法体キユーブ》……」

　アルファが見上げた先にあるのは、各種族独自の魔法体系を複雑に組み込み創りあげた、《大誓約魔法》の大元。

　そうだ。そもそもこの場には六種族の《誓約者ルーラー》が──とそこまで考えたところで。

「まさか全部そのために──」

　最後まで続ける前に、レスト・エンデバーの手にした球体が弾はじけた。

　飛び散る六つの帯が目も開けていられないほどのまばゆい光を放つ。

　同時にガラス玉が砕けるような音が鳴り響き、全身に奇妙な浮遊感を得た。

　やがて立っていられなくなるほど強い目眩めまいに、アルファは思わずその場に膝をつくと。

「無事《大誓約魔法》はなくなりましたぁ。新たな時代の幕開けに皆さん拍手～♪」

　ぱちぱちと手を打ち合わせる悪魔を横目に、急ぎ空を見上げる。

　一瞬前までそこに存在していた正六面体は、跡形もなく消え失うせていた。

「………………嘘うそ、でしょう…………？」

　すべての種族の想おもいの結晶が、かくもあっさりと──。

「ではここで各地の反応を見てみましょぉ」

　悪魔が両手の指先で描いたいくつもの四角は瞬時に広がり、それぞれ別の地を映し出す。

　ほとんどの映像で人々は自分たちを襲った違和感に首を傾かしげているだけだったが、一部では結んだはずの契約が履行されないことに混乱している様子も見て取れた。

　そして。

「あ…………あ…………」

　目を見開くアーサーの視線の先。

　その映像の中では、〈竜闘族ドラゴーネ〉の少女が血だまりの中に倒れていた。

　すぐそばには血で汚れた自らの手を信じられないような顔で見つめる少年の姿がある。

「あららぁ、偶然ケンカ中だったんですかねぇ？　普通ならカッとなっても防護魔法が発動して加害者のほうが弾かれちゃうだけですが、運が悪かった──いえ、こうして新世界最初の礎になれたんだから運がよかったんですかねぇ♪」

「あ──あああああああ!!」

　アーサー・ペンドラゴンの絶叫は映像の中の少年と重なった。

　激情に駆られた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》はなりふり構わず剣と共に飛ぶ。

　向かう先はすべての元凶たる悪魔──

「というわけで《大誓約魔法》がなくなったので、いろんなことが無効になりまぁす。まず──」

　悪魔の差し出す左手に生じた幾重もの魔法陣が、極大の魔法弾を放つ。

　轟ごう音おんと衝撃をまき散らした黒い魔法弾は眼下の大陸の一部を軽々消し飛ばし、ついでとばかりに右手から放たれた雷がアーサーを激しく打った。

「ぁ……ぐっ……」

　白い肌を黒く焦がしたアーサーが力なく地に伏し。

「うんうん、防護魔法はちゃーんと消えてますねぇ。と・い・う・こ・と・はぁ──」

「《大誓約魔法しがら》下の契約が無効にみがなくなって、概念レイジの召喚が何度でも可能になった……それがあなたの計画の最終目的でしょう、ホウバミイツカ」

　憤りを隠さず、鋭く先んじたティファリシアに、悪魔は冷ややかな眼まな差ざしを向ける。

「……そうなんですけどぉ……なーんか……むかつきますねぇ。ま、いいですけどぉ……」

　そばに立つレウの手を引き、顔を俯うつむかせたレストにわざとらしくしなだれかかる。

「《大誓約魔法》を解体するときには、すこぉし協力強制力が必要でしたけどぉ、こうなっちゃえばもう取り返しがつかないですし。ね、レストさん♪」

　声をかけられたレストはなんの反応も示さず、そのこともどうでもいいとばかりに、大仰に手を広げる。

「さあ、これでさいっこうの舞台が整いました！　整っちゃったんですよぉ！　何度も何度も何度でも永遠に──強くなり続けるホウバミレイジと戦い、負ける──」

「負けるのはお前一人で十分だ」

　至近距離からぼそりと呟つぶやかれた声。問い返すより早く黒い布が少女の腹部を貫いた。

「────え？」

　鋭利な刃物と化した黒い布──『かたわらの闇』に、悪魔は血を吐き、〈幻魔族ストレーガ〉の少女に顔だけ振り向ける。

　クランレウ・シミシカは信じがたいものを目にしたように呆ぼう然ぜんとこちらを見るだけ。

「クリアグリンすべてを可能にする一族はあらゆる《魔神器》の所有権を持つ」

　一瞬前まで懊おう悩のうしていたはずの、レスト・エンデバー──〈隷人族インフイルマ〉の王レティス・ファト・クリアグリンは、あくまでレウから一時的に借り受けていたはずの《魔神器》を自在に操りながら告げる。

「言ってなかったか？」

　最初からこうするつもりだったように、冷徹に見下ろしてくるレストに、悪魔は無む理り矢や理り笑みの形を作った。

「く、くふ……む……結んだ、契約上……《大誓約魔法》を破壊しろ、という命令は……拒めない……だから……《大誓約魔法》がなく契約そのものが無効になってから……召喚に……必要な、巫み女この……立場を利用して……動いた……わけ……です、ねぇ……」

　レスト・エンデバーへの絶対命令権。《大誓約魔法》下で結ばれたその契約は、大元の《六面魔法体キユーブ》が破壊されてしまえば当然無効になる。そして、ホウバミレイジの再召喚には巫女であるレストが絶対必要……つまり近くにおかざるをえない。

　その立場を利用し、不意を突く──完全に計画的な行動。

「ま、単純に《魔神器》の所有権を奪うための条件がいろいろあるってだけだが……およそ考えられる限り最悪の手だからな」

　できれば使いたくなかった。

　けれど、それでも──

「そんなことないですよぉ♪」

　場違いに明るい声。

「そうしてもらわないと困っちゃってましたから」

　ひょっこりとクランレウ・シミシカの背後から顔を出した無傷の黒い少女に、驚きよう愕がくするなというほうが不可能な話だった。

「な──」

「身代わりなんですよねぇ、それ。びっくりしましたぁ？」

　指さす先、鋭利な刃物と化していた『闇のかたわら』の先にすでに少女の姿はない。

　反射的に飛び退ずさろうとしたレストを、レストが手にした黒い布が縛り上げる。

「──、──ぁ!?」

「〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストの《偉能レアルタ》メフィストフェレスは周囲の想像力を条件に文字通りなんでも起こすことができて、わたしが《万象の楽園アクアテラリウム》の創造主であることは誰もが知っている。つまり、現状わたしはなんでもできる」

　嗜し虐ぎやくに満ちた笑みを、至近距離から見せつける。

「だから、巫女あなたはもうとっくに用済み──言ってませんでしたっけぇ？」

「──……」

　締め上げる『かたわらの闇』がその力を弛ゆるめたのは、対象が完全に意識を失ったから。

　ざり、と音がして、悪魔は楽しげにそちらに顔を向ける。

　ティファリシア・クリアグリンは、予想に反して一歩も動かず、低く尋ねてきた。

「……それで、やっとすべての準備が整ったわけですか」

「……あえて声に感情をこめないのは、自分を抑えるためですよね？」

　お互いに先んじる会話。交錯する鋭い眼まな差ざし。

「召喚に、巫女を必要としやがらない……？」

「そう現実に思いこんだままの巫女がいることで、本当にそうなる。それが〈幻魔彼族〉の女《英雄の》の《偉能力》ですから。だから──」

「舞台が整ったと言いながら、本当はレストさんが叛はん逆ぎやくしてくれないと困った──それがわかったところでどうだと？」

　冷たい、無感情な声。

　道化の仮面を脱ぎ捨てたホウバミイツカは、ティファリシアを刺すように睨にらみつけ、

「悪魔の役はもういいんですか」

　皮肉で返したティファリシアにも、もう取り繕わなかった。

「必要ないです。ここまでくれば」

　簡素な返答。素の無表情で、少女は続ける。

「そうですね──お兄様」

　見つめた先で、ニートは曖昧な笑みを浮かべたままレウに向く。

　銀髪の少女はただ顔を俯うつむかせ、拳を握りしめるだけ。

　これがホウバミイツカの愛。

　ホウバミレイジを、最愛の兄のことを考えて考えて考え抜いた先の、果ての果てだから。

「……ったく、しょうがねーなー」

　肩をすくめ、ニートはいかにもめんどくさそうに立ち上がると、いまだ戦闘態勢を解いていないジャンヌの下へと行く。

「椅子」

「…………え？」

「二度言わせんの？」

「──ごめんなさいぃっ」

「はー……とりあえず向かい合うように二脚な。デザインは──」

　そうして【神の国】で創られた玉座のごとき豪勢な椅子に腰掛け、足を組んだレイジの前に現れたのは、より洗練された概念としてのホウバミレイジ。

「…………！」

「へーそうなんのか」

　肘掛けに肘を置き、にやにや笑うレイジの前に召喚された概念レイジは、一度目のそれとは明白に異なった。

　まず服装が違う。一人目の概念レイジは今のレイジ同様、学生服を着ていたが、この概念レイジは喪服のような黒一色の正装をしている。

　見た目のパーツは元となるレイジのそれだが、表情はどこまでもクールで陰鬱な空気が漂う。それはまるで──

「なるほどなーファウストあれがお前にとっての理想の俺なわけだ」

「…………気楽そぅだねー、レイジっち……」

　小さく漏らした太たい公こう望ぼうに限らず、レイジ以外のすべての《英雄》の顔は引きつっていた。

　その、理由は。

「なんなんですか……この馬鹿げやがってる《運命力》は……っ!?」

「先刻喚よび出されたレイジ様も相応のものでしたが……これは控えめに言っても規格外ですわね……」

　想像力によって際限のない強さそのものとなる概念レイジ。ホウバミイツカが口にした通りの現実はしかし、目の当たりにしてはじめて痛感せざるをえない。

　理屈ではなく、世界そのものを呑のみ込まんばかりの圧倒的な《運命力》。

　こんなもの、小手先でどうにかなるはずがない──。

「とりあえず座れば？」

「…………」

　レイジの軽口を無視し、泰然とそこに佇たたずむ新たな概念レイジに、耐えがたいまでの重圧を感じ、身体からだが震えだしてさえいることにティファリシアは驚嘆する。

　ただ立っているだけなのになぜ──。

　そう疑問に思って、すぐにそれだけではないことに気づく。メフィストフェレスホウバミイツカが示したように、今この世界に《大誓約魔法》は存在しない。

　それはつまり、非暴力の、他者の害意を自動的に弾はじく絶対の保証がないということで、他者の害意の結果としての死がすぐそばにあるということ。

（死ぬ……）

　メフィストフェレスが。クランレウ・シミシカが。概念のホウバミレイジが。

　ティファリシアを殺そうと思えば、簡単に殺せる。

　物心つく前から《大誓約魔法》に護まもられていたティファリシアにとって、それはあまりにも現実感がない。

　けれど肉体は、本能は、その事実を理解し、受け入れ、警鐘を鳴らしてさえいる。

　そして。

（理解してしまったら……気づいてしまったら）

　理性もまたはっきりと真正面から見てしまう。

　死の恐怖を。

　おそらく、《英雄》たちも同じなのだろう。彼女たちは元の世界で死を知っている。

　死を知っているからこそ、圧倒的な強者である概念レイジを前に立ちすくむのだ。

「これがわたしの作品ですお兄様」

　傲おごるでも皮肉るでもなく淡々と告げる妹に、レイジは曖昧に笑う。

「作品、ね……」

　寂しげな表情。およそレイジらしからぬ感情に、ティファリシアが声をかける前に。

「んじゃま、お望み通り存在をかけた【勝負】とやらをしてやりますか。おい性乙女」

　レイジはジャンヌに何事か話すと、驚いた顔をした彼女に首輪をつけ、軽く押しやる。

　その不自然な仕草に、ティファリシアは慌てる。

「ちょ……ちょっと待ってください」

　思わずかけてしまった声。

　なにを話すべきか、後から考えていることに気づかないふりをして、言う。

「《大誓約魔法》がないのに……どうやって【勝負】をするんですか？」

　声が震えたのは、概念レイジのせいだ。

　そうだと思いこみたくて、拳を握りしめる。

「んなの、一つしかねーだろ？」

　ズキリと、お腹なかの奥が痛んだような気がして、顔を歪ゆがめたティファリシアに、ニートは指を鳴らす。

　瞬間、ジャンヌが小さく悦よろこびの悲鳴をあげ、目の前に広がる空間が一変した。

　なだらかな平原と黄金の穂を揺らす小麦畑。そこかしこで浮遊する半透明のパネル。

【神の国】による空間創作に、身構えたのは太たい公こう望ぼうとナポレオンだけで、ティファリシアやアルファにとっては見覚えのあるものだった。

「『リアル人生ゲーム』……？」

「この状況で……まだふざけやがるつもりですか……？」

　ティファリシアとアルファがそう呟つぶやきながらも見つめた先、かつてアエル・アウラとの【勝負】でも使用されたパネルには違和感があった。

　正確にはその配置がおかしい。

　スタートからすぐに浮遊大陸の外へと伸び、はるか彼方で不自然に途切れている。

　さながらゴールの代わりに空へと踏み出さなければならないようで──

「……ねぇレイジっち。それ本気でゃるつもり？」

　太公望の、強い口調。

　らしくない〈海精族シーレーナ〉《英雄》の提言に、アルファも気づく。

「まさか……決着をつけやがる方法って」

「人の生の果て──陳腐ですわね」

　嘲笑交じりのナポレオンの言葉。

　軽蔑するような声は、憤っているようにしか聞こえない。

「そーそー。めちゃくちゃ陳腐で単純明白な──リアルだ」

　レイジが浮かべたその表情は、愛について語るときのものと同じ。

「レイジ！」

　反射的に声をあげたティファリシアを無視し、ニートはクールな概念に話しかける。

「リアル人生ゲームのルールは〝自分を駒にサイコロを振って止まったマスに書かれていることを実行する〟。めっちゃ簡単だろ？」

「どんな【勝負】でもかまいません」

　黙ったままの概念レイジの代わりに、イツカが静かに言う。

「どんな【勝負】だろうとお兄様が負けるまで続くだけのことですから」

「あっそ」

　短く答えたレイジ以外の全員が、死を宣告されたかのごとく唇を噛かみ締める。

　仮にレイジがこの概念レイジとの【勝負】に勝てたところで、新たな──より優れた概念レイジが喚よび出されるのは明白だ。

　つまり現状ではレイジの勝利は原理的にありえず、根本的な召喚システム自体を変えなければ勝負にすらならない。

　そして最低限の対等な戦いを成立させるためには──

「ちなみにわたしやレウ、レスト・エンデバー、この場にいる誰が欠けようと召喚にはなんら問題ありません。先ほどの手順で巫み女こも必要なくなりましたから」

　絶望に絶望を重ねる補足。《偉能レアルタ》メフィストフェレスは、思い込みを発動条件として、文字通りあらゆる願望を具現化する。

　召喚に巫女は必要ないという事実を目の当たりにし、共通の思い込みが形成されているこの場では、彼女の言うとおり武力行使最終手段も意味がない。

　これで本当に、打つ手はなくなった。

「……さて、と。んじゃ、【勝負】をはじめる前に」

　スタートに向かっていたレイジは唐突に踵きびすを返し、ティファリシアの前まで歩いてくる。

　いつもと変わらない、曖昧な表情。

　見慣れているがゆえの違和感は、考え込んでいてもすぐに気づくことができた。

　なにかを、決意している……？

　そんなことはこれまでに一度もなくて、思わず身構えたティファリシアは。

「なんですかレ」

　イジ。そう言い終わる前に、唇を奪われた。

「………………!?　…………、……ぷはっ!?」

　短い時間だった。それでも一瞬ではない。重なった唇が柔らかいとか、レイジのまつげが意外と長いとか、顔がとてつもなく熱いとかわかるくらいには──。

「は。ぷはっ、てお前」

　肝心のレイジ自身の反応が普通すぎて、ティファリシアはなにを言ったらいいのかわからなくなる。

「な……、な………」

　頭が働かない。全然わからない。なんで。レイジが。急に。今──。

「あーティファリシアだけじゃ悪いな。アルファー【こっち来て】」

「え…………え!?　なんで!?」

　光った契約の魔法陣と勝手に動く体にアルファが悲鳴をあげ、レイジは軽く言う。

「あーやっぱクレアリシアが修正する前からあった個人間の特殊な契約は有効なままか」

「ちょ────んむ」

「わりーな。これも二番目で」

　至近距離から語りかけられた声と、ティファリシア以上に短い口づけ。

「────」

　最後にぽんと頭に手を乗せられ、アルファは呆ぼう然ぜんと目を見開く。

「…………レイジっち……もしかして……」

「悪いけど太たい公こう望ぼう、あんたはまだ敵だからナシな。……んーその観点でいけば、おーい、アーサー！　生きてるよなー？」

「…………」

「あーはいはい。気絶したフリしたって無駄無駄。あの俺の隙はつけねーから」

「……………………ならば、あなたはいったい──むぐっ」

　どんどん短くなっていくキスはおざなりにも見えたが、されているほうはそう思えない。

　頬を紅あかくし、どぎまぎし、先ほどより体調すらよくなっているように見えるアーサーを一度抱きしめるようにし、ナポレオンの下へ。

「あら……わたくしにはそのような餞別は必要ありませんわ」

　餞別。別れの挨拶──。

「まーまー、そう言わずに」

「……ホウバミレイジ様。わたくしはあなたのことを買っていたのですけれど。見込み違いだったということかしら？」

「さー？　それを俺に言われてもな。まあ言えることがあるとしたら──」

　跪ひざまずき、ナポレオンの手にキスをし。

　想定外の行動に驚き固まったその瞬間を見計らい、華きや奢しやな体を引き寄せ、ハグをする。

　そうして目を見開く彼女に、軽やかに笑って告げた。

「あとをよろしく頼むわーってことくらいかな？」

　宣言通り、すぐに背を向けたレイジは最後にジャンヌの前を素通りする。

　明らかに特別な時間であるこの期に及び、言葉すらかけられない手ひどい放置プレイ。

「あぁ、あぁぁ……っ」

　最低であるからこそ最高の処遇に自分を抱きしめ、嬌きよう声せいを漏らしたドＭの変態《英雄》に笑みだけ向けるニートに。

「なにを……しているんですか……？」

　ティファリシアの。

　出会って以来最低の、情けない表情とすがるような声に、笑い出しそうになる。

「なんつー顔だよ」

「なんで……なんで、なんでそんなっ」

　答えなど出ている。出ているとしか言いようがない。

　にもかかわらず口にしてしまった無意味な問いに、レイジは肩をすくめ、穏やかに笑う。

「自分で考えてみれば？」

　その、表情は。

　声は──。

「今のお前ならできるだろ」

　すれ違いざまにぽんと肩を叩たたかれ。

　小さく声をかけてきたレイジを止めることはできない。

　重ねられた唇の感触を思い出して、わめきたくなる自分を必死に制御して──。

「いい加減にしてください」

　クールなのに熱のこもった声。

　レイジではなくティファリシアに冷たい視線を向けた妹に、一切表情は動いていないが怒っているのだと理解し、レイジは軽口を叩く。

「相変わらず短気だなー一いつ過か。モテねーぞ？」

「……戯たわ言ごとは結構です。お別れのフリはもう十分でしょう。さっさとしてください」

「へいへい。んじゃ──俺先行な」

　契約の魔法陣は展開されないまま。スタート位置で、レイジは適当にダイスを振る。

「お、六じゃーん。幸先いいねー。一、二……六っと。で、パネルは……〝その場でそのまま待機〟、なんもなしかーつまんねーな。──ほい、そっちの俺の番な」

　淀よどみなくゲームは進み、ティファリシアが思うことは一つだけだった。

　──考えろ。

　考えろ考えろ考えろ──。

　それだけがティファリシアのできることで──すべきことのすべて。

　究極に逼ひつ迫ぱくした現状はこちら側が無策であるという前提で成立する。つまり万策が尽つきたから為なすがままに身を委ねるということでしか理解できない。

　──だが、そうだとすれば前提は崩壊する。なぜならレイジが無策なわけないから。根拠はない。ないが、レイジは今までずっと策を弄してきた。どんな絶望的状況でも覆くつがえしてきた。だから策はある。あると信じられる。

「おー、そっちも六か」

　ではそれはいかなるものか。その策にティファリシアの動きは含まれているのか。

　──レイジは自分で考えてみろと言ってきた。それが合図なのだとすればティファリシアが組み込まれている可能性は高い。では具体的にどう動くべきなのか。ヒントはレイジの行動にある。ティファリシアたちにキスをするという別れの演出。

　イツカを、すなわち概念レイジを油断させるため？

　──ティファリシアにも想定できるようなことに引っかかるわけがない。

　その裏は？　あるいは裏をつくという思考そのものを利用する可能性もある。

　──ティファリシアだけでなくアルファやアーサー、ナポレオンにも同じように行動し、太たい公こう望ぼうを外したのも気になる。気になるということは考えなくてはいけないことで──

「じゃ、次は俺──っていきたいとこだが、悪いな。これで決着だわ」

　もしも、そもそもの前提が違っていたら？

「決着……？　まだ二巡目でしょう」

　策などなく、ティファリシアにこうやって考えさせること自体が目的だとしたら？

「いやいやこれで終わりだって。な、俺？」

　レイジが自分の手ですべてを終わらせるつもりだったら──？

　終着に至ると同時。ホウバミレイジは、それがまるで自然であるかのように並び立ったもう一人のホウバミレイジに体を預け、




　自分ごとパネルの外へとその身を投げ出した。




「やめてえええええっ!!」

「──間に合えっ!!」

　絶叫したティファリシアと、《クラレント》を投とう擲てきしたアーサー。

　制止の声と、身投げの意思を覆す《偉能》。

　双方の意図は一致し、けれどそのどちらも届かない。

「まだ……っ！」

　右手を突き出したアーサーは、落下しかけるレイジを追うように《クラレント》の軌道を曲げるものの、あっという間にその姿は視界から消える。

　──落ちた。

　浮遊大陸から、《大誓約魔法》の自動防御魔法もなく、〈竜闘族ドラゴーネ〉の見回りが存在しない中空へ。

　つまり、それは、だから。

　確実に死ぬということ。

　──たとえば。

　ホウバミレイジが死ねば、今いる概念レイジも消えるとしたら？

　元となるレイジが死ぬことで、概念レイジの無限召喚を阻止できるとしたら──？

　今さらの確度ある推測など無駄以外のなにものでもない。

　そうではなく。そうではなくて。

　ティファリシアが今しなければいけないのは。したいのは。直面する現実は。

　レイジが、死ぬ。死ぬ。死ぬ──。

　全身が凍るような思いに歯が鳴り、自分にできることを考え、ないことに気づくと同時に即座に周囲を見回す。

　助かりさえすればなんでもいい。自分が無理なら他者に頼る──！

　レイジのキスから立ち直れていないアルファ。《クラレント》ですべてを出し切ったアーサー。元より傍観の立ち位置で棒立ちしている太たい公こう望ぼう。なぜかナポレオンの下で目を閉じ跪ひざまずくジャンヌ。そして。

「レウさんっ!!」

　クランレウ・シミシカはティファリシアの言葉に体を震わせた。

　それは驚いたからなどという単純な理由ではなく。




　──お前のやりたいようにやれよ




　ずっと巡っていたレイジの言葉。彼女を縛り──解放する力。

　何度も反はん芻すうした彼の声がティファリシアの叫びによって明確な方向性を持ったから。

　感情のない人形、ホウバミイツカの器。

　だからどうした？

　鎖がちぎれる感覚。

　感情がなかろうが、誰かの代替品だろうが。

「かんけい、ない──！」

　助けたい。助けたい。助けたい。

　絶対に、死なせたくない！

　植え付けられた感情だろうが与えられた役割だろうがどうでもいい。

　今このとき、助けたいと思ったこの気持ちは、私の感情だ──！

「『かたわらの闇』！　ご主人さまを、ホウバミレイジ私のあいするひとをたすけて!!」

　主あるじの強い言葉に、《魔神器》は鋭く反応した。

　闇をその名に冠するそれは光のごとく輝き、落下する彼の下へと向かう。

[image: ]

　およそ物理的に不可能なミッションは、物理法則に支配されない《魔神器》によって見事に達成された。

　地表に叩たたきつけられる寸前に拾い上げられたホウバミレイジは、リアル人生ゲームのパネルの上へと戻される。

「や──」

　った。

　腰が抜けるのを堪こらえ、達成感と安心感に声を漏らしたティファリシアとレウは、けれど救われたのがひとりであることに、目を見開き中途で口をつぐむ。

『かたわらの闇』にかかえられるような格好だった彼。

　やがて何ごともなかったかのように立ち上がったのは、喪服のような黒一色の正装をし、どこまでもクールで陰鬱な空気をまとった、

　概念レイジだった。

「──────うそ」

　膝をついたレウの姿に、ティファリシアは目の前が真っ暗になる。

　クランレウ・シミシカの命令は確かにレイジの救出だった。

　間違いはありえない。レイジと概念レイジは明白に違う。

　であれば、彼女の意思で動いた《魔神器》は確かにレイジを救わんと動き──共にいた概念レイジに妨害され、レイジを排除された。

　それが事実で、現実で、結論──。

「…………あは」

　静寂を破る小さな声。

「あははははは」

　悪魔の姿をした少女があげたそれは、笑っているのに、感情がこもっていなかった。

「ずっと……ずっと求め続けて──いざ手に入れてみれば……こんなものですか」

　口元を笑みの形にしたまま、ホウバミイツカは眉をひそめ、空虚に呟つぶやく。

　レイジに認められたかった。

　レイジを満足させるために、彼を負かすことだけを考えた。自らが神である異世界に召喚させてレイジを超えるレイジと戦わせ、レイジが必ず敗れる展開に辿たどり着つくようにした。

　そうして今、イツカが描いたストーリーは彼女の思い通りに完結した。

「…………満足……ですか」

　震える声。唇を噛かむティファリシアが顔を俯うつむかせたままであることに、イツカは遠くを見るようにしながら答える。

「さあ……よくわからないです」

　わからない。本当に。

「完璧に満足することとどうしようもなく空虚に感じることは、コインの裏表でしかない」

　いつの間にか近くにいた概念レイジが、言葉を発したことに驚く間もなく。

「少なくともホウバミレイジは望みを叶かなえられ満足したから……」

　愛いとしい兄の概念は、静かに呟つぶやくとそっとイツカを抱きしめ、囁ささやくように言った。




「ありがとう」




　……………………。

「…………ああ……」

　それは、ずっと。

　イツカが求めていた、感謝の言葉。

　願っていた想おもい──。

　果たされた生きる目的。

　兄を、兄の概念をぎゅっと抱き返したイツカの目から、長い長い時を凝縮した一粒の涙がこぼれ落ちる──。

　……………………。

　…………。

　……。

「………………消えねぇなぁ」

　ぼそりと口ずさまれた言葉は、ティファリシアとレウの顔をあげさせる。

　そこにあるのは相も変わらずイツカを抱きしめたままの概念レイジ。

　目の前の光景は変わらない。変わらないのに。

「やっぱ満足したら成仏とか、そういうシステムじゃなかったか。まーそうだよな」

　どうしようもなく苛いら立だたしく、これ以上ないほど頼りになる──余裕に満ちたその声は。

「…………レイジ……？」

　ティファリシアがかけた言葉に、ニートの概念──いやニートそのものは肩をすくめた。

「いやそれどっちにしろ俺だろ。もうちょっとうまく訊きけよ」

「……ご主人……さま……！」

「そうそう。それなら明白だわ。──いい顔してんじゃんレウ」

　茶ちや化かす言葉に交じるやわらかい笑みに、感極まったレウは涙を溢あふれさせる。

「──嘘うそ」

　呆ぼう然ぜんと離れるホウバミイツカは、首を横に振り。

「嘘……嘘です」

　嘘、嘘、嘘──。

　壊れた機械のように繰り返すイツカに、レイジはため息を吐ついてぞんざいに呼びかける。

「ナポレオン、ジャンヌ、もういいぜー」

　大きく手を振ると同時に、概念レイジはレイジの姿へと戻る。

　──ナポレオン・ボナパルトとジャンヌ・ダルク？

〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》と〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》に呼びかけた理由──。

「あ──」

　唇に指先を当てたティファリシアがそれに気づくのと、ホウバミイツカが叫んだのは同時だった。

「なにをしたん──」

「なあイツカ。俺が別れの挨拶なんてすると思うか？」

　おちょくるような口調に交じる鋭い言葉。

「ティファリシアにキスをして、アルファにも確かにキスをした。だから他のやつらにもキスをするなんて──そんな当たり前のことするわけねーじゃん」

　怯ひるむように一瞬口をつぐんだニートの妹は、彼があのとき本当はなにをしたのか想像し、すぐさま言い返す。

「ジャンヌ・ダルクの《神の国》に姿を変えるような力はっ」

「〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》ナポレオン・ボナパルトの《偉能レアルタ》【不可能は存在しない】は条件付きの絶対命令権だ。条件さえ満たせばその効力は他の《英雄》の《偉能》にも及ぶ」

　──ジャンヌ・ダルクはなぜナポレオンの下で跪ひざまずいていたのか。

　自らを畏怖する者に下せる絶対命令権で、彼女はジャンヌになにを命じていたのか。

「だとしても……完璧な概念を振り切れるわけが──」

「思い出してみ。俺たちが落ちたとき誰かがなんか投げたよな？」

　アーサー・ペンドラゴンの投とう擲てきした【クラレント】。

　傷つけた者の意思をねじ曲げる裏切りの剣は、はじめから落ちようとするレイジの意思を変えさせるものではなく。

「〝俺が落ちそうになったら概念レイジを狙って【クラレント】を放て〟──それがわたしがホウバミレイジから受けた言葉だ」

　粛々と言葉を紡ぐアーサーに、微笑を浮かべるナポレオン。やや戸惑いながらも、強い眼まな差ざしを向けるジャンヌ。

　彼女たちを背に、ホウバミレイジは軽く首を傾かしげる。

「もう一回訊きくぜイツカ。俺が別れの挨拶なんてすると本気で思った？」

　すべて。最初から。

　仕組んでいた。

　絶対に勝てない相手に勝つ方法を──。

「…………ちょっと待ちやがってください」

　ようやく我に返ったのか、アルファが口を挟む。

「本当の目的を隠すためにく……口づけをしやがったのはわかりやがりました……ですが、ボクまでする必要があったんですか……？」

「ん、ないよ？」

「は？」

「いやティファリシアだけでもよかったけどさーアルファにもしたら面白いじゃん？」

「面白いじゃん？　じゃねーんですよおおぉあぁあっ殺す殺す殺す絶対殺すぅうううう!!」

　ＨＡＨＡＨＡと笑うレイジに襲いかかろうとする涙目のアルファを、ジャンヌが止める。

「ア、アルファ、気持ちはわかりますが、今は……」

「はなしやがってくださいぃいい、《大誓約魔法》がない今ならっ、今なら殺せるうう!!」

　その言葉。《大誓約魔法》がないというフレーズに、すべての《英雄》が反応する。

「ふ──ふふっ、あはははははははははは!!」

　そうして大笑するのは、策略に嵌はめられた悪魔。

「だからどうしたっていうんですかっ!?」

　顔を押さえ、無表情に怒りの亀裂を走らせたホウバミイツカは、声高に言い放つ。

「たった一人の概念を突き落とせたところでなんだと!?　こちらは何度でも、無限に喚よび出せるんですよ!!　それもより強力になった概念を!!」

　──そうだ。《大誓約魔法》がない以上、魔法的強制力のある契約は結べず、どれだけ【勝負】をして勝利したところで概念レイジの召喚は止められない。すぐに敗北した概念レイジを上回る概念レイジが召喚され、レイジが負けるまで永遠に続けられる。

「言ったでしょうっ、これははじめからあなたの敗北が決定づけられていると！」

　興奮するイツカに、《英雄》たちは再び重苦しい空気に支配され始め──

「んじゃまあ、喚んでみ？」

　軽いにも程がある言葉。

　耳をほじほじ、心底どうでもよさそうに言うニートに、悪魔は即座に魔法陣を展開する。

　そうして確かな魔力の奔流とともに人の姿をした空前絶後の《運命力》の塊が召喚され、概念レイジの姿がそこに──

　なかった。

「………………え？」

　一瞬前まで確かに感じた、絶対的な《運命力》。

　それが跡形もなくなっている不可解。

　誰も説明のできない現象に、すぐさまイツカは同じ行動を取り──結果は変わらない。

　意に沿わない、理に合わない状況に、ただ一人ニートだけが涼しい表情で立っている。

「なにを……なにをしたんですか!!」

　焦燥を隠せない、取り乱す妹に、レイジは肩をすくめる。

「見ての通り、なんもしてねーけど？」

「嘘うそ！　召喚ができなくなってる!!」

「いやいや、ちゃんと召喚もできてんじゃん。召喚された先から消えてるだけで」

　召喚された先から消えてる──？

　……意味がわからない。意味がわからない。

　力なく首を横に振るイツカに、レイジは仕方なさそうに息を吐き、

「ちょっと考えりゃわかるだろ。なーティファリシア」

　ティファリシアに投げる。投げられる。

　こんなところで──とは、思わなかった。

　ティファリシアもこの状況は想像していたから。

　レイジを超える概念レイジ。倒されれば倒されるほどより強大になるホウバミレイジ。

　そう考えたとき、ふと疑問がよぎる。この場合の強大とは、どういう意味なのか。

　レイジを超えるレイジとはレイジのなにをどう上回るのか。

　肉体的な頑強さ、より高い知能……もちろんそういったことも含まれるのだろう。

　けれどそれはホウバミレイジの本質ではない。

　そう、レイジの本質を考えれば、肉体や知能はおまけなのだ。

　ティファリシアの知る彼の本質は精神。

　そしてそれを超越するということは。

「ニートを極めたから、存在すると同時に消えてしまったのではないですか？」

　ティファリシアの答えは、その場にいる誰をも唖あ然ぜんとさせた。

「…………は？」

　ニートを極めたから存在すると同時に消える？

「……ニートは……究極的には……存在することすら面倒になるっつーんですか……？」

　荒こう唐とう無む稽けい。そう口にすることすらあまりにも馬鹿げている仮定。

「……どこの世界に極めることの同義が存在の消失になるような者が──」

「ここにいるじゃん」

　親指で胸を突いて、ニートの中のニートはへらへらと笑う。

「まあより正確に言うなら〝極める〟じゃなくて〝超える〟だけどな。現に俺が今ニート極めて存在してるし」

「…………い……いやいやいや！　なにを言ってやがるんですか！　極めるでも超えるでもいいですがそれで消えることになるって、そんなわけないでしょう!?」

「なぜですか？」

　レイジではなく、ティファリシアの問い返しに、アルファは言葉に詰まる。

「なぜ、って……」

「アルファさん、思い出してください。レイジがイツカさんに向けていた言葉に一度として概念レイジの召喚をとどめるものがありましたか？　いえ──もっと言えば、召喚を促してすらいませんでしたか？」

　召喚されればされるほど強大になるはずの概念レイジ。

　現に、その《運命力》は天井知らずの膨大なものへとなっていった。

　にもかかわらず、レイジが危機感の欠片かけらもなく、召喚を煽あおりさえしていた理由。

　それはいききったニート概念レイジの末路を正確に予知していたからでは──？

「……そんな……馬鹿げた……ことが……」

　馬鹿げていようがなんだろうが事実として、イツカが召喚する概念レイジは存在した先から消え続けている。

　それはつまり。

「イツカは知ってるよな？　この世のすべてを理解した完全な存在は完全であるがゆえに存在する必要すらなくなる。そうして存在したと同時に存在しなくなるクソつまんねーやつをなんて呼ぶか」

　気だるげな、けれどどこか戒める音の込められた声に、彼に最も近しかった妹は半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「────『■神』」





　　　　◆◇◆◇◆






　レイジに促され、ホウバミイツカ自身が答えを口にした意味。

　それは、彼女が目の前の現象をレイジの解釈で認めたということに他ならない。

　にもかかわらず。

「は……はは、あははははっ！　アルファ・ステイシスの言うとおりです！　馬鹿げているっ!!　あなたがどう言おうとわたしは何度でも──」

「イツカっち」

　しなる打だ神しん[image: ]べん。悪魔の眼前で止まった宝具は、ほのかな光を放ち、行動を律する。

　その意味を察した少女は目をつり上げ、裏切り者の傍観者に叫ぶ。

「太たい公こう望ぼう!!」

「やーっと《偉能レアルタ》使ったか……」

　レイジのその言葉に、ティファリシアは思考を半ば無む理り矢や理り推し進められる。

　太公望の《偉能レアルタ》、絶対一回性能力【覆ふく水すい難なん収しゆう】。

　それがイツカに使われた──？

　考えると同時に答えに至る。

「太公望さんを引き入れたのは……《英雄召喚》の禁止を回避するため……」

　繰り返される概念レイジの召喚を前提としたイツカの計画。その根底を覆くつがえしかねない能力を持っている太公望だけは、最低でもどっちつかずの状況にしなければならなかった。

「まぁ結局こーなっちゃぅなら意味なかったケドねー」

　肩をすくめる太公望は、目を閉じたままのセイレへ視線を向ける。

「ごめんねセイレ……最後の最後で選択ミスだったっぽぃ……」

「なにを……なにを勝手に決めつけてるんですか！　まだ決着は──」

「ううん、ココまでだょイツカっち。気づかなぃ？」

　自嘲と呆あきれが交じった笑みを浮かべ、太公望は周囲を見回す。

「この【勝負】、イツカっちの計画がキレイに完遂されなきゃレイジっちの勝ちにはならなかった。言ぃ換ぇれば──少しでもズレたらレイジっちのほうが負けてたんだょ」

　レイジを上回り続ける概念レイジの召喚。レイジと概念レイジの【勝負】。

　その果てであるレイジの敗北というイツカの目的に到達したから──存在した先から消える完全なニートは生まれた。

　つまり。

「全部レイジっちの計画だった……ってコトだょね？」

「だから俺はなんもしてねーって。まあやったことがあるとしたら──ニートでありつづけたことくらいだな！」

　親指でびしりと自らを指さすレイジに、太たい公こう望ぼうは目を見開く。

　そう。確かにレイジ自身はなにもしていない。なにもせず、ただイツカの計画が完璧に進むのを待ち、そっくりそのまま乗っ取っただけ。

　換言すれば、ただニートをしていただけだ。

「──きゃはっ、確かにそぅだねー」

　思わず噴き出して、空を見上げる。

　そうして噛かみ締めるように呟つぶやいた。

「ホント──かなわなぃなー……」

　そのしみじみとした敗北宣言に、誰もなにも言わない。

　その《英雄》たちの総意を示すような空気に。

「認めません、絶対に」

　彼の妹だけが、半身にも等しい存在だけが拳を握りしめ、震えて俯うつむく。

「イツカさん……」

「この話は……この世界は私が創ったのに……！　それなのに……結局全部、全部──無駄だった、なんて……っ」

　徐々にかすれて、湿る声。虚構を操った少女が背伸びし、越えようとした壁。

　ただ振り向いてほしかった。

　認めてほしかっただけなのに──。

　誰よりも彼の近くにいたからこその想おもいは──ティファリシアには痛いほどわかる。

　なによりレイジの顔がほんの一瞬苦しげに歪ゆがんだのを、確かに目にしたから。

「無駄なんかじゃありません」

　口をついて出た言葉。顔をあげた少女に、強くまっすぐ続ける。

「あなたの計画を、確かにレイジは利用しました……。でもそれはホウバミレイジがホウバミイツカのことをずっと考え、考え続けて、向き合っていたからじゃないんですか？」

　訴える言葉は、想いは、イツカの目を見開かせ。

「……おい、ティファ──」

　レイジを遮って続けられる。

「ホウバミイツカがこの世界に関わっているとわかってから、このときのためだけに行動し続けたのだとしたら──ホウバミレイジは間違いなくこの世界を楽しみ、この世界であなたのために生きていたんだと思います」

　それはニートであるホウバミレイジにとっての、自分以外の何者にも囚とらわれない彼にとっての、これ以上なく大きなこと。

　だから彼女は。ホウバミイツカは。

「愛されていたんだと、思います……」

　口にした言葉が自分に刺さって、ティファリシアは胸を押さえる。

　それでも俯うつむくことはしなかった。

　だって、きっとそれは真実だから──。

　ティファリシアの渾こん身しんの訴えに、イツカはじっと彼女を睨にらむように見つめ、やがて喘あえぐように口を開いた。

「……なんであなたが言うんですか……」

「え？」

「お兄様に……レイジに……言われたかったのに……」

「あ……」

　ティファリシアが長々と続けたレイジの態度。レイジの想おもい。

　それをティファリシアに言われても意味がない。

　必死になりすぎて、彼女に感情移入しすぎて、肝心なことが判断できなくなっていた。

「そ……そうですよね……。──ごめんなさい……！」

「謝られたら余計みじめになるだけだろー？」

「うぅ……確かに──ってレイジ!!　あなたがそれを──」

「イツカ」

　先ほどのお返しのようにティファリシアを遮り、レイジはイツカの正面に立つ。

　近い距離から語る。

「俺は感情……特に愛とか好意とかいったもんは理屈でしか捉えてない。理屈で捉えるとそいつはクソくだらねー。いかんせん、愛だの恋だので動くヤツは超わかりやすくてめちゃくちゃつまんねーからな。あらためて言うことでもねーけど、イツカ、お前もそうだ」

「………………知ってます……」

　知っている。知っているからこそ──。

「でもな」

　制止するように手を突き出したレイジは、笑顔で言う。

「あー、正直今回のこれはすげー面白かった。もしその原動力が愛だの恋だのにあるんだとするなら、見直してやってもいいくらいには。まあだから、なんつーか……」

　そこで考え込むようにしたレイジは、首を傾かしげる。

「ありがとな、か？　結局」

　……そこで訊きくのか、とか。

　……何様のつもりだ、とか。

　いくらでも、言えるけれど。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　レイジが。愛し、尊敬し、ずっと見上げていた兄が。

　認めるどころか、その信念に修正を余儀なくし、あろうことか感謝までしようとしているという事実に。

「────ふぐっ、うぅ、うぅぅうううううああああっ……!!」

　イツカは膝から折れ、顔を覆おおうこともなければ周囲を憚はばかることもなく号泣する。

「うぉっ……え？　いや泣くだろうなとは思ってたけど、そこまで!?」

　跪ひざまずき、子供のように泣きじゃくって涙を流し続ける妹に驚き、それでもちゃんとかがんで背中をさするレイジに、ティファリシアは胸がいっぱいになって、空を見上げる。

　……兄と妹の歩み寄りなどという単純な話ではない。

　彼女は文字通り世界を巻き込み、取り返しのつかない重大なことをした。

　善し悪あしではかれば悪と断じられることだろう。

　けれど、それでも。目の前の光景は、ただ単純に。

「……よかった」

　そう言える──。

「で。イツカの問題はこれで解決ってことでいいよな？」

[image: ]

　当事者の片方であるレイジの、情緒もへったくれもない問いは、いまだ嗚咽おえつを漏らし、しゃくりあげるイツカがかろうじてうなずいたことで、答えを得る。

〈幻魔族ストレーガ〉、ファウスト、メフィストフェレス、そしてホウバミイツカ。

　大きな敵であった彼女との決着を、とてつもなくあっさりと宣言したニートに、アルファが呆あきれ果てながら言う。

「…………このクソニート、本当に死にませんかね……」

「って言ってるアルファ、この大陸落ちかけてんの気づいてる？」

「…………は？」

「この前ので割と近いとこまで落ちてたから、たぶん地表まであと数十分ってとこじゃね」

「──はあああああ!?　な、なん、なん──」

　突然の事実に慌てふためくアルファではなく、楽しげに視線を向けてきたレイジの意図を汲くみ取って、ティファリシアは一度大きく息を吸い込んで言った。

「そうですね。では、時間もないことですし、各種族の首長が揃う今この場で今後について決めましょう」





　　　　◆◇◆◇◆






「こ、今後についてって、《大誓約魔法》すらない、こんな大混乱状態でなに言いやがってんですか……!?」

　アルファの言葉に、ナポレオンも反応する。

「混乱に乗じて主導権を握ろうとするその姿勢は素晴らしいものですけれど」

「もちろん正式な条約を結んだりはしません。各種族の首長が揃そろっているとはいっても、《誓約者ルーラー》は大半が意識を失っています。そもそもアルファさんが言ったように《大誓約魔法》がない以上、契約を結んだところで強制力は存在しませんし、種族の行く末を決めるような重要な事柄を決めることなどできません」

「……？　では、今後についてなにを決めると言うのだ？」

　アーサーの問いは《英雄》たちの総意。

　ティファリシアはこの場にいる全員を見回し、問うた。

「皆さんは《大誓約魔法》のない現状をどうお考えですか？」

「……ぁったほうがぃぃか、なくしたほうがぃぃかってコト？」

　太たい公こう望ぼうの言葉に、ティファリシアは否定するでもなく曖昧に受け止め、続ける。

「わたしは一時的であれ、《大誓約魔法》がなくなったのはいいことだと考えています。おそらく今、世界は混乱のただ中でしょう。けれど同時に理解するはずです。やはり《大誓約魔法》は必要なものだったのだと」

　今まで無自覚に寄よる辺べにしていた絶対法。

　大半の者にとってそれは存在していたことすら忘れるもので、自動防御の魔法を発動させてしまった者だけが煩わしく考える……その程度のものだったのではないだろうか。

　けれど、いざなくなってみれば考えざるをえない。

《大誓約魔法》とは平和と安寧に不可欠なものだったと。

「一度失うことでそのデメリットを強く意識し、より強固に法への遵守……平和への想おもいを強くする。だから《大誓約魔法》を解体されたことも悪いことばかりではない──と、そうおっしゃりたいのでしたら、前提条件を満たす必要がありますわね」

　ナポレオンのどこか挑発的に見える笑みに、ジャンヌが眉をひそめる。

「……前提条件？」

「《大誓約魔法》を創り直せなかったら──ただの後悔で終わっちゃぅよねー」

　太たい公こう望ぼうの補足に、アーサーが目を見開く。

「ということは……《大誓約魔法》をもう一度創るということか？」

　わざわざティファリシアがこの話を持ち出したということはその目もく論ろみがあるから──イツカを見ての言葉はしかし、あっさりと否定される。

「いいえ、創りません。それでは元通りにしかならないと思いますから」

「元通り……いずれはまたあぐらをかく、ということですわね。それは真実だと思いますけれど、だからといって法がなければ秩序など到底保てませんわ」

「《大誓約魔法》は網羅的でぁるからこそ、そのことに無自覚になりがち。一方でなにもなければ混こん沌とんとなることが明白。どっちつかずだね～」

「ええ、ですからそれこそ両者のいいところを──」

　そこまで言いかけて、ナポレオンはなにかに気づいたように目を見張る。

「まさか……そういうことですの？」

　具体的ではない問いに、ティファリシアはうなずく。

「はい。《大誓約魔法》を再び創るかどうかは、存在の是非も含めて全種族で話し合って決める──わたしはそれが最善だと思っています」

《大誓約魔法》を強く意識した今だからこそ、その是非を問うことができる。

　そして。

「その話し合いは全種族が揃そろうことに意味があります。──レウさん、〈幻魔族ストレーガ〉も必ず参加してください」

　呆ほうけているように見えたレウが、ゆっくりとまばたきをし、やがて小さく言う。

「はなしあいにいやけがさして、ちからでかいけつしようとするものがあらわれたら？」

　まさに、その問いが聞きたかったから。穏やかに微笑ほほえみながら、ティファリシアは〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》を、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》を、〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》を、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》を、〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉の《英雄》を見つめ、頭を下げる。

「各種族の力の象徴である皆さん、今この場で約束してください。誰もが納得する結論のために全力をつくし最後まで話し合うと。──どうかお願いします」

　約束と、お願い。

　魔法的強制力もなければ、力による脅しでもない。

「契約ではない以上、どうとでも答えられますわね」

　ふっと笑うナポレオンに、太たい公こう望ぼうが続ける。

「だからこそ──本音が言えるょね」

「断る理由はありません」

　ジャンヌの潔い答えに、アーサーがうなずく。

「約束しよう」

「決断は早ければ早いほどいい……確かに今訊きいておくべきことでしたわね」

　含みのある答えで否定をしないナポレオンに。

「ほーんとレイジっちみたぃになっちゃったねティファティファ」

　からかうような太公望。

「私は《英雄》ではないけど……」

　イツカを見つめたレウは、ティファリシアに向き合ってはっきり口にした。

「ちかう」

「……ありがとうございます」

　世界の恒久平和を望んだクレアリシア。

　彼女が築いた《大誓約魔法》をただ再構築するのではなく、なくしたままにする選択肢まで、全種族……〈隷人族インフイルマ〉、〈解放者〉を含めすべての民が考える。主体的に関わる。

　全種族共同で主体的に関わるという行為は種族の垣根をやがて取り払い、魔法的強制力すら必要なくなるかもしれない。

　それこそが特定の種族を救うのではなく、あまねく弱者をうまない方法。

　クレアリシアの願いを引き継いだティファリシアの出した答え──。

　それは間違いなくティファリシア自身が考えついたものだけれど。

　彼女が見るのはここまでのお膳立てをした、〈解放者〉の《英雄》だった。

　──どうせこれも想定通りなんでしょう？

　視線だけでそう問いかけたティファリシアに、レイジは穏やかに笑う──どころか。

　にやにやと、とてつもなく不穏な笑みを浮かべていて。

「いやー考え方はいいけどさ、それじゃつまんねーじゃん？」

　──もし〝これもレイジの想定通り〟なのだとしたら。

「もっと楽しくいこうぜ？」

　──ティファリシアの提案そのものを利用しないわけがない。

「っつーわけで《大誓約魔法》復活させるわ～」

　丁寧に、丹精込めて、みんなで積み上げた積み木をぱーんと手で払うかのごとく。

　実に無邪気なニートのぶちこわし宣言は、ティファリシアの思考を研ぎ澄まさせる。

《大誓約魔法》。どうやって。全種族が揃そろっているこの場で。必要になるのは──。

　思い至ると同時に、振り返った。

「レスト・エンデバー！　……お父様は!?」

「……え？　レ、レスト・エンデバー？」

　ティファリシアの思考についていけないアルファに早口で言う。

「《大誓約魔法》の再構築に必要なのは六種族の固有魔法と〝世界渡りの《魔神器》〟です！　前者はすでに揃そろえられており、後者を使用する権限さえあれば条件が揃います！」

　そして現状その権限を持つのは〈隷人族インフイルマ〉の王であるレスト。

　したがってレイジはレストになにかするつもりなのだと思ったのだが……。

　曖昧に笑うニートは動いていない。

　……レストじゃ、ない？

　権限。〈隷人族インフイルマ〉の王が必要に──

　……違う。

「〈隷人族〉の王の血！」

　権限は王という称号でなくその血に宿るとしたら、レストの子であるティファリシアにもある──。

「レイジ！　わたしは絶対に協力──」

「知ってる」

　ティファリシアじゃない……？

「あ──」

　気づいて、ティファリシアは愕がく然ぜんとする。

　そうだ。レスト・エンデバーの血を引く者はもう一人いる。

「アルファー」

「…………あ？　なんですかクソニート」

「ちょっと協力してほしいんだけどさ～」

「クソ馬鹿ですか？　貴様なんかの言うこと聞きやがるわけ──冗談ですにゃん♡」

〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こにして《誓約者ルーラー》アエル・アウラの後継者である少女が可愛かわいらしくポーズを決めたことで、《英雄》たちにもようやく合点がいった。

「ぁー……はぃはぃ、そゅこと」

「そのために……今までずっと……？　……とてつもないですわね」

　感嘆する太たい公こう望ぼうとナポレオンとは裏腹に、アルファは恥ずかしいポーズを無む理り矢や理りさせられたままその事実に気づいて絶叫する。

「あああぁああぁあああ!?　ま、まさかまさかまさか──このときのために!?」

「いやー悪いなアルファ、なんでも言うこと聞いてもらっちゃって」

　テヘペロと舌を出し、レイジはすでに涙目のアルファを呼び寄せると、本人の意思と関係なく六色の光を集め──コトの重大さに気づいたアーサーが慌てて《英雄》たちに言う。

「こ──これは静観している場合ではないのではないか!?」

「んー？　アーサーちゃんは止めたぃの？」

「そう思うのでしたらお止めになったらいかが？」

「ご主人さまのすることにまちがいはない」

「絶望を乗り越えた先に訪れる絶望…………[image: ]」

　焦っているのはアーサーとティファリシアだけだとわかり、そちらに向き直る。

「〈解放者〉の《誓約者ルーラー》、わたしたちだけでも！」

「いえもう無理ですね……」

　唯一の同志は早々に諦めていて、完全に肩すかしをくらう。

　そうして光の収束と共に完成した《六面魔法体キユーブ》を眩まぶしそうに見上げながら、ニートはどこまでも軽く言った。

「だーいじょうぶだって、んな大層なことはしてねーから」

　へらへら笑われたところで安心などできるわけがない。

　とはいえレイジを止める術すべもなく、ティファリシアはため息と共に陰鬱に尋ねた。

「……どんな〝法〟にしたんですか」

　ホウバミレイジが新たに定めた《大誓約魔法》。

　どうせロクなものではないのだろう。わかっている。わかっているけれど──

　わずかな期待を抱いてしまっている自分に嫌気が差して、ぶっきらぼうに口にしたティファリシアに──トンデモニート《英雄》は想像の斜め上の回答をなしてきた。




「全世界ニート化」




「………………………………は？」

　いやいやいや。

　さすがに。それは。

「冗談、ですよね……？」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ──冗談なわけないじゃん？」

「馬鹿じゃないですかっ!?」

　全力で突っ込んだ。《万象の楽園アクアテラリウム》を代表して突っ込まざるをえなかった。

　そんなティファリシアが、いや唖あ然ぜんとしている全員が心底面白いとばかりに気持ちよさそうに笑ったレイジは、悪びれる様子もなく続ける。

「つーか、ほら、なんか前のやつっていろいろ条件あったりしてめんどーだったじゃん？　条件複数あるから裏をつかれるし。非暴力も徹底できねーしさ」

「それは……」

「だから単純にこの世界の全員をニートにして種族って枠組みそのものをなくした」

「──え？」

　種族を、なくす……？

　トンデモでもロクでもなくもない。

　思いもよらない、今まで考えだにしなかった一つの結論。

　なにより、それは──

「全員〈解放者〉になるってこと──？」

　種族と同等のカテゴリーにありながら、唯一その枠組みに囚とらわれていない〈解放者〉。

　世界中の民が〈解放者〉となる──？

「…………レイジっち……キミは……」

「見事……ですわね……」

「ちょ……ちょっと……ちょっと待って……ください……えっと──」

　今までずっと《万象の楽園アクアテラリウム》は七つの種族が争い続けていた。

　けれど、種族という垣根がなくなれば──争う理由自体がなくなる。

「もちろん種族って考え方を取っ払ったので、はい争いごとはなくなりました～なんていくわけねーけどな。んなことは知らねー」

　肩をすくめ、あっけらかんと言うニート。

　その表情は明らかにふざけているのに、なぜか優しく見えた。

「とりあえず俺はこの法で世界を支配する。素晴らしきニート世界の完成だ……！　ふはははははははは！」

「レイジ…………あなたは──」

　続けるべき言葉を、口をついて溢あふれ出そうな想おもいを、ティファリシアは呑のみ込む。

　……そうじゃない。

　レイジがティファリシアに求めているのは、そういうことではないのだ。

　小さく息を吸ったティファリシアは、ただまっすぐ前を見て。

「そういうことなら……わたしがあなたを倒してみせます。ニートの世界なんて絶対に許しません。レイジ、わたしと【勝負】をしてください──」

　この上なく情感たっぷりに宣言し──




「──なんて言うと思いました？」




　覆くつがえす。精一杯のイタズラっぽい笑みで、一瞬目を見張ったレイジを、堪能する。

　そうして両手を腰に当てて続けた。

「その手には乗りませんよ？　そんなのあなたの手の上じゃないですか」

　小首を傾かしげ、挑戦的に告げると。

「──ぶっ！　はははははっ、はははははは!!」

　レイジは我慢ならないとばかりに噴き出し、爆笑する。

　そうして笑いながら言った。

「──やっぱ最高だなお前」

　たまらなく楽しそうな笑み。

　そんなレイジの表情を見て、ティファリシアは身体からだの芯から歓喜に震えながら、その様子をおくびにも出さない。

「いやーほんとお前に賭けといてよかったわ。こんなん絶対楽しいじゃん。さすが俺！」

「最高の【勝負】相手として見込んだとおりに成長した、ですか？　傲慢も程々にしてください。わたしはあなたの想定通りなんかになっていません。──それ以上ですから」

「へぇ、この期に及んでそんなセリフ吐いちゃう？　……つーか普通に恥ずかしくね？」

「…………恥ずかしく、ないです」

「え、マジ？　うっそ、それはそれでヤベーな……」

「いいですからそれはもう!!　そんな風に挑発しなくても【勝負】をしないとは言っていません！」

「……へえ？　当然条件があるんだよなー？」

「もちろんです」

　そうしてゆっくりと近づいたティファリシアは、不敵に笑うレイジに負けないくらい、思わせぶりな表情を浮かべ。

　おもむろに自らの首輪に手をかけ、外してみせた。

　レイジの手でしか外せないと周知されていたティファリシアの首輪。

〈隷人族インフイルマ〉の『種族旗』であり、彼女自身の特徴にもなっていたそれを今、つけた本人の前で解除する──。

「………………で？　それが──」

　なんだというのか。そう続ける前にレイジに歩み寄り、顔を近づけて、




　唇を奪った。




「…………………………へ？」

　当時者をのぞき、一番近くでその有様を目の当たりにしたアルファが呆ほうけた声を出したそのときには、すでにティファリシアは離れていた。

「……は？　え？　今……え？」

　レイジからではなく、ティファリシアから口づけした──？

「……さっきのお返し、です」

　完全な、奇襲。それもまったく訳のわからない──意味のない行動。

　誰もが、レイジですら想像できなかったであろう一手は、必然的にティファリシアを心理的に有利に──

「いや、顔赤っ!!　顔あっか!!」

「……っ」

　レイジの指摘はティファリシアの余裕を一瞬で奪いさり、後には恥ずかしさだけが──。
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「わあああー!!」

　声を出して嫌な想像を振り払ったティファリシアは、慌てて咳せき払ばらいを一つする。

「──こほん！　では、あらためて──」

「あーなるほど、確かにメンタルは鍛えられてんな。無駄だけど」

「では！　あらためて！　こちらの条件は──〝レイジに挑戦するにあたって二人以上の協力を許可すること〟です！」

　びしり指さしながら言って、ティファリシアは跪ひざまずいたままの少女を見た。

「イツカさん──協力をお願いできますか」

　声をかけられたホウバミイツカはゆっくりと顔をあげ、涙を拭う。

「…………わたし、と？」

「はい。たとえレイジに認めてもらえた──いえ、レイジと対等に戦えるのだとしても。わたし一人では決してレイジには敵かないません」

　恥じる必要などないとばかりに。客観的事実として感情を交えず淡々と。

「ですが、あなたの協力をえられればその限りではないと、わたしは思っています」

「………………わたし、は……」

「正直レイジはもう十分楽しんでいます。だからその意味であなたの目的は達成されているのかもしれません。でもだからこそ、その先まで見てみたくなりませんか？」

「────」

　ティファリシアが伸ばした手を、イツカはやがておずおずと握りしめた。

「おいおい、そもそもまだ俺が了承してねーんだけど？」

「まさか了承してくれないんですか？」

　喰くい気味の言葉。誰かがよくする方法に、レイジはにやっと笑う。

「──しょうがねーな。了承してやろう」

「ではお言葉に甘えて。レウさんにも協力してもらいますね」

「……え？」

　レイジの代わりに驚いたアルファに、ティファリシアは涼しげに言う。

「一人だけとは言っていませんよ？　あ、レイジ攻略同盟のアルファさんを誘えないのは残念です。……アーサーさんはどうですか？　ナポレオンさんも──」

「──あはっ！　容赦なーぃ！　ねね、ティファティファ、ぁたしもぃーれて♪」

　そうしてあっという間にホウバミレイジという大敵を倒すための一大連合が作りあげられていくのを目の当たりにして──当のレイジは口元を押さえ、隠れて笑う。

「……イツカを巻き込むくらいは想定内だが……ここまでやるとはな～」

「手段を問う必要はない。あなたから教わったことですよ？」

　耳ざとい教え子はばっちり返してくる。

　──おもしろすぎる。

　おかしくておかしくておかしくて。

　レイジが笑いを堪こらえていると、不意にティファリシアの様子が変わった。

「ところで【勝負】をする以上、勝ったときにいただくものを決める必要がありますね」

　レイジとの【勝負】に勝つこと自体が目的だろう──そんな正論を言う間もなく、彼女はいかにもさりげない風に続けた。

「わたしが勝ったら先ほどの続きをさせてもらいます」

　先ほどの続き、というのは、つまり。

　徐々に紅あかくなっていく顔を自覚してか、ティファリシアはもう完全にこちらを見もせず、ひたすら早口で言う。

「ようするにレイジを一生従わせるということですね！　わかりやすいでしょう！　はい、わかりやすいですね!!」

　──愛だの恋だのに興味はない。

　何度も口にしたはずの言葉を、レイジはもう言わなかった。

　代わりに、小さく息を吐くと、清すが々すがしく伸びをする。

「んじゃ俺が勝ったらニートをするわー。──新たな世界の統治者ティファリシア・クリアグリンの裏で一生」

「──え？」

　新たな世界の統治者ティファリシア・クリアグリン──？

「さっき全種族の垣根なくして〈解放者〉にするっつったじゃん？　〈解放者〉の《誓約者ルーラー》って誰だっけ」

　反レイジ同盟に目に見えない亀裂が入ったのを確認し、それを入れた本人はあくびをする。

　そうして呆ほうけているアルファを抱き寄せると、

「ま──それも疲れたからまた今度ってことで」

　右手をあげたレイジが次になにをするのか。想定できても止めることはできなかった。

「はぁ!?　ちょ、ま──あああああああぁぁぁっ──────!!」

　抱きついたアルファごとその場から消えたレイジに、レウが呟つぶやいた。

「……私じゃない」

　主人の言葉を証明するようにふわふわと揺れる《魔神器》『かたわらの闇』を横目に、ティファリシアは「〝世界渡りの《魔神器》〟……」と呟いてため息を吐つく。

　そうして確認するように周囲を見回してから、切り出した。

「いろいろと話さなければいけないことはありますが……」

　そう。本当にたくさんあるけれど。

「ひとまず──浮遊大陸の落下を止めましょう」








終章　ニートは続くよ、どこまでも









　──半年後。

　ティステル城の執務室で、ティファリシアは相も変わらず忙せわしなく働いていた。

「女王！　地下資源掘削部隊より意見書が届いておりますが、いかがなさいますか？」

「追って確認します。優先順位の高いものから順にそこへ重ねておいてください」

「ティファリシア様、先日議会で承認された移民関連法の件なのですが……」

「そちらは一部に解釈違いを起こしかねない文言を確認しました。修正案がこちらにありますので、再度議会にかけてください」

「おう、ねーちゃん!!　木材の運搬にもっと人手をよこせってこの前言ったよなあ!?　どうなってやがんだ！」

「今日から増員されているはずです。もう一度現場で確認してください。それと、公の場では呼称に気をつけてください」

「ティファリシアさま！　第二街区で小ぼ火やが──」

「第一書庫の司書に水流魔法の使い手がいます。彼女に協力を仰いでください。──こちらが命令書です」

　などなどと。一日中ひっきりなしに人の出入りがあり、公文書にかかずらう。

　そうしてたまにほんの少し息を抜く暇ができたかと思えば。

「また今日も大変そうね～」

　ここぞとばかりにクレアリシア……〝偏在者〟が現れる。

「お母様……なんのご用ですか。いえ──お父様が今度はなにをしないんですか？」

「聞いてよティファリシア～！　あのね、レストったら──」

　そう言って今日も今日とて夫……ティファリシアにとっての父親の愚痴と惚気のろけをひたすらしていく元ティステル城主。

　音もなくやってきて音もなく去っていくクレアリシアは、レスト共々どうやらティファリシアのあずかり知らないところでなにか別の存在になってしまったらしい。

　はじめて知ったときは驚き、ショックを受け、涙すら流したのだが、ここまで頻繁に現れて幸せそうにイチャコラしてる様を聞かされると情緒など欠片かけらもなくなってしまった。

「ふ～スッキリした～。それじゃまたくるね～」

「…………あ、はい」

「あ、そうだ～。ティファリシアはもし弟か妹が増えたらどうする～？」

　どうと訊きかれても……親のそういう話本当に勘弁してくださいとしか言いようがない。

「失礼します。ティファリシアさま、こちらの件は…………どうなされました？」

「…………いえ……どうぞ、続けてください」

　父も母も幸せならいいことだ……うん……そう思おう……。

　いかんせん、ティファリシアには彼女たちにかかずらっているわけにはいかないのだ。

〈解放者〉の国──もといティステルは、増え続ける移民を受け入れるため、〈森霊族エルフ〉の国──グランレムから一部の森を譲り受けて、やや規模を大きくした。

　とはいえ、他の国々に比べれば小国も小国。とても世界を代表する七大国の一つとは思えない。

　そう、《大誓約魔法》が刷新された新体制以降、旧六種族の国に、〈解放者〉の国ティステルを加えた七大国が世界を牽けん引いんすることになった。

「……もうあれから半年経たったんですね」

　一日の仕事をようやく終え、自室に戻ったティファリシアはしみじみと思い返す。

　新《大誓約魔法》──もとい、全世界ニート法種族の解放が施行された後の世界は、予想に反して、あっさりと民衆に受け入れられた。

　そもそも《大誓約魔法》がなくなった時点で起こるべき混乱は起きていたというのもあるが、各種族──今は各国となっているが──《誓約者ルーラー》と《英雄》の意思が統一されていたため、国家間で協調をとりやすかったのが大きい。

　もちろん、《誓約者ルーラー》の権限に関わる細こま々ごまとした決め事や領土の行き来に関する問題で多少の紛糾はあったし、今もまだ未解決なことは多い。

　だが、裏を返せばその程度で、たとえば世界全体を巻き込むような大戦争や、抑圧された欲求を解き放つような暴走は起きていない。

　どころか、現状、旧《大誓約魔法》時代と比べても明らかに平和になっているのだ。

　なぜ、と問われれば即座に答えは出る。

〝世界の敵〟──。

　そう言われれば誰もが一人の男を想像する。

　その男はティファリシアたちが浮遊大陸落下という難儀な事象の解決に当たっていたときに、各国各地域に現れてこう宣言した。

「あ、《大誓約魔法》新しくして種族とかなくしたから。あと、たまに世界引っかき回すんでよろしくー」

　どう考えても馬鹿にしてる。当然のように問題視されたその男は、七大国の《誓約者ルーラー》たちの宣言によって正式に〝世界の敵〟に指定された。

　それから早半年。無秩序をもたらした彼かの者討つべし。新たな秩序を我らの手に──というキャッチフレーズは、瞬く間に浸透した。

　……まあ浸透させたのは紆う余よ曲折の末、晴れて〝世界の敵〟と戦う代表に就任したティステル国女王ティファリシアなのだが。

「はー……」

　考えれば考えるほどため息が出る。重責は承知の上だし、権謀術数を巡らす各国《英雄》や《誓約者ルーラー》をまいたのもティファリシア自身だ。

　でも、だけど──思わず愚痴っぽく呟つぶやく。

「結局……最初からこれが目的だったんじゃないですか……」

　元ニート《英雄》にして現〝世界の敵〟ホウバミレイジ。

　彼は文字通りなにもせず七国を統一した。極めて平和裏に、好き勝手に。

　無論、種族という概念が完全になくなったわけではない。

　けれど少なくとも、それ以上の考えるべきことに民の意識は向いている。

〝偏在者〟となった母クレアリシアが、そして父レスト・エンデバーも──望んだ世界。

　……どうせ副次的なもので、目的などではないのだろう。

　自分が楽しむ以外のことなど考えているわけがないのだから。

　だからいまだに細かな問題は起き続けるし、ティファリシアの仕事は増え続ける。

　そう……本当に大変なのだ。寝る間も惜しむほど。だというのに──

「これだけ言ってもまったく伝わらないんですねえ──レイジ！」

　そう言ってティファリシアが顔を向けたのは、ベッドの上。

「…………」

　寝転がったままタブレットをいじり続けるニートに、ティファリシアは叫んだ。

「せめて反応くらいしてください！」

「──ん？　俺？」

「今部屋の中にいるのわたしとレイジだけですよねえ……!?」

〝世界の敵〟──元ニート《英雄》は、ティファリシアたち《誓約者ルーラー》が共同でホウバミレイジを唯一の敵とする声明を出したその日にはもうここにいた。

　そうしてあんぐり口を開くティファリシアに、【勝負】の約束などなかったかのように宣言したのだ。

「一生分働いたし、これから一生分ニートするわ」

　以来、ティファリシアのベッドはレイジのものとなり、ティファリシアはまさか自身が代表を務めて討たんとしてる大敵がここにいると言えるわけもなく、人目を忍んでレイジのための食事を用意したり、レイジのための風呂を確保したり、レイジのための……

「ってなんでですか！　なんでですかっっ!!」

　思わずセルフ突っ込みを二度入れて叫ぶティファリシアに、レイジはまたかとばかりに生暖かい視線を向ける。

「何度も言ってんじゃん。最初からこれしか考えてなかったっつーの」

　──ニートをするわー。新たな世界の統治者ティファリシア・クリアグリンの裏で一生。

　まさにその通りの状況に、ティファリシアは呆あきれつつも感心せざるをえない。

　レイジは各種族の首長が揃そろい、固唾を呑のむあの場所でずっと嘘うそを吐ついていた。

　それは表面的なものでも些さ末まつなものでもない、根本も根本。

　なによりも楽しいティファリシアと【勝負】をするという話そのものが嘘だったのだ。

「つくづく……最低ですよね」

「いやーあのときはマジ笑い堪こらえるの大変だったね」

「最低ですねえ!?」

　いや、レイジがそういう性質だということは嫌というほどわかっていたのだ。

　にもかかわらず、ティファリシアはレイジにあんな……あんな──

「あああああああああっ!!」

「うるせーな、静かにしないなら出てってくれるー？」

「わたしの部屋ですけど!?　わたしの！　部屋ですけど!!」

「今は俺の部屋でもあるだろ？」

「っ……」

　間違いなくここはティファリシアの部屋で、レイジは居候以外の何者でもないのだが、身元が割れて困るのは他ならぬティファリシアであり、レイジには部屋にいてもらわないといけないため、あまり強くは言えないという事態。

　しかもレイジの存在が世界平和を維持している以上、守られ続けなければならない──。

「本当に……つくづく…………」

　よく考えられている。尊敬せずにはいられないくらいに。

　思ってそちらを見たティファリシアは、こちらを向いたレイジに慌てて顔を背ける。

　その反応をにやにやと堪能しながら、世界のニートは言った。

「ま、どうしてもなんかさせたいなら──【勝負】するか？」

　挑戦的につり上げた唇。どこか既視感のある表情と言葉に、ティファリシアは内心でくすりと笑いながら、わざと真面目ぶって言った。

「条件によります」

　いつかのやりとりと同じセリフ。

　わかっている。わかっていたからこそ、やがてどちらからともなく噴き出す。

「まったく──」

「この世界は最高ですね」

　ぴったり呼吸が合って、ティファリシアとレイジ──《万象の楽園アクアテラリウム》の敵役と救世主役は心から笑った。


〈了〉









あとがき




　大変、大変長らくお待たせしました!!　心なし分厚い七巻でございます。

　まずは前巻が出てからとてつもなく時間が空いてしまい、申し訳ありませんでした！

　個人的に一番焦ったのは翻訳版六巻の見本誌が届いたときです。

「刊行中に追いつかれた……！」という恐怖は今思い返してもゾッとしますし、自分の尻に火をつけたいときに一生使えそうです。

　使いたくない……というか使うような状況にしたらダメですが……。

　さて、今巻は過去最多のキャラクターが登場しました。それでいて、お話としてもかなり大きく動いたので、率直に言ってなかなか大変でした！

　本当はこのキャラのこんなエピソード入れたい、いやここではこのキャラが出てきてこのキャラとこんな話を……といったこともあったのですが、尺の都合上などで、泣く泣くカットしています。

　いやでも前半部のあの人たちの話はもう少し掘り下げられたかなあ……。あの子とあの子を絡ませた話ももう少し……と、心残りがないこともないですが、ひとまずはこの形で出させていただきます。

　作者としてはお待たせしただけの内容が伴っていることをただただ祈るばかり……その上で、少しでもお楽しみいただけたらこれに勝る幸せはありません！

　以下謝辞です。いつもより長めです。

　まずは担当編集Ｏ様。すみません、優良進行なんてなかったんや！　最後の最後まで迷惑かけ通しでした！　作品への指摘だけでなく、時にスケジュールの催促をしてもらい、時にファンアートを教えてもらい、微に入り細を穿うがつサポートもさることながら、プライベートでのあれやこれやにもお心遣いいただき、本当に下げた頭が上がりません……。Ｏ様なしに生きていけない体になった……。切にこれからもどうぞよろしくお願いします！

　ねこめたる様。一を言うと一〇の超絶クオリティで返ってくる素晴らしさに、刈かり野のは何度も昇天し転生しました。ティファリシア、レイジをはじめキャラクターたちが読者の皆様に愛されたとしたらそれは九割九分ねこめたる様のおかげだと思います。キャラクターたちにこの上ない魂を吹き込んでいただき、感謝の五体投地を捧げさせていただきます！

　友人、作家仲間、家族には、いろいろと心配をかけました。個人的に去年は人生で一番しんどかった一年でしたが、ここぞというときに声をかけてもらって救われたところもあります。少しでも恩を返せるようにいっそう精進していこうと思います。

　また、Ｋ編集長をはじめ、編集部や営業部の方々、デザイナー様、校正様（大沼様、感想までいただいて感謝至極です！）、印刷所や書店員の皆々様のおかげで世に出せます。

　そしてなによりも、最後の最後までお付き合いいただいた貴方様に最大の感謝を……。

　ありがとうございました!!

　またお会いできますように！


刈野ミカタ









電子書籍特典　書き下ろし短編







「それで、【勝負】の条件はなんですか？」

　ティファリシアの問いかけに、再びベッドに寝転がってタブレットを見ようとしていたレイジが軽く言う。

「ん？　マジでやんの？」

「条件次第と言ったはずです」

　いつもうやむやで終わっていたやりとりだが、今日は違うらしい。

　真剣にこちらを見てくるティファリシアにレイジは率直に思った。

　──めんどくさ。

　さっさと誤魔化そう。

「んー、じゃあまあ夜も更けてるし、明日──」

「夜にできることもあると思います」

「そうだな。夜にベッドとくれば──」

「閨事……でも、かまいません……」

　先回りした答え。

　その意外すぎる反応に、レイジは一瞬止まる。

「閨事の意味わかってんの？　セッ──」

「わかってます！　わざわざ別の言い方をしないでください！」

「いやいやこの程度で顔赤くしてる時点で【勝負】になるわけねーじゃん」

「……わ、わからないじゃ、ないですか……しょ、【勝負】方法によると……思います」

「えー具体的には？」

「せっ……、でも……」

「なんて？　聞こえないわー」

「セックスでも！」

「うっわ……そういうエロいこと平気で口にする世界代表とか引くわー」

「え……えっちなののなにが悪いんですか！　なにも──なにもおかしくないです！」

　──おかしい。

　対ティファリシア用特効作戦『エロワードでうやむや』が効いていない。

　ということはつまり。

「さ、さあ──条件を出してください」

　いつの間にかベッドの上にのっていたティファリシアが、レイジに近づいてくる。

　膝立ちで迫るその姿は、どうあっても豊満な胸が強調されるポーズで。

「どんな……その……どんなプレイ、でも……わたしは──受け入れます……！」

「そうすれば俺は絶対に感情的な隙を見せる──って言われたわけね」

　視線は目の前のティファリシアだが、意識は部屋全体に。

「俺攻略同盟……イツカとレウか。──いるんだろ？」

　声をかけると、ティファリシアがわずかに体を強ばらせ、すぐに彼女たちが出てきた。

「やっぱりバレましたね」

「さすが……ご主人様」

　レウとイツカが現われたのはレイジの想定通りだったが。

「お前ら……その耳は!!」

　二人が生やしていた耳にレイジの目は釘付けになり、無表情ながらドヤ顔でイツカが言う。

「変態お兄様ご所望の理想的な耳です」

「お、おおおおおっ」

「──隙ありです!!」

　そうしてレイジが手を伸ばしたところを押し倒したティファリシアは、隠していた首輪を取り出し、レイジの首に装着させた。

「ふ……ふふ、あはははは！　やった！　やりましたよ二人とも!!」

「ナイスです」

「いえーい」

　無感情なイツカとレウにそれぞれハイタッチし、訝しげに首輪に触れるレイジに言う。

「残念ですが、それは自分では外せませんよレイジ！」

「そういうまほうがかかってる」

「まあお兄様はもう察していると思いますが」

「あー……はいはい《魔神器》ね。事前に吹き込んだ命令を強制遂行させるタイプの」

「そうです。そしてわたしたちがその《魔神器》に入力した命令は」

「装着させた者に絶対服従。解除できるのも基本的に命令者のみ……ってとこか？」

　ヘラヘラ笑うレイジにすべて言い当てられ、ティファリシアは決め台詞を奪われたように言葉に詰まる。

「ま、まあいいです……事実は変わりませんから」

　そう、レイジを絶対服従させる《魔神器》を装着させたという事実は。

「三対一、部屋の扉は施錠済み、絶対服従の魔神器装着……ここまで揃えば、さすがのお兄様も打つ手なしです」

「かんぺきなてんかい」

　二人の言葉にティファリシアがうなずき、涙を堪えるように天井を見上げて拳を握る。

「レイジ攻略同盟を発足して幾星霜……いろいろなことがありましたが、これでついに……ついにレイジを！」

「負かせたとか思えちゃうあたり可愛いよな～」

　ぴたりと。三人の動きが止まり、なにかを察したようにティファリシアが急ぎ続ける。

「け、契約の下に命じます！　レイジ、あなたが今画策していることをつまびらかに──」

「はい遅すぎ」

　レイジのその言葉を合図に、部屋の扉──ではなく窓から少女が現れた。

「クソ《英雄》ー!!　ボ、ボクの下着をなん、なんてところに置きやが…………は？」

「アルファさん!?　なんでここに──」

「え……デカ乳袋が……レイジを、押し倒してる……!?」

「あ──ち、ちがっ……きゃっ」

　誤解しか招かない体勢を解こうとしてティファリシアがバランスを崩して倒れる。

　そのあいだに普通に起き上がったレイジは。

「アルファー、この首輪外してー」

「はあ？　なん……あっ、強制しやがるのはやめやがってください!!　外します!!」

「うんうん素直でいいねー」

「くっ、いつか殺す……!!」

　ブツブツ呟きながら、アルファがレイジに近づき、

「な、アルファさんに外せるわけ──」

「違う……！　クリアグリンの血……！」

　ティファリシアが言いかけ、イツカが気づき、首輪はあっさりと外された。

「いやーホント便利だよなあ。全自動《魔神器》支配権」

「……？　なに言ってやが──ふゃっ」

　途中でアルファを抱き寄せ、レイジは耳元で囁くように言う。

「アルファは可愛い俺の女神ってことだよ」

　──き、気持ち悪いこといいやがるんじゃねーです！

　そう続くかと思いきや。

「──ちょ、こ、こんなところで……」

　顔を赤くし、まんざらでもなさそうなアルファに、真っ先に反応したのはレウだった。

「は……？　なにそのかお」

　明確な殺意のこもる言葉に、『かたわらの闇』が見たこともない禍々しい形へと変わる。

「待ってレウ……あきらかにこれはお兄様の──」

「まてない」

　鋭利な刃物となった『かたわらの闇』が、一瞬前までアルファのいた場所に突き刺さる。

「な、なにしやがるんですかクソノゾキ魔！」

「それはこっちのせりふ。なんでチグハグがご主人様にさきにあいされてるの？」

「────」

「めをそらした……じじつとかくにん……ゆるせない」

「だ、だからなんでボクにだけ──デカ乳袋はどーなんですか!?」

「……え？」

　急に話を振られたティファリシアがまだ状況に追いつけないことを見てとって、レイジはニヤリと笑うと。

「あーティファ？　んなもん──」

　自然な流れで抱き寄せ、唇を奪って言う。

「この通りだけど？」

　な？　と同意を求められ、とっさに言葉が出なかったことで状況は最悪な方向に転がった。

　イツカが「結局、抜け駆けですか」と責め、アルファが逃げ出そうとし、レウが『闇のかたわら』の力を解放し、部屋の中がめちゃくちゃになる。

　眼前の大混乱に、ティファリシアはぽつりと呟いた。

「どうして……こんなことに……」

「そりゃまあ俺と【勝負】しようとしたからじゃね？」

　そうだ。レイジを策略にはめようとしたから……そんな無謀なことさえしなければ──

「とは、絶対に思いません」

「ん？　──むぐっ」

　レイジの唇を不意打ちに奪い、気色ばむ周囲を抑えるように手を突き出し、反対の手でもう一度首輪を装着させて叫ぶ。

「みなさん、冷静に考えてください！　今！　この場にいる全員で襲えば！　レイジに勝てると思いませんか!?」

　全員が、なにを言ってるのか、という顔をした。

　ついにティファリシアが狂ったか？　とも。

　だが。

「いま……」

「この場にいる全員で襲えば……」

「レイジに、勝ちやがれる……！」

　呟いた各自の後で、最後を締めるように、ティファリシアは一度大きくうなずいて続ける。

「レイジに勝ちさえすれば……後はもう各自思いのままです……！」

　それは、まるで旧《大誓約魔法》下の契約のようだった。

　契約の魔法陣が展開される幻視をしたレイジが「……あ、やべーわこれ」と言って動くのと、『かたわらの闇』が伸びてくるのは同時だった──。







「あっはははは！　み、見てよレスト～、すごいことになってる～！」

「…………のぞき見とか趣味わりーな」

「だ、だって～、娘の初恋とか気になるじゃな～い。レストは気にならないの～？」

「気にならない」

「え～嘘～？　……あ、わかった～。わたしに夢中で他のことに意識向かないんだ～」

「………………」

「え…………ほ、本当に？」

「──は、なんだよその顔。ちょろいやつだな」

「む……む～！　む～！　奥さんいじめて楽しい～!?」

「ま、そこそこってとこか」

「……………………ふ～ん」

「……？　なにニヤニヤしてんだ？」

「ん～ん。別に～。わたしに夢中っていうのもあながち嘘じゃなかったんだな～って」

「は、はあ？　なにがどうしてそうなる！」

「あ、やっぱり～。ムキになるっていうことはそういうことだよね～！　レストかわいい♪」

「ど、どこの世界に夫を可愛いって……く……っ、いいからもう行くぞ！」

「え～まだ見たいのに～」

「全然見てねーだろ。他に観測すべきこともある」

「……ティファリシア、がんばってね」

「クレアリシア」

「は～い。それじゃ──またね、この世界」



















異世界ならニートが働くと思った？７




エルフの姫が世界を支配したのでニートをします。
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